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日 本 建 築 協 会



大阪ガス住宅設備のシステムキッチンは

機 能、インテリア、収納・・・すべてに

オー夕、ーメード設計ですから 、

あなたのプランを生かせまTo

. ベースキャピ介、ット、吊戸棚

. ノf ックガードと一 体成相し

た豪華なふんい気のトッフ。カウンタ - 0

. キャヒ泳ットのひとつひとつ に、 ，: ，〆'

使いやすL 、アイデアカ札、つは1 、。

. 美 しし、インテリア感覚 ・・・個性的な

24種のカラーコーテ可ネー ションが楽しめます0

. システム キッチンのフ。ランか ら施 工まで、

お気軽にご相 l淡くださ l ¥0  

. ヨーロッノ f 調キッチン ショッフ。〈ノ、ウゼ、コーノレ 〉では、

名タイフ句システム キッチンを展ぶ、専門のリビンクー

コンサルタントがご相 l淡を/ 作って l ｜ｾす 。
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社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛次

、基

明けましておめでとうございます。

本会会員の皆様、役員の方々 、事務局の方々無事ご越年、およろび申し上げます。

昨年の秋には衆議院総選挙の結果、長い期間はかかりましたが大平内閣が宅( 延生しまし

た。大平首相は多くの新人を内閣に迎えましたが、圏内的に不景気の物価高と言われ

る本年を迎えてどういう施策をほどこしてゆくか 、 われわれお互いの仕事や生活に大

いにかかわりあいのあるところであります 。

昨年も本会としては多くの事業を行 って参りました 。 r建築と社会」誌の刊行、創立

60周年記念出版としての建築技術選書の刊行につきましでは 、当該委員会のご尽力に

よるものであり、また原稿をよせていただきました執筆者の方々にも厚くお礼 を申し

上げます。 また事業委員会、教育委員会においても、見学会、高校生の作品募集等会

員のための諸活動を活発に行っていただきました。

本会は創立以来60有余年を経て今日に至りましたが、元来 、東京の建築学会に 対 して

関西にも 学会的性格の団体が望まれるという考えから出発しましたが、学会が建築を

主として設備等の関係は分離してい ったのに対して 、本会はむしろ戦後、設備業界の

方々を会員として迎えて建築界全体の総合された会となりました 。異色のある関西ら

しい集まりであります。官庁、公団公社の方も学校の先生方も設計業界の方も請負業

者、設備業者の方、建材関係の方も入 っております。 これだけの揮然とした会員の集

まりです。何でも自由に語り合える場こそこの協会だと思います。

そこで、考えられることは、この集まりをいかに運営し 、会員の期待に答える方策は

如何ということです。 これには会員諸兄の英知と提案をお願いしたいものです。

本会の運営には会員の会費と費助会員の莫大な会費と刊行誌によせて下さる広告費等

が大きな要素にな っております 。 この集ま った資金をいかに有効に活用するか、これ

は会員一人一人のお力添えによるわけです。 どうか本年も従来に増して尚一層のご高

配をお願いする次第であります。

会員各位のご健勝をお祈 りして年頭のご挨拶といたします 。 (Hs;lt 154. 11. 14 ｾ ｣ Ｉ＠



l 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負 111111111111川

協会に新たな活力を

事業委員長 三 品 哲 夫

昨年の抱負でも触れたところであるが、わが建築協会において現在

最も懸念されることは 、石油ショ ック以来の建築界のi沈滞ムードに

加え、会以数の減少と柿成年齢の高齢化傾向の中で、かつての高ら

かな理想と豊かな活力を失いつつあることである 。事業委員会とし

ては 、このような状態の下にあ って、会の活力復活のための新鮮で

ユニークな事業企画に努めてきたのであるが、本年もその方針を1 ' t

いていきたい 。

最近、数多くの関係諸国体の事業活動が競合し、その効果を損ねて

いる傾向が見られるので、本会ならではというような視野の広い企

画に基づき、建築界全般の意欲を刺 激するような新しい試みにも取

り組んで、本会の新たな活力の呼び戻しに資したい。 とくに青年層

会員、委H各位のご助力を期待するものである 。

建材委員会本年の抱負

建材委員長 山 田 幸 一

昨年 1 年間に 11回の委員会を開催し、 10件のメインテーマについて

討議し、 12f牛の建材を本誌「新建材紹介コーナ」に採り上げた 。 メ

インテーマはその時点で建築界にと って重要なr : :1題を含んでいる部

門から選び、関係メーカーを委員会に招致しその説明を聞き、その

中からとくに優れているものは「紹介コーナ」に載せることにして

いる 。 いわば一種の審査機関であるが、委員会の構成メンバーから

推しでも、この種の事業では少なくとも関西では最も権威ある存在

にな ったと自負している 。

このほか 、他委員会との共同見学会、あるいは姉妹団体の日本建築

材料協会との交流等も行いたいのであるが、何分多忙な委員を集め

ていることでもあり、昨年は果たせなか った。本年はそのような新

しい分盟Tも開f石したいと思 っている 。

住宅委員会本年の抱負

住宅委員長 小 西 岬

住宅委員会の故大の行事である「よろず相談住宅展」は第 16回を迎

え、2 月21日から 26 日ま で、心斎橋大丸百貨庖で開催の予定である。

大阪建築防災センターとの共催で、 「備えある住居」がテーマーで

ある 。住宅での電気、ガスあるいは失火に基づく事故が多い H宇今、

また冬に開催することは適当なる時期を得たこととなる 。防災セン

ターの協力を得て大いに成果を挙げたい。併せて永年に亘り熱意を

もって作成した庭のスライドを会場で上映の予定である 。

また、いつもながら前野慶太郎埋事に、会場の確保で種々お世話に

なったことを感謝申 し上げる次第である 。

建築データシート委員会本年の抱負

連築テーヲ シート委員長 井 上 混

建築データシートハンドブ ックを会員諸兄のお手許へ届けて以来、

その後の追跡調査、アフターサービスと企画 ・立案して検討してい

ますが、諸般の事情で意のごとく事が進まず、ご迷惑をおかけして

申しまRなく思 っています。

今年は諸兄のご協力を得てぜひとも頑張りたいと思っています。

委員会宛に、いかなるご意見でも結構です。 お寄せいただければ幸

いです。

編集委員会本年の抱負

編集委員長 前 川 陽 -

Hド1:: 度は国際、圏内的 に目まぐるしい変遷があり、それをうけて本

年度は建築をとりまく消安ー! 大| が始動する年となることが予定! されま

す。 とくに本年は、建築界にと って多色|三の懸案であ った「新IfiH従 設

計規定」の導入により、建築基準法の大幅な改訂が予定されており、

もろもろの波紋が広が ってゆくものと考えられます。

したがって「建築と社会」の内容も、それらを包含した Hキ宜を得た

ユニークな 企画 が要望されるはずで 、 当委員会としても苦しいなが ，ｾ

らも 、やりがいのある年となりまし ょう。 ，建築と社会」は経理的

には独立採算制 をと っていますので、充実した誌面作りには多くの

経貨 を要し 、いきおい関連企画の広告収入に頼らざるを得ない事的

にあります。今後とも 関係各位の温かいご協力、 ご支緩をお、願いす

るとともに 、会員からの忌悌ない要望を期待致しております。

「建築技術選書」の刊行

出版委員長 小 林 清

わが建築協会創立60周年を記念して企画した本技術選書も、学芸出

版社の好意によ って、- 11宇年は、( 1 ) ，茶室の話」にはじまる員 l' 5  ill }-

を刊行して、順調なるすべり 出 しをなした。

さらに昨年は 、(6) ，コンクリート工事の管浬」より 、( 13) ，医院 ・診

療所の計画と設計」にいたる計 8 冊 を刊行 して 、 その叫進めざまし

いものがある 。 これで総計 13il 号、相 当なる質量となり 、 ;g棚 を美し

く飾るようにな ったことは 、わがことのように喜ばしい次第である 。

本年は「設計のコンピ ュータ一手法J ' p C 構 造の話J ' 住宅設計とイ F  

ンテリア」など、豊富なる企画のもとにその刊行をすすめている 。

最後に、教育委員会、あるいは協会各支部において、本 3 をテキス

トにした講習会を附催して 、会 μ の伴家、技術の抗争及に、 ζ 努力を

おねがいしたいことである 。

法規委員会本年の抱負

法規委員長 岡 本 行 善

Hド年実施しました“ 法令アンケー卜" の集約作業は、ょうやく年末

に終えましたが、ご協力いただいた皆綴方にこの紙面をかりでりく

御礼申し上げます。Ef l ｦＮ ｩ ｾｩ 等諸手続き Ｚ、日 ｾｉ ｾ を等環境 問題、 法令システ

ム、法文の解釈に閲すること等、いずれも真剣な声が多々集ま って

います。

本委員会としては 、こ のアンケートをより発展させるため、 “建 築

法令と行政" というようなテーマで「建築と社会J 5 月号に特集を

計画しています。建築法令をより身近に 、親しめるものにしたいと

の念願から 、関係各方面へ問題提起を行いたいというものです。何

卒よろしくご協力いただきますようよろしくお願いします。

教 育 委 員 会 本 年 の 抱 負 教育委員長 多 胡 進

あけましておめでとうございます。

伝統ある教育委員会においては、全国工高生デザインコ ヌクールや

建築工事実務講習会、建築技術選者講座シリーズなどを、小委員会

をはじめ会員の皆様のご↑ hiJ 力により 、実施してまいりましたが、 80

年代は、若い方々に権かで大きな構想、力をも った技術を持ってもら

うことが重要になるとともに、各種の技術の研修、生1m教育がます

ます重要性を増し 、それらに対する整備が待たれていることは機か

なようです。

建築↑ tJJ 会の教育委員会は、とくにこのような状況に対して適当な場

を提供すべく 、 さらに皆様とともに 、想を練り、実行に移せればと

心 あらたにしております。

どうか 、ご指導とごttiJ 力をさらにいただきますようお願い申し上け‘

ます。

.， 
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建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻694号・第61集・ 1980

表紙の説明楠回一夫 (造型作家)

レオナルド ・ダ・ヴインチ

Leonardo da V inci (1452ー 1519)

1  
年頭のこと，t

本年の抱負

1519年 5 月 2 目、レオナルドは異国 (フランス) の地で67

才の偉大な生涯を閉じた。彼がこの世に残していった数

多くの業蹟は万人の知るところであるが、表紙のダ・ヴ

インチ自画像の上にある人体プロポー ションについての

考えも非常に興味深い。( 人間のへそを中心にして円を描

き、両手をひろげた幡と身長によって正方形を描く )

作品作風.

・新建築

特集予告

・2 月号 / 今後の省 エネルギの趨勢

銀行建築

・3 月号 / 銀行特集

安井建築段計事務所作品集

・4 月号 / 住宅の耐久性 (1&材、)

編集委員会 ( 昭和54年 度)

集委員長 . 宇柳 健

前 川 陽 中 村 正 三

編 集 理 事 . ! i i 工材料併桧

Ijif 川 陽一 荒 川 治 徳

井上 4見 岡 国 普 弘

今 西 伴nll * 高 木 嗣 日11

ru凹 祐 付 上 元 彦

小林 ir'i - 法令分科会

鈴村 l置 本岡 田 七 郎

竹 中 斜 隠岐 一三

前聖子慶太郎 .  ｦＡｩ，ｾ議 場 ｩ 岳民全

菅谷 UI!児 間聖子 洋三

松 本 必ニ 7尺図 f申

浦辺 品主 高 崎 尚 昭

編集委員 田 中 信 重

0 片倉 健 雄 0 寺井 信 夫

- 計画分科会 奈 良 銭 ー

池端 J孟 f良 来 淳 一

相1亘 雅 彦 山口祥↑ 吾

河 自 治 脊 - 投椛欄小委目全

I孟谷 :J，f 翁 0 木 村 成 彦

谷 口 成 彦 国 中 直 人

'" 11樫

'fi 
竹 中 啓 介

中林 『苦 織牟 音量夫

西村征- al¥ - 広告企画，1唾損金

山 元 弘 和 安全主 洋一

. t.島造分科会 岩 僑 ー 盟

井上 一朗 岡 本 弘 之

キ北村 1貴男 Jfi: 啓智

坂 :J，f 二 If'; 昭夫

棚 ｴｾ 努光 4 仏 国 民 彦

谷尾 i量iJL 1時間 ｩｬｾｦ＠

術井 元日目 平 松 手11-

- 設備2分 科 会 : 鈴 本 記二

ｬｬｾ 井宏氏 三原 h'j敬

ii11Ul ｾｌ＠ 山 閉 雄 村i

本河i lt 険之 ｾｩ＠ rn 正三

佐泌 l盗ニ Oi世辺 Ｎｾ也 ｲ 、

ｏ ｦＮｊｬ ｉ，ｪ ｉｉ￟ ｬ ｬｊ 正 Ｊ ｦＮｬ ｌｾｾ 白 Ｑ Ｎ

編 集 人 伝 11' 1I [l 光

正JI 届'1 I沼有 J 55 (Io 1 月 20 臼
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第 I 部

第 E 部

第 田 部

若い会員の集いレポート

中国を訪ねてO回最終回

構造の頁66

設備の頁66

施 工材料の頁65
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11/1利55ff. を迎えて/ 日本建築協会会長 ・塚本値次 ・・・ l

日本法築協会常設委 Ｑｾ 会委員長 2  

兵 庫 県 立 総 里 子 台 生 涯教 育 セ ン タ ー 設 計 : 兵 庫 県 都 市 住 宅 音11営 繕 諜 ・… … … ・・… … 一 4

〈島1;' 人 研 修 館〉 施 工 . 大 橋 ・中 村 ・高 階 建 設 共 同 企 業 体

〈青 少 年 宿 泊 研 修 練〉 施 工 : 平 尾 ・清 水 ・和 以 設 建 設 共 同 企 業 体

ダ イ セ ル 衣 掛 第 l ク ラ ブ 設 計 施 工 : 大 林 組… … … … … … … … … … …. . . . ・ H ・8

シティパンク 、エヌ ・エ イ 大 阪 支 庖 設 計 施 工 : 大 林 組・ ・…. . . . . . ・・・・・・・・・…・・・・・・…… 1 0  

兵 賭県・伊 丹 庁 舎 設 計 : 兵 庫 県 都 市 住 宅 音11営 繕 誠 一一・… ・… ・ . 1 2

施 工 : i兵回組

兵 庫 県 老 人休養ホーム，h 甲 保 養 荘 」 設 計 : 兵 庫 県 都 市 住 宅 音11繕 諜 … ・ … … . .. . . . . . 1  4  

施工 : 全迷附発

イトー ピ 7J .R陽sJJ マ ン シ ョ ン 設 計 施 工 : 不 二 建 設 ・ ・・・・・・・・・ 田・・一. . . . . . . . . . . ・. . . . . . 1  7  

御 影 ガ ー デ ン ハ イ ツ 設 計 施 工 長 谷 川 工 務 庄 … … … … … . . . ・H ・. . … . 1  8  

ｲｬ ｱ 条 ＱｾＺｾ ｴￌスカイハイツ

新 大 | 坂 共 済 会 館

住 友 生 命 大 分 ピ ル

設 計 純 工 : 長 谷 川 工 務 自 ………. . . . ・ H ・H ・- ・… ' 2 2

設 計 : 束 畑 建 築 ギ 務 所… … ー … ・・… … - … ". 2 4

施 工 : 三 井 建 設

設 計 : 日 建 設 計 ・・・ ・・ ・・ ...・ H ・. . …・………・・ ・・ 2 6  

施 工 : 鹿 島 ・大 林 ・竹 中 ・大 成 共 同 企 業 体

i.I¥25川工 lul 生テ・ザインコンクール入選作品 : 設計諜足! ｲ ｾｇｬｬｩ 図 ｉｉｾ 館 ｪ . . .  2 8  

1止近竣工した 111主tt 築 9 点 (No.1423- 1431) ・ー 3 J  

i ! ! 雄総H のJよi¥皇( その 2 ) 1 総 回 目2・ 3 3

尚t' !: (i[1明化剤『オ ート七 y 卜JI 金岡 宏 .. 3 4

占代建 築家の ，話あ れこれーそ の 2 1木村 伝ー 3 5

1没史的' . IH存と街Etuit 観 16 辻対在J l そ の 5 ・ 3 8  

ホートヒ 7 ' 81 トヒ y クスーその6ハピリオン会助図。 竹 rf' 工総倍、主主設業界初J のデミング: J ' t受賞 。

1981'<1' ワルシ T ワU I A 第 14岡大会←{.定 3 7  

室内環境のTfJ 品-: . ri l 話 / 中原信生 アーパンデザイノとは 1 m村 JI}f 

: 戸! のHIli1i .  11411) の柿造 / 高橋l E犬 コンヒューターの手I)J fI 1 木 II I幸犬.. .4 0

1980{j'. . 新作放談 - 80年代に向けて述築を語る 。 lりli 台の誇りを残すまちづくりと古仰のタウンハウ

スＨ 北大路市野住宅 Ｉを 兄る 。 灘のｩｊ Ｇｩｩ 丙 ・ 発 ｪ 正宗泌宝磁と記念館の比学 。 ｾ Ｇ｜ｬ Ｖ ＱＢＱ rよろず相談住宅

股j Ilff 催。 ふるさとのすまい一日 本 の民家: ! . R ー復刻版の刊行。建築技術選;!?第14号「設計のコンピ

ュータ一手法j 1nl) 。会民の受託。 「太陽エ耳、 Jレギーの利 JTI と光変換 技 術j . . . 4 I  

80年代の都市と建築ーまちづくりの歴史と展望

歴 史 に 学 ぶ インタヒ・ユ一一郎市計画の先鋭にIlIJ <ー

都 市 計 画 の 理 念 ー 中 津 誠一 郎 ー ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ー・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・ 5 8

インタピ ュア 斎必平日夫 / 笛燈 穎 / 赤*奇弘平 / 縮ij} 雅彦 / 絵1f・H白光

古11市 計画の. jH F>j と 実 践ー 玉 置 豊 次郎ー・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・ 一 一... . ・・・ ・・・・・・・ 6 3

インタピュア 寺内 信Ｏ赤崎弘平Ｏ町内ｾｉｩ 1池端 jJ i / 必 ) HliLi' t

自11市 計 画 の 歴 史 を 追 う t Wト lヌ1，.1， と文献にみる

大 阪 の 都 市 計 画 ・年 表 ( 明 治 ~ 終 戦 ) ・・・・・ 一… 一 … … … 一 … ・ 赤 崎 弘 平一. 7 0

「 建 築 と 社 会 」 誌 に み る 都 市 計 画 の あ ゆ み… ・ … … ・ ・・ … … ・ 中 林 j告. .. 7  2  

ま ち づ く り へ の 展 望 を さ ぐ る J主談会一 第一線の7 ランナーに !日J <  

80年 代 の 都 市 と 建 築. . . . . . . . 一一. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・・ ・・ 7 7

刑 座 正 信 - 近 藤 達 夫 ・富 安 秀 雄

片 ｬ，ＢｩｬｬＡ ｾｴｬ ; . i ' ; 樫穎 / 池端 J孟/ 松升 llfi 光

Ｍ キベＧンパスを訪ねて 一大阪芸術大学 の 弘 ｴｴｾ 語併をＮＡｮＧＮる Ｑ rfJ 川一 千ヰ1m喜八ull . 品川公的ぷ 8 6  

・デイスカバー 大阪 ・その 5 一川面からみた大阪のまち 続 中之島 ・道似籾を船 で 巡 る /

石T片 存 総本敏l政・ 目・8 7

，!f 'V;¥- 扶桑- 4MF水 / 玉 相1洋. . 89

立体トラスの: : k ; 汀l 化の与え方 ( その 1 ) 力学的性質か らの 7 フローチ/ 坂 芯二・0 ・9 I  

集合住宅に おける 屯気温水総室の排水設備 / 渡辺 潔.. . 9 2

ねじ鉄筋/ ぷ )f 義占見.. . 9 3

口-t ill 築協会Ht: :f の到j き(昭和54年 11月分) "' 9 4



兵庫県立嬉野台生涯教育センターく婦人研修館〉

施 工 大橋・中村・高階建設共同企業体

うれ し 町

当センターは ｾｧｦｵｶ＿ 図都市の文 化教育施設と し I  3  屋上のスカイラインは傾斜のおｾを 一 部に｛士 |  ハ ニ y シュ)... l に、壁 1mは曲線を干IJ ｾ ｉｉ した ア ーチ

て、指j袋内陸告1Iの加l京 都 社 町 に設詑された 。総 |  って、堅 い 「 雄 造 物 」 の Y' にソフトさを強制 |  型 の 窓 で コ ロ ニ T }瓜を生かして淵府| をはかった。

林 に 図 ま れ た 内 然 設 か な 環 境 に 制和lする建築の |  する 。 I また ｐ ｌｪ而閉まれた Ｂ ＧＱＱ 与はクスの木Ａムー ｪｊ Ｎｉｾ として安

機 能 と 造 形 を 求 め る こ と が 設 計 の ポ イ ン ト で あ I  4  符 ￭ｩ ｩＧ Ｑ 隙は伝統に ｴｩ まれた Ｑ ＱＺｉ ｾｾｮｦ 公 ｬｫ ＨｩＩ ｦ 修所 |  す ら ぎ の オ ア シ ス で あ る 。

った。 I r 八 角 堂 」 の 形 式 、イメ ージをそのまま E作製 |  山少 f ドiri i(I (l)fj!針決. 八 向 型 を 近 代j瓜に ア レンジ

向然と建築が制手11するための要件として、 |  する 。 I し、地 ｽｦｾ を生かし、 ｽｬｩｊｊｊｴｬ の樹木とのぷ ｊ ，｛［ ｉｉ をはか

1  建 物 の お さ を で き る だ け 低 く お さ え る 。( 樹 |  以 上 を 考 地 し つ つ 、 生 波 数7守の戸仰の均として、 |  り、以外空間と内部ｾＯｬｉ ｊ の機能 Ｈ ｉ ＧＮｪ な ｻ ｴ［Ａ紛をす号 ｬ 位

WJ に見え隠れする建物静) I  文化活動や針外活動に白然に，悦しみ 、気，，1 るに |  し、目)f 修機能と liii(1機能が両ぷーできるようにし

2  自然との; fM源的な対話の接点を求めるため |  干IJHJ できる }j¥止設を心がけた 。 I た。

に、凶} . Rli を外吉11空 間l に設ける 。 品I} 人研修館 S 型瓦を主主いた桧l立色のl五恨はス

， 



ー

，〆1. /，凪F字予

2  ホ ー ル

3. '2f.t 

4 .  'li I主主

5.  r.，m主

6.  /，i: .'1主主

7.  fl l J 高官

8 官Mt

9 .  1正t主主

10  印刷

11. I11 指 l l'i i

12. 1;: HE，，/r 

13 リl f.( 副所

14 食堂

L  15 Ml d 

16. 1地1正五

17  ヒロティ

18. ｩＮＩＩ リｾＺＺＺｩＮニ

19.  U "'I カ- 3i

20 本仁京

21  陶」主主

22 染色宝

1 階 平 面 図

1:  1300 

己 EEi

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 謀

所 在 地 兵 庫 県 加 東 郡 社 町 下 久 米 字 依 藤 野

敷 地 面 積 92，OOOni  

建 築 面 積 I  ，930ni  

延 床 面 積 2，745 . 5ni  

構造規模 R C 、 2 F

工 期 昭 和53年 9 月 ~ 昭 和54年 5 月

ｉ ｬｉｬＱ ｲｩｾ より ＧＱＧ 磁をとおして本館 ｦ 虫をみる

教室隙 ["IIT. G

北京より外仰をみる

ド旬 ..1-:- 可2

_.  -----

メヌP

ｴ 品目 ｲｾ Ｊｈｾｬ ｩ ｬＧｬ ｾ彦

5.  ，ｪ＼向 ｈ 山 ｬＯｬｪＨ Ａ｜ｉ ｉｉｾ ある食 Ｍ ＧＺｵ 山

6.  ftS[:I) 、'J:rli



兵庫県嬉野台生涯教育センターく青少年宿泊研修棟〉

施 工 平尾・清水・和以貴建設共同企業体

l  λ 口 一 7

2 .  ;止 [(Ii ，苛

3  同修: : i r

4 .  lili( l'i i  

宿 泊研 修 棟 平 面 図 1: 350 

4  

リ ー タ ー 管 理 ・浴 犠煉 平 面 図 1:  400 

λ Uーフ

エントフノ λ'" ール

ロビー

脱1文京

浴室

' / 千; . . /，j!

機 ｴ ｾＧｩｩ

!lI tHl ヰ=

ミー r 1  :，ク 可f

10  リーダー市



兵 康 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

兵 庫県加 東 郡 郡 町 下 久 米 字 依 藤 野

92. 000ni  

934. 7ni  

906. 5ni  

R C 、 平 家 建

昭和53年 12 月~昭和54年 6 月

設 計

所 在 地

敷地 面積

建築 面積

延床 面積

構造規模

工 期
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1. 食堂 1111よりのそむ

2 .  j( i i(ll lIlタ j，t

3  リーダ Ｍ ＢＧ￬ＧｊＱｾＱＡｉ Ｑ と Ｉｲ￭ ｩ Ｈｬｬ ｬｉｬ

4 .  );i i( l . 庁修 j ，1人'Hl!l

日仁自



タイセル衣掛第1クラブ

設 計 施 工 大 林 組

配置図 11潜平面図 1:  1200 



こ の ク ラ ブ ハ ウ ス は 、 ダ イ 七 Jレの日IJ 、1. 60

l:iJ 1ドを. 記念して ill てられたもので、 1，に

式 典 やi住物 を行う依存川の胞設として，i!

1IIIj された 。 敷 地 は 綱 F 工 場 の り 生 胞 設l洋

の '1' 心 にあり、 iI 、 ドイツ人J支r. ili によっ

てill て ら れ た コ ロ ニ ア ル ス タ イ ル の ツ ラ

ブや、i l I :;!i1't rli の記念樹て・あるユーカ' ) 、

セ ン ダ ン の 大本 などに IHI ま れ た 総 深 い 怖

かな PJi ' にある o Jnl 曲に あ た っ て は 、こ の

クラブと s記念術を[ 米干{. し、またフライベ

ートな笠 ｬｬｬ 問 、ある泌をｉＡ ｾｊ l  、込むようにし

て 、 Ａ占 ｬ 同と隔絶した泌ち Ｑｾｦ L  、た啄ｉ￭ｾｪ， ｾｬ を

.-1
'
. すようにした 。 外観( ; 1: 人f ! t ) 五造りの: . 1. ¥

〈大きな lゴ，H艮と、深 L 叶:t 、( Iい外s! のキIl

み 合 わ せ で 、 ;;t 制tに 桃 け 込 む よ う な 、 モ

ノクロームなt的1&として、世ト lニI:J- J ざされ、

内に/ l f . J か れ た 建 物 と な っ ている 。 P，) Ｚｾｉｉ は

1 1 i i T にレ七フションルーム、ラウンジな

ど依存純，; 主を 、 2 附には' 岳会室 、 T十i ;( 1:去ー

な ど 従 業 wi 包設を設け 、 す べ て の 税 線 が

l出 I:ii: がれるようにし 、 J d刻、ホ ー ル 、

ラウンンは膨必と収紡 、光 と［Ｊｾの 付、 工す

るエレメントを{ 史 っ て 、11! Ｑ ｾ ト の ｈ ， ｍ ｾＡ リ ＱＩ ＡＧＵ と

ぎLZ化を り えており 、外 出1I の ifi Ｚ，Ｇ［・しい本 ｉＯｾ

気とは対照的伝 、 ＨＱ 由 てる奔欣なｾ Ｏｬｊ ｊ とな

っ ている 。

( 公良銀ー 、れ卜↑ !'i s . / 大林寺Il)

周 辺 配

品i 彬 ナトリ工房

ーコ』;

外国t

lE，fu外観

レ七 7 ンヨノルーム

ラウンジ

ホ ー ル

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

兵 庫 県 姫 路 市 網 干 区 新 在 家 1239

26， 555ni  

628ni  

829ni  

R C 、屋根 S 、 2 F

昭和54年 4 月~昭和54年 10月





シティバンク，工ヌ・エイ大阪支庖

設 計 施 工 大 林 組

ニ ュ ー ヨ ー ク に 本 J.J j' の あ る シ テ ィ パ ン l た。 外装は、 IIJ ビJ レの丞 J'/ I . i : イメージ

ク、 エヌ エ イ 大 阪 支 Ir1i は、大正予ドWJ I の 継 糸 、11，1辺 ピ ル と の 調 布l を 符 え 、 赤

よ り 住 友 銀 行 本 1;1; などがたち誕ぶオフｼ制色の花 Ｈｾｩ￭ イ ｩ ｗｩ とし 、 ｊ &  Pf l :  1:の柑 l

イス mの 幽 て、引 業 さ れ て い た が 、 こ I / 而をカーテンウ A ー ル の ガ ラ ス 而 と 対

のたび ｉｌｉ ピルを解体し、新ピ ｊ レのｾ設ｼ比させた 。 ｦｪｈｾｪｪ ￉ｩぎ附は、天 ｊｉ ・必チヘン

を，i J 幽 された 。 I パ ー の 空 調 } j 式 、/ J 幻1' ，・l吸込 /1 をキIl み

え1'-而，11 幽は、敷地/ ' t . j北 織 に コ 7 を 配ii'i ｉ 込んだアタリカバー ｦ 刊行 ｬ りＡ日 Ｚ ｾｊＡＮ を探 川

す る ダ ブ ル コ 7 フ ラ ン と し 、 卜w . の銀| して 、 シノフルなノ'-.'11' デザインとした。

f丁、 ＱＧ Ｎ 附の， ｝｜ 務室の ｦ 吋リ ＧｊＪ ｊ￭ｾを機能的にｼなお当工，｝｜は、Ｈ同Ｑｉｬｬ｜設計に ｃ ｍ (コ

処 f!l! した 。 立町，ilillI/ は 、 斜 線 ; 附 限 に そ | ン ス ト ラ ク シ ョ ン マ ネ ー ジ ヘ ー ) と し

っ て マ ス を 手 札 合 せ 、 鉛 直 線 を 強 調 し た | で 、 位 々 i司l指 導 を い た だ い た 。

外 1 i J I . デザインで企業イメージをぷ税し

白

泌ｾｾ ｾ 1 山本宮案成

2. 3 .4. アンコール

東I / Jエレベーターホール

。J>f主主

人前f I I エレ ベー ターホール

I史所

t砧6弗主

基 準 階 平 面 図 1:  600 

最 11/ -工レベー ターホール

パノキノグホール

銀行 "'1括主

4  金川l 室

5.  .i晶JlJ II

6  守術主

7. M f，i Ml l f y;所

8  人的! 日エレベーターホール

9  リフト+ タ ノテーブル

10  ゴミ !l>1l1所

日』;

配 置 図 ・11塔平直図

1:  600 

北 京商外観

ｾｴ 凶外語 ｊｩＮ

l  附エレベ- 5 ' ホール

j よ単wi 'i>f)j主

監 理 日建設 計

所 在 地 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 35 

敷 地 面 積 797 . 52rri 

建 築 面積 672 . 92rri 

延 床 面積 5 ，075 . 69rri 

精進規模 S R C 、 8 1 、 8 F

工 期 昭 和53年 4 月 ~ 昭 和54年 9 月

'1:.1.蹴



兵庫県伊丹庁舎

施 工 浜 田 組
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配置図・ 1 階 平 面 図 1: 1500 



ｊ 品目Ｚ ｾ ＪｈＧｬ ｩｴ Ｇｊ ｾ 彦

EPEi  

Ｊｾｴ 而外ｉＡｊｉＮ

保健所i' 7 ローチ

保健所ホール

検_f t:巨

Ｕ 料 ｦｬ ｐＢ ｸｾｖｦ 宝

6  災 Ｑｾ 待 機室

7  点fJ!l Iよりのぞむ

8.  ｾ［ｾｉＮＨホール

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 伊 丹 市 千 僧

敷 地 面 積 6，350ni  

建 築 面 積 1  ，290ni  

延 床 面 積 3，854ni  

構造規模 R C 、 5 F

工 期 昭 和53年 7 月 ~ 昭 和54年 6 月



兵庫県老人休養ホーム「六甲保養荘」

施 工 全 建 開 発

六 甲 山 1Aに縫 っこの建 物は 、老人 のミ {足長と :'i!l いミ | 附 へ の 7 フローチを ，汁 り"j' 央 ホールを '1' 心 に、 点

の ため のy(j Ｗ Ｈ ｬ ｬｦ ｴＡＡ設 であり 、 ｬ ムい怠 ｬ 味 での 稲 ｬ ｊｩ Ｚｬｦ ｴＡＡ， 没ｼウイングに ｉｲＱ Ｗ ＨＱ ゾーン 、 ｲ ｻＡｩ へサービス 、 ｉ ｊ ｬｪ へ ＷｾＺ ｊｾｈ＠

で ある。 設計 にあた っての 1・J単組 は 、 1 Ｉ 在人 にｼ 日 ｉ ｉＯ Ｂｊ を 配列 し た 。 ま た Ｇ ＱＧ 央 ホールに 後続 させて ｾｾｉ

，税 しま れ る施 設であること 。 2 ) / 、ql 山 総の環 境 | 如' ' Mのある 談 釘室 。隣 抜 して 4 fi  i '，T.' 11のぷ室 を

に調 手 ＱＱ すること 。 であり ￮Ｚｩ￯ Ｒ 義的 な 川泌 としては 、 ｼ設け 老人 に， 飢 しまれる空 ｉｈｊ を 確 ｦｾＺ している 。 主人

i ) 単 に術 的す る だ け で な く ゆ っ く り と 楽 し め る | に jd も好 まれる 大浴場 は rij ウイングの 先揃 1 Woに

.rJf} を設け る ii ) 傾 斜 地 による 竹ー妹刊 を身地す るご | 伎 町 し、l OOh ドル仮 jit を』止 ながらの 入 場 が楽 しめ

と iii ) 地 域 性 を持 つ1ft!! 設 で あ る こ と で あ ろ う 。 I るでめろう 。

このた めに 配 ii'L11幽 につ いては 、l!'l/J)(、 ji f 似 なと | デ ザ イ ノ に つ い て は 、 環 境 との訓，f ll 、胤致地 l垣内

を 考成 しで長 ｾ物 の 主事 Ｑ ＱＱ を 、 ｯ P  Ｋ ＲＷＳｾ Ｑ のコンターｼ 縦 ［ｉ ［ Ｇｊ などを 考 ｊ Ｎ Ｆ して Ｓ ウイング 共 生 ｊ 配 ｊ Ｚ￭ｬ 似 を ｪ［［＼ Il j。

ラインに治って 円以内 し 、 その量級 Ｑ ＺＱＺ ＮＱ也ド Ｚ ｾｉｓ 分をｼとくに勾 配 については ｬｒ ｬｊｬｪ ｽｪ向 Ｓ ・ 「、 ｬ ｹＮ ｪ ， ｬｴ 4  ，J' と

Ｑ Ｚ 干 つ サ ービス 古 Ｑ Ｑ を 円ｾ ｾ ， ｊ させた 、 Ｓ ウイング 円以内形 ｼ し名 々のJ也鍛ftI i斜 に合 わせ剥府l を，iI った。 またl五

ｲｾ を 採川 し 、Ａｗ ｊ 線 およびゾーニングの ｬ リ ｬ 餓化 を ， ｮ I 似 形 式 は州 内 に多い柄 磁 のハカ マ 脱 出 似 をアレノ

っ てい る。 ヂl師川 l!l，j は liijl( !i ロータ リーからえs 物 2 I ジ し た も の で 、H と似 の抗 線 を必 制 させている 。



設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 西 宮 市 越 水 字 社 家 郷 山 1 - 95 

敷 地 面 積 15，858.  98ni  

建 築 面 積 1  ， 167 .  05ni  

延 床 面 積 2，873 . 28ni  

精 進 規 模 R C 、 8 1 、 5 F

工 期 昭 和53年 9 月~昭和54年 9 月
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「一一一寸「す下- - : : 1 1 北州市外観 5 茶室ーにじり 11

I  1  I口1ヱj 2 北側 酬 を み る 6 伴il
l山

ー っ 間 川
3. 2附 縫 7.  Ｒ 附 ｉｾｉ より大…をみる

L 二L _ j 4 . 2 術茶室



兵庫県老人休養ホーム

「六甲保養荘」

、、-

匡睦国-

1 階 平 面 図

Ｎ ｾ会 ｊ 品

食堂

{ 山所

4  ロビー

5.  fj !li J  

6  食品 /oll

7 刷 ド

8.  (，j ;惣宝

9  脱氏主

10 浴室

II エレベーター

12  宿 泊 宅

13  ベ ラ ノ ダ

1 階 平 面 図 し J

ｾｅｴ＠ ｬＧ ｾ＠

日

1. Vtj fWJ よりみる

2.  i行J)，)

3. Ｎｾ会 ｊ ｉ，Ｉ

4.  )1I i( 1室

五 ｉｾｉ

ト ｊｾ ヰ ｦ

A * ー ル

フロント

'Ji  ｦｾ 主

会. 韓宝

7.  Ｇｎ ， ｉｾｩ＠

8  喫茶

9  ロピー

10.  J主11fiji

II 茶 市

12 廊 F

13  μＺｉ ， ｉ ｾ 資料室

14 エレベー タ

15 λ ローフ

16.  ('l'，; 庁

17. 1111( ，，，， 

2 階 平 爾 図



イトーピア東陽町マンション

設 計 施 工 不 二 建 設

所 在 地 東 京 都 江 東 区 東 陽 2 丁 目 2 番 44

敷 地 面 積 12 ，302 . 94 m'  

建 築 面 積 3 ，484 . 10
m

'  

延 床 面 積 36 ，395 . 49
m

'  

格 造 規 模 S R C 、 14 F 、 P 1  

工 期 昭 和52年 9 月~昭 和 54年 7 月

当敷地は布11心よりモ j互にある準工業地にあり、当

建物を含めて附; [ i : の環境控1 J i ! 1を念頭において計画

したものである 。

手ヰ住戸 (約 500戸) の 1:1 1限、 i凶hfl¥およびプライパシ

イの倣 ｦｉ［ はもちろんのこと、リ ｬ ￬ｾｪ 也 ｼ付 にまとまった

紋 ｊ 也、公園およびｼ線被地Ａ日Ａとの ｾｪ 自の的保と ＺＡｴ に

画 一 的なアノ ぞー ト鮮のｾ立を避けるため ｙ 寸Ｚ ｉｾｲｬ を

2 陳述tえさせた配位を採用している 。 また当敷地

は軟弱地鍛( 支持 j将まてずJ 5 0 M) にあるため構造的

安定性も巧1苦して計画したものである 。 なお 2 ヶ

所 の Y 字の中心部分をコアーにすることにより f曲

線の明倣化も令わせて考慮した 。

この門己出によ っ て南側に ｼ 制かれた ｾｪ 也を公凶およ

び紘地とし居住者のだ! の場と「供達の遊び場とし

てｼ刻版している 。 また北ｦｈリの ｾｪ 也は駐車場および

自転 '11山場として利用し用途の分離を計 っている 。

なお、工事に当 つては工Jl J I組制(J と仕上村 j交の向上

のため大型パネルによる水平耐と垂直面の分離打

工法を j ; ! i 用している 。

(主t 何 ｉｾ 頁 Ｏ 不 二 建設Ｉ

4・
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配置図・ 1 階平面図
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御影ガーデンハイツ

設 計 施 工 長 谷 川 工 務 庖

18 



I  I  I  航空写j ' [

I  1  2  主1則およ び

|  τ1 アフローチ

所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 鴨 子 ケ 原 1 丁 目 4 番 15

敷 地 面 積 9，145. 05 m'  

建 築 面 積 2，634. 15 m'  

延 床 面 積 6，423. 90 m
'  

構 造 規 模 R C 、 3 F  

工 期 昭 和50: 年 B 月 ~昭 和54年 3 月

京阪神川に数ある高級住宅地の " ，でも、 I朱い木立につつ

まれた風絡のある家並が絞< ｲ 御 ［￠ ｾｊ 、その昔 Ｈ ちぬの

illi l といわれた大阪湾、遠くは利秋山、淡路 jJ，まで望め

る山の下鴨子ケ師、に、周囲の環境ー .11 ' i 急御彩駅から深

凹池公ｉｩＮＧｬ ｬ に沿 っ て小原流芸術参巧館を ｩｬｬｩ り抜け、［ｲ￯ｾ止の

釣?をなって1T <と、 l守< ｉｾ たえるテラスハウスの 「 御日五ヵ ー

ーデンハイツ 」がある ...... 。 自然、に Jぶまれた風致地区、

小 l山紅茶室跡地の他殺を数多く残し、{ 主戸 11刊日彬 ・凡11，';

らし ・動線等段々の点を巧; . ｛｛ｩｾし、南斜 Ｑｭ を巧みに生かし

た全戸 2 li師採光、広いテラスのある会LAit とj孔怖のある邸

宅! 感覚のテラスハウスを 7 棟自己世致しました 。

川取りも 「御; ぷ」 を意識して、ワ ンフロア ーにゆ ったリ

とレイアウト、余裕とくつろぎが生まれるライフス ペー

スを念頭に 、バラエテ ィーある 17タイプ ・・ 。各戸のプ

ライ パ シー を尊重する立場から、[ 五まい のIJ J i ともいえる

玄関をア プ ローチ、 一 見無駄とも思えるス ペースが、 一

戸一戸のプライパシーを隙立し、ゆと りある く邸宅〉 と

呼ぶにふさわしい気品 あるアウト ドア 。例 .1

'

1: ¥' 1かな玄

関、ゆとりあるリビングルーム、 ( 必しの '1' の本当のゆ

とりを大切にする為に、各部長は勿論のこと、特にリビ

ングルームとテラスを広々と設計しました。今までのマ

ンシ ョンライフでは比つけることのできなか った大きな

くつろぎが発見できます。明るくモダ ンなセンスに終ち

ついたクラ ッシック調にと、インテリアに( ダを広げてい

ただけます 。) また日本的絡を大切にした気品ある和室 、

( 南仏l きのテラスに l節した明るい利宅、しぼり ) L太位のノド

ｴ ￍＧｈｉＧｾ な床の間を設け 、 床は本位、 ＡＺ ［ｩＺはジ ュ ラククロスｦＡ 占、

そして天井は杉村 ー ベニアで仕 上げました 。 ｉ ｾｾ チから差し

込む柔らかな光が、 和やかにお部屋をつつみます。) ガ

ーデンライフが楽しめる広々としたテラス、 ( 当計画のひ

ときわ際立 った印象を与えているのが、この広々とした

テラス 。 本絡的なガーデンライフが楽しめる充分なスペ

ースです。 ガーデンパーティや四 三手の平花を楽しむガー

デンテラスとしてご利用いただけま・す。) 等を設け たテラ

スハウスとした。( 仁1:0 Ｙｾ 博良、戸田日久 Ｏ 長谷 川工務 府 Ｉ

19 



御影ガーデンハイツ
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テ ラ ス

F タイプ平面図

テ ラ ス

11:1則およびアプロ ーチ

止 Ｚｉｾｉ およびホール

1) ピングルームかりテラスをみる

テラスから 1) ピンクルーム ダイ

ニン 7 ルームをみる

7 布l'{i

8  リビ ングルームか均ダイニングル

ームをみる

船員3 つねなリすたじお( I を除< )  

3

4

5

6
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駐車場

短 音 十 図

(  ＵＰｦｾｾ 順 Ｉ

内 装吉lVIdhJ
ｏｾｉｉｋｅｾｓ ｉｬ ｉ＠

ア ル ミ ル ー パ 込 山 製 作 所

大阪市J ! [ 区備後町4 - 32- 1  ( 船場前地ピル)

T  E L  06- 271- 0195 '  03- 545- 3851 

堺市錦絵町3丁目 4 - 15  T E L  0722- 28- 2500 

Z納31 py f 中 村 建 具

洗 面 化 粧 台 日本楽器製造

が良県占 ' tlni : k淀町桧J t i - 1< T E L  07475 - 2  - 0814 

大阪市浪速区! 股l I t町 1 - 7  T E L  06- 647 ー 1171

主J 工芸 宣 富士室内装備 制!( irl i i_附 区二川 l 丁 11314 1 ビL 時 以 ト 1155

十輿 細弁永昌堂 ，1G' I;i 市六法寺町 9 - 12  T E L  0798- 34 - 1111 

塗 装 松 浦 塗 装 工 業 尼崎市七松町 1 - 20ー 17 T E L  06- 416- 43' 11 

厨 房 設 備 松下電器産業 大阪市東区向関紙 I ー印刷l幸ピ J レ4 附

キッチンユニ ット( UU型) 近録電設営業所 T E L  06- 201- 1421  

E  J F設 高 山本設備機工 fEtJ どZF32; 了日 2 - 21  

31てつJ 7Z ユ ニ オ ン 大 阪 市 丙 区 酬 江 2 ー 13- 22 T E L  06一切 - 373

21 



四条高倉スカイハイツ

設 計 施 工 長 笹 川 工 務 庖

22 

所 在 地 京 都市 中 京 区 高倉 通 り錦 小 路 上 J レ員 屋 町 565- 1  

敷 地 面 積 2 ，232. 5 1rri 

建 築 面 積 1  ，134 .  60m' 

延 床 面積 8，6日1. 3511; 

構 造 規 模 R C 、 11 F 、 P 2  

工 期 昭 和53年 10 月 一昭和 54年 11月



じとし、一体感をねらい、 ilMI い の あ る ア プ ロ ー チ

と な る よ う 考 慮 し た 。 また 、デ ッキの下音11には、

コンテナ ( ゴミ ) 世 場 、 駐 車 場 、 向転 'I Lti 立場とい

う具合に、空 ｬｩｦｬ の有効 利 用を計り、 ｮ 然な到ｾ，ｪ［ｊｪ｛計

阿 と な る 係 努 め た 。 外 観 は 、 し っ とりと孫ち必き

を 持 た せ る た め 、 J) Aみ が か か ったタイルI l li を 法 制

に 、 全 体 を ア ン バ 一 系 の 色 て ¥ ま と め て み た 。

( ιl' 山苧人 )

し、東西に住戸を配した、 11階 建 と し 、 間 取 り も

周囲の環境に! ! ( ¥らし合わせながら、 l L D K- 4  

L DK と各階層毎にバラエティを持たせるよう巧-

I語、した。主玄関アプローーチに関しては、前而道路

よ り の 狭 い iffi 入 似 の 中 で 、 数 急 、 避 難 を 兼 ね た 111

路とを分出ft す る た め 、 デ ッキ状として、間f I ! リには

組栽笥: を施し、立ち上り l涯 を ? ン シ ョ ン 外 壁 と 同

尽者11の 繁 楽 街、四 条 通 り か ら 、大 丸 デパート 績 の

23fT通 り を 少 し 上 った所の、商業地域とは言え、

低l i 1 家屋が密集する、者11市 再 開 発 が 望 ま れ る 環 境

の 中 に 位 III す る こ の7 ンションは、まず第一に

住 ん で み た く な る よ う な 雰 囲 気 の 持 つ 、 京 の11i に

合 った 絡 式 美 を 念 頭 に 計 画 を す す め た 。 プ ロ ッ ク

形 態 と し て は 、立 地 性 よ り 、 中 廊 下 を ア ク セ ス と

開;;il;卦

ι 出1: 1] 1

r ロ土TIJ

G

タ

イ

プ

A

タ

イ

プ

N

タ

イ

プ

以r.l ldi イ{ ぷ区内大路間条トルイ IJ ; ( fi"t ヒル 4 附

r  E L  075- 313- 3307 

見U:JII-i diI却 lu.f 104R T  E  L  06 788 8055 

大阪市ｾＨｩ ＢＺｈｦ 田 ｊ 5  - 40 Ｑ ＼ 谷川 ｾＱ ＱＱ ビル
T  E  L  06- 201- 5621 

ｪｦｾｲ ｉｩ ｊｍＤ 全国 ｦ Ｓ f [ 14 15  T E  L  0722 28 2500 

大阪，Ii 点! 正谷田J1 l1J 30ー 1( M.，1!.)ビ Jレ) TEし06 945 0208 

大阪，I dtl><:，有本!l lT 1r U13  T E L  06 252- 1211 

大阪， li ，J!jI>{，1!j本!llT I T Il 5- 9(旅反ビル 4 附 )

T  E  L  06- 54 1ー 7583

が良県，'m'mi 大法田T恰料亭 T E L  07 175 2  0814  

T E L  06 953 0265 

T E L  06 262 - 254 1  

大阪 di ｲＮｊｉ ｬＺＮ｜ｉ＾ｻ 内イｾＱｉ Ｑｦｬ r  115  6  

大阪 rli ｾιｉ 正本 ｬＱＱｈｔｴｬ Ｇ ｬ ー ｬ

アサヒ商会

天井タイル

イグロ 電 気

込山製作所

尊農社緑地

帯 人 商 事

軍 興 ア ス フ

ア ル ト エ 構

大 隔 世 揖 所

中 村 建 具

不 ニ サ y シ

臨 売

大 幅 宜 庖

三光設備工業

( 501河川fi )

警 備 保 障

美 装

内 外 壁 タ イ J レ

(伊 奈. 志 野)

電 気 設 備

ア J レ ミ 手 摺

iiii 何5 弓L

怯 骨 階 段

造

内 装

B t . 上アスフアル ト肪 木

サ y シ ュ 廻 η 他

コ ー キ ン グ

木 製 建 具

収 納 ユ ニ y ト

銅 製 建 具

給 排 水 衛 生

消 火 栓 設 備

ク ロセ ッ トドアー

レバ ー ハ ン ド ル

大阪 ､ｩ ， ｊｇｉｾＺ ，布均 ［Ｑ ＱＺ Ｒ ー Ｑ Ｓ Ｍ ＲＲ 'l' E L  06 532 - 3731 
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ユ ニ オ ン

1 . 外観

2 . アブローチデ y 寺市、句エ/ トランスをみる

3  キ γ チンルーム ーダイニングルーム リビングルーム

4 .  '1 ビングルームから Wi i をみる

5 .  .f ll 屯

抽i彬 つねなり すたじ必

己「



共 済 会 館 新 大 阪

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 三 井 建 設

1 ，北 I( ! i 外観

2  和市よリ q' 磁をみる

3 .  7  ̂ レチ y タ フ ロ ア -

4  大会，，1t t品

5  1 附ロビー

品: 彩株式会社 5 5
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施 主 大 阪 府 市 町 村 職 員 共 済 組 合

所 在 地 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 4 丁目 5

敷地面積 3，506. 43m'  

建築面積 2，712 . 91m'  

延床面積 17 ，5日9. 17m'

構造規模 S R C 、 B 2 、 12 F  

工 期 昭 和52年 7 月~ 昭 和54年 1 月

国鉄新大阪駅の北方約 8 0 0 mの地にこのほどオープンし

た本建物は、大阪府下市町村職只の稲利厚生活動の拠点

として建設されたものであるが、同時に 一般利用者にも

開放される都市型ホテルとして の機能も 萩ね備えておリ、

且つ周辺地域に広〈利用されるコミュニティ施設として

の性格も併せもっている。

建物は客室 266室からなる高層部と、各種施設を備えた

低層部より成 っており、施設は(1)宴会 ・会議部門、 (2) 温

水 プール ・アスレチ ック部門、 (3) 各般教室部門 、(4) ロビ

ー 、 レストラン、プラザ等のパブリ ック部門の 4 つに分

けられる 。敷地が大阪国際空港のう者|渥経路下にあること

も絡まえて、建物は高層部、低層苦11共に関口部寸法を極

力 t1jl えたデザインとして騒音の影響を避け、中庭によっ

て内部の雰囲気づくりを行った 。 また H 皆に半屋外空間

であるプラザを設けて、建物内外のク ッション空間を形

成しながら地域に開放されたスペースとして、時には各

種のイベン卜や展示等の行える坊を設けた 。

施工にあた って は、 18 ヶ月という短い工期の中て. ， (1)地

下比率の高いこと、 (2) 低 層部外! 笠にレ ンガタイルの特殊

張り工法をとったこと、 (3)1井l 口百11に高い遮音性能が要求

されたこと、 (4) 複雑な諸施設に対応して仕上工事が多岐

に亘 ったこと、等が施工者側で特に苦心された点であ ろ

フ。

竣 工 後 9 ヶ月を経た現在、建物は各施設も順調に運営さ

れ、敷地の緑も恨づいて、会館建築として、また都市ホ

テルとしての歩みを始めたようである 。

( 東側建築事務所)

自同f -

ｬｩｪｾ ｔ｟ ｾｍ 血

｣ｾｉｮ＠

LE百ι ←

2・f ・1 1 階平面図

基準階平面図

E 事喜一コ ④ 

主主 制 ｾ
プラザ

_----ー阻-
ｾ＠

ドヨ匝寄せ

L  . L  

直…ー、一.

"- tdJ i  

EJ ;  

駐車場
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住 友 生 命 大 分 ビ ル

設 計 監 理 日建設計/ 大阪

住友生命大分ピルは、 54年秋、大分市の目紘通りに面し |  

て、県下随ーの高さを誇る貸事務所ビルとして完成した 。|

建築主は、当初も っと商業色の濃いビルとして計画され i

ていたが、結局 1 ・2 階のみ銀行 ・庖舗がテナントとし !  

て入る貸事務所主体のビルとして実現をみたものである 。|

従 って、外観は全面カーテンウオールの採用により、ギ

務所ビルとしての表情を求めた 。外観について最も窓を

用いたのは、カーテンウオールの方立と椴桟の ピ y チお

よびその寸法であ った。 ミラーガラスは反射性能を有す

るという特性上、普通ガラスの持つ透明性による脆さ、

ひ弱さとは反対の非常に強い材質感を持つものだと考え

られる 。つまり、日中は非常に強い壁面性を備えた材料

だと考えてよいのではなかろうか。

ミラーガラスを使用する場合は 、;10' ラスを小さく、サ ッ

シュ部材は太〈、色は白っぽいものよりは黒・・というの

が、かねてから考えていた必須条{ 牛であ った。

当ピルでは、室内からの窓際の不安感を避けるためにも、

方立は両手を軽〈拡げて持てる寸法、即ち 1 m ピッチとし 、

ガラス廻りにコーキングを使用しない等圧方式によるサ

ッシュ ・ディテールの採用によ って、完全な空気の遮断

と、入ってきた水の合理的な排水の仕方に無理がかから

ないようサ ッシュ部材に充分な寸法をと って、いたずら

に細〈見せるということはしなか った。

しかし、建物隅部には、; L [ 函ガラスを用いて、カーテ ン

ウオール建築にありがちな冷たきを避け、全体として、

シンプルで端正な建物を ーという所持iの目的は、ほぽ達

せられたと考えている。

なお 、 2 階部分への答の誘導を容易にするために、向型

階段の半分を飛び出 させ、階段に沿 って作られる斜線の

下半分を切断 して、その部分を右へ移動し、排気塔の造

型とした。これは、ともすれば固くなりがちな事務所ピ

ルの立面に、低層階の庖舗の華やかな魅力を附加せんが

ためであった。 ( 日建設計 )

1 階平面図

CD 

施 工 鹿 島 建 設 ・大林組・竹中工務l苫

大成建設共同企業体

所 在 地 大 分 市 都 町 1 ー 1 - 2 3  

敷地面積 l ，896. 52 m'  

建築面積 l ，351 . 52m'  

延床面積 10 ，8日9 . 01 m'  

構 造 規 模 S R C 、1 5 F 、 B 1 、 P 1

工 期 昭 和53年 3 月 ~昭 和54年 9 月

基準階平面図
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第25回工高生デザインコンクール入選作品

応募作品 ＹＷ 点のうち、予備選考、第 Ｑ 次から詰ｾ 3 次 ま で

の 本 務 貨 を 経 て 、 入 選 作 品 10点 を 決 定 し 、 う ち 最 優 秀 作

品 l 点 を 選 定 し た 。

設計課題 : i児童図書館」

応 募 校

締 切 日

18校 応 募 点 数

昭 和54年 9 月 20 日

97点

審 査 会 昭 和 54年 11 月24 日

主催 : 日 本 建 築 協 会

審 査 委 員長 / 的 回 勝 次

審 査 委 員/ 片合員l ! 雄/ 小 角 亨/ 篠 塚 宏三 / 嶋村| 経次/

杉 山 茂一 / 辰 巳 義 幸/ 千ま握手日成/ 土 11巴耕一 / 中川 洋一 /

永 岡 祐 三/ 舟 級 国 男/ 松 林 祐 爾/ 森 耕一 / 柳 良也/

今 野 暢三 ( 50'!'. ' )1阪 . I.jj(粕;略 )

u品載50音順〕
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審査総評

児童図書館というテーマは、今年が国際児童年であり、新しい図命館の概念が定

着して来た時にも当 っていたので、興味深いものであ ったと共に、むつかしい問

題をはらんでいた 。笠宮な内容をもっ今回のコンクー l レは WIJ 年より多数の応募作

品が集まり (徒出数97点、応募校 18枚、内定時制 1 枚、群馬より岡山までにわた

る) 、バラエティのある計画案が多〈寄せられた 。

建築家だけでない多彩な顔触れによる審査会は、まことに然のこも った討議がつ

づいた。議論の主要点は、利用者や管理運営側からの綴能面の追求と 、一般の建

築計画やデザイン能力への期待との、務3 ' t 只の見方のくいちがいであ った。激論

は数時間かか ったが、その中から優秀作品を選定出来たのは、まことに喜ばしい。

4 1 ・
全 J

最優秀作品の馬場智士君の案は、課題をよく消化し、デザインも i章者て¥図面の

表現力もす ぐれていた。他の入選作品は、それぞれユニークなアイデアから略突

なプランまでいろいろな解決策が縫裟され、見るべきものがあ ったが、中には収

納スペースの少なさ、アプローチの長さ、家具配置のまずき、こじつけられた立

面などが、若干見られた。

なお、児童図書館の目的をとりちがえたため、建築的力量を十分もちながら、入

選に至らなか ったものがあ ったことを付け加えておきたい。

このコンクー l レを機会に、皆さんは一層の初f鈍をmまれ、建築家として大きく羽

ばたかれることをお祈り数します。 ( 出島田勝次)

l. 戸司



募集の運旨

今年は国際児童年にあたる 。児童の健全な発育をねがって、国際間協力のもとに、

種々の企画や研究などが実行に移されている 。

謀題の「児童図ｾ館 ｪ は、子供と本の結びつきを深め、子供に本の楽しさを知ら

せ、 Z売担Fの興味を持続させ、習ぜi化させることをめざすものであ り、ま ず、古い

図{ I } 館のイメージからの脱却をはかりたい。ここでは貸出しが主体で、母親も共

に利用し、 g; 'i: st : につながるよI e まりも行なわれる 。

小学校区ごとに l か所ずつ設け、幼児と児童の利用 を主とした図書館分館 として

計画するものとし、それにふさわしい泣かな釜山! と磁波を十分に考慮した、若々

しい提案を JUH寺する 。

多目的ホールをｾｾ児童図書館

)1 

;r面詰詰z

A-' ・..

設計条件

1 .  f立 澄 . 児童公凶に隣接する 500m' 桜l止の敷地を想定する 。

2.  :l Ji. 桜 : 平家挫の独立した建築物とし、床面桜は 300m'位j支と寸る 。

3. 構 造 : 自由とする 。

4. 所要室 : 開架図Qr- 室一一収容冊数は 8，000冊経度。すべて開架で¥閲覧はた

めし読みのスペースだけでよい。貸出しカウンタ一、

母と子の校野コーナーなどを設ける 。

多 目 的 室一一 お話し会、紙芝居、人形劇、スライド ・映画の映写

やオーディオ・ノレームなどとして、多目的に利用す

る。集会人数は40人位度とする 。

そ の 他一- Zj暗 室 、 合m1 . 、便所、手洗いなど。

敷地へは、サービス用自動車が出入リできること 。

4シ

. ' / 

。 ε  ・争



1423 滋 賀 県 湖 西 文 化 芸 術 会 館 1424 中 i掌 文 イヒ

. 6. .  

館 1425 奈 良 県 立 三 室 病 院τz:;;: 

設 計 . 日 逮 設 計 設 計 : 日 建 設: 計 設 計 。内 藤 建 築 事 務 所

施 工 : 駒 音 建 設 施 工 . 佐 藤 車且 施 工 ' 村 本 建 設

｡ Ｎ 滋ＱＧ ｩｾｾｾ￯ｲ ｲ，ＩＺ， Ｇ￮ｭＩ 安公Ｎ川町上小川 a  '1.
1

汁t rli ｾｾｾ＠ m 問 14 - 38 a  奈良県生駒 mi 三郷町大' t 三前 531

b .  8 ，700. 85111 b  8 .042111 b  21. 752. 55"1' 

C  2 . 447 .497111 c  2. 898 .9 6 m'  c  本直子L 2. 330. 21  J11 

d.  2 ，323. 053r n'  d  4. 167. 89111 d  11. 718 .84 rn'  

e  R  C ， 2  F  e  R C ， B l ， 5 F  e .  R C . B l ， 6 F ， P l  

f . 昭 和53年 4 ) J - I I !'，干1154年 4 n  f  11併日5z!f'. I  2月-11召干1154年 3 )-J f . 昭和 152年 6 ) J - II( { 利154年 1 )J 

1426 高齢者世話ホーム 宝塚エデンの圏

設 計 ・設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

施 工 . 大 林 組

a . 宝 塚 市 小 林 ' 炉 開 山 20 ー 10

b .  48 ，792rn'  

c .  5 ，047rn'  

d .  17 ，574 m'  

e .  R C ， B l . 4 F  

f  昭 和53年 4 )  J  - 1I [{f [l 54年 3 月

1427 特別養護老人ホーム宝塚栄光園

設 計 。 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

施 工 : 大 林 組

a . 玄 塚 市 小 林 ' 子 凶 山 20 ー 10

b .  48. 792m'  

c  .  932rn 

d  .  1，770111'  

e .  R C ， B l ， 2 F  

f  II!{手1153年 4 月- I I Bf U54年 3 )J 
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1429 京 都 市 下 京 区 総 合 庁 舎

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 辰 己 . 建 設

a .  五〈布 ｉｪｲｬｩ Ｎ Ｑ ご ｊￎ Ｈｬメ Ｚ 。句 Ｒ 同 ｐιｪｩｬｬｪｾ ‘ Ｇ ト町向 Ｑ ＮＮｊ ｬＭ
oJ.f l“，1、町俗図 r 6 0 Hグラ 5

b  .  5 ，710 .  136m'  

C .  1，805. 37111'  

d .  7 ，404. 01111 

e .  S R C ， - IlI I R C ， B l ， 5  F  

f .  日前日53年 6 H- 1I川U54年 8 H

1430 吉 田 屋 旅 館 本 館

設 計 ・ 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務 I吉

a . 奈 良 市 高 知I 11fT  1122 の 14

b .  1，420. 88r n'  

c .  875. 95m'  

d .  2 ，757. 30m'  

R C ， B l ， 4 F ， P l  

f .  II({ 初 日 年11月- 1I ( j f日54年 9 )J 

1431 日本火災海上保険株式会社長崎営業所

設 計 小 西 設 計

施 工 大 成 建 設

a .  長崎市勝山町38- 4  - 5  3叫イX司

b .  368. 37m'  

c .  J 87 .6 3 m'  

d  773. 82111'  

e .  R C ， 4 F ， P l  

f .  11昨日53年 10) J - I I ( 件1154年 4 n  



可とう継手、

そして舎、

昭和40年、日本住宅公団の市街地再

開発により幕開 けた高層住宅時代。

長谷川鋳工所は、日本で初めての排

水管用可とう継子ーワンマン継手でこ

れに対応、その完壁な機能てや絶賛 を浴

びてまいりました。この多 くの実績・経験

をベースに、売台青|全・作業性など、数々 の

ニーズ、に応えて今、新可とう継手〈ワン

マンB ) の誕生です。

32 

・画期的な価格ダウン ノ

・作業を大巾スピードアップ ノ

・抜群の可とう性能ノ

・安心できる実績と信頼性 ノ

・防錆効果に優れた⑪コート採用/

⑪ 部 長 宅 金 川 鋳 玄 所

本社/ 東京都千代田区神田淡路町 1- 2 f i (03 )255-4051聞

大阪営業所会 (06)315-8900附 / 横浜営業所合 (0467)78-3235

工 場 企 (0482 )22-5175側

9 0

0

L L  

15隼。( ⑪ 一7/' 1'" I  

〈ワンマンB⑮〉
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの役稿をお待ちしております.

1 4 4  

避 難 器具 の 基準 (その 2 )  

12月号の本コーナ ー で「避難骨器具の基準( その 1) J  

として、避維はしごおよびすべり台について述べ

たと ころであるが、引き絞いてすべり降 、避難ロ

ープ、i I ! 日程用タラ ンプお よび避難慨に関する基準

の概要 について述べる 。

3  す べ り 棒

すべり俸とは、 図 7 に示す

ように妥直に固定した俸に

つかまり、摩擦抵抗によ っ

て地上にすべり降りるもの

で、これらの機造 、材質お

よび強度は、っさの事項に

適合するものでなければな

らない 。

( 1)  構造

すべり体は安全、確実かっ

容易に使用される椛造のも

のであり、憾の外径は 3 5 -

う手

緩衝材

図 7 すベ リ棒

60 ミリメートルの円位状のもので、かつ、表商は

平滑なものであること 。

(2)  材質

俸は、鋼材またはこれと同等以上の耐久性を有す

るものであること 。

(3)  強度

体は、一定の条件で試験を行い、 d虫l主上安全なも

のであること 。

ロープおよびつり下げ具に対して一定の粂件で試

験を行い、強度上安全なものである こ と。

(4)  表示

避難はしごと同様な趣旨から、一定の表示をする

こ と。

5  避 難 用 タ ラ ップ

遊燥用タラ ンプとは、 図 9 に示すように階段状の

ものであリ、これらの構造、材質および強度は 、

つぎの事項に適合するものでなければならない。

』

50- 60cm 

図 9 避難用タラ ップ

(1) 構造

ア i控除用タラ y プは、踏板、手す り等により 構

成されたものであること 。

(4) 表示 イ. 手すりの有効幅は、 50- 60センチメートル、

避難はしごと同様な趣旨から、 一定の表示をする 踏面の寸法は 20センチメートル以上、けあげの寸

こと 。

4  避 難 ロ ー プ

j出総ロープとは、 図 B に示すように上端部を国定

し、つり下げたロープを使用して降下するものを

いい、これらの陥造、材質および強度は、っきe の

・Ji : 項に適合するものでなければならない 。

(1) 格造

避難ロープは、太さ直径12 ミ

リメートル以上のものであり、

使用の際、急激な降下を防止

するため、一定の間隔ごとに

こぶし状のもの、あるいは足

掛けを設けるなどの措置を講

じたものであること 。

(2)  材質

ロープは、耐久性に包んだ繊

維製のものであること 。

図 B 避難 ロープ (3)  強度

法は 30センチメートル以下、手すりの高きは 70セ

ンチメートル以上 、手すり子の間隔は 18センチメ

ートル以下とすること 。

ウ. 避雛用タラ ップの高さが 4 メートルを超える

ものにあ っては、向き 4 メートルごとに踊場を設

け、 E前場のE官1隔は 1.2メートル以上とすること 。

(2)  材質

踏板、手すり、手すり子および支持苦11は、鋼材、

アルミニウム材またはこれらと同等以上の耐久性

を有するものであること 。

(3)  強度

避難用タラ γ プは、踏板および支持音11に作用する

自重、 ti H灯将軍、風圧、地震カ等に対して椛造耐

力上安全なものであること 。

(4)  表示

避難はしごと同機な趣旨から、一定の表示をする

こと 。

6  避 難 橋

図 10 避灘橋

18cm以下

編木 手摺子 、情造材

(  

IOcm以上

避錐僑とは、 図1日に示すように建築物の屋上また

は外壁に設けられた関口部を i主総し、それぞれの

箇所から 相互に避絡す るこ とがで Fるものであり、

これらの椛造、 材質および強度は、つぎの事項に

適合するものでなければならない 。

(1 ) 構造

アi ! ! i 維怖は、紙げた、床板および手すり等から

構成されたものであり、固定式または修動式のも

のであること 。

イ. 床面の勾配は、階段式のものを |徐き、 5 分の

l 未満とし 、手すりの高さは 1. 1メートル以上、

手すり子の間隔は 18センチメートル以下、幅木の

R13 さは 10センチメートル以上とすること 。

(2)  材質

構造耐力上主要な部分は不燃性のものとし、 防げ

た、床板、問木および手すりは、鋼材 、アルミニ

ウム材またはこれと同等以上の耐久性を有するも

のであること 。

(3)  強度

絡げた、床板および手すり等に作用する自主 、千i't

.la荷重、風圧、地震カ等に対して構造耐力上安全

なものであること 。

(4)  表示

i!!i i) ftはしごと 同機の趣旨から、一定の表示をする

こと 。

( 大阪市消防局予防部設備際松田 章)
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「地区建設計画制度」答申

建築審議会(会長= 稗田 if; 日本建築センタ一理事長 )

は11月28 目、総会を聞き、 「市街地J; 1t ; 互の慾備の促進

のための方策 j について、渡辺建設相に答申した。今

回の答申は49年 1 月に次いで、同方策についての第 2

次答申で、 i  J也区建設計画制度等についてJ と題し、

①一定水準の環境を備えた市街地づくりを進めるため、

地区内の公共施設の配置、建築物の形態などを定めた

地区建設計画制度の導入を図リ、怨築、| 制発行為につ

いても心裂な誘導、規制を行う、 ②地区建設計画の策

定区域内で者1I 市防災上必要と認められる地域について

は市町村が松小数I也競艇を定め、無秋} 子な宅地I井l発な

どをえl l . il，llする ことを位としている 。部市計画中央

得議会でも J 2} 'J 5 日に同僚の答申を tHした。建設省で

はこれらを受けて、次の通常同会に i J也区立l ! 設計画法

楽J Ｈ 仮林 Ｉ などｼ品 ｊ ｪｩｬｩ 法案をも ＺｾＺＱｾ するｽｪＢ針 。
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株 式 会 社 タ ク マ

高 性 能 固 化 剤 『オートセット 』

本 社 干 530 大 阪 市 北 区 堂 };:j 浜 l 丁 目 3 番 2 3 号

T  E  L  06- 346- 5161 

東京支社 〒 103 東京都中央区日本僑 1丁目 2 番 5 号 栄 太 後 ピ ル

T  E  L  03- 271- 2111 

ヘドロを固化するオートセット

産業廃棄物の中でも、汚泥ならびに海域 ・河

川 ・湖 ・沼に堆積するヘド ロは、その処分 ・

処理が不適正であれば環境汚染を 引 き起こす

こととなる 。

産業廃棄物処理に対する 関心はますます高く

なる様相 を見せており 、先に「廃棄物の処理

および清掃に 関する法律J が施行され、その

グ)，c. 、自己カずなし、。

3 . 所要の強度が得られる。

一般のセメントと同僚の固化性能も兼ね備え

ているので、添加率を変える ことにより圧縮

強度を コント ロールすることができる。

4 . 脱臭効果がある。

悪央を発するさまざまのヘド ロも、固化 さす

ことにより、 脱臭または i成央さすことができ

取締りの強化 と同時に、企業責任の追求が厳 る。

しくなった。

例えば、下水汚泥発生量を取り上げると、年

率20% 台の伸 びで増加が予想され、55年末に

は、 1 日当りの発生量は、ダンプカ ーで4600

台分となると言われている。

一般的に汚泥の処理としては、( 1 ) 脱水減量し

て、運搬可能な状態にする、 (2) 乾 燥 (3) 焼却し

て灰化する、 (4) セメントを使用して固化する、

などの方法があるが、再泥化する、固化に時

間がか、ること、また 、固化物から有害物質

が洛出するなど決定的な処理とは言いがたい。

このような 問題点をふまえて、経済的な処理

工法として、ヘド ロを凝結し 、物理的 ・化学

的に安定さす固化斉IJ i オー トセット A ught

set  J が開発された。

・ オートセットの構成

オートセ ッ トは高含水のヘド ロにおいても、

この水分を多量に取り込み、針状結晶で粒子

間をブ リッジする機能を持ったカルシウム ・

サルフォ ・アルミネー ト水和物を多量に生成

するように構成されている。またこの他に、

カルシウム ・シリケート水和物をも生成し固

化機能を果すが 、この時遊離される Ca( OH )2

は、ヘド ロ粒子中の鉱物組成と反応しヘド ロ

構成粒子自身も固結反応に寄与される等の作

用を有している。

・ 特長

1. 高含水率の汚泥で- も短時間に固化出来る。

例えば、含水率9 2 - 9 8 %の下水汚泥の場合、

固化剤の混合比を汚泥の2 0 %とした場合、 i昆

線開始後約 3 分でトラ y クによる搬出が可能

となる。

2. 有害物質の j容出を防止する。

重金属類などの有害物質は完全に吸着および

封じ込めができ、再 j容出が防止され 2 次公筈

34 

5.  *圭I斉自守である。

処理にあたっては、対象汚泥の物性を調査し、

固化処理後の要求物性を満足 さす合理的な配

合を選定することが可能でい、また 、処理設備

には特殊な機械を必要としない 。

・ 種 類 と用途

一般に汚泥と言ってもその生成条件により千

差万別でその汚泥に対応して オート セ ットに

は10種類の品種がある。下記にその中での代

表的な種類と用途を示す。

# 2000シリーズ 地盤安定処理用

一般の石灰系または、セメント系地銭安定処

理剤と同様に使用出来、道路々床の改良、公

図歩道 ・広場などの表面固化処理を行う 。

# 3000シリーズ 超軟弱地盤 、有機質ヘド

ロ改良用

高含水 j創業ヘド ロ、有機質を含んだヘド ロな

ど、従来セメン ト系の場合では固化困難な汚

泥に有効である。

# 4000シ リーズ 一般汚泥処理用

一般ヘド ロ、産廃汚泥など利用範囲の広い図

化斉IJ 。

持6000シリーズ 有機物質含有汚泥用

メッキスラ ッジ、皮革汚泥など有害重金属を

含むヘド ロの、 j容出 |坊止処理が必要な場合に

使える。

. 使用例とデータ

図ー 1 は、路床改良にオートセ ッ ト# 4000を

使用した例である 。 # 4000は汚泥用に開発さ

れているため、 # 2000より固化速度が早い。

図ー 2 は、 川底のヘド ロに対する添加率と一

軸圧縮試験強度を示したものである 。

また 、図 - 3 は、道路々床改良による採用例

で、従来法によるしゃ断現地盤 C B R = 2 .0

E正

% をオートセット 5 %添加で、 C B  R = 6 9 .2  

% に改良され、路盤の厚みを薄くして施工し

たものである 。表一 l は、 C B R 試験データ

の例である 。

このように、オートセッ トはヘド ロの固化、

地盤の安定に非常に有効な固化斉IJ であるが、

その使用に当っては所定の試験をメーカーで

ある 株式会社タク? に依頼し 、要望の諸条件

にマッ チ した品種の選定カ、大切である 。

※ C B R  路床上あるいは路盤材料の支持力指数を決定する

ための試験で、舗装の厚さの決定、路盤材料町通

歪の判定に用いる .

荷 重

C B R = 一一一一ーで X 100 ( %)  

初中伺且1

図ー 1 路床改良土固化データ例( 一輪圧縮強度一添加率)

土 質 砂冒 γ ルト{週I措置薗憧用土)

自酷古木比 。 24%

一 目オートセ ット橿頭 手4000

紬 ＱＰ ｾ 比 ｅ ・ ＱＮＹ ＴＱ Ｏ ぽ

添加率 5%

添加率 3 %

圧

縮

強

度 5

(同/ ぽ)

2 3 4  

材 帝 ( 日 〉

添加率 2 %

図 - 2  )11底 ヘドロの改良

S 川底琵

(28日強度)

GJII 底泥

(28日強度)

/ SMl脱

( 1日強度)

/ . /  ，'" 

/ 〆二 / " GJ II 底泥

ジ ヂ ゾ ( 1日強度)

10 20  30 

添加率 %  

図 - 3 道路々床改良の設計例( 交通量区分 C )

従来法 オートセ ット処理法

表一 1 C B R試験( ，) 15 A 121 1 ) データの例

。

C  B  RI i1i 

( %)  

1. 8  

5 I  22.27 I  2.028 I  1. 659 I  30.1 

7 I  21. 36 I  2 ω7  I  1. 678 I  53.0 

注) 1  オートセ ット種矧は非 2000.

2  添加率 0 % とは改良前の現路床の{直 を示す。

建材委員/ 金図 宏 ( 大林組工務者11工務課長 )
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.  建物造営関係は組織 においても時代の最

先端を行き 、建築技術者も 珍重がられた話

飛鳥fI 寺代の寺院は l 苦11の官ミ手を | 徐いては，豪

族の氏寺としての役目と ，権力の象徴として

の役筈IJ を持っていましたので ，長 選1五氏が予 思い切 った措置を講ずる ことになります。

羽IJ したことが適中し ，急激に建設需要が起こ 「令集解J によれば， I不|浪立時，知工人充 天平技術者向卒業作品的存f t : 底 知 提 寺 金 宜 筆者画

り， 624年には寺の大小はあるにしても ，46 

寺を数えられたとあります。これらは畿内中

心であ ったとしても ，当時の交通事情を巧え

ると，多くの現場監管を兼ねることは出来な

いでしょうし ，従 って，建築技術者は引 っ張

りだこで，どうしようもなの状態であ ったこ

とでしょっ 。

このことから ，飛鳥時代の制，廷制度において

も，他の生産音11門よりいち早< ，技術世襲制

( 伴造一品苦11) か ら 脱 却 し て ， 進 歩 的 組 織

( 揃一正 ) の性絡を持つようになり ， さらに

引続いて他の官営工房に先がけて，先進国

( 中国) の営繕組織に習い「将作民」制度へ

と進展して行 ったわけです。

ここ で〈建築技術者の希少価値を裏書する話

がありますので紹介しますと ， 650年に前記

の，荒田井比!ffl i夫が将作大匠として，難波長

柄皇崎宮造営に従卒した 11寺，自分達の来淡直

氏一族の意向もあり ，故意に土木工事で失敗

し，大失 'Ei により縦波宮ーへの選者日を断念させ

ようとした事件があり，発覚したのです。 と

ころが，将作監制度では，技術家である将作

大匠に権力と共に ，責任も集中していたにも

かかわらず，その責任を聞い失脚させると ，

都合が惑いので，そ の後も 相変らず任務につ

いて活躍していたことです。

このことで，如何に高級技術者が不足してい

たか，また，必要としていたかが想像出来ま

すね。 しかしこの事件で，最高指導技術者の

みに独占的権|恨を持たせない機椛である次の

「未土説」組織 ( 宮内省に所属し ，現在の建

設省によく似た立場。 700年頃より 。) が生ま

れるき っかけを与えたと巧えられています。

園 建築技術者であれば， 貴族にもなれた話

いよいよ話は，白鳳一天平と仏教文化の準開

〈時代へと，移 って行くことになります。

御承知のように ，律令国家においては，仏教

が国家鋲護の役目を持ち，市民盟楽のために

従五位，大工) のように ，優秀技術者が各方 一ー以上，建築歴史は素人なるが故に ，盲，蛇に

面から続出. し ， また，技術者の 中l床も ，大工， お じずで大胆に，また，学者でない故に無責

少工，長上工，番上工と ，巾 も出来，勤務態

様も広くなり ，こ れら技術官の大活躍により ，

我国が世界に誇る， 日本固有の天平建築文化

へと昇華するわけて、すね。

奈良で 1，200年後の現ギE までも奇蹟的に残 っ

ている ，あの簡素で，壮大で・，かつ，平日 i機構

造美の極致が追求された，天平H寺代を 中心と

した，てらでらの建物は，こうした大和国家

の中から選ばれた優秀な技術者たちに より ，

始めて成し得た，かけがえの無い遺構て" すね。

法隆寺，薬師寺から唐招提寺と l時代を追って ，

技術進歩の跡を見るも良< ，個別的にテー7

を持ち，見るも良し ， いずれにしても ，古代

先輩の苦労や活躍を含めた大 ロマ ンを思い巡

らしながら ，誇りを持 って仰ぎ見ることが出

来るわれわれ建築家は ， しあわせであるし ，

読者の頁

欠くべからさるものとなりましたね。必然、的

に国立寺院が続出し ，やがては全国に ，国分

寺，国分尼寺が次々と造営されることにな り

ました 。 しかし ，こ の時代の社会構造からす

れば，高級技術者はそんなに一朝一タには 出

来ませんよね。

この技術者の需要が加速される一方の状況に

対応して， tt 族中心政治であ った律令国家も ，

得考」 となります。当時は-n族以外で出世す

るには他界だけでしたが，建築界も，大英陸J i

で，氏姓にとらわれない登龍門が聞かれたわ

けです。

この門戸開放を ，大和民族で優秀な人びとは，

見のがすはずはありません 。現代も最優秀な

人びとが建築界に身を投じていますから ，歴

史は繰り返すものですかね。 ( ちょ っと一言

多か ったかな? 0) 

やがて， これらのエリート族は官営工房で研

修され，選抜登用の結果，最高出世頭組は -ti:

族にまでも列せられることになります。

かつての豪族の子孫も ，造官省の物音11多芸述

逼麻色 ( 美濃園出身か，) に代表されるよう

に，栄誉ある建築技術者をめざし ，設高の大

工 ( 知事クラスの待遇) の地位を獲得してい

ます。 ましてや，卑姓階級や!民民層のなかの

有能者は，我 も我もと ，あこがれの建築界に

活躍の場を求めることになり ，越前の固から

出たといわれている益田述縄手( 造東大寺司，

また，業mをしのぶことを有意義に感ずるの

は小生だけでないだろうと思います。

どうか， まだ十分御覧にな っていない方は ，

奈良に 是非お越しいただき …… 。 ( なんだか

奈良観光の P R をしてい る感じにな りました

ね。)

任にしゃべ ったわけですが，思わず長くなり

ました 。おあとがよろしいようですから ，下

手な話はこれぐらいで止めて世きます。

。 。

古代技術者のことについて研究されている ，

浅香年木，遠藤元男，太田博太郎，田辺泰，

渡辺保忠，国立奈良文化財研究所の諸先生方

の業 ｾ Ｑ ＧＱ (文献) に対して，非常に感謝してい トJ

る今日 ，比頃です。

なお， 1!I 重な紙面を借りて恐縮ですが，話の

途中で簡単に出ました飛鳥H寺代の 588年から

624年， さらに 650年頃までの技術者のこと

について，詳しいことを御存知か，その事に

関する文献を知っている読者の方がありまし

たら ，御教示下さるよう，よろしくお願い致

します。 ( おわり )
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建 築 と 社 会

ニL

ニーエース原稿をお送り ください。

通のまち新しい世界一一-

'-1-1:: 1' 81 
1981年春開催縛戸商・ト? ' f ラJF情覧会

ト ピ ッ ク ス そ の 6

パ ビ リ オ ン 会 場 図

田中 直人/ Il州りすポートアイランド博弘会協会 事務/.. )  

博覧会会場図

t易 保留地

共同館及び外国館予定地

飛弾高 山の民家 と:;: 11問( 飛弥の虫)

甲子園球場の 12 0倍。神戸港 j中に浮かぶ巨大

な人工品 「ポートアイラ ン ドj の完成を記念

して やポートピア ' 81 愉が開催される 。

ホポートピア ' 81、、の目玉は ， なんとい って

も，l u ( 新の技術と最高のアイデアを競う パ ビ

リオ ン群であろう 。 テーマ館，特別館，企 業

ノマビリオン，共同館， 外国館と多彩に展開さ

れる パ ビリオン の計画には，各出展企業やグ

ルー プの英知と情熱が感じられるも のばかり

である 。

竹 中 工 務 応 、建 設 業 界初 の

デ ミ ン グ 賞 受 賞

側竹中工務庖では ，昭和5 1年、業界に先駆け

て全社的品質管理 ( T QC - Tot al Qual i ty 

Control  ) を導入し、今日まで約 4 年 1111強力

に推進をはか つてきた 。 この間 T QC の実践

により、建築作品の品質をはじめ、業務の質、

企業体質の改善にかなりの成果が得られたと

ころから、I l ti 手[154年夏、デミングit に応募し、

2 ヵ月にわたり、全国 7 支胞と本社機椛の実

情について詳細な審査を受けてきたが、去る

10 月17 日、例日本科学技術述盟 ( 会長 土光

敏 夫 ) より、‘ デミングit 実施設勿を受賞された 。

建設業でのテミング立の' 受' 此は、 47万社にお

よぶ業界の中で当社が初めてのことである 。

デミングn・とは .

19 5 0年、米国の品質管沼! 学会の第一人者であ

った、 W . E  デミング博士は日本科学技
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公 社 ｉｾｉ 係 による ＺＱ｜岐 につ い て協

P特. .N'11

ill ' " 資料は II f{ 初出 年 11 1/ 1  11l :且仰のものである

術連盟l の招きにより来日し、我が国での品質

ＱｾＺ 攻の普及に熱心な指導を行 っ た 。 デミンク旬、

1 ' t は、この博士の業紡と友情を記念して、日

本の品質管理! の一層の発展をはかるため、

1951年、日本科学技術連盟により創設された

もの。

なお、積水化学工業も同じくデミング貨を受

抗された 。

1981年 ワルシ ャ ワ で U I A

第 14回 大 会 予 定

19 7 8年、メキシコでの第 131m1  U  A 国際会議

( U  1  A ) において、第 14回会議が加盟国ポ

ーランドのワルシャワにおいて| 制催されるこ

とに決 った。

議題は、 「建築一人一環境J て¥期間は 1 9 81

年 6 月15 日- 2 1 日である 。招待客は、建築家

および同伴者、および会議の内容に興味のあ

る人にな っている 。
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歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 1 6 -

紙里子佳人( 大阪大学助教授)

長 i頼信義( 大阪大学大学院卒)

渡辺豪秀 ( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大 阪 大 学 学 生 )

辻 景 観 そ の 5

旧集務には ，三叉路と四つ辻が圧倒的に多〈見られるが、 H寺々五叉路に出

会うことがある 。五本の道がひとつの辻に寄り集まってくるため，村人た

ちの出会いの場となる可能性が高い。四つ辻などに比べて方向性を見失い

やすく、エトランゼにとっては地理がつかみにくくなるように，思える 。 し

かし、自につきやすい要素や空間的なふくらみがあって、辻そのものとし

て変化のある眺めとなり、主体に道の接点としてよりも、視党的に印象深い

空間となってくる。

今回は、辻の現状を示す平面図( 縮尺 1 :  4∞) と、辻空間のもともとの

機子を附近の要素からだ!j象し再織成してみた図 ( 納尺 1 300) とを tlMI説

し、辻ほんらいの空間l的魅力の一端を伝えることにする 。

同盟

I1 本的 ｪｮＱｊ ｻＭｽ ， Ｇ ，ｩに 干寄り Ｊま った ｪｊ ｩｊ Ｎｊｾ 刊 Ｈｊ な大 の Ｇ ｪ＼ ｊｾｉｾ の ｉＱ 叉路で "  

ある 。 比の前 ＱＱＱＱＱ の ＱＱ 主部にあるだんじリ ｦｾｉ Ｇｬ ｬ がこの ｩｴ の般に主

っていて . その/ J . 'ffii が悦料l をと 句える 。

間四
寺内町久宝寺の南端に{ 立湿する 日午麻布l' 杜の鳥居前の

広場である 。東西両官111 の鳥居と j 也蔵盆が向い合 って 、

辻の要となり、比較的広〈開放性の高い空間に小広

場とも 言えるまとま りを与え ている 。

4、
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日

回 圏

1" 家的土I説によ って閉まれた入隣が、三角形の

小広場となり、それが煤介して三叉路と問つit

をひとつに結び、全体として五叉路のi t とな っ

ている Ｎ 常 Ｑ 主 ｴ 在が目を引き、 ｾｉｕｉ を引き締めて

いる . 時には、農作業の場とな って訴さ訴さと

した縦割 ｬ を ｊ ｾ することむあろう Ｎ

特' A' な Ji 叉路であるが、そのうち l

本 l ill l:l)) は家に入る j岨路 である .

また ［ｕ Ｑ Ｒ Ｑ 、 ｉ ｾ ｬ 、 ＨＴ Ｉ が ｉ 司じような 角度

でit につなが っているため、 T 字路

に似た隊 f とな っている . l ( 家への

j曲E告の j山l 仰|を 1mむM紘がこのi上の空

IIIJ をひとつに紡びつけている .
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室 内 環 境 の 質 論 第1 話

省 エ ネ ル ギ ー の た め に は 勿 論 の こ と で あ る が 、 人 体 の 健 康 保 持 を 前 提 と し て の 快 適 性 を 求 め る 保 健 空 調

の た め の 室 内 環 境 条 件 の 現 状 は 是 非 と も 見 直 さ ね ば な ら な い 。 い さ さ か な り と も 問 題 の 解 決 に 近 づ き 得

る よ う に 一 昨 年 末 筆 者 は 建 築 学 会 大 会 に 小 論 を 提 起 し て お り 、 ま た 具 体 的 な 空 調 装 置 設 計 の た め の室 内

環 境 条 件 設 定 を 、 空 気 調 和 衛 生工 学 会 省エネルギ小委員会でいまとめた非住宅建物の省エネルギー設計技

術指針( 1979. 10) で 提 案 し た 。議 論 を 喚 起 し 、 全 体 的 合 意 に 到 達 す る こ と が ー づ の 目 的 で あ る が 、 18. C

で は 寒 い 、 とか 、C 0 2 i農度1000ppm の 線 は 崩 せ な い 、 と か い う 答 し か 帰 っ て 来 な い 。 提 案 し た 値 は 製 造

設 計 用 で あ る と 控 え 目 に 唱 え て は い る が 、 た と え そ れ を 運 転 条 件 と し て も 、 寒 さ に 順 応 し て い る は ず の 人

体 に 対 す る 冬 期 の 室 内 環 境 条 件 と し て 低 す ぎ て 仕 事 に な ら な い 、 と い う こ と は 絶 対 に 無 い 。 服 装 で カ バ

ー で き る か ら で あ る 。 そ し て 活 す ぎ て 汗 を か く よ う な 冬 の 室 内 関 与Eの 方 が よ ほ ど 健 康 上 問 題 で あ る 。 筆

者 が こ の 議 論 で 最 も 問 題 と し た い の は 、 ① 過 度 の 冷H愛 房 状 況 を な ぜ 質 の 良 い 環 境 と 定 義 せ ね ば な ら な い

のか、②誰もが半IJ り 切 っ て い る 喫 煙 の 及 ぼ す 室 内 環 境 へ の 悪 影 響 を な ぜ 徹 底 的 に 追 及 し よ う と し な い の

か 、 で あ る 。 ( N .  N )  

ア ー バ ン デ ザ イ ン と は

もう 一 昔か 二 昔 前 、 ア ー パ ン デ ザ イ ンはず い 分 と 建 築 ジ ャ ー ナ リ ズ ム を に ぎ わ し た も の で あ る 。 ところ

が そ の 後 、 芦 は ひ そ ま り 、 実 際 面 で の ア ー パ ン デ ザ イ ン は 不 毛 、 不 発 に 終 ってしまっ た。

アーノ 〈ン デザイ ン と は 、 ひ と り の 設 計 者 が 都 市 全 部 の 設 計 を す る 「 都 市 設 計 」 で は な い 。 一個 の 建 築 物

だ け で な い 団 地 、 キ ャ ン パス 、 再 開 発 な ど の 設 計 は 、 都 市 の 部 分 に つ い て の 地 区 設 計 、 あ る い は 複 合 施

設 設 計 で あ る 。 と こ ろ が 、 都 市 と は 、 こ の よ う に 一 つ の 事 業 体 が 、 一 定 の 期 間 内 に 完 結 さ せ る も の で は

ない 。都 市 は 公 共 、 民 間 を と わ ず 数 多 く の 主 体 が 、 多 様 な 目 的 と 価 値 観 を も ってっく り あ げ て い る も の

である 。 し か も 、 都 市 づ く り は 都 市 が あ る 限 り 終 り は な い 。 したが っ て 多 く の 時 代 の も の が 重 層 的 に 和

み 上 が っ て 形 成 さ れ て ゆ く も の で あ る 。

こ の 複 雑 な 都 市 環 境 は 、 都 市 ご と に は 多 様 だ が 、 そ の 都 市 に と っては ひ と つ し か な い 。と すると、多く

の 主 体 は 必 然 、 的 に ひ と つ の 都 市 づ く り に 参 加 し て い る の で あ る 。 そ れ を ば ら ば ら の も の と せ ず J 共 同 し

て 総 合 的 な 環 境 と し て の 都 市 空 間 に ま と め 、 誘 導 し 、 演 出 し 、 完 行 し て ゆ く 手 法 が ア ー パ ン デザイ ンな

のである。 ( T .  A )  

三 角 の 構 造 ・ 四 角 の 構 造

曲 げ に 抵 抗 で き る 材 料 で 家 を 造 る と な る と 四 角 の 構 造 と な り 、 曲 げ に 低 抗 で き な い 材 料 で 造 る 場 合 は 三

角 の 構 造 と な る よ う で あ る 。 前 者 は ラ ー メ ン 構 造 と な り 、 後 者 は 壁 の 構 造 か ら ア ー チ の 構 造 と な り 、 や

が て シェ ル に ま で 発 展 す る 。

建 築 の 構 造 は 重 力 に 耐 え る 他 に 水 平 の カ に も 耐 え な け れ ば な ら な い が三 角 の 構 造 は 自 重 が 大 き い の で 重

力の方に問題が大きく、 地 震 や 風 に 対 し て の 配 慮 は あ ま り な さ れ な か っ た 。 経 験 が 少 な い こ と も そ の 理

由 の ひ と つ で あ った か も 知 れ な い 。高〈高く とする中世ヨーロ y ノマキ リ ス ト 教 大 会 堂 の ド ー ム が 一 夜 に

し て 崩 れ 去 っ たことから、 「アーチは眠らず J と し て 重 力 の 脅 威 を お そ れ た の も ヨ ー ロ ッ パ の 人 々 で あ

った。鋼 が 生 産 さ れ る よ う に な る と ヨ ー ロ ッ パ に 四 角 の 構 造 が 始 ま る 。鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ラ ー メ ン 椛

造 も そ れ で あ り 、 や が て 日 本 に も 輸 入 さ れ る 。

日本は四角の構造では先輩ではあるが、 三 角 の 効 用 を 知 ら ぬ 訳 で は な か った。 日 本 人 の 好 み と し て 三 角

が 目 立 つ こ と を 嫌 った か ら 使 わ な か った に 過 ぎ な か ったのである 。 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 の 四 角 の 構 造 が は

い る と こ れ に 壁 と い う 三 角 の 要 素 を 組 み 入 れ て 地 渓 に 対 し て も 安 全 な も の と し て 使 っ て き た 。 耐 震 壁 と

呼 ば れ る も の で あ る 。 ( T .  Y )  

コンビュータの利用

設 計 計3草に電算機を 利 用 す る の は 日 常 茶 飯 の こ と と な っ た が 、こ の プ ロ グ ラ ム 作 り に 手 数 の か か る の が

悩 み で あ る 。 省 力化をうたいながら、 一 方 で相 当 な 入 手 を か け て い る 。 ト ー タ ル で の 効 率 は ど ち ら が よ

い の か 分 か ら な い こ と が あ る 。

最近、日本建築センターに電算プログラムの評定委員会が作られ、鉄筋コ ンク リートの ｾｲ Ｍｬ・設計プ ロ グ

ラ ム な ど が 評 定 さ れ て い る 。 こ れ な ど は 、 細 部 で の プ ロ グ ラ ム テ ク ニ ッ クで多少の差はあるとしても、

学 会 規 準 を そ の 通 り 忠 実 に コ ー デ イ ン ク し て い る の で あ る か ら 本 質 的 に 差 の あ る 筈 が な い 。 こ ん な 閉 じ

も の を 作 る た め に 、 そ れ ぞ れ の 会 社 で 大 き な 労 力 を 資 や し て い る 。 また芹r定 委 貝 会 の 御 告 労 も 大 変 な も

のである 。 一 つ の 良 い プ ロ グ ラ ム が あ れ ば 、 そ れ を 皆 で 利 用 す れ ば よ い の で は な い か 。

わが固め建築設計界で、' i 1 i : J"): プ ログ ラ ム を 流 通 で き る よ う な 経路 は ほ と ん ど な い と い ってよ し、 。 こ の 流

通 市 場 が 形 成 さ れ る こ と が 大 変 望 ま し い と 思 う 。建 築 協 会 あ た り で 中 心 と な っ て 進 め て mけ な い で あ ろ

うか 。 ( K .  Y )  
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- 1980年・新春放談一

‘ 80年代に向けて・・・・・・建築を語る

万国博とともに幕をあけた70年代は、大型公共建築、超高層建築の林立、環境問題、保存問題、あるいは省

コンセプチュアル

エネルギーについての多くの問題提起、また一方で ξ 空間H の意味性を表現する観念的建築の輩出・・ ・・・

といったさまざまな位相を含み、複雑な様相を呈したまま 80年代へ移行しようとしています。

とくに 60年代後半から 70年代にかけて展開された近代建築の再考、変換、解体、複合化といわれる建築の潮

流は、内外を問わず大きな影響を与えましたが、それでは、 80年代の建築文化はどのような方向に向かい、

いかなる質を獲得するのかをあらためて問うことが、私たちにとっても重要ではないかと思われます。

そこで今回は、 80年代の初回を飾る企画として、石井和紘、石山修武、木島安史、渡辺豊和の 4 氏をお招き

し、 80年代の展望、抱負などを大いに語っていただくことにしました。

4 氏は、雑誌などで知られているように、極めて個性的建築のデザイナーであると同時に、独自の建築論で

絶えず状況に問題提起をされており、 80年代においても少なからず影響力を持つ建築家だと思います。

もちまえの毒気に満ちたアイロニーと香り高きエスプリをまじえつつ語られる中に、独自のユニークな審美

学と深い洞察力がうかがえるかと期待しております。多数、ふるってご参加下さい。

日

. 6.  

=  

時 昭和55年 1月 2 6 日( 土) 開場 13: 00 閉会 13 : 30→ 閉会 16 : 30 

場 森ノ宮ピロティ小ホール

( 大阪市東区森ノ宮中央 1- 1 7 - 5 ・T EL. 06 - 944 - 1151 )  

ただし、大阪 ・国鉄環状線または地下鉄中央線「森ノ宮」駅より西へ徒歩 5 分( 日生球湯の東隣り)

ゲ ス ト

定 員

石 井 和 紘 氏 ( 石 井 和 紘 建 築 研 究 所 所 長 )

石 山 修 武 氏 ( ダ ム ダ ン 空 間 工 作 所 所 長 )

木 島 安 史 氏 ( 熊 木 大 学 工 学 部 助 教 授 )

渡 辺 豊 和 氏 ( 渡 辺 豊 和 建 築 工 房 主 宰 )

2 0 0 名

参加会費 会 員 1， 0 0 0 円 l

， - - - • . f 当日参加証とともに受付へご提出下さい。

会員外 1，3 0 0 円 l

・なお、当日は定員数に余裕があれば受付けますが、会費は会員 ・外 を間わず1，500円申し受けます。

申込方法、参加証について

1 月 18日( 金) までにハガキに( 官 、私製を問わず) 、氏名・年令・勤務先名または在校名・参加証送

付先住所 ・郵便番号・連絡電話番号 ・会員、会員外の区別を明確に記入の上、 Q980年・新春放談

参加申込」として白木建築協会事業課( 大阪市東区北浜 3 - 37) へご送付願います 。

ただし、定員を超過した時は、会員優先の上、抽せんで決定し、 1 月23日( 水) までに参加証をお

送りします。

石井和紘 氏

1944年 2 月生

1967年東京大学工学部強築学科卒業

1975年 同大学院博士限程終了

同 イエール大学建築学科修士銀稜絡7

現 在 石 井 和 肱 建 築 研 究 所 所 長

・主な作品及著'

・54の 窓

- 直島文教地区

・54の屋椴

・イエール・豊集・通勤留学 (鹿島出版会

石山修武氏

1944年 4 月生

1967年 早稲田大学理工学部修士銀程車車

現在世「ムタン空間工作所所長

早稲田大 学 鴎 師

- 主な作品

・幻庵

・開拓の*

- エ ッワトーム

木島安史 氏

1937年 5 月生

1962年 早稲田大学理工学部卒業

1962寸 4年 トロハ研究所留学

1964ι -E6年 早稲田大学吉阪研究室

現 在 熊本大学工学部助教授

・主主作品及著.

・上無国神社

地中海重鎮 j ( 日本学術短興会)

渡辺豊和氏

1938年 8 月生

1961年 福井大学工学部建纂学科卒業

1964- 70年 R I A建築綜合研究所

1970- 72年 都 市 間 館 経 営 研 究 所

現 在 渡辺盛和建築工房主宰

・主な作品

- 中内邸

・吉岡邸 1+

・テラスロマネスワ挑山台

41 



日本建築協会会告

都市住宅を考える (4 )

4 明治の香りを残すまちづくりと

古都のタウンハウス( 北大路高野住宅) を見る

占 ｾｉ 市住宅を考えるシリーズとして今回は、京郎 ｪ 各北の既存の市街

地に歴史的環境ととまち並み H との調和を身慮して建設中の高野同地

を見学することにいたします。

高野団地は旧鐙紡京都工場跡地に計画されたもので、第一、第 一

r.fl 地に分かれ、第一団地は京郎のメインストリートの一つである東

大路通に面して、中高層住練を配置しています。 この鐙紡京都工場

は、 l明治40年創業の古い紡績工場であり、工場史上持筆す べ き建物

です。 この古い赤煉瓦造の一世1I を保全し、同地の集会室として再平11

JTI するとともに、レンガ造りの雰囲気を同地全体のデザインポリシ

ーとして計画されております。

また、第二同地は少し北寄りの風致地区に指定されている鴨束地

区内にあり、西側に鴨川の支流である高野川の流れ、東山 ・北山の

眺望も展け、緩めて風趣に富んだところに位置し、この環境に調和

させるために建物は R C 造 2 階建のタウンハウスで、フ ァサードに

は格子を設け、屋根は黒色のシングル主主きとし、京の町家を現代風

にアレン ジしたもので、す。

今回はこの二つの団地を見学し 、この計画に直接担当された公団

・設計第 l 課長の高木登氏に講師をお願いし、先ごろ話題にな った

東京 ・多摩ニュータウンのタウ ンハウスなどのスライドもまじえて、

これからの公団住宅の設計のあり方などについてお話を伺います。

多数のご参加をお待ちします。

日 時 2 月 2 日( 土) 集合14: 00→ 解散17: 00 

集合場所 京郡市バス「赤ノ宮」イ，事留所前付近・ ( 京都市左京区i古里子

上竹屋町) ・目標会旗

[参考) 1 1 . ¥合所までの交通貨は各向ご負判明iいます。

京町i よりー ; j { 阪泡 '11三条駅前より→南fHnliiI パスター ミナルより

13 :  38発「小 .'B石町J ! W4) または( 15) 酢パスに乗車→赤ノ' 卓、下 '11

(所要約20分、パス巡 tt 110円)

講 師 高木 登氏( 口本住宅公印I関西支社設計部. Jl L] t第一深長)

定 員 3 0 名

参加会費 会 員 6 0 0 円 l

H 資料・飲物代、その他) 当日徴収

会日外 9 0 0 円 i

スケジュール

14:00→15:00 見学と説明( 第 l 、第 2 団地見学)

15:30→16:30 講演とスライド( 於第 l 団地の赤レンガの集会所)

16:30→16:45 質疑応答、そのf也、 . … 解散( 現地)

申 込 往復はがきに限ります。 1 名に l 枚限りとし、氏名・勤
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務先名・所属部諜名 ・述絡電話番号・返信用宛名 ・郵便

番号を記入し、「都市住宅を考える(4)J と明記の上、 1 n  

25 1:1 ( 金) までに日本建築協会事業課へ。

鍾紡京都工場の一部を再利用した第一団地集会宣

4灘の清酒・菊正宗嘉宝蔵と記念館の見学

恒例の酒蔵兄学は、 1難の生一 本ミ辛 11 ひとすじ" としても有名な

「鋳正宗」の嘉宝蔵を訪ねることにしました。

消j酉「菊正宗」の歴史は古〈 、310余年前の万治2年( 1659年) に本嘉

納家が、神戸 ・御影の地にで醸造を始めてより、代々 ih郎宿衛門を

襲名して今日に至 っております。

今回は、日本酒のふるさと、灘五郷の魚崎郷において効. 正宗の独

特の予J去に最新の技術をいかして近代的設備を整えた四季醸造酒の

猪栄工場を兄予し、ついで鋳正宗酒造記念館において創業時よりの

酒造m具などをじ っく りと持見いたしたいと思います 。

多数ご参加をお待ちします 。

なお、この企画に際して、菊正宗酒造株式会社の特別のご厚怠と

( 附大林組のご斡旋とご協力をいただきました 。

日 時 2月131l ( 水) 集合13 : 40 → 解散16 : OO( 収地)

集合場所 阪神屯鉄 ・神戸線「魚崎」駅・地下改札出 1Iliil ・目標会旗

定 員

参加会費

〔参考) m合所までの交通貨は作 (1 ご負J i l l版います。

大阪 よ り. . . . . . 阪神. 世 '11、神1; Ji lfii ! r 特急来 'Ii →凶前で符j曲に来り伴

え→ 「魚崎」駅下市( 運賃片道 150f' J、阪神特急は毎日草 O分より 12分

/111隔で発 '11、所要約25分)

3 0 名

会 員 5 0 0 円 l

H 当日いただきます)

会員外 7 0 0 円 l

申 込 往復はがきに限ります。 l 名 l 枚限りとし、氏名・勤務

先名 . ｰ 庁 α 地 ・ 連絡 ｾ ＧＺｕ ， ￬ ，ｾ＠ 1s:号 ・返信川宛名 ・郵便f s : 号を

記入し、 ｲｪ 西蔵 ・ 菊正宗の見 Ｂ［ＺＺｊ とｾｊｪ記の上、 ｬ 月 ＳＱ 日

( 木) までに建築協会事業深へ。

。菊正宗酒造記念館について

同記念館は、 1659年、本嘉納家が酒造りを創めたときに建造され

た酒蔵で、数ある鋳l E 宗の酒蔵のなかでも特に品質の優良な清酒の

醸造に使われた内蔵とか本庖蔵と呼ばれている由緒あるもので、昭

和33年に第 2 阪神国道の建設計画により、現在地に移築、原型保存

をされて記念館として新し く生まれかわった建物で、解体から再建

作業に ｬ 年半をｾし、普のままの組立式で、カンナや釘、カスガイ

などを 一 切使月｝せずに復原された ｾｴ 趣に富んだ小屋組の予法が保存

されております。

また、内部には哲ーから伝わる j内巡りのH l 器具、小道具などを多数

収集、展示し、酒造りの歴史を 一 目に伝え、国の重要イi 形民俗文化

財に指定されており、建築学上: l . ' t 重な建物として広く知られており

ます。
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4 会員の受章

大丸百貨庖における

このたび下記会員の方々が、叙勲並びに褒 EZ受章の栄に浴せられ

4 第 16回「よろず、相談住宅展」開催

をお慶び申し上げます。

Jc  

磐 氏 ( 元 大 阪 瓦 斯 社 長 )

治氏( 元建設省住宅局長)

市氏( 中部工業大学教授)

治 氏 ( 片 山 鉄 工 所 会 長 )

三 氏 ( マ ン テ ン 社 長 )

夫氏( 大和 ハウス工業社長)

勝 氏 ( 不 動 建 設 社 長 )

縫氏( 三友工業常務取締役)

光氏( 愛知県建築士会会長)

金

孝

辰

松

平IJ

山

田

野

田

回

ι
砂

川

手

J

マ

r

j

-

ι

c

n

問

主

岡

E

U

川

西

稗

中

小

島

憐

石

庄

細

小

ました 。

ここに誌してその栄

秋 の 叙 勲

勲 一 等 瑞 宝 章

勲三等旭日中綬ｾＺｴ

勲四等旭日小綬72

瑞 宝 章

勲五等双光旭日 J;t

褒 章

護 綬 褒 f，f 

黄 綬 褒 12

本会では毎年好 評 を 博 しております「よろず‘ 相談住宅展」を 、本 年

は会場を大丸百貨庖にかえて、下記のとおり開催することになりま

した。

今回は “ わが家のそなえ" をサプテーマに開催いたします 。

記

会 期 昭 和55年 2 月 21 日( 木 ) - 2 6 日( 火) ・…・ . 6 日間

会 渇 大 丸百貨底南館 7 階 催 会 場

主 催 社団法人日本建築協会、財団法人大阪建築防災センター

後 援 大 阪 府 ・大阪市・住宅金融公庫・日本住宅公団・朝日新聞社

展覧会内容1 . 大手分譲住宅会社( 含マンション) 及びプレハプメー

カ ー の 相 談 コ ー ナ -

1. 住 ま い に 関 す る 建 材 ・設 備 な ど の 展 示 コ ー ナ -

1. 住宅よろず相談コーナー

L イ ンテリア及び設備工事などの相談コーナー

1 . 住宅に 関する資料及び模型の展示

1 . テレピ受信相談、防犯コーナ ー

第 13回光学五学会関西支部連合講演会ご案内

‘ 「太陽エネルキーの利用と光変換技術 J (同日)

毎日出版文化賞受賞

むエネルギー問題が大きくクローズア y プされ、新しいエネルギ

ー資源の開発とエネルギーの有効利用について、積極的な取り組み

がなされています 。光学五学会では、特に太陽エネルギーの利用に

スポ γ トを 当 てるとともに、技術革新の著しい光セ ンサーに関する

以新の研究と応mについて、襟; 己講演会を l約きます 。 多数ご米聴く

ださいますようご案 内申しあげます 。

‘ ふるさとのすまい一日本民純一復刻版残部僅少

本会の創立 Ｔ Ｕ 周年を記念して昭和 ＳＷ 年に出版された上記図 ｉｉｾ の復

刻版の残部が少しありますので 、 ご希盟の方は早急に本会 ( 大 阪 市

東 区 北 浜 3 - 37、電話06- 231- 9648) までお申込み下さい 。

A  5 変形判( 18. 5cmX 17. 5cm) 上 製 函 入270頁

定価 5 ，7 0 0 円のところ会只特価 5000円( 送料 250円 )

昭 和55年 1 月 2 5 日( 金 ) 9 :  30- 17  :  05 

阪急ターミナルピル 14階 島津ホール

大阪市北区芝田 1 - 1 - 4 (電 話06- 373- 6522)

日本写 兵学会西部支部 日本分光学会| 湖西支部

日本色彩学会関西支部 照明学会関西支部

応 用 物E理学会光予懇話会

協 賛 空気調和衛生工学会近畿 支部

講演テーマ

・午前中

光エネルギーの化学的変換 / 羽

光電変換素子の最近の動向 / 鈴

・午 後

赤外センサー / 宮 尾 亘 ( 点之総研)

トピックス講演 : ソーラハウスについて / 内 山

昼光の利用 / 伊 藤 克 三( 阪大 工)

太陽熱発電システムの現状と将来への展望 / 谷

・参加申込みについて

参 加 費 五学会員及び協賛予会日: 4000円( 会 社一般 ) 、2 ，500円

( 学 校 、 国 公 立 研 究 所 ) 学 会 員 外 : 5 ，000円 、 学 生 :

1，000円( いずれも F 稿集代を含む ) f fT':，I *のみ希望

の場合 : 1，000円 +送 料200円( 講演会終了後郵送)

昭 和55年 1 月16 円(ノjく) 必着

大阪市北区堂島 j兵2 - 1 - 2 5  関西屯気 協会内

n(! Il Wf: 会|話l西 支 部 中 村 重 次 {市，1后 06- 345- 6351)  

申込み万法の詳細は、お問い合わせ下さい 。

時

場

日

会

建築技術選書第 14号

日本建築協会

武 夫 (新日本空調)

4 3  

宏 (京大工)

佐 喜 雄 (浜総テレビ)

辰 夫 (屯総研)

回

木

催

申込み締切

申込み場所

主

‘ 「設計のコンピューター手法」発刊

建築技術選 ，咋の第14号として 、 1 月中旬に、 「設計のコンピ ュー

ター予法」 一 建築とコンピューター (2)ー が発刊されます。

著者の飯塚英雄氏は、日建設計において長くこの予法の聞発に取

り組んでこられたベテランであります 。最近のコンピューター援用

設計 Ｈ ｃａｄＩ を学ぶ上にも最適の ｉｉｾ と 信 じます 。

本 JFの内容は 、つぎのとおりです 。

第 ｬ ｾ 建築計画とコンピューター

第 Ｒｾ 主 図形の数値化と数値の図形化

第 3 J;! 図形を計算する

第 4 ];1 自動唱の回転スペース

第 575 畳光照度の計算と照度分布図

第 6 1;! 建築日影図の作成

第 7 fl コンピュ ー ター透視図

第 872 自動製図

第 9 T;I シミュレーション

第10市 実 際 の プロ グラム例

定 ｬｩｬｦｩ は￥ ＱＰＰＰ で、 全国主要 ｉ ｉｾ 庖でお買い求めになれますが、本会

事務局までお求めにこられた方には￥ 900で頒布いたしております 。

送付希望の }J は 送 料 ( 1 冊 につき約160円 ) をご負担下さい 。

なお、 1 号より 13号までの選冷名は、 P56を参照下さい。



謹 賀 新

阿 部 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

・546 大飯市東注吉区周辺車ノ町6丁目3 3 . 鱈 06 (692) 1331- 5 

・546 自宅 ・大阪市. 住吉区図辺東ノ町 5 丁目 u

電 信06( 6 : 割以渇

名嘗正会員

三邑

同 盛 男繁

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 会 長

・733 広 島 市 舟 入 幸 町 19 - 10 ・E ω2 2 ( 92) 3200 

・734 自 宅 ・広島 市 車 町 1507 の 10 電信使立2 ( 51) 6730 

主邑

同 山幸夫

株式会社青山建築積算事務所代表取締役

唖 550 大阪市西区京町線1- 10- 19江南 ピル種目舌06 (443)0430 

唖 610- 11 自宅・ 京郁市西京区大原野上里勝山町14- 6

電話075 (331  )  8082 

赤 松 修

株式会社赤松菅野建築設計事務所代表取締役

唖 日O 大阪市北区西天満6丁目ト12 瑞梅ピル

電話06 ( 364)  5651  

唖 5ω 自宅 " ｾ空中市千里園 Ｒ 丁目 ＲＭＳＳ 電 話06侭52) 4622 

ーι 『

女 萎

: 重三

J 同フE

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

⑮ 541 大阪市東区備堀 2 丁目 3 8 111' 1也 oIi，!1; 06 (203)  2361  

浅 井 泰

株 式 会 社 笠 谷 工 務 庖 専 務 取 締 役

e659  " " 屋 市 議 平 町 4 - 1 電信0797 (22 ) 0703 

畢 659 自 宅 ・ 芦 屋 市 思 ケ 丘 町 1 3 - 5  電話0797 ( 22) 5291 

浅
盲

担当k

I!il. 野

株式会社浅野建築設計事務所代表取締役

_ 543 大 阪 市 天 王 寺 区 雛 南 寺 町 9 - 2 7 電 話06 (768)  0201 

晶 572 自宅・寝屋川市成田西町 4 - 21  電 話0720 (31)  1750 

44 

年 昭 和 55 年元日
(50音順)

j蓬 沼 猪 之 吉

株 式 会 社 浅 沼 組 取締役会長

事 543 大阪市天王寺区東高海町 8 番地のI 電 信06(768)  5222 

j菱 茂 夫沼

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

唖 543 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高i寧町8番地の1 電 信06σ68) 5222

漠 沼 誠 夫

株 式 会 社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

唖 543 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 海 町 8 番地のl 電話06 (768)  5222 

浅 海 正 雄

j美 海 i' J J : 気 株 式 会 社 取 締 役社長

⑮ 530 大阪市北区西天満3丁目7番4号 電 J l i 06(362)8701- 8

<!!'>665 自 宅 宝 塚 市 御 殿 山 2 丁目 31- 50- 1ωη

"..li ，!1; 0797 ( 85 )07 45 

新 昭

株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長

唖 530 大阪市北区曽恨崎 2 丁目 8 番 7 号 電 信06 (313)  1331 

新 下 帝 次 郎

笠芸 新 下 工 業 取 締 役 社 長

> < T.1. 

唖 612 京都市伏見区桃山福島太夫西町 6 番 地

電話075 ( 611) 2275代

姉

E

・

E

・

-------

E

.

，
，
 男正

東光電気工事株式会社大阪支社主務室締2

・541 大阪市東区高麗栂 5 丁目お番地 電 Ifo06 (202)  0325 

at565 自宅・吹田市腹自台 4 のおの 12 電 話06 (872)  3214 

安 部 夫恒

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畠 559 大阪市住之江区西住之江2丁目7番5号 電 話06 (678)3212代

唖 559 自宅 大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 番 5 号

電話06 (671  )7774 

諌 早 信 夫

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 相 談 役

ｾＱｬ Ｐ 東京都台東区台東 ＱＭＲＭＱ 日本地所第二ピル

電話03( 835) 2661

D157 東 京 都 世 田 谷 区 南 烏 山 2- 18- 4 電話03( 300) 3705

井 秋 次上

弁 上 家 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 40 番 地 電 話06 (771 )  2825 

晶 659 自 宅 芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 号 電 話0797 (22) 5930 

井 正上

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

串 453 名古屋市中村区得町 20の15 国鉄会館内

電 話052 (451) 2025直通

GM64 自宅 ・名古屋市千種区下方町4の30 電話052 (711)94∞ 

名誉正会員

井 福 蔵上

株 式 会 社 弁 上 組 代 表 取 締 役

唖 日4 大阪市郎島区網島町 6 番25号 電話06 ( 352) 4031- 4 

電 話06 (351)0日0

晶 577 自宅・東大阪市東石咽声T6丁目4番4号 電 話0729 (81  )  2526 

井 達 明上

株式会社井上透明建築事務所代表取締役

畢 530 大阪市北区鶴野町 1番3号安田ピル電話06 ( 372) 2821代

串 555 自宅・大阪市西淀川区竹島3丁目7の4創 制 伺73) 1069 

石 渡 年 雄

株式会社 石渡康三郎塗装1.5 取締役社長

畢 545 大阪市阿倍肝既婚崩事町2丁 目6-1 屯。1i; 06 (693)  2031代

置 545 ｾｉ 宅大阪市阿倍野区帝塚山 Ｑ 丁目 ＵＭＸ

o'I.t，Ii; 06 (621)  8110 



謹 賀 新

議 岩武

大 機 建 材 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

年 昭 和 55 年 元 旦

(50音順)

生 重政

.6.. 

7  

由

ｉｾＧ 、井 臣田

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 561 豊中市庄 内栄町 5 丁 目 5 l l 16号 官n. !0W6β3 3)2137 唖 541 大阪市東区安土町 4 丁目 5 番 地 電 話06 位61)7591- 8 骨 547 大阪市平野区平野北 2 - 9 - 1 5 電 話06 (792) 4425 

'“ 5 自宅・宝犠市中山台 2 - 1 8 - 9  屯，! l i 0797 (88)  3698 愚659 自宅・芦屋市朝日ケ丘22番 11号 電話。797 (23)0657 骨 547 円宅・大阪市平野f ) ( 平野北2- 9ー 15 電 JliC喝 ( 792)判 例

イマヰ建設工業株式会社 代表取締役社長

伊 地 知 堅

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 532大阪市淀川区宮原4丁目 4番44号 電 給06 (394)  1281 大代

品 661 自宅・尼崎市南武庫之荘 5 了目 13番目号

電話06 (438)  2148 

伊 藤 喜 三 郎

練式会社伊藤喜三郎建築研究所代表取締役社長

石
i

 

l

 

--a' 

武 男
ｾ、

7  
茂 雄

関東電気工事株式会社関西支 底 支 底 長

⑮ ＵＴＱ 大阪 市東 区南久宝寺 町 Ｓ 丁目 ＴＱ 番地 電 ｾｬｩ ＰＶ ＨＲＵＳ )0291  

石 1

 

.•••••• 
-

-

E

，

 

良 興

西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

串 550 大阪市丙I買南極江1丁目 22番17号 電 話 情 ( ，>41) 3051- 2

取 締 役 会 長 今 村

取 締 役 社 長 平 木

騰

寛

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

支 所 神 ド ・焔l均 仙 台

⑮ 102 本社 ・東京郎千代田区紀尾井町3番23号 文 善祥秋 ピJレ @ 拙 吹 田 市 J l i章 町 4 0 111= 3 8 号 電 話 侃( 384) 1201代 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

ｮｴｬｴ 占 Ｐ ＳＨＲＶＳＩ ＱＴ Ｘ ｬＨ ｾＭＷ . 5仰 向 宅 ・ 豊 中 市 蛍 池 東 町 4 丁目 7 1' 12号 骨 幻O 大阪市北区西天満 6 丁目 9 番 8 号

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

居 530 大阪市北区西天満 5 丁目 10番 14号 電 話06 (364 )  5836 

晶 105 東京事務所・東京都渋谷区渋谷ト 10- 1 八千代ピル内

電話03(407) 0912 03 (4刷 1837 日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 733 広島事務所・広島市堺町2- 3- 17 電 話0822 (94 ) 1皮8

品 520 大海事務所・大海市浜大海4- 4- 4 電 話0775 (23)0お8 ・ω 1 京 都 市 南 区 西 九 条 量 田 町20 電話。75(681 )  5101- 5 

骨 620 福知山事務所・京毎府福知山市末広町6丁目4番地福電ピル . 606 n宅 . 1;( ｦｴＧｦＩ ､ｩ 左 ｊ［Ｈ ｲ ｸＺＭｲ 鴨之本町 ｾＷ 電J言。75(781) 0289 

屯，! !i0773 (23) 5208 

伊 良E藤

取締役割社長

大栄電気株式会社大阪支庖 大 阪 支 出 長

愚 民O 大阪市西区京町堀 1- 12- 14 電 話06 似43)0631

哩 560 自宅. ，豊中市北縦場 3 - 8 - 7 電 話06 (854 )7747 

伊 藤 智 康

東陶機器株式会社大阪支社 取締役支社長

. 530 大阪市北区曽恨崎 2 丁目 3 需 7 号

梅新第一生 命ピル1 1 ( 館 電 話06(364) 1181 

飯 田 精 次 郎

生 島 道 春

紋 日本建築積算協会関西支部 支部長

串 542 大阪市南区鰻 谷中之町 62番 地 市 川 ピ ル 2 F

電 信06 (245)鈴 45

干573-01 自宅 枚 方 市 大字 民庵566- 50 ¥'II ，! 孟也720(51)お 33

電 話 係 ( 841) 0032

泉 沢 哲 史

株式会社泉沢建築設計事務所 代表取締役

骨 530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号 オ オ シ 7 ピル

ｾｕ 孟 ＰＶ ( 364)  9071代

F 品 『

昌 自E 和

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

・550 大阪市西区土佐線通 1 丁目 l 番 9 号 タケウチピル

電話06( 443) 2261 代

干657 自宅・神戸市滋区篠原南町2- 3-24 電結078(871)  3479 

市 繁 雄
E
-
-
-
-
a
 

--z----

E

E

，
，
 

市

E

・
E

・-

.•••••• 
盲

目

a'

宏

株 式 会 社 東 畑 建 築 穆 務 所 専 務 取 締 役

. 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1 9 電 話06伶02) 0391

. 658 自宅・神戸市東漉区住吉山手 4 丁目 4 - 3 2  

電話也78( 811) 0216

電 話06 (312)  8881大代

必ト

ーうF 彦フE 康

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取締役 名営会長

暗 531 大阪市大淀区本庄東2丁目 3番41号 電話06(375) 6 α m

. 560 自宅・豊中市北綴縁4丁目 5番 5 号 電 路06( 852) 回87

稲
自

E目 手口
ミ' t .

J 口

三機工業株式会社大阪支r.!i 支 I占 長

<<1) 541 大阪市東区北浜 2 丁目 22番 地 電 話(06泥沼2- 3051 代

3071 代

制 62 自宅・西宮 市松園町 3 番 1 1 号 地 獄0798(33) 0 4 0 5  

名瞥正会員

岩 信 也佐

e 6 : 調。自宅・奈良市法蓮町南 2 丁目 1079の 1

電車舌0742 ( 23) 忽 90

名営正会員

岩 崎 甚 太 郎

'“加6 自宅・兵庫県川西市花，，，敷 1 丁目 32の 11

?電訴0727( 59)9317

45 
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岩崎 徹

株式会社岩崎建築設計事務所代表取締役

串 臼O 本 社 ・奈良市大森町57の3 農協会館内

電 信0742 (22)  2283代

骨 631 自宅・奈良市学園北 1丁目 5- 11 電話0742(47)2210

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

間 取 締 役 所長 寺 西 礼

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

<!!t 550 大阪市西区立売堀 1丁目 13番 l 号 電 話 06( 531) 0913

大信ピル 電 話 06( 541) 7301

<<!J 630 自 宅 ・ 奈 良 市 法 蓮 立 花 町1046 電 話0742( 22)2217

<!!t 661 自宅 ・尼 崎 市 常 吉 字 赤 田 9 の 5 電 話 06(431) 2101

凶

一

狙 崎 雄久

必 千 穂 1電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑥お4 大阪市剖i品区中野町4 r 日8番10;;- "官，1/i 06( 358 )1171 

<!!t565 1' 1' 10 . 盤中市新千 'U. 南側T3丁目 34 /11=7) )

'，'佐，11i 06( 831)  5118  

山

一

指 崎 雄

合 会

::a:z: 

E 司

建 築 用 吹 付 材 ・壁 塗 料 ・土 木 材 料 の 総 合 メ ー カ ー

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 代表取締役社長

. 561 里 中 市 良 市 町 市 6 丁目 3 ー 13 電U06 (332)  5721 

唖 1叫内定・! l l ，j { l i I l k IHr>( ，II1: 2一刻一10 電信03( 777) 7∞l  

岩本 義
'L' 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

敏 弘1 k. 阪市! l l r x: ，旬開鳩 2 r n  9  ｉｉｉＧ ｊ 也亀 Ａ市時間 ＩＲ ｾ ＱＷＹＱ 代

唖 581 自宅八尾市山本町 4 丁目 5- 7 1世話0729 ( 22) 2908 

上 宇田

年 昭 和 55 年 元 旦

( 50音順)

植 寿 雄

名嘗i F . 会日

大

d 企 h・

属 良B野

感成前向宅・，ｪｻＯｩＡｉ市有，ｪｻｲｸＺ下 ＧＴ Ｑｴ 園町ｾ， Ｇ，ＧＡｴ， ＡｾＩＷＺＮＨＷＸＱ Ｑ Ｑ 庖ＺｬＶ

岡 津 勇

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

唖 542 大阪市南区東清水町48つるのすピル電，11i 06 (244 )1561 

@同国自自宅 ・堺 市 大 美 野 5 - 9  電， ＡｍＷＲＲＨｾＷＩ Ｑｉ位

打 政 信

岡 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

⑮ 567 大阪府茨本市雄の虫 2 丁目 16 /11=6り

Ｑｩ， ＡｾＷＲＶＨＴＳＩ ｳｧ［＾Ｓ＠ .  5230 

愚政} 大阪事務所・大阪市北限侮ケ枝町 146 悔ケ伎ピル 2 階

1It，W 褐( : l 62 ) ω82代

名嘗正会員

岡 孝 男

浪

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 常 務 取 締 役

⑮ 550 大阪市凶区南甥i工.4 l i J 32 /11=11 月，払! 占06(538 )29511¥:  

⑮ 564 1' 1宅 田吹 川 市 炊 東 開r4  3  - 3  '，'!i，!f，06伶83)0217

3工 好 己
回

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

l

 

i

 

-
-
E

，

 

株 式 会 社 江 川 和 | 暗 殺 岬 務 所 定 五 品 品2

唖 532 大阪市淀川区西中山4- 10-2 ピラ新大阪 ' 慌 栂 大 阪 府 南 河 内 部 聖 書 山 町 篭 信 仰23( 65) 伐 弧5

Y也，!Ii 06 (304 )7439 . :ぉS 自宅 ・吹国市千里山西5丁目ω - 4 電信06 (調的 3019

唖 659 自宅・門 屋 市 三 篠 町 2 8 8 電話0797 (22) 9269 

‘
、

E

E

J

 

，
，
 -

E
E
-
-
-

----

E
--

E

E

E

'

 

正 岡 橋 作 太 郎

株式会社 銭 高 組 技術顧Illl

⑮ .550 大 阪 市 西 区 西 本 田T 2  - 2 ー 11 7!i，1/i 06(531  )6431 

＼＼ｉｦＶＵ Ｙ 向宅 ・ 芦庖市打出 ｲｾ 円町 Ｑ ＵＶ ー ｬ 電 湘1797( 22) 4500

岡 本 繁

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 顧 問

唖 541 大 阪 市 点 区 本 町 4 - 2 7  .，'也問06( 252) 1201

小 河 吉 之 助

財同法人 大阪建築防災センタ一 理事長

ｾＵＴＱ 大阪 ｲ 打点区 ｉ 噂労町 Ｒ rr J 411書地中 I事ピル3附

1官，1/i 06(261  )0212  

⑮ 573 rI宅 ー校)j 市脊 Ltl ケ丘12 r 目22 /11=3 m

V自，!/i 0720 (54 )  0690 

尾 亀 清 四 郎

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取締役会長

串 ＵＳＱ 大阪市大淀医本庖東 Ｒ 丁同 Ｓ 待 Ｔ Ｑ 号電， ＱｾＨＳＷ Ａｩ ) 6000 

<! ! t 64O自宅 ・和歌山市三木町南ノ了18 l 1' 地電，I M734 (23)  0308 

名誉正会員

岡 本 茂 樹

株式会社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

、 軍伽本社 ＮｫＮ 阪Ｇ附 ｩ 苛 ・ ｫ 阪府十 ｾＱ Ｈ，Ｈ， ｉ ￍｬｬｉｪ k. J軍1- ; ' 一日

1官。!f，n723(31  138:' 7代 株式会社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

鴨 川2 滋 賀 開 所 滋賀県l時 mh E ? L 5 3 7 2 1 1 1 1 4 町 大 阪 市 北区西天満 3 丁目 13制 号 制 情 { 湘 11371 ・657 自 宅 神 戸市潰 鴎丘町 6 - 2 - 9 電 話 例{阻 } 捌

哩!6811 ( 1宅 .k. 阪府松原市丙 k 塚 1- : ' - 6 <'K. I M72313l )  15:' 4 哩日73 内定・枚 } j di  1品;1111 ｦＧｾｔｬ ＵＭ 4  電， ＡｍＷＲ Ｐ Ｈｾ Ｑ ) 3427 

上 圭

ごム

，ロ西

株 式 会 社 大 気 社 取締役社長

唖 日O 大阪市北区中之島 3 - 2 - 1 8 住友中之島ピル 7 際

電話06 (448)  5871 

大 井 弘 治 郎

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

暦 550 大阪市西区京町線 1 丁目 1 0 - 8 補間ピル

'，s ，1101喝 1141)  1521- 2 

、喧瓜59 ＨＱ 宅・ ｬ 主席ＱＮＹＮＺ世崎市浜町 ＱＲＭＱＴ 屯， Ｑ ｦ， ＰＷＹＷＱＲＲＱ 九 ｾＹ 相茂沼 n 宅・ ni 前巾i7.; 後 符 4 ) I 1 4 - l l  .;官。!1011727121 ) 1113  

46 

名誉正会員

岡 本 弘

. 573 向 宅 ・ 枚 方 市 東 香 里 子 7- 20 電 l怖1720( 54 ) 4123 



謹 賀 新

岡 本
義

国fT 

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

骨550 大阪市丙民新町1丁目5番7号 問ツ繍ピル

電，1M6 白32) 3421代

哩民主59 向 宅 ・ 首 尾 市 岩 園 町 35 ー 7 1;，1#1797 (31 ) 3201 

岡 本 全 男

年 昭 和 55 年元日
( 日音順)

加 藤 忠 三 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西灰阿波庖 1丁目 1番10号

電ｾｍＶ ＨＵＳＲ ＩＱ ＲＳＱ 代

ｯＡＡＡ＾ＶＰ Ｑ 向宅・京郎市南医東九条北烏丸町 ＲＴ Ｑ［ｾＣＱ ＷＵＨＶＹＱ )1334 

嘉 納 伝

亀

ごム

J 口井 晃

ず? ? 匂ぷ I 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

⑤542 本祉事指所 . k阪市南区谷町H 口12&地の11ff 谷町i i ¥3ピル2F

乱。Ii 06( 768 ＩｩＷ Ｗ ＱＨｾ＠
e104 J I(京事m所・東京邸中央区月島4丁目 13-3秀和月島レジデンス 108

，'tJ:，l，fi 03( 531 ) 3954 

剖 31 rJ 宅・奈良市中町 l 番地の 4 79  'o' l!.! Ii 0742 ( 43)  1226 

亀

. . . L 

ノ、 夫国

策 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

@ 聞 大 阪 市天王寺区 東 帥 町14- 5  ＱＱｾ 榔ｻ瑚ＩＱ ＵＱＵ 代 三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 増 島 製 作 所 大 阪 出 張 所 所 長

営業所・名古恩・和歌山・春日出 ( 大阪) 工場 ・豊明 { 愛知) 暦日O 大阪市北区西天満 2 - 6 - 8 笠ピル電話06(364)1471 暦530 大阪市北区西天満 3- 13- 18 島恨ピル電話06(364) 1951

⑮ 可57 向宅・大阪市丙I，lt 医玉出東 I T Fl 6 需15号 唖659 自宅・芦屋市岩園町 25番 22号 電話官797( 22)2191 . 話。 rt 宅・豊中市刀ml l l l 亡田f 8 ー12 電医師 (855) 関与6

11，1再06( 661 ) 3317 

岡 山 竹 雄

25 岡 山 建 築 事 務 所 一 級 建 築 士 事 務 所 2締Z

，ω4 京都市中京区烏丸通錦小路角

京 榔 7 クトクピル 7 F 電信075( 255) 0臼 7 - 8

畢 612 自宅・京都市伏見区深草平回町18 電話07引641) 0536

奥 晴 弘野

総 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

土百 内 務 柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

居“ 0 尼 崎 市 玄 T昏 南 之 町 4 電信 06( 411) 1451 

唖663 自宅・西宮市甲子園浦風町9- 14 電話0798 (41) 07∞ 

E

・

E

・

-------

盲目，，芹 繁 夫

取 締 役

株 式 会 社 団 地 サ ー ピ ス 大 阪 支 社 大 阪 支 社 長

唖お6 大阪市雄東区森之宮 2丁目 9番201号 電1献活( 969 )1α11

数 井 手リ 美

愚 550 大阪市西区北堀江 2 丁 目 時15号 制 52 神 戸 市 兵 駅 荒 田 町 2 丁目 l 制 旭 ピ ル 株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 庖 代 表 取 締 役 社 長

電話06 (531)  4488代 Ｑ［ｾ京 ＱＷＸＨＵＲＱ ) 0205- 位。7 串 550 大阪市西区西本町 1 丁目 13- 33 電話06 (532) 0461代

骨句。自宅 大阪市西区北相江 Ｒ 丁目 Ｙ ｉＱ ｈｏｾ［ 唖654 自宅・神戸市須崎[ i { 白川台 2 丁目39- 13 愚 民3 自宅・池田市天神 1 丁目 10- 10 電話0727 (61) 8598 

電 鴻06( 541) 0261 電 時078( 792) 5862 

奥 紘 fT 村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

@ おO 大阪市北区凶天満 5 丁目 3 1f;: 7  l} ＱＱｾ 猷ＩＶ ＨＳＱＲ )4131代

<<I!620 自 宅 ・ 商 宮 市 南 郷 町 14 番 34 号 電 話0798( 71) ∞11

奥 村 安 太 郎

奥 村 組 土 木 興 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑥，552 大阪市港医市岡 3 了同 5 待18 号電，1i W6 ( 572) S羽 l

哩 ＢＧＵＵＲ 向宅・大阪市港ｲｸＺ市岡 Ｓ 丁目 Ｘ ＱＱｦｾ号Ｑｉｴ， Ｑｾ 渇 ＨＵＷＱ ) 0571 

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

兼
官

同 勇

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

･Ｕ 引 Ｑ 崎県市ｾｴｻ ｴ ｬｬｬｬｬ 田 ｦＳｲｴ 拡 ＱＵ り点 ｪ 芋ピル 電 ｊ 荷 ＱＷＲＲＨＲＲＩ ゆ ＱＳ

1648 

⑮ 590 向宅・塀市三岡ケ丘御幸通81 - 2 電， Ｑ ＣＱ ＷＲＲＨｾＩ 1603 

鎌 谷 秀 男

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

暦 Ｖ Ｕｓ大阪市丙淀川ｲｸＺ大和ＱｦＱ Ｕ ｔ 同 ＱＹＭｾ 電話侃 ＨＴＷＴ )1644 

串 665 向宅・宝塚市干伺 4 丁目 3 /11: 3 号f1ll:，1#1797け2) 1380

1目:z::. ｾｾ＠ 倫 宏
神 崎 文 一 郎

株 式 会 社 第 一 サ ー ピ ス 代 表 取 締 役

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

""' 556 大阪市浪速医戎本町 1 了同 3 調書地 11，1市16俗49):>301

唖670 姫 路 市 北 条 口 86 の 3 電話0792 ( 23) 2021代

唖 認4 向宅・宮間林市高辺台 3 T H昨54- 202 号

@ 時70 自 宅 姫 路 市 北 条 ロ 60 電話。乃2 ( 23) 3591  

電，阿 ＱＷＲＱＲＨＹ ＩＹＷｾＷ

l

 

i

 

E

E

，
，
 崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

⑮ 5日大阪市丙医江之子. 匂 1 丁目 2 待 2 g. ｾ， Ｑｾ 喝 ＨＴＴＸＩ 日初 ｬ

⑤民渇自宅・大阪市浪速r x : $ J i I l 12 r 日ぽi 6 1It，1M6 ( 日2) 7369

--------

E------

E

-

E

，

 

瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶 616 政問市布京[ i { 太宮陸相泉式郎町12帯地電，11i075(861 )  1157 

大阪支信電1郡16( 353)  0222 東京支1; 1; 電湘)3(26.1  ) 050 I  

e 616 自宅京郎市右京区太襲安弁車道町21

電級官75( 811) 1509 

河 裾 和 夫

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 531 大阪市大淀氏本庄東1丁目9 待宮号 Ｑｉｴ， Ｑｾ 渇 ＨｾＷＱ )5146 

47 



謹 賀 新

木 下 園 男

内外パーキング施設株式会社取締筏社長

唇 550 大阪市西区東町甥 1 丁目 4 番 8 号 電 話06 (441)  0477代

・665 自宅 ・宝板市逆瀬台6丁目 15番 11号 電 話0797 (73) 3228 

名誉正会員

城 武 男戸

株式会社城戸武男建築事務所代表取締役

串 460 名 古 屋 市 中 区 栄 1 - 2 2 - 2 7 電 話052 (231)5451代

唖 460 自宅・名古屋市中区栄 1 - 2 2 - 2 7 電 信052 包01) 4061

木 下 み ど り

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

畢 岱 O 大阪市北区堂島 2 丁目 1 番 18号 電 結06 ( 345) 9055 

岳 民O 自宅・大阪市西区京町堀 1 丁目 15番 18号

電 結06似41) お03

汲

E

・
E

・-

-------
E-a' 

圭 司

泉 工 業 株 式 会 社 会 長

骨 5回 大阪市住吉区長居町東4丁目 35-1 電 話06( 696) 6961代

骨 594 自宅・大阪府和梨市太町41- 2 7 電 J舌0725(43)1670 

桑 正 造田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

年 昭 和 55 年 元 一 ( 50音順)

崎 勇 ‘
、

『
・

J，
，
 

林 夫

株式会社 ミ ラ ノ 工 務 底 取 締 役 社 長

骨 ω 4 京都市中京区輿川通河原町東入鉾田町310

電 話075( 231) 0177代

，ω 6 自宅・京都市左京区下鴨北園町63番 地

甲 南 建 材 興 業 株 式 会 社 Z22 

串 532 大阪市淀川区十三本町 2 - 4 - 2 8 電 話06 (309川841

電 鱈075( 781) 0676 愚 665 rt 宅 宝塚市御殿山 2 - 3 - 1 6 電 話0797 (86) 7228 

j滋 夫 林

ご三E

J 同菅

株式会社 n 建設，i I

Ｎ［［ｾ務取締役

大阪本社代ぷ

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

串ぬO 大阪市北区中之島 4 丁目 3 番25号 包 括06 (443)  6641代

唖 545 自宅・大阪市阿倍野区北畠3丁目l需7号 電 話06(6:，4)0584

小 林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代表取締役

唖 541 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 1 8  電 JIi 06 ( 245) 2181 

林 四 良E

⑨ 541 大阪市京区t出場 2 丁目 3811fJ也 -世.11i 06( 203) 2361

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 553 大阪市福島区福島7丁目 22番8号 電 話06 (452)  1151大代

林

ｾ日

干守 志

島 巴

株式会社小林得志建築事務所代表取締役所長

唖 650 神 戸 市 生 回 区 多 開 通 4 - 9 電髭078( 371) 1861代 暑 541 大阪市東区道修町 2 丁目 6 番 地 電 鱈06( 228) 2811代 唖 530 大阪市北区堂島 2- 4- 17 il 事fll ピル' . ' l i . 泊 06( 341 Ｉ ＵＶＵＸＨｾ＠

勝

有限会社小島勝巳建築事務所代表取締役

串 541 大阪本社 ・大阪市東区南本町 4 丁目 41番地

イヨピル 8 際 電 話06 ( 252) ω88代

嘩 103 東京本社 ・東京都中央区日本縫本町 4 丁目 14番 地

山本ピル 7 階 電 信03 (661)  0768代

事 166 自 宅 東 京 都 杉 並 区 成 田 西 1 丁目 16- 17

電 話03 ( 315) 5435 

‘
、，

E

E
』，

，
 

大 作谷

株 式 会 社 回 測建築設計事務所 代 表 取 締 役

・“ 0 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 電 信 0734 (31)  0261- 2 

. 641 自宅・和歌山市堀止西 1 丁目 1ト 5 電 話0734( 24) 9563

西 信 一 郎

コ ニ シ 株 式 会 社 代表取締役社長

唖 653 自宅 ・神戸市長田区五位ノ池町3丁目 1- 1 . 565 吹田市古江台 1 丁目 15番 5 号 電 結06 (831)  8455 

電話078( 621) 3807

氷阪

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

岬

e662 自 宅 西 宮 市 丸 矯 町 6 - 16 電 話0798 (66 )  2394 

河 内 義 就西

株 式 会 社 小 西 設 計 取 締 役 社 長
有限会社河内義就設計事務所代表取締役

. 531 大阪市大淀区大淀中 4 丁目 13ー11 電 話06( 451) 7631 愚 民O 大 阪 市 西 区 ‘ Z売担 l 丁目 12- 16 電 話06 (532)  4051 . 730 広 島 市 上 織 町 2 番 37 号 電 話0822 (28)  2271代

唖 553 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 20ー 10 電 話06( 451) 5346 唖 546 自宅・大阪市東住吉区今川3丁目 6 - 6 畢 739- 17自宅広島市高脇町字翠光台1-237 電 話08284 ( 2) 4141 

電 話06 (701) 0297 

由

I U ;、 勝坂

株 式 会 社 東 海 設 計 取 締 役 社 長

串 460 本社・名古屋市中区栄3ー 7ー l 電 話052(261)  2651代

晶 104 東京事務所・東京邸中央区京情1 - 1 4 - 4

電 話03 (561)  0815代

畢 467 自宅・名古鹿市瑞種区岳見町4- 20- 2電 話052 (831 ) 4459 

48 

名誉正会員

小 早 川 美 武

美 工 装 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 557 大阪市西成区玉出東 2 丁目 9 - 4 1 電 話06 ( 651) 0105 

唖 557 自宅・大阪市西成区玉出東 2 丁目 10ー 17

電 話06 ( 653) 0ω3 

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 組 取 締 役 社 長池

唖 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27番地

ダイヤ Jレイン司UIi 06(244 )3500 (受付台i

e 6 03 自宅 京郎市北区平野鳥居前町86 電 話075( 461 )1526 



謹 賀 新

後 藤 静

社 団 法 人 大 阪 府 測 盛 業 協 会 会 長

@民自O 大阪市北区東天満 2 r  1J 6- 7.:":i 焔ピル5 f l 8} } 館

屯，;/i 06( 354 )0740 

佐 々 木 群

縁式会社佐藤武夫設計事務所代表取締役社長

. 105 東京都港区新橋 4 丁目 6 番15号 電 路03( 436) 3511 代

・272 自宅・市川市国府台 1 - 5 - 2 電醤0473( 11) 5162

佐 野 正

株式会社安井建築設計 Ｇｊｱｾ 所代表取締役社長

唖 540 大阪市東区島 町 2 丁目 7 11' 1也 電話06 俳13) 1371代

骨 662 自宅 ・丙' ，' ; "; rn 雲 井 町 4 の 9 電話0798 (72) 1お9

佐 春
士

ロ野

森 井 i'[ 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

⑮ま訓 ｄ 大阪 Ｂ￯ｾｴ｛Ｚ 吐中 之向 Ｕ r l I 31昨101 けI i りj;'I' 之ぬピル

'oI ! . : ! ; 06(443 ＩＸＳＸ ｬＨｾ＠

ｾＱ＠ rt 宅・尼崎市3範囲 111町3 r  H851l H也ー 11

'，t!，iii 06(491 )9402 

斉 義藤 園

年 昭 和 55 年元日 ( 50音順)

ごＧｾ
J 、，
，、 谷 雄 須 賀 好

向

ロ

国幸

渋 ?i 金 属 館 業 株 式 会 社 取締役社長

⑮ 542 大 阪 市 南 1X : 鍛冶展開T 52 '，t(ぷ06( 211 )7お3

⑮-581 ￭ｲ 主 ・八 ｉ ｾ ，li .:.. f正2 5 2 ー 7 '， tl ，! ! ;0729 (22)  8似 4

島 孝

ごム

J 口

] ! I ; 屋大予flM[・・主計1; 建築・予科助教段

⑮ 577 l巨大阪市小: f ，' ; [ 3  - 4 ー l ・ll.・1; 06(721) 2332 

内線 271

串 577 自宅 東大阪市下小阪 172- 2

近 鉄 グ ラ ン ド 7 ンンヨン 8- 911 電 話06 (789)8114  

ー6. 6-

r.=::;， 

E  良 春
田

株式会社 片 山 鉄 工 所 代表取締役会長

串 551 大阪市大正区南恩加島 6 丁目 2 番21号

電 話06 (552) 1231大代

品 661 自宅・兵庫県尼崎市武庫之荘 3 丁目 1 ー 1 - 308

電話06 (432) 7381 

名誉正会員

島 村 佐 次 郎

株 式 会 社 品 村 建 築 事 務 所

愚 640 和 歌 山 市 四 千昏 T 4 電話0734 ( 22) 3お8 ・4335

串 640 自 宅 和 歌 山 市 四 番T 4 電 話0134 ( 22) 3お8 . 4335

島
由

I Ui、 男

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 員 惣 智 略

愚 530 大阪市北[ X : 西天満 5 l i J  6111'10 り '，1!，!Ii 06 (313) 3321 

骨 636-11 ( rt; . 王寺良県大剥l t:!l lll r! il 軒JI' 町19- 60

"U: ，!1i 07435 ( 6) 3665 

菅谷 健
I日

ノし

村

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取締役社長

哩 540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 屯 ι: ，'; 06( 1似 ) 1122

名誉正会員

白 石 登 喜 男

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

愚! ; 50 大阪市西区江戸沼 l 丁目! o 番17号 電 話 侃 (441)8231 

畢 158 自宅・東京郡世田谷区等々力 6 丁目 2 4 - 6

電 話03 (701 13535 

杉 田 新 三 郎

シールテックス工業株式会社代表取締役

( 建 築 総 合 防 水 材 )

愚 640 和 歌 山 市 崎 丁 11 電 話0734 (32)25811¥: 

杉 村 正 三 郎

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役 株式 会 社 藤 木 工 務 庖 常務理事 阪 急 屯 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

・551 大震市西成区岸皐 2 丁目 6 番 5 号 電信06(661) お お 代 唖 540 大 阪 市 東 区 両 f何 J 1 丁目 13 番地 電話06 (942) 1461  串 532 大阪市淀川区新北野1丁同4需 21号 電 話06 ( 302) 0231代

. 557 自宅・大阪市西成区岸里東 1丁目21番 3 号 唖 558 自 宅 大 阪 市 住 吉 区 錨 江 中 l の68 電 話06 (671)  3792 串 665 自 宅 宝 犠 市 栄 町 3 丁目 9 11' 20号 電 話0797 (86) 3623 

電話06( 652) 0208

雑 夫賀 幸

株式 会社 大 阪 雑 賀 建 築事務 所 代表取締役

唖 543 大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9 番 地 吉盛ピル

電話06 (772) 4426 ・4436

愚 573 自宅・彼方市谷呈ケ丘 7 丁目 11ー 16電話0720 (54)0∞4  

四 方 靖 良E

四方設計工務株式会社

一級建築士事務所 代表取締役社長

側 12 京 郎市伏見区深草問屋 敷- J 32-2電蜘 75( 削)怨j ~2

串 85ト33 長崎 出張所 ・長崎県西彼杵書官西彼町大谷脇 1684

電 信ω592( 1) 0112

骨 183 東 J j( tH狼 所 ー! l ( 京都府中市白糸台 6 丁目 53- 31

電 話0423 (67) 0480 .  0424 但4) 0236 

晶 612 自宅 京郎市伏見区深草問屋 敷町32- 2

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締f支社長

愚 臼0 大阪市北区角田町 2 11' 15号 電 話06 ( 312) 7151代

須 賀 孝

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区土佐城 1 丁目 2 番30号 電Z孟06 (441 )  5111 

骨 662 自 宅 ・西 宮 市 雲 井 町 6 11' 14 号 電3&0798 (72)  0269 

鈴 木 毅

隊 式会 社 間引瑚本設計判所奇 阪事 ｾｾ

唖日 ｏ 大阪市 ｾｴｲ 烹雪量Ｎｾ 2  - 2  - 2 5  '，1! J Ii 06( 344 .l 7821 

哩 ゆ5 n 七 ・< < 点目} 問分予司m; 上主 1-31- 15

;tlJ Ii 0425 (75)  1581  

本目

、・..... 
、C I

F ヲ巳

士

口
喜一

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

愚 120 東京都足立区千住東2 丁目 23需 4 り電話03 (88212424 

唖 271 自宅 ・怯 戸 市 怯戸 3 の 7 の 3 電 話0473 (62 )9314  

4 9  



謹 賀 新 年 昭和 55 年 元 E (50音順)

仙 田 四 良B
4.AL • 

野 郎 寺 回 徳 重

株 式 会社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長 株 式 会社 ユ ニ オ ン 代 表 取締 役

大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

串 お8 大飯市住吉区万代東E丁目3番地 電信06 (672}l 281大代
⑮ 650 大阪市西区南堀江2丁目 131J1: 22H

畢 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目? : 7 電話06 (262)1131  

' 穏8 自宅 . ｾ界市 大 美野 Ｗ Ｖ 番 地 の Ｖ 電話(11'12. (37)  6513  
m，ll i06 ( 532) 3731 代

es 62 自宅・大阪府箕面市縦弁2丁目 4- 39電話。7?:7 ( 21) 4641 

田 村 親

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社 取締 役 社 長

<<!!664 兵ll 1 i 県伊丹市東有問 5 - 1  2  5  m，11i 06 ( 492)  1331  

取 締 役 社 長 高 橋 慶 夫

専 務 取 締 役 上 田 宏 ニ

株 式 会 社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

<<!t55O 大阪市西区新町1-4 -21大宰ピ Jレ屯話06( 533) 0971- 3  

名誉会長・名営正会

竹 健

、a:.

:lE. 腰

畢 662 自宅・西宮市松園町 7 番 '12. 号 電 路0798 (34)2筋。

竹 村 通 世

近 畿電 気 工事 株 式 会 社 広 島 支 社 支 社 長

' 刃O 広島市稲荷町 4 番 l 号 住 友生命広島 ピル

電信08'12. (62) 1471 

・ 沼3 自宅 ・広島市南観音 7 丁目 16番34号 南高雄荘

電， ｾω ＧＱＲＮ 伺 Ｓ Ｉ ＳＲＹＳ

名嘗正会員

玉 置 豊 次 郎

大 阪 工 業 大 学 教 授

聞 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

・557 自宅・大阪市西成区天神議1-19- 15 電信06 (661)  761切

谷 夫

億 馬 正 明

.••••••• 
・
・
冒

a---
z-a' 

ｾ＠

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶 5日大阪市西区制本町l 丁目 17番目号

電話06 (441 ) 0378大代

森 隆 雄

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業所 大 阪庖 S表取締議

串 531 大阪市大淀区中海 6丁目 8番4号 電信06 (458) 3531代

知
美

諸見
占
穴

株 式 会 社 問 組 大 阪 支 庖 史 阪d品雪包l府R

⑮ 5以41 大 阪 市 3東l紅E区 瓦 町 5 一2初0一 1 1司危1i話 0ω6(ロ201)2幻75日I  

⑮ 5弱62 自宅箕函市西，小lト、路 3 一1η7一2鈎4 1泡l! ;fi結首0仰72幻7(α22幻) 崎0ωl  

名誉会長・名誉正会員

東 謙

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

8601 京郎市南区西九条春日町48帯地

電 J ! 075 ( 臼1) 6455 ・(691 ) 9228  

8 ω l 白宅・京郎市南区西九条春日町48 -:<<%孟075(691)  3860 

塚 本 次

畑

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畢 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 電話06 (202)0391 

・658 自宅・神戸市東漉区住吉山手4- 4- 35電話078ω51 )5043

栂 野 正 春猛

株 式 会 社 日 建 設 計 相 談 役

骨 541 大 阪 市 東 区 繍 堀 2 丁目 38 番地電話06αω )2361

<<!t665 向宅 ・宝塚市i商品Z神 2 - 6 - 2 7 "立 J l i0797(87  )1940  

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 瓦AZd主主

'“ 0 和 歌 山 市 五 番 T 4 番 地 電 話0734 (22)2826 

橘 泰
J2・ロh  辻 本 豊 時 岡 保 雄

東 邦 ノT ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株式会社辻本隻一級建築設計事務所代表取締役

株 式 会 社
三 和 地 質 代 表 取 締 役

＼＼ＡｴＵＴｏ 大阪市東区綴ノ宮中央 Ｒ 丁目 Ｗ 酢 Ｑ Ｕｾ［Ｍ 電話 ＰＶ (941 )9445 - 9  

唖 640 和敏山市班長町中の丁 1 2 - 3 電信( 1134 包4) 6346代
' 窃O 大阪市西区絢本町 3 丁目 8 番 6 号

唖 590-01 自宅・塀市若松台 3 了26番3 号電話07'12. (91  )2267 

唖 “ 0 自宅・和歌山市東長町中の丁12- 3 電話( 1134 包4)6346 電話06(445)  2521代- 5

圃. &-

主L

ご重E

J 同田

有 限 会 社 柳 々
堂 (建築専門書庖)

。5閃 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 12 - 3 電話06 (443)0167- 8  

営業所: 鴻 池 ピ ル 電話06 (251 )8233  

50 

j章 村 健

I目

. } I J  

オリエンタルメタ凡製造株式会社 代 表 取 締 役

哩 660 尼崎市昭和市通 3 丁目26帯地 電話何 (412) 5131代

唖 662 自 宅 ・ 西 宮 市 神 垣 町 5 1書8 号電話。798 (74)5591  

時 山 龍 太 郎

日 寺 山 設 計 事 務 所

唖 臼O 大阪市北区曽椴崎 2 丁目 2 番 2 号 美郎ピル

電話06 (361)  6248 

・532 自宅・大阪市淀川区三国本町 2丁目 13昏23- 501号

三国本町スカイ ハイy

電話06 (393)9557 



謹 賀 新

官官

匡目
家 宏 泰

株式会社富家建築事務所 代表取締役

骨 ω 4 京節市中京区押小路通東洞院西入ル

電 話075(231) ＶＳＵＷＨｾ＠

e 6 03 自 宅 京 係 市 北 区 平 野 八 丁 柳 町68- 1ー704号

電 話 075( 463)∞50

内 藤 正 克

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役所長

a・675- 13 身車問刷、野市上ヰヨ"1240小野ピル電 話07946 ( 2) 4757代

唖 675- 13 自宅・兵庫県4暁市久保木町 1063電 信07946 (2)4俗 8

中
i

 

-------

-

E

・'

匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

骨 ＵＳＰ 大阪市北区泌花 町 ＩＭＱＹ 新興ピルｾＡｬｩ ＰＶ ＨＳ ＷＱ 日 ＶＵＱ

ｾ渇 Ｕ 自宅・宝単市売布 Ｔ 丁 目 ＱＵ Ｍ ＱＸ ｾＺ孟 ＰＷＹＷ (86 )  2391  

中 田 勝

日新じ業株式会社大阪 ](1，'; 支底長代理

@ お3 大阪市東淀川区瑞光通4 r日30Iffi 也の2

'o' !i.! i i 06( 329 Ｉ ＷＷＳＷＨｾ＠

o!l!>663  1' 1'1: ' 凶 山 市 tf13 本 西 田r 8  9 ・tl ，l i i0798( 67 )1833 

中 村 正

中 村 タ イ ル 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区南堀江1丁目 11番5 号 旬。!舌06 (531)  7263 

唖 590- 01自宅・塀市若松台3丁17番9持 電話0722( 91) 5592 

中 原 茂

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区靭本町2丁目9番 11号 岡崎縫ピル

電 話06 例 5)0039

中 英 雄原

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

串 おO 大阪市北区末広町 3 -1II' 21 7i・ 皐和地所扇町ピル 6 階

電絡06 (312) 3587代

唖 659 自宅・芦屋市打出小鎚町 1 111'地，

年 昭 和 55 年 元 旦 ( 日音順)

氷 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

・106 東京鶴港区西康布1丁目 13番 11号電信03ω03)0251大代

・251 自宅' . 沢市舗沼海岸2丁目8の2 6 1 1醤 0466 ( 36) 7706 

ア2 西 嶋 徳 太 郎

Z匂 石 中 達 夫

株式会社 大 建 企 | 喝 設 計

本社 _ 550 大阪市西区京町堀 1 r 同13- 2 0

'，'tl，lli06 (443)8261 

東京事傍所・畢162 東京冊析宿ほ下常比町15再生地

飯l I i 1l ハ イ タ ウ ン333 り 日世，l i i 03( 267) 4711

西 村 淀

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

・615 京 侮 市 右 京 区 西 院 西 田 町 30 11信075(313)  2191 

・616 自宅 ・京修市右京区宇多野御池町40- 10

電 信075付63) 2784

野 中 市駒

野 中 E量 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役

都 民O 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁 目13番 19号 電 話06 (441  ) 6631 

ｾＵＹＰ 自宅 ー 堺市大浜北町 Ｓ 了 ＱＰＭＲ Ｑ 電 話0722(32) 2992 

橋 雄
き士

ロロ

株 式 会 社 橋 詰 工 務 底 取 締 役 社 長

暗 ω 4 京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326番 地

電話。75 (801 ) 2356代

晶 ω 4 自宅・京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326番 地

電 話075 (841) 2ω3 

橋 本 晃 芳

株 式 会 社 鴻 池 組 常 務 取 締 役

骨 541 大阪市点区北久宝 寺岡f 41 '1 1271昏地' ，' [l，IIi 06 ( 244 ) 3538 

哩動659 戸 崎 市 制 辺 町 4 - 1 ・t 訴0797 (31)  6766 

長 谷 川 武 彦

株式会社 長谷川工務庖代点取締役会長

ｾＱＰＷ 東京郎港区赤坂 Ｓ 了日 ＲＱ Ｑｬｬ］ ＲＰ ｾ［Ｍ ' i官以03( 586) 5451  

名 誉 正 会 員

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

骨 543 大阪市天王寺区東高海町 8 の 1 ・11i 06 ( 768) 5222 

唖 631 自宅・奈良市二名町南登美ヶ丘おおー7

電話0742 (43)1ω l  

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 点 取 締 役 副 社 長

串 おO 大阪市西区新町 l 丁目 5 番 7 号 四 y 情ピル

電 話06 ( 532) 3421  

<<It565 自 宅 吹 田 市 青 山 台 3 丁目 41ー11 電 話06 ( 872) 3ω8 

林 ) ¥ 良E日百

菱相羽 ｩ 星工ｾ株式会社大阪支伍 支応 i止

. 530 大阪市北区天白調 2 r 日 7 Wi 3 サ 電 Ｚ ｾＰＶＨＳＵＲＩ 488)  

⑮ 663 ＱＧ Ｑ 宅西山 ｲｦ￯ ， ＺＧ［ｪ 本来町 ＱＹ ＱＱＱ］ ＱＴｾ［Ｍ '，'11. Iii 0798 ( 64) 0324 

原
正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取締役会長

・532 大阪市淀川区西中島 1 丁目 8 番29号

電 話06 ( 301H抑制 - 4

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串532 大阪市淀川区十三本町2丁目 4番28号 電 話06 ( 308) 1551 

唖 662 自 宅 ・ 西 宮 市 名 次 町 12 111' 9 号 電 結0798 (22 )  1504 

2表取締主 原 因 重 信

2表取締2原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン 卜 化 工 株 式 会 社

畢 白4 大阪市此花区酋九条 4 丁目 3 - 3 4 篭 絡06 (465)1212代

@略61 自宅 田尼崎市塚口町3丁同 41- 8 電 話06 (421  ) 4518  

名誉正会員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

畢 お5 本 所 大阪府吹田市雄臼台 5 - 1 2 5 電 話06 侶72) 0391

畢531 大淀分室・大阪市対話豆長柄西i ! 2 ーお電話何 (351) 7217

. 592 塀分室・大阪府塀市浜寺石冷町西 2 丁) 1I I ' 3 H)

電 話0722 (44) 3912 

51 



謹 賀 新

伴 郎

株式会社西原衛生工業所大阪底代表取締役社長

串 531 大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号電信06 (458) 3531代

伴 次仲

春 日 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

春 日建設 一 級 建 築 士 事 務 所

・102 東京都千代田区飯田嶋 2 丁目 9 番 3 号

串 160 自宅・東京都新宿区西l t ! fffi 田3-31- 5 かすカ匂01号

電話03 (264) 4011代

111苫03伶02) 2411 

飛 祐弾

株 式 会社 大 気 社 常 務 取 締 役 支 庖 長

⑮臼O 大阪市北区中之向3丁目2-18 住友中之ぬピル7 F

1屯屯乱，1訴!活再ω0ω6(4“48幻沌5認87η1 (υ代tり)  

平 城 勧

株 式 会 社 朝 日 工 業 所 大 阪 支 社 支 援 時2

<!!!>532 大阪市淀川区hll ，(:' 1 ｮｬＵＸ ＱＱＧｩ ＵＹｾｽ＠ o'(! ，1占06( 302) 2271- 9

<!!!>665  1' 1宅宝塚市中山縦 f 14 - 15- 4  Ｇ，ＧＨＡ， ＱｾＰＷＹＷＨＸ Ｙ Ｉ お ＸＴ

福 朝 生田

株 式 会社 双 星 設 計 代 表取 締役 社 長

唖 530 太阪市北沢茶崎町 18- 21 聾崎ピル電結06(373)  2281 

骨 677 向宅・商宮市甲子闇砂田町2需8号 電話0798(48)  0989 

福 中 定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

畢 541 大 阪 市 東 医 北 浜 3 - 3 7 電絡06(231) 9648代

串 573 内宅・枚方市香弔問 _ r 26- 68 電陪0720( 31 ) 0549 

福 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ 一 代 表 取 締 役 社 長

唖 おO 大阪市北沢東天満 2 丁目 5 番20号 古林ピル 5 階

lI d孟06β 53) 0651

骨 542 自宅大阪市南限順慶町通4- 61電話f渇 (251)3102. 5189

52 

年 昭 和 55 年 元 旦
(50音順)

久 田 良
士

口

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

堀 内 史 郎

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 底 長

唖 542 大阪市南区上本町 4 - 610 昭和ピル 3 F

. 530 大阪市北区西天満 3 丁目 6 番 14号 電 路06ω64沌661代

電話06 (768)  2029直通

2020直通 . 573 自宅・大阪府枚方市朝日丘町12- 18 . 結仰20( 41) 5396

骨 581 自宅・ 八尾市山本町市4ー 10ー 14 電話。729( 22) 3ω 5

藤 井 稔 堀 π 也

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社長

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役 骨 651 神戸市葺合区熊内町2丁目 1 - 37 電話078( 222) 2251  

晶 530 大阪市北区織田 2 丁目 2 番25号 電 話 侃 β 46) 1171 愚 657 自宅 神戸市灘区篠原北町 2 丁目 1 - 9

電話078( 882) 0755 

藤
i

 

l

 

E

E

，
，
 忠 成

株 式 会 社 創 精 進 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

｀な Ｑ 広島市舟入町会 ＲＰ 第 Ｒ 和典ピル Ｖｆ 電， ＱｾＲ Ｈ ＹＱ )4495 

藤 木 鍍

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 取 締 役 社 長

. 5 4 0 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1 3 ..鱈06ゆ42) 1461代

藤 邦田 昭

練 式 会 社 都 市 問 題 経 営 研 究 所 代 表 取 締 役 所 長

串 530 大阪市北区堂山町 3 番 3 号 臼本生命梅田ピル

電 館06 (315)  84550代

・658 自宅・神戸市東灘区岡本 8 丁目 10番 1- 605

電信078( 411) 3989 

淵 保 夫上

三 井 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 底 雲 雲 2

@ おO 大阪市北区中之ぬ3 f 目3番3 号ニミ弁ピ Jレ新館221 ｾｽ＠

1甘，1[;06(444 )4231代

串 595 1 ' 1 宅大阪府成大山市虫J j ) ( 51- 1 くすの本 l.ijJ也2- 311

取 締 役 会 長 星

代 表 取 締 役 目

所長ｾ

康 文

利 安

株 式 会 社 星 建 築 設 計 事 務 所

@ 臼7 大阪市東成区東中本1丁目 15番25号地下鉄締慌東緑ピル

電信06(972)  9265 

・571 自 宅 ・ 門 真 市 械 垣 町 7 - 6 . . 緒。η0 ( 81)1318

・571 自 宅 ・ 門 真 市 城 垣 町 7 - 9 11緒。η0( 81減量67

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

. 530 大阪市北区中之島 4 丁目3 番 25号 電話O6(判4) 1501

. 659 自宅・芦原市恕ケ丘町 4 番 18号 電信0797(22)2∞5

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 'J} ｦ［ｾ 機株式会社社長

⑮ ＵＵＰ 大阪市西区制本町 Ｓｲ 目 Ｒ 番 Ｗ ￬Ｚ ［Ｍｾ Ｑ 俄弁ピル

1払:[;06( 441 Ｉｬ ＴＶＲＨｾ＠

⑮ 5ω 自 宅 豊 中 市 けf 点 l T 自16 - 21 '，l!.1占06( 849) 5764 

牧

ミ'.b.

J 口田 黒買

大 建 建 設 E 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

<!!!>564 摂湾市千恒丘l R4 f 目911'i 13} }  ＧＧＧｬ ｴＮ ｉｾ ＰＶＨＳＸ Ｑ ＩＲＴＲ Ｑ＠

⑮ 546 i' i 宅大阪市東住吉区IH辺本田T 2 T I:J 2611'i地

ＧＮＮｬ￬ ， ｉｾ ＰＶ＠ ( 713)  1469 

松 浦 潤 一 郎

株 式 会 社 松 浦 精 造 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

咽崎57 神戸市灘区八舗町 4 丁目 9 - 2 7 六甲ピル

( 861) 3304 

電話 078

( 881) 3302 

松 永 嘉 一 郎

株 式 会 社 梅 彦 取 締 役 社 長

. 530 大阪市北区中崎西 2 丁目 1 番 3 号電話06(312)  6171代

e 6 59 自宅・芦 屋 市山 手町 15- 25 電信 0797ロ2) 4761



謹 賀 新

松 丸 哲 也

隻 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唇 530 大阪市北区天満矯 2 丁目 3 番 I 号 電 話06 (353) 1∞ I  

e663 自宅 西宮市甲子園口北町2かー21 電 話0798 (67) 2787 

松 本

......... 
c ョ

ヲB

株 式 会 社 消 水 工 業 所 代 反 取 締 役

⑮ 531 大阪市大淀区豊崎1丁 目11番19号

包括 ＰＶ ＨＳＷＲＩ ＲＸＵ ＱＨ ｾ

⑮ 530 自 宅 大 阪 市 北 区 鶴 野 町1- 5 メヂポ阪色14F

γ日，!' .06 ( 372) 8027 

名誉正会員

松 本 与 作

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

年
昭 和 55 年元戸 (50音順)

代表取締役

社 長

常務取締役

大阪支社長

中目 3長 f生

典

作

吉

久

太

長

藤

津

驚

黒

南

F 晶 『

主 谷 山水

事 久 工 業 株 式 会 社

⑮ l ∞ 東 京 本 社 ・東京都千代田区大手町2-6- 2( 日本ピ Jレ)

電 話03( 2∞) 7411代

ｾＵＳｏ 大阪支社・大阪市北区中之白 ＴＭＲＭＳＸ

電 話06( 443) 閃 41代

水 野 喜 一 郎

社団法人 日本建築協会京都支部支部長

哩>604 京郎市中京区押小路; i f L 柳町均東人建設会館分室

Ｑ 官， ｩｾ ＰＷＵ (211)  2857 ・2877

暦 ω o 京郎市下京区西七条市部町77 ホ野建設株式会社

Ｂ住， Ｑ ， ｾＰＷＵ (312) 0431  

水 義 雄

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 650 神戸市生田区北長狭通 4 丁目 l 英和ピル

電 信078 (331)  0881 

串 650 自宅・神戸市生田区山本通 4 丁目 108の37

電結078( 221) 切 50

森
由

I U ;、

間

株 式 会 社 水 間 組 代表取締役社長

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

骨 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話 06 (624) 0926 

愚 665 自 宅 宝 塚 市 武 庫 山 l 丁目 10- 8 電 話0797 (72) 4461 

八 木 喜 美 蔵

八 木 惣 株 式 会 社 代点取締役社長

. 1∞東京都千代田区有型軽町 1 - 1 3 - 1 電 話03( 216) 1211 愚 534 大阪市都島区東野田町 1 丁目 1 番 4 号 ｾ ＵＹＳ 幌市津久軒 町 Ｓ 丁 ＲＰＷ Ｑ 番地 市 ｊ ｬ［ ＰＷＲＲ (63)4115 

ｾＱＴＵ 自宅・東京都大田区田園調布 ＳＭＱＷＭＳ 電話 ＰＳ (721)4723 電 話06 (352)  3121代 ｾＹＳ 自宅・幌市津久野町 Ｓ 了 ＲＰＷＱ 番地 屯.!l i 0722( 62) 0722 

⑮ 臼8 向宅・大阪市鶴見区今津南4- 10- 15 電 話06( 961 ) 0785 

松 本
-'ー

ノ、 良B

「 晶 『

邑 崎 辰 敬 八 十 島 健

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長 宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 専 務 取 締 役

晶 543- 91 大阪市天王寺区上綿屋町6 電 3約 6 (n 4)  22∞ 唖 466 名 古屋 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁目 13 電 話052(751) 3ω6 唖 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 1電話06 包52) 1201

受 付 案 内 台 骨 466 自 宅 名 古屋 市 昭和 区 折戸町5丁目13 e 663 自宅・西宮市甲子園二番町 5 - 3 0 ・結0798 (41 ) 0598 

畢 5鈎 自 宅 ・ 松 原 市 北 新 町 2 丁目 3 ー 7 電話。η3 ( 31) 0158 電 信052(751) 3096

丸 山 信

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 107 東京都港区北膏山 3 丁目 5 番25号 電 話03( 401) 2287

出張所: 織浜市・松本市

谷
由

I UJ、 義

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

串 694 島恨県大田市久手町滋恨西777のl 電 話08548(2) 8121代

唖 694 自宅・島俄県大田市久手町波娘西225の2

電 話08548( 5) 8320 

輪 泰 司

株式会社地域計画建築研究所 代表取締役

畢 ω o 京都市下京区四条通り高倉西入ル電話075( 221) 5132代

署 612 自宅・京都市伏見区桃山南大島町95- 45

電 話075(601)  3962 

村 全石

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串 556 大阪市浪速区幸町 3 丁目 2 番 地 l 電 話06 (561 )  2201代

愚 659 自宅・芦屋市岩園町25番 15号 電 話0797 (34) 0835 

村 上 良R

^  ｾ，＠ 代表取締役

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 社 長

畢 .530 大阪市北区堂島2丁目4番17号 藤 田 ピ ル 本 館

電 話06 (344)  6526- 9 

愚 民5 自宅・吹図市千里山西3丁目 7番5号 電 話06(お4) 1∞2  

名誉正会員

村 藤 吾野

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

晶 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電 話 06俗24) 0926

串 665 自 宅 宝塚市糟荒神 2 丁目 18- 27 電 信0797 (86)  2559 

安 忠井 生

株式会宇社土 安 弁 建 築 設 計 室 代ヨ表堅取締役

. 55ω0 大阪市西区' 靭聞本町 1 了目 9 一18 電 鱈0ω6(4“48)ロ2幻76釘5 - 6

' お8 自宅. 大阪市住之江区粉浜 3丁目 13- 1臼5  

ハイ γ 西興502号

電 E部活 ( 673) 5254

安 誠田

安 田 株 式 会 社 会 長

( 建築金物・アルミ型材製造)

鵬 42 大阪市南区末吉橋通 1丁目 17 電話Q6( 却) 7ωl 代

簸 本 弦

株 式 会 社 笹 )11  組 取 締 役 社 長

. 520 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 電 話0775 (23)  2314 

串 520- 21 自宅・大海市ー里山 5 - 9 - 1 1電 話0775 ( 45) 3966 
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謹 賀 新

山
五

口郎口

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 550 大 阪 市 西 区 西 本 町3丁目 l 番9号 電 信06 (541) 5お4代

9301代

愚 665 自 宅 ー宝 板 市 雲 雀 ケ 丘1丁目 13番 25号 電 信0727( 59) 2018 

山 崎 敏 明

年 昭 和 55 年元日
( 50音順)

山 本 哲 夫

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 812 福 岡 市 東 区 箱 崎 5 r 目 11 番 93号 電 話092ω51 )2931

唖 810 自 宅 ー 福 岡 市 中 央 区 薬 院 2 Hl l l 番 4 号

電 話092 (741 )  5095 

山 本 博

咽唱62 自 宅 ・ 西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電 結0798(71) 9763 

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢 句 。 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁 目 21 電話。78 ( 321) 0655代 串 530 大 阪 市 北 限 中 之 島 3 丁目 2 番 4 号 朝 日 ピ ル 内

電 話06 ( 385)  1361 代

<!D565 自 宅 ー 吹 図 市 蔵 白 台4丁目 23番S号 屯，1，1; 06(831 )6100 

山回 保

株式会社山田保建築設計事務所代表取締役

畠 730 広 島 市 紙 屋 町 2 丁目 3 番 l 号 革 屋 町 ピ ル 4 階

電 話0822 (48)  2562代

山
ごム

，口田 恒

山売多 幸

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 事 務 局 長

骨 540 大 阪 市 東 区 京 鳩 3 丁 目 70 電 話06 (941 )3651 

名営正会員

士

口田 光 太 郎

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 651 神 戸 市 葺 合 区 雲 井 通 4 丁目 7 /11'の 8

電 話078( 232) 1800代 ・156 自宅・東京僻世田谷区鱗丘2ー7ー18 ・鱈03 (420)  6476 

串 651- 12 自 宅 ・神戸市北区山田町上谷上古々山29

電 話078 (581 ) 2055 

名誉正会員

山 文 次田

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

骨 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀1丁目 6番8号 電 路06 (443)  8161大 代

串 665 自 宅 ・ 宝 塚 市 南 口 1丁目 2番 2号 電 話0797 (72)  2511 

山 義 fT 田

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 顧 問

唖 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 電 話06 (252)  1201大 代

⑮ 665 ( 1モ ー宝 塚 市 寿 楽 荘 14 ー 11 7日，1，1; 0797 (72)  5858 

山 本

、tt:

:l8. 氷

ヤマト電気エンジニアリング株式会社 主締2

骨 臼O 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 ｔｬｾ＠ 1 /11' 3  ;; - 電 話06 (364 )3056代

置 562 自 宅 ・ 箕 面 市 縦 ケ 丘 3 丁目 1 3 - 6 電 結0727 包3) 5176
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士

ロ
虞 助田

手口 員田

株 式 会 社 東 組 代 表取締役和

品 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 r 目 5 番 14号 電 結06 ( 363) 4051 

串 659 自 宅 芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電 話0797 (22)  3282 

名誉正会員

若林
士

ロ繁

二 袋 屋 後 r'ia 仁 業 株 式 会 社 会 長

唖 .564 領 海 市 東 別 府 3 了目 7 番 8 号 電 話06 (349 ) 9193 代

串 ω 5 自 宅 京 都 市 東 山 区 清 水2丁目 232 1st結075 (561 )6283 

名誉正会員

若林 雄季

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底

畠 542 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町6 三栄ピル '，1t.f，l i06 ( 245) 2311大 代

唖 636 奈 良 県 生 駒 郁 三 郷 町 倍 賞 ケ 丘211 ・'/It，!再 0745( 72 )4121 

若山繁

近畿，江主¥ [ 事 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

居 531 大 阪 市 大 淀 区 本 庄 東2丁目3番41号 電 話06 ( 375) 6∞o  

唖 661 自 宅 ・ 兵 庫 県 尼 崎 市 武 庫 之 荘2丁目 25番 11号

電 話06 ( 436) 1381 

渡 恵辺

株 式 会 社 ナ ニ ワ 代表取締役 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 取 締 役 会 長

骨 ＵＴＳ 大阪市天王寺区ＮＨＺｾケ辻町 ＶＱ 帯地 電 話06( 771) 9123 唖 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1 2 日 生 ピ ル 電 話06 ( 943)6571代

層 662 自 宅 西 広 市 姐 之 池 町 14ー 14 電 話0798 (74)  0845 晶 560 自 宅 ・ 昼 中 市 緑 丘 3 丁目 21番 8 号 電 話ω( 856) 0983

土

ロ
源 治 郎岡

高砂熱学工業株式会社大阪支庖 雑聖書室

曙 530 k 阪 市 北 区 之 凶 1 丁目 4 需 8 号 北 阪 急 ピ ル

包 括06 ( 372)  2511 

唖 鈴O 自 宅 豊 中 市 上 野 西2- 20- 36- 302電 話06 (849)  6491 

米 倉 豊 夫

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

⑮ 113 東 京 都 文 京 区 本 駒 込6丁目 15番7号

電 話03 ( 945)  2311 大 代

事 務 局 同

社 団 法 人 日 本 建 築 飽 会



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ー Ｗ 宅 Ｇ［［ｉｾ ご ｬＧ . ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合か.低く、ホコりなど生じない。

3  すべり抵抗性 : すベり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性かあり、万一亀裂ができても使用しで いる聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな画にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、 爆薬工場の床 に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用 されている 。

毛EF

フ リント コー トにつ いてのお 問令せは下記へ

ｊ 被武 ｓｚｩ シ ェル厄 ｾｉｘ 版発 売 所
τ Ｎ， リ ｾＮＭ二ＱＺ - - I - 部

大阪本部 帯 530 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 の 6( 新大ビル 9 F) 含 (06) 343 - 0441 

東 京 南104 東京都中失区京橋 2 丁目 9 の 2( 第一ぬり彦ビル) 合 (03) 562- 4676

福 岡 罰810 福岡市中失区舞鶴町 1 ー 1 - 5( 舞鶴ピル 3 F) 含 (092) 771- 1 961
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企画: 日本建築協会編集・発行: 学芸出版社

A 5判，136 ---160頁， 圃~国 1000円 四~図〈近干Ij )

圃 茶

........ 

盆 の 言吉

首: の i吹き方や炉の切り方など，茶室の設計に関する様々の約束

事を，お茶の心得がなくとも理解できるように，豊富な写真と

平面図を用いて解説する. 帝塚山学院大学教段 岡田孝男著

園 ビルの省エネルギー

ビルの空調システムの基盤であるヒートポンプ，これをさらに

省エネルギー的に再開発したく複合ヒートポンプ〉について，

建築技術者を対象に平易に解説する. 竹中工務庖 中村猛著

園建築とコンビューター 1

新和I渓などコンヒ。ューターがますます必要とされてきた今，小

さな設計事務所でも卜分ペイする利用法を公開する. マイコン ・

ミニコンによる精造設計の全て C &C事務所 魚木靖夫著

園都市の下水処理

ビルや住宅の排水が，ますます厳しく規制されるようになった

現代において，建築関係者が最低知っておくべき下水処理の原

理としくみを多数の図で示す. 大阪市下水道局 松永一成著

回 すまいの語録

住宅計| 岨の始まりから完成までを 400 の名言と諺を用いて綴

る住まいのユニークなチェ y クポイン卜 . 楽しく読みながら先

人の知恵や工夫が学べる好著 東 京 工 大 教 授 茶 沓正洋著

悶 コンクリート工事の管理

完成してからではやり直しのきかないコンクリート工事. その

ｾとなる工事監理者 ・ 施工管理者のために各工程の管理の注意

事項を簡潔に記載した. 日本建築総合試験所 奥島正一編著

回 構造計画とやさしい力学1

は り ・ 柱 編 構 造 が 苦 F ' d : デザイナーや学生のために，椛造計

画の考え }J や「工夫」を，身近な事例を素材にして，多数の図を

駆使しやさしく興味深く説く. 近畿大学助教授 須賀好宮著

図建具の知識と意匠

引代に生きる，伝統ある建具の全てを図解する. 今まで設計者

が l 人悩んできた事柄が，これ l 冊で解決できるく大棟梁の秘

伝の［ｊ，ｾ＾Ｎ主要寸法記載 ー 山片一級建築事務所 山片三郎著

回 エレベータ. ェスカレータ・立体駐車場

エレベーター界の第一人者である著者が，すぐれたスタッフを

総動員しでまとめた，これだけは是非知っておいていただきた

い， 昇降機のエ y センス . 元三菱電機昇降機部 木村利雄著

困 構造計画とやさしい力学2

屋根 ・架檎・その他構造編前巻に引きつづき ，情造計画の基

本的な考え方と「工夫」を ，数式を極力省き，部位別に図解する

締造か苦手な人にこそ読んでいただきたい名著. 須賀好富箸

田建築と設備の接点 1

技術の進歩とｾ門化によって それぞれの専門家間に生じる接

点領域対策が， よい建物をつくるための要となっている. その

盲点と解決法をずばり示す. 日建設計監理部「接点」研究会著

園 ソーラーハウス

ソーラーハウスの本俗的普及のために ， どうしたら確実で績の

ないソーラーハウスをつくれるかをずばり示す. 建築関係者と

ユーザーのための実践的手引き 新日本空調 内山武夫著

E 医院・診療所の計画と設計

多くの事例の倹討と，診療行為の解析，調査をもとにして，診

療所の平面計画を考える . 設言十者，施王者，建築主への実際的

な手引き警ー 京都工芸繊維大学 池田有隣・船越障由共著

園設計とコンビューター

H  55図・透視図 ・照度分布図など，めんどうな作業をコンピュ

ーターに代行させ，省力化をはかるためのマニュアル. 図形処

理の基礎から応用までを網羅する 日 建 設 計 飯塚英雄著

[j] p  C 構造の話

ひびわれがなく，大スパンが架け渡せる P C構造を生かした各

種の構造方式を，図 ・写真を駆使して紹介する 施工上の注意，

生産方式なども記載 MAI 建築構造研究所 下伊豆隆三著

咽住宅設計とインテリア

生活様式の多緑化に伴い，考え直されなければならないインテ

リアを ，楽しく易しく説き明かす . 第一線の設計家による現代

のインテリア 福岡喜久雄デザイン事務所 福岡喜久雄箸

6学芸出版社 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 宮 075- 343一0811
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1970年代は万博に始まり 、石油不足でその幕を閉じた。経済は高度成長から低成長へと様変わり

し、わが建築界もかつてない栂造不況を体験した。 そして、その中でわれわれの建築活動は大き

く転換を求められた。建築を社会の発展の中でとらえるニとの軍要性はますます強まり 、住み手

や使用者の立場に立ち、地域に根ざしたいい建築とまちをつ〈るための. . 量的な努力がますます

. 要になってきた。 もはや資源浪費型の建築をつくることは併されないし 、地域を無視した建築

活動は成立しない。従来の建築活動をその板本から転換させない限り、われわれの職能は確立し

ないばかりか、存在そのものが関われるという段階を迎えた。一方、まちづくりについてみるな

らば、国土の荒廃と生活環境の破績が社会問題化したニとを背景に、従来の都市計画はその内容

を大き〈問われた。短期・大規模を特徴とするニュータウン建設と、スクラップ・アンド・ピル

ドを〈り返す再開発事業は、低成長への移行とともに大き〈スローダウンし、他方でミニ開発問

題が大きな社会的関心を呼んだ。その中で、従来の大型プロジェクト方式に抗するかのように、

地区やそれ以下の圏織を単位にした住民参加方式によるまちづ〈りの実授的な模索が始まり、計

画的小集団開発や地区詳細計画の齢臓が始まりつつある 。そして、今、 1980年。激動の時代を経

たわれわれは、70年代後半の標題をひきつぎながら、今、ニの80年代をどう展望するか。地区詳

細計画を結めていく中で、 重罪隠しすぎた書官市と建築のギャップを埋めるニとができるのかどうか。

その実授約な模索が80年代に本絡的に行われるとすれば、そのスタートを切る 1980年はまさに歴

史的な年になろう 。否、われわれ自身がそういう状況をつくりだしていかねばなるまい。 その年

頭にあたり、歴史に学びつつ、80年代の都市と建築のあるべき方向を展望し 、われわれの課題を

明らかにしてみたい。 ( 盲;径 記)

特集

80年代の都市と建築

ー まち づ くりの歴史と展望一

第 I 部

歴史に学ぶインタビュー一都市計画の先猿に聞く

都市計画の理念「一中 i畢誠一郎一

都 市 計 画 の 技 術 と 実 践 ー 玉 置 笠 次 郎 ー

第 II 部

都市計画の歴史を追う 資事ト図表と文献にみる

大阪の都市計画・年表( 明治~終戦)

「建築と社会」誌にみる都市計画のあゆみ

第田部

まちづくりへの展望をさぐる座験会ー第一線のプランナーに聞く

80年 代 の 都 市 と 建 築

ザl座正信・近藤達夫 . tx安秀雄

本号特集編集総事，斎藤和夫・寺内情 ・赤崎弘平 ・池端猛・稲垣雅彦・片倉健雄・富橿煩 ・中林浩
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第 I 部

歴史に学ぶ

インタビュー 一都市計画の先遣に聞く

都 市 計 画 の 理 念

- 中津誠一郎-

学校を出たころ

戦前の都市と建築

都市の理念とは

総合計画とは

都市美

80年代に若手にのぞむ

とき昭和 ＵＴｾ 手 Ｙ 月 ＲＱ 日 制

とニろ 中漂量産一郎氏宅( 大阪府守口市)

イ万ｾ 斎 藤 和夫( 大阪市立大学工学部)

若年崎 弘平( 大阪市立大学工学郵)

稲垣雅彦( フジタ工業設計部)

富樫 頴( 大阪市立大学生活科学都)

松井 昭光( 日本建築協会)

この記録は、 2 時間半にわたるインタビューを稲垣雅

彦氏がまとめたものです.
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( 学校を出たころ

一- - <今年は 1980年というわけで、いわゆる 80年代といわれる時代の幕あ

けにあたるわけです。そこで歴史に学び、 80: 年代を見通したいと思い 、

先生にいろいろと 、お簡をおうかがいに参りました。

まず先生が東京帝大をご卒業になり、内務省にお入りになったころの様

子、入省の動機などについて、おE置をうかがえないでしょうか。

中海 僕が学校を出たのは、大正 9 年 7 月、大正デモクラシーの

華やかな頃て¥卒業式の自の門前には、資本論やらクロポトキンな

どの立看板がズラリと並んでいた。僕らも河上肇とかエンゲルスの

住宅問題入門などは一応読んでいました。学生時代、僕は余り体が

丈夫でみはなく、出席率もそんなによくなかった 。製図も上手ではな

かった。卒業のとき、当時、建築行政は警察部がやっていましたが、

東京と大阪で一人ずつ、合計二人の予算がつき、一人は森田慶一君

が決まり、もう一人が決まらなかった 。 ちょうど、病気で学校を休

んでいて、出ていったら、学校にいるのと同じくらいいろんな資料

があり 、勉強できるところだといって、内務省を内回先生にすすめ

られた。これは面白いと思って、内務省に決めた。そして森田君が

東京に残り、僕は大阪の警察部にふ任した。

ちょうどそのころ、都市計画法が公布になり、市街地建築物法も公

布になり大阪市において適用されることになり、{ 業が担当として大

阪へ来たわけなんです。

当時大阪では、池田実さんという人が建築課長をしていた。池田さ

んは、明治37年東大を出て、すぐ大阪の保安課へ来た。そこで建築

取締規則が必要だというんで、いろいろと自ら草案を練られた。そ

こへ明治42年に北の大火がおこり、これがきっかけで、大阪府令と

して、建築取締規則が発令施行された。

池田課長は、その建築取締規則施行の中心人物なんてeす。そこへ、

市街地建築物法が公布され、取締規則は施3 T 規員IJ にとり入れられた。

だから大阪の人にとって 、物法は余り苦になってなかったようです。

取締規則では、ー尺五寸壁面線を下げ、そこに雨水講をとったこと

が大阪のまちづくりにとって有効だったんだが、物法ではその必然

性が認められず、東京と閉じように町がえf タガタになってしまった。

一ーそのへん、住民はどうとらえていたんでしょうか。

中湾 住民は規則でそうなっているから、やっているだけのこと

で、それがいいからやっているわけではないんだ。だから住民参加

という場合といっしょで、啓蒙しなければいけない、放ったらかし

ておいては、住民は事なかれ主義、 どちらかといえば、金がいらな

きゃいいんだから。

ーーとニろで、勉強はどうでした。

中i畢 内田さんは、学校にいるのと同じように勉強ができると 言

っていたけれど、それほど勉強しなかった。若いときから原稿も

いたことがなかった。最初にEきいたのは、昭和 5年ぐらいだったか

な、名古屋で建築課長をしている時代に、防火地区が出来たんだ。

この防火地区について書いてくれといわれて「建築と社会」にいや

いや舎いたことが唯ーなのだ。その後、昭和 7 年に大阪へ来て、昭

和 9 年 9 月21日室戸台風に見舞われた 。 その報告書を舎かされ、「建

築雑誌J に掲載した。その後、昭和11年に関さんの論文が出て、そ

れを一生懸命に読んだ。 そしてそれに刺げきされていろいろと曾き

はじめたような次第なんです。

編集郁主E ・1 r名古屋都市計画防火地区Jr建築と社会J 第 13集( 昭和 5 年) 9 号
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「戦前の都市と建築

一一戦前の文献をみますと 、建築家がいろいろと都市のニとをE寄ってい

るんですが… 。

中濃 いや 戦前の建築家は、都市計画のことは、全然考えてい

ないですよ、もちろん一般の人は都市計画になんの興味も示きない

んですよ。当時の建築家は物法のあることはよく知っていましたよ、

どうしたらその建築物法に適合するかを、一生懸命にやっていた。

建築家というのはそんな程度で、建築から一歩離れて 、都市計画的

なことをやろうというようなことは誰も考えていなかった。だから

建築家というものは、実に見解の狭いものでした。佐野さんだって、

内田さんだ って、市街地建築物法だけは知 っているという状態だっ

たんです。そのころの建築学会の論文をみてごらんなさい。都市計

画に関するもの、ないでしょ。

一一内務省の中では都市計画、 と〈に建築屋さんの立場は、どうでしたか。

中津 都市計画法が通ったとき、その所管は内務省大臣官房都市

計画課だったんです。外局でもない小さなもんだったんです。その

とき、都市問題をやっていたのは、地方課、今の自治省だった。地

方課の勢力が一番あり、都市計画課というものの存在自体が非常に

低かったんです。そして法律がとおり、初代の課長に池田宏さん、

そのつぎに前回多門、そのつぎが山県治郎でした 。山県のときに、

都市計画というものを大いに宣伝して 、都市計画局にしてしまった 。

局になってどういう謀が出来たかというと、都市計画謀、第一技術

課、第二技術課の三つしかなかった。第一技術課は土木で、課長は

権木覚、第二技術課は建築で、課長は野田俊彦でした。野田は僕

より 5 年先輩です。その下に、柳津彰、中村覚、それから後で大蔵

省へ行った伊部貞吉、これだけしか技師はいなかった。それがまた

後で都市計画局が、都市計画課に逆戻りした 。このときの課長が飯

沼さん。戦争がはじまって、昭和14年、松村さんのとき、もうーぺ

ん計函局が出来た、そして防空研究所が出来た。そして今度の計画

局も、前と同じように都市計画課、第一技術課、そして第二技術課

で、第二技術課に僕がいた。そして僕のところにいたのが、石井桂、

小林隆徳、伊東五郎、これだけなんだ。まだ内務省の中で都市計画

というものは、小さなもんだし 、局にな ったって三つの課しかなか

った。その三つのひとつが建築て¥それは 4 人ほどの技師しかいな

かった。ですから、ほんとに少数派なんですよ 。建築界からいって、

ほんとに異端者だったんです。

一ーすると書官市と建築のかかわり合い というようなことが考えられる

のはずっと後のことなんですね。

中還 そう、戦争の最中、昭和19年ごろに、田辺平学が鉄筋住宅

を提唱した 。東京の真中は鉄筋住宅、その周囲が今の防火建築、そ

の外が普通の木造住宅という、非常に勇敢な提案だった。それから

戦後、伊東五郎、伊藤滋 、それに僕らが都市の不燃化をやっていた

んだが、伊東五郎が住宅局長になり、学校の鉄筋化、引きつづいて

鉄筋住宅、いわゆる壁式をやった。それから団地が始まったんだ。

ところが、住宅団地をやりだしたら、鉄筋が田舎にドンドンできて、

ノ〈ージェスの同心円とか、田辺平学のいうようにはならなく、パラ

パラになってしまった。

一一先生は、今の建築基準法の前身、市街地建築物法とともに社会に

出られ、物法とともに歩んでこられたわけですが、今の法はどうでし

ょうか。

中; 撃 現在の建築基準法は細かすぎるんです。私は内務省時代、

物法を解消しようと思 ったんです。ちょうど戦争が終わる直前でし

たが… 。物法を解消して、勅令以下の部分をi . ¥f ¥則、場合によっては

今医者がや っているように学会の研究報告にまかせようと思ったこ

とがあるんです。 ところが、戦後建築恭準法は、もっともっと細か

くなり、どんどんきつくなってしまっている。 こ ういうことを言う

とかんと、家がひっくりかえると思って、どんどん細かくなってい

る。法律に書いとっても地震で家がひ っく りかえる 。そしたら家が

ひっ くりかえったと言わないで、地盤のせいにする 。家がこわれな

ければよい 、建築とは、そんなものではないと思うんです。建築の

中で安心して生活ができるということが、必要条件で、家がこわれ

るとか、こわれないとかは、別のことと思うんですが。

「都市の理念とは

一一一ちょっと、僚のテーマを変えて、先生の都市諭をおうかがいしたい

んですが、まず都市と農村の関係についてのお話から ー…・・。

中濃 都市と農村というものは、生活の場であるということにお

いては同じなんです。そして生活の様式、生活の仕方が違うために 、

施設も途い、考え方も違うんです。同じ施設であっても、その使い

方が違うということなんです。これを、私は文化的でなく、文明史

論的違いだと思うんです。文化というものを、私は、生産のうぢ法だ

とか、火を発見するとか、あるいはいろんな技術革新、科学の発達

といった人聞の内部的な発明、発想、これが文化だと思うんです。

つまり機械文明とか、情報文明とかは人間自身が作ったもので、人

間自身が変化を受けていく、これが文明だと思うんです。この外部

から人間が変化をこうむる状態が、都市と農村で違いが生じ、都市

と農村に境目はないんです。農村が都市化するということは、自然

に文化が人間に作用していき、純度村が、純農村でなくを7ってくる 。

昔の農村は血縁関係が集まって協同して、生産をし、生活をしてい

た。今では、農作業が、機械化し、親類の協業が不必要になってき

ている。文明史論的に言えば、生活様式が変わっているのであり、

それがいわゆる都市化であるわけなんです。だから、都市のだれか

が、農村を侵略するんでもなんでもないんです。したがって都市と

農村を対立的に考えることは、おかしいんではないか、やはり述統

的に考えなければいけないと思うんです。 また都市自体においても、

小さい都市、大きい都市があります。これらにも都市と農村と閉じ

ように遠いがあるはずです。 したがって、大小まとめて都市、その

都市と農村という考え方はおかしいと思うんです。

一ｾ つぎに 、 都市計画の理念とか、都市の理念というニとは 、 いろいろ

備の広い解釈があるようですが…… 。

中津 都市の理念だとか、都市計画の理念、だとてか言ったときの理

念、は、こうすべきだという形の問題ではなく 、考え方の問題ではな

いかと思うんです。つまり、世論の支持を受けて、都市計画を笑現

するためには、どんな方法がよいか、どんなことを考えなければな

らないか、いわば思想ですね。こういう思想の系統とか、哲学的考

え方といったものが理念に当たるんではないかという気がするんで

す。
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そういう意味で、最近、私の書いた中で、まちづくりの基本理念は、

これまでの天下り的計画というものでは、出来ない。出来ないとい

うことは成田空港の場合て¥十分わか っているんだがねえ、例の T

V Aが出来たとき、リリエンソールが戦後すぐ出した本で、「開発は

その土地と、その資源と、住民とのものである 。そのための開発な

のだ」と強〈言った。私はそれを使って、よく言ったものなんです。

大阪には電力が足りない、熊野の開発をして、熊野で電力を作って、

大阪へ持 ってくるわけです。それがおかしいといって、建設局の連

中といろいろと議論をしたもんです。やがて、只見川の開発のとき、

只見の発電全部を東京へ持 っていこうとした。 ところが、なぜ新潟

へ落とさないかということが、新潟県からクレームがつけられ、結

局、新潟県へ溶とすことにな った。 つまり資源はその土地の住民の

ものなんだ、つまりこうい ったような考え方が、理念とい った言葉

に当たるんではないかと思うんです。

1924年にアムステルダムにおいて都市計画会議が聞かれ、衛星都市

論が議論された。 i大都市とそれから、離れた衛星都市とが一体と

なって地方計画をつくろうではないか、その中間に農地を残存しな

ければいけない J とい ったようなものがある 。 これは形態にも関係

してくるが、やや方針とか理念的なものだと思うんです。このよう

なものを、都市計画の理念だと思うんです。

一ーその開発の理念と 曾いますか、郡市計画の理念というものと、. 近

よく 曾われています、地方の時代という 言葉は、密接な関係にあると恩

われるんです由民・。

中i翠 今地方の時代と 言っ ている、地方分権ということを 言 って

ますね。広島県の知事が、いろんな事項を広島市へ権限委設をした

り、静岡県もやろうとしていますね。要するに、中央集権的な、天

下りがこれまでの日本の大勢だったんです。 これに対して、古くか

ら、これにやかましくい っていたのが、関さんなんだ。関さんの都

市制度論を見ると、これは都市計画ではないんですが、都市制度と

いうものに対して、天下りはし、けない。現実というものを何も知ら

ないで、中央のエリートが、取り越し苦労、つまり親切心でや って

くれる 。これが中央集権で、悪くなれとい っているのではなく、地

方はよくなれと思ってや ってくれてるんてす。決して悪意があって

やってるわけではないんです。むしろ善意なんです。 しかし、自分

がえらいと思 っているから、笑情もなにも知らないで、法律を作れ

ばよいと、法令を次から次へ作って、パッパ ッと、やってくる 。明

治22年の市制、町村命lJ 以来、中央官庁がずっとやってきた方法なん

です。これに対して、関さんが、くらいついた 。結局、もう少し本

当の意味の地方分権をしなければならない。つまりこういう事業を

するから 、補助金をくださいという今の格好でなく、地方に自主財

源を与えて、この金で、なにをやるかを自分で考えて、自分で選択

してやる 。 これが本当の地方自治だ、これから都市計画が出来るん

だ、こういう考えなんです。

今、都市計画をやろうとすれば、案をつくって、とにかく建設省へ

行かなければならない。建設省は、地方の知事にみな権限を委譲し

たかといえば、 10年前に都市計画法が変わった後においても、委設

はしてないんです。結局むこうへ行って、大臣の認可を受けなけれ

ばならないんです。その前に、建設省へ行って、局の係と打ち合わ

せるんです。ここで打ち合わせをしておかなければ、補助金がもら

えない、補助金がもらえないと事業ができない。だから、新都市計

画法が、僻事に権限を委譲したといっても、なんにもならないんだ。

中央集権は、ち っとも変わ っていないんだ。地方は財源がないから、

財源をもたして、都市が自発的に自分の考えたことをやる、これが

必要なんだ。 自分はこれだけ、お金がある 。これで何をやろフかと
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いう選択が、市町村にまかせられなくては、本当の権限委譲ではな

いし、地方の時代とも 言えないんじゃないかな。結局、広島県知事

がやっている権限委設は、必要な金をつけてやっただけの話て¥根

本的には、何も変わらないと思うんだ。

一ーでは、本当の地方の時代を迎えるには、住民の側にもいろいろと準

備がいるし、訓練を経なければいけないと思うんですが…- 。

中遷 都市計画は、さっき言ったように、地方、市町村に金をく

れておいて、その市町村のやりたいように、やらせることが必要な

んです。そのためには、住民に対して訓練が十分できてなければい

けないんです。建築協定ですら、実例が少ないでしょ 。建築協定は、

自分遠のまちの生活環境を守るという法律行為なんです。 しかし例

が少ないということは、いかに一般の人が訓練されていないか、と

いうことと 言えるでしょう 。 もっと建築協定がやれるように、関係

者が啓蒙する必要があると思うんです。そして、も っとも っと住民

が訓練され、住民参加をつづけなければならないと思うんです。

「総合計画とは

一一→t 生は、高知市の総合計画をおやりになったりされましたが、総合

とはなにかというニとについて、ずいぶん研究をなさり 、そして結蛤を

明快にお出しになっているとうかがいましたが・ 。

中濠 私は、昭和32年に、高知市の総合調査をやった 。それ以後、

総合調査とは何かということに、皆がこだわって 、あの時分、いろ

んなことを啓いているんです。その時分、一番熱心に総合とは何か

と、掘り下げていこうとしたのが、奥井復太郎きんなんです。奥井

さんは、総合とは何かと非常に悩まれた。結局、都市というものに

は、いろんな科学が集ま っている 。そういう科学の都市に対する結

論を総合しようとした 。 これは無理なんだ。科学主は別々の方法論

でやっているでしょ、こいつをいっしょにしようとしてもできない

んだ。 これは、あたりまえのことなんだ。 " 都市とは何か。といっ

たときにこれは返事はいくらでもある。何千、何万、何億でもある 。

これはスズメは何かといったとき、何千、何万の答えを集めても、

スズメは何もわからない。つまりそういうものをいくら集めたとこ

ろで、本質はわかるもんではないんです。経験科学というものは、

いくら集めても総合にはならないんです。つまり都市をなんぞやと

いうより、人間に対して、都市とは何かという具合に、都市の中で

見方を変えることによって、答えは出てくるんです。決定しようと

すると 、それらの答えの中で何かを選択をしなければ、ならない、

そのときに総合というものがあるんだ、と奥井さんは北九州の長期

総合計画の中で言っている 。住民参加を得て、意見をいろんな角度

から出してもらう 。その中には、反対するもの、対立するもの、矛

盾するものがある 。これらを皆たてようとするのではなく、どちら

かを選択すること、これが総合だと、奥井さんは言っている 。

経験科学だけを、いくら並べても、総合にはならないんです。その

中で対立したとき、その対立を、どう解決するか、ということでは

じめて総合化ができるんです。だから私は、価値観の相克、あるい

は意見の対立のどちらをとるかの選択方法の理論を知りたいと思 っ

ているんです。簡単な方法は多数決という方法があります。 ギリシ

ャの民主主義とい っても、あれは特定の民主主義、1 ' t 族の民主主義

だから、一般の民主主義ではないんです。今日、日本の問題では、

多数決だけでよいのか、ょいとなると、多数決をとるために、いろ

んな方法が講じられる 。金権、なきおとし、その他いろいろな邪道

がはやる 。そうすると多数決は意味を持たないんです。今、国会で、.



談会民主主義が疑問をもたれているのは、その点なんて・す。

多数決は、全体、意見が対立したとき、その解決方法としていいと

言えるのか どうか、私の総合論の最後は、ここへ到達してしまい、

まだ結論を出し得ないでいるんです。これが私の長生きしているひ

けつの一つでもあるわけなんです。

「都市美

一ー また 、 都市と建築の鱈になるのですが、 ＲＰｾ 手ほど前に 、 先生が「都

市美とデザインJ という 11演をされました。そのとき 、「いろんな計画が

あるのに、どうして建築がバラバラであるのかj ・という鋭い質問が出℃、

先生お困りになったというお鼠をお聞きしたんですが…・ー。

中濃 昭和33年に大阪府教養講座というのが、中之島図書館であっ

たんだ。そのとき「都市美とデザイン」というテーマてe 講演をやっ

た。僕はマジメに、都市発展の一般形式、工場の分散、近代都市の

特色、機能の分化とか、 CI AMのやった都市機能の 4 分類とか、都

市計画がどうだとか、都市機能の細分化、純化なんかについて話を

したんだ。そしたら、最後に『計画線があるのに建物の高さが違っ

たり、壁面の位置が違ったりして、建築がパラパラなのは、なぜか。

またこれらをそろえるのが、広い意味での都市計画のひとつの仕事

だとすると、それはそれでよいのかj というような質問だった。僕

はえらい質問をされたと思った。

大阪の町は、デコポコしたところが美しくないんだ。これを美しい

という人は、あまりいないと思うんだ。しかしスカイラインの変化

そのものが美しいという人と、スカイラインがそろっているから美

しいという人と二つの稜類があるんだ。これまでヨーロッパの都市

がよいというのに、この二つの場合があるんだ。ドイツの中世都市

なんかに魅力を感じるのは、尖港、教会の塔、お城の塔があって、

スカイラインの変化があるんだ。また逆にフランスなんかへ行くと、

非常に軒がそろっていてスカイラインがそろっている。結局、宗教

的な力か、時の権力があって、権力のもとにひとつの統制ができる

とき、このような町が出来るんだ。日本の城下町がやっぱり、こう

なんだ。江戸時代には、格式によって家の構えが決まっていた。こ

ういう身分以下の人は玄関をつけてはいけないとか、だから、大体

町並みがそろ ってい る。それから また高山とか永平寺のような、 普

から大工、棟梁のしっかりした人がいて、自己顕示欲の旺盛な人が

いないときは、高山の格子づくりの町並みのように、ずっとそろっ

てくるんだ。このように、なんらかの意味において、そろったとい

う感じがないのが、大阪の町といってよいだろう。自由奔放、自由

というものが、外国で考えられている以上に自由になってしまった、

今の日本において・は、たとえば、自己顕示欲の非常に強い、自分が

一歩先に出なくては、めだたなくてはというときには、町並みは、?

チマチになるのは、当然なんだ。 しかし、どちらが良いかとなると、

ちょっと批判できないと思 7 んだ。しかし質問に対して、原因とし

てそういうことは数えられたんだけど、そのとき、あんまり言えな

かったような気がする。なんせ20年前のことだからね。

自己顕示欲が出てくるのは、商業建築には限らず、すべての建築に

言える と思うんだ。人より変わ ったことをやり たいという風潮にな

ってるでし ょ。だから これを、本当に統制した方が・よいかというと、

これは問題だと思うんです。超高層建築が出来るように、例の容積

制になったとき、デザイナーの人達は、これで自由にデザインが出

来るといって喜んだものなんです。つまり自由、なんでも自由があ

ればよいという風潮ですから、これ自体が考え直さなきゃいかん、

テー? のひとつだと思うんです。

「8聞 に 若 手 に の ぞ む

一ーところで、われわれ80年代を迎えたわけですが、 80: 年代につみ残さ

れた問題が数多〈あると思うんて'す。その中からい〈つかの間題をご指

摘いただき 、われわれ若手の人がどう解決の手法をみいだすべきか、ご

教示いただきたいのですが

中濃 若い皆さんに、今都市において、なにがおこっているかと

いう現象をもっとっきつめて、その中で、いいと思われる現象、悪

いと思われる現象とを区別してそれぞれの対象で、何がおこってい

るか、この現象を、若い人がもっとせんさくをしていただいて、問

題をつかまえてもらわなくちゃあいけない。

これが、経験科学というやって' す。まず「ある」という ことのせん

さくをして、それがそうでないためには、どうするかということは、

イカン、イカンと言っても、しょうがない。そこで若い人は、こう

すればいいということを、仮説として出してほしいのです。この仮

説の出し方が、ややもすると、仮説として出さないで、断定してく

る。これが危ないんです。つまりとっかかりは、惑い現象をみたか

ら、なんとかしなければならないという発想はいいんです。それを

ひとつの方法として、こつしたらいいんじゃないかと考えつくこと

は、その人自身の仮説なんです。もしこうなれば、こうなりうる可

能性を示しているわけです。これは悪いという価値判断がひとつあ

るんです。つ り「ヨダンJ でやってもらっては、いけ ないんです 。

客観的に見なければ、いけない。客観的に結論を出すにはどうする

かというと、他にもいろいろと科学がありますね。それらの科学か

らその問題をせんさくして、仮説を持ち寄って、さらにそこに住ん

でいる人が、どういう生活の変化を受けるかということを含めて、

これらを総合したところで、方法論を決定しなければならないんで

す。

つまりはじめ、実態調査をし、悪い点をはっきりさせておき、それ

に対応した仮説を持ち主存って、総合の場に持ちだすという二段がま

えの段取りが要る。私のような年寄りは、仮説を出してやるといつ

ことは、とても出来ませんから、むしろこういうことをやるにはど

んな方法がよいかということを一生懸命に考えているわけないんで

す。そして若い人が、どんどん大たんに意見を出していただきたい

と思うんです。今、その大たんさがないんじゃないかと思うんです。

こうすれば、これが本当に実現するかどうかわからんとか、ずいぶ

ん先のことまで考えて 、たじ ろぎ 、勇気をそがれているんではない

かと，思うんです。若い人は、もっとどんどん仮説を発表していただ

き、総合の場に発言するということをやっていただきたい。

今、都市計画に| 期して、いろんな論文を見るんですが、これは、大

体実態調査だけなんです。医者でいえば、診断ばかりしていて、処

方釜がないんだ。だから若い人たちは、勇気を持って、都市の診断

に対して処方後を書いて発表すべきなんだ。ただ、他の仮説を無視

して、これが通らなければ駄目だという態度ではなく、謙虚な気持

ちで勇敢に、提案として発表していただきたい。

このことが若い人に欠けているような気がするんです。だから今や

っているのは、経験科学だということを忘れずに、これをすぐ規範

科学になるんではなく、そのためには、こういう案があるんだと案

だけを提案する。これを皆でひとつ考えてくださいというような、

謙虚な気持ちで、勇敢に出していただくということが望ましいと思

うんです。

一一一われわれ若いものが、もっと若さを持って、徹虚に事にあたるとい
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う非常に耳の痛い話だと思うんて'す。そして、今の都市問題の中で、重

要な問題、若手にチャレンジして欲しいテーマなどについてご指摘いた

だけないでしょうか。ミニ開発、ニれなんかも大問題と思われますが 。

中海 持家政策、これがいけないんです。日本の政策は、終戦直

後から、ずっと今日まで持家政策でいっているでしょ 。あれがいろ

んな罪悪をつくっている。ローンが払えなくて、死んでいる人、だ

いぶあるでしょ 。それから死なないまでも、ローンの支払い がとど

こおってこげつき、銀行が困っている。持家、持家といって甘い言

葉で誘惑し、仮需要を作ってしまう。これで一番大きいのが土地の

値上がりなんです。もしこの持家政策を、こんなに宣伝しないで、

もっとイギリスのように賃貸住宅を主に考えて、それを日本政府が

どんどんやっていき、大きいのから小さいのまでいろんな大きさの

家をつくり空家率を相当もって、おE いにジュンカンさせれば住宅

公団が今困っているように、何万戸も住宅が空いているというよう

な、プザ? なことはないはずです。建設省の宅地審議会でも、えら

い人が集まっていろいろと議論しているらしいが、持家政策、あた

りまえのことと思っているのだなァ。

エ ンゲルスが労働運動のためには、借家住まいて' なければいかんと

言っているが、持家政策はちょうどエンゲルスの理論に対する対抗

措置のように思えるんだ。だいたい30になるかならんで、家を買い、

自分で買えなかったら、親父に出してもらい家を買う。そして払え

なくなるようなローンで、首をくくるか、支払いにこげつくか、ま

さに鎖でつながれたドレイといっしょですよ、そのためにミニ開発

というのが成り立っている。

この持家政策は戦後30年間言いつづけ、甘やかしてきたんだ。今の

若い人なんか、持家がなきゃパスに乗りおくれるという感がある。

学校を出たら、すぐ家を持とうとしている。こういう風潮に乗って

いるのが、不動産業者ですよ。あれ不自然ですよ。

それから市街化区域の中の宅地課税、わたしは賛成できないんだ。

宅地並み課税というと、その根拠は、課税バランスだけなんだ。市

街化区域内宅地並み課税をやって、それを売り出したら、ミニ開発

しかできない。課税バランスから言えば、宅地並み課税はすべきな

んだ。しかし住宅政策がまちがっている以上、私は賛成できない。

私は市街化区域、市街化調整区域という線引制度、これは考え方は

いいと思うんだ。しかし土地問題に対する手当てしなきゃ、土地投

機が行われるに決まっていますよ。そこへ持って来て、田中角栄が

列島改造論をやったでしょ、あれで今日の土地が、パァッと上がっ

ちゃった。これは、諸悪の根元ですよ。これで税制をゆるめると、

土地成金がふえるだけですよ。土地に対して土地成金ばかりがつい

てくる。線引きが悪いことじゃないにもかかわらず、結果は慈くな

っている。 日本に土地政策は会いと言われたけれども、今日ほどな

いときはないんだ。何か言ったら土地政策にひっかかってくる。土

地政策は都市計画の中の重要な問題だ。都市計画の論文の 中には、

土地政策に関する論文、ひとつもありやせん。これじゃいかんです

よ。都市計画では、土地問題をもう少し慎重に考えて、これをすぐ

に固有化するというふうに簡単にやっては、意味をなさない。都市

計画は、物的施設だ。これさえやってたらよいという甘い考えでは

だめだ。

一一戦住近接とか、厳住分限という問題も、現代の都市問題として解決し

なければいけない問題ですね。

中海 そう、職住分離の問題ねえ、昔はそんな問題、問題にもな

らなかった。関さんがこっちへこられたのが大正 3 年ですから、 60

年あまり前に、ちょうど職住分離がはじまりかけたときなんだ。そ

れまでは問題はなかった。今なにが起こっているかということをせ
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んさくしてもらううちの、重要な問題のひとつだと思うね。ただ唯

一の問題だと数えるのは、問題だと思うが、職住分離、職住近接、

この問題は石川栄緒君が、戦後東京の計画をやるとき、通勤のない

都市をつくるというようなことを言った。しかし前の都市計画法が

出来た大正 9 、10年ごろ職住分離ははじまりかけており、昭和20年

ごろには、完全に職住分離は出来ていました。このときに、通勤の

ない都市をつくるということを言ったわけなんです。しかし現実に

は、住宅公団がいろんなところへ家を作り、ますます職住分離に拍

車をかけた。せっかく重要な問題だと思い、着服しておきながら、

実際それが行われていないというわけです。

それからモータリゼーション、今非常に困っている。 30年まえに配

慮が出来たか、今考えてみる必要があるんではなかろうか、そして

今だったらどうなるか。仮に都市の中へ入ってくる車を止めてしま

う。止めてしまうとどうなるか、止めるためにはどのようなことを

しなければならないか、どのような経済関係がおきるか、一般の人

には、どうなるかというようなことをいっぺん考えて、仮説を出し

て考えていただきたい。

このモータリゼーションに対しては、もう必需品だと、どうにもな

らんというふうにあきらめてしまい、ふれようとしない。これは非

常におかしいと思うんだ。

勇敢にやってくれということは、それが出来る出来んということは

考えないで、こうすればこうなるということを若いエネルギーで、

ひとつ仮説を出してもらいたいと思うんだ。

法律屋にまかせても駄目なんだ、法律でなんでも出来ると思ってい

る。だから自由に考えうるのは、建築屋だと思うんだ。土木屋とは

ちょっとちがうんだ。夢にみたアイデアではなく、論理的板拠をも

ったアイディアを大たんに出してもらう。それが80年代の繋明にな

る、そんな気がするんです。

一一ーどうも長時間にわたり、貴. なお館、ありがとうございました。m

年代を迎え τ 、われわれ若いものは、先生のご指摘になったような問題

に一つ一つ、勇敢に、チャレンジしていきたいと思います。

工学樽土 中 i畢B章一郎氏略歴

大正 5 年 第三高等学校卒業

大正 9 年 東京帝国大学工学部建築学科卒業

大正 9年 内務大臣官房都市計画課雇

大正10年大阪府技師

大正13年 愛知県警察部建築課長

昭和 7 年大阪府警祭都建築諜長

昭和14年 内務技師、計画局第 2 技術課長ほか

昭和20年 内務省国土局勤務内務技師

昭和24年大阪市立大学理工学部教授 (31年まで) 、以降講師

昭和32年 中湾建築事務所開設 ( 51年まで)

ほかに大阪市総合計画審議会委員ほか多数の名誉職にっし

左より富樫氏、稲垣氏、赤崎氏 左より斎蔵氏、中濁氏
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歴史に学ぶ

イ ン タ ビ ュ ー 一 都 市 計 画 の 先 遣 に 聞 く

都市計画の技術と実践

一 玉 置 豊 次 郎 -

建築線指定の効果

区画整理の実施

都市の防災化対策

民間のカを利用したまちづくり

今後の計画的なまちづくり

今日の都市計画にのぞむこと

と き 昭 和54年 9 月25 日( 火)

と 二 ろ 大阪住宅センター( 大阪市北区)

インタピュア寺内 信( 大阪工業大学)

赤 崎 弘 平 ( 大 阪 市 立 大 学 工 学 部 )

池端 猛( 環境護備センター)

富樫 頴( 大阪市立大学生活科学部)

松井 昭光( 日本建築協会)

この記録は、 2 時間にわたるインタビューを池端 袋氏が

まとめたものです。

玉置鐙次郎氏の都市計画専攻の動捜と背景

東京市区改正条例の大阪への準用が大正 7 年、旧都市計画法と市街地

建築物法の施行が大正 8 年に行われました。当時玉置笠次郎氏は、金沢

の四高の学生でした。四高の図昏館には、片岡安氏が寄贈された「建築

と社会」があり、片岡氏自身が執鈍されたものや、旧内務省の都市計画

関i車資料が多〈掲載されていました。それらに大いに啓発され、大学に

入ったら都市計画を専攻しようとの決心を閉められ、その後、大正 9 年

に東京帝大建築学科に入学されました。

当時世の中も都市計画への期待て' 沸き、関心も大きかったそうです。

しかし都市計画関係の資料は外国文献に頼るしかなく、文献を通じて知

る欧米の都市と日本のまちとは格段の差を感じられたそうです。その資

料についても大正 9 年に第 l 図の国勢調査があり、人口についての資料

がやっとできた段階で、都市についての資料は皆無に近い状態でした。

氏のエピソードのーっとして、大学 l 年の春休みに銀座等の交通量調査

を単身で実行されました。朝 8 時から夕方 5 時まで 6 日間にわたって、

通行人、鳥l j I 、電車数などを現地調査をやられたとのことで、当時の東

京朝日新聞でも、この様子を記4 i - 1ことりあげたそうです。

大正12年に内務省都市計画局に就職され、その年の 9 月に関F巨大震災

に遭遇され、帝都復興院に配属後、帝都復興計閣の立案を処当。大正14

年に大阪府建築謀建築監督官として帰阪され、その後、約17年間に大阪

府で活躍されました。 (l Wl I!幹事会}

「建築線指定の効果

玉 置 大 正14年 に 大 阪 に 帰 っ て き て 、 建 築 監 督 官 を や ら し て も ら

う こ と に な り ま し た 。 当 時 、 外 国 の 資 料 で 一 番 多 い の は イ ギ リ ス の

もので、その関係上、一番親しみました。

最 初 に 出 て く る の が1848年 の Publ ic Heal th Act か ら で 、 住 宅 の

た め に は イ ギ リ ス は 非 常 に 長 い 間 困 っ た わ け で、半 世 紀 か ら 困 る ん

だ が、 うまくいかなかった。ところが、 1909年 の Housing &  Town 

Pl anni ng Act と い う 法 律 が 出 来 て 、 初 め て 軌 道 に 乗 る よ う に な る

ん で す ね 。 そ れ は ド イ ツ の 建 築 線 指 定 や 土 地 区 画 整 理 を 取 り 入 れ た

こ と に よ っ て 、 片 が つ い た ん で す 。 だ か ら 住 宅 問 題 の 片 を つ け る に

は 、 都 市 の 整 備 で な い と 絶 対 に で き な い と い う 確 信 を 得 ま し た 。 そ

の 時 分 、 イ ギ リ ス の 本 を い ろ い ろ 読 ん で 分 か つ て き た こ と の 中 に 、

不 良 住 宅 と い う の は 発 生 す る も の か 成 長 す る も の か と い う 議 論 が ず

い分ありました。

当 時 の 大 阪 の ま ち の 状 況 は 、 ロ ン ド ン で 騒 い で い る 以 上 に 悪 か っ た 。

大 阪 の ま ち の 周 り に は 小 さ い 工 場 が 出 来 て る ん で す よ 。 築 港 か ら 難

波 、 生 野 か ら 鶴 橋 、 天 満 か ら 福 烏 に か け て 、 大 阪 の ぐ る り は 小 さ い

工 場 で 取 り 囲 ま れ て い ま し た 。 工 場 の 煙 突 か ら は 石 炭 の 黒 い 煙 が 出

て ひ ど い も の で す 。 そ の そ ば に 工 場 労 務 者 が 住 む わ け で す 。 イ ギ リ

ス の 不 良 住 宅 の 情 報 が い ろ い ろ 入 り 、 日 本 で も 社 会 問 題 に な り ま し

て 、 結 局 住 宅 改 良 へ と 進 ん で い く わ け で す 。 不 良 住 宅 の 改 良 は 結 構

で す が 、 不 良 住 宅 が 出 来 な い よ う に す る こ と が も っ と 大 事 じ ゃ な い

か 。 一 方 で 不 良 住 宅 を 改 良 し て い き 、 こ っ ち で 不 良 住 宅 が ど ん ど ん

出 来 て い く と い う の は イ タ チ ゴ ッ コ で 何 も な ら ん 。 そ れ で ま ず 周 囲

を お さ え る こ と の 方 が 先 じ ゃ な い か 。 そ れ を や ろ う と 思 え ば 、 イ タ

リ ア で 始 ま っ た 建 築 線 を 、 こ れ を 利 用 す る し か な い 。 今 か ら み た ら

イ タ リ ア で 110- 20年 前 に な り ま す か な 、 世 界 で 最 初 に は じ ま っ た

. わけですが、それをプ ロ シ ヤ が 真 似 し た ん で す が、全 部 ス プ ロ ー ル

防止が目的です。これしか手がないと、課長に頼んでー建築線係をつ

く ら せ て も ら い た い と 申 し ま し た 。 当 時 の 建 築 法 規 に 建 築 線 制 度 が

あ り ま し た 。 津 田 課 長 さ ん は 、 そ れ は や れ と い う こ と で 始 め た わ け

で す 。 今 ま で 空 い た と こ ろ へ パ ラ パ ラ 建 て て い た が、 それからはき

れ い な 道 を つ け な い と 家 を 建 て た ら い け な い と の こ と で 、 い か に も
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負担になるように思えますが、出来たら非常に家が良〈見えるわけ

です。皆も悪いことないなあというわけです。皆よく言うことを聞

いてくれました。今開発指導課がやってますが、あれの先鞭を 50年

前にやったわけで、毎日午後になると現場へ検査に行きました。

玉置 ところが現場へ行くまでの公道がぐにゃぐにやし、それを

拡げても 9 尺しかならない、昔の法律では。

めいめいやるところは 3 聞にしたり、場合によっては 5 問にしたり

しているわけですが、肝腎の公道は 9 尺しか広くならないという馬

鹿げたことで・ ー・・・ 急ぐのはこの方じゃないかということで、これは

はったらかしといてはいかん 、これをやれるのは役所しかない、個

人では出来やせん、区画整理でしか出来ないというので。当時私の

ところで、どこで建築をしているという話が全部よく分かつて、区

画繋理ゃるのは都市計画課でして私の方の係ではありません。が私

σ〉方で今生野の方で何程が建っているとか、今十三で何程が建って

いることが分かるので、都市計画の方に、そこの区画整理の図面を

かいてくれと頼みます。そしたらその図面にもとづいて、家を建て

る人に、どうぞこの通りやってくださいと一人ずつお願いしたわけ

です。建て主にしたら大変迷惑な話ですが、たとえば「ここに道を

つけますから協力して下さい。そのかわりやればすっかり良くなる

んですから。この半端なところは、隣にもらうように換地しますか

らJ と説得し、いっしょに区画整理の同意書に判を押してもらいま

した。そうしたら、家一軒建ったびに同意書が l 枚ずつ来ました。

家を建てる人ばっかりだったら良いが、そういうわけにいかないで

しょう。そんな人々は経察に集まってもらい、それで、こういうふ

うにきっちりしたらよくなるのだから、と説明すると、ともかく近

所みたら無茶苦茶なスラムがいっぱいあり、ああなったら困るから

と説明し、皆もよくなるんだからと反対する人はなく、ベタベタと

同意t ' } に半IJ を押してくれました 。それを府の都市計画課に送りまし

た。区画筆理の書類を役所で作成していました。そして空いたとこ

ろは全部区画務理をやって、出来やすいところだけをやるんじゃな

くて。まあそれでうまくいきましたな、とくに反対する人もなく。

一一区画筆理をやりやすいところだけではなく 、全部やる二との意織

を、当時、皆そういう a践を持っていたのか、先生がそうじゃなければ

ならないという 、外国から得られた教冒11からなのでしょうか。

玉置 それはそういう話をしました 。外国でこうしているとか 、

いろいろと話をするんだな。そうしたら釆ってきてくれて … 。ゃっ

たらどうなるかという前例の話をしたり、外国では 3 割 5 分も 4 訓

も減歩するが、うちではそんなことはしないとか。

一一それはある程度規模の大きな土地を持った地主きんでないと騒が

通じないというニとだったんでしょうか。

玉置 区画整理以前には耕地整理をやっていたんだが、これが始

末が悪いんだ。道幅が狭〈 、道路と道路の間隔が60聞で、そこ へ小

さい家を建てようと思っても建てられない。それを区画整理並みに

直す必要があり、それを建築線で全部に直したんです。耕地整理の

道路を拡げ、道が足らないんで、建築総を指定して新たに道路を作

ったんですよ。家を建てる場合は、 そこをよけて建てて下さいと 言

います。 それから西大阪全部は土地会社なんだな 。 r大阪人J にも

書いたように西大阪全部は新田でしょ。あの新回全音1¥が土地会社に

なって大地主ですよ。東京にだってあんな大地主はいないよ。ここ
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ではその土地会社とだけ相談したらいいんです。そこは全部建築線

でやったんや。だから耕地盤理のところと土地会社のところは私一

人でやれたんや。ところが他のところは、小さい地主がたんとおる

でしょ。こいつは組合にしないとできません。これは区画整理ゃな

いとできません。だから建築総でやれるところは私一人でやる。小

さい地主さんが集まっているところは区画整理組合でやる。そうい

う使い分けですわ。

一一ー小さい地主さんの場合だと 、減歩でかなり厳し〈なると、かなり

反対もあると考えられるんですが、その反対はなかったんでしょうか。

玉置 反対は何もなかった。次から次、次から次へと出来たよ。

結局つまるところ信用してくれてましたね。玉置の言うこと聞いて

絶対、拐しないと。 r大阪人J にも惑いといたけど、守口へ行〈市

屯の話やら、 J13山さんのお燥さんが死なはった話が出てたでしょ。

ともかく、信用してくれてましたね。たてつく人は設もいなかった

な。

( 都市の防災化対策

一一区画聖監理の磁の中で、実際には民間のカがそういうまちをつ〈っ

てきた、そういうカをいかにうまく活用するかという話をおうかがいし

てきましたが、それとともに、もう一つは防災、都市の災害対策という

ことで、先生の、非常に有名な鼠としては OP 9 尺をおやりになりまし

たが、防災問題、先生のお書きになっているものの背景として、当時の

防災のようなものがパックボーンになっていると思うんですが、なぜ防

災問題にとりくまれたかというニとをお聞きしたいと思うんて'すが。

玉置 火災の話について、当時アメリカの保険会社が、統計を出

してくれてました。アメリカはヨーロッパに比べて非常に火事が多

い。それでアメリカの保険会社が、ヨーロッパがアメリカに比べて

非常に火事が少ないが、ヨーロッパの火災状況はどんなんであるか

という、調査をしているんですよ。それの報告書が出てるんですよ。

それを私がみた。そうすると、ヨーロッパでは延焼というのがほと

んどない。この頃のように石油を使って爆発するということはなか

ったしね。火災の統計をみると、火の出た部屋だけとか、火の出た

階だけしか燃えていないとか、たかだか火の出た家だけしか燃えて

いないとか、延焼というのはほとんどないですね。そうしたところ

が日本はね、まあ即時消火という例はありますが、相当延焼しとる

んやね。

その前にね私の歴史の先生で、伊東忠太先生、これはまた面白い講

義で、一生懸命聞いていました。王朝時代、今の岡崎公園のあたり

に六勝寺という豪壮な寺がどんどん建ちますわね、それは平泉の金

色堂の何十倍という立派なものが建っていましたが、焼けてしまっ

てあらへん。それから家康が江戸へ行って、参観交代で各大名を集

めるでしょ。そのときの建築状況というのは大変なものですよ。桃

山建築を京都でつくっていた彫刻家や狩野派の画家が、全部江戸へ

かり出されるんですよ。初期の江戸というのは、京都の桃山文化以

上のものができるんだな。それが明暦 3 年の火事で全音IS焼けてしま

うんですよ。これは惜しいもんですよ。これが残っていたらたいし

たもんです。

だから日本に火事がなかったら、ヨーロッパとe ころでなく、と' んな

にいい文化が残り得たか。だから日本で何とか火事を防ぐ方法はな

いやろうかということですが… 。

そういうことで火災の歴史はずっと前から調べました。そうしたら

地震の歴史も一緒に入ってくる、台風の歴史も入ってくるで。だか



ら台風の記録や、地誌の記録や火災の記録は、学生時代のときから

その記録を集めていました 。大阪でどんな津波があ ったかというこ

とも、だから昭和 9 年の高i弱iが初めてでないということで、また来

るに違いないと思 ってました。台風が来ると下水の泥が全部あがる

でしょ 。 まわり全部工場で、機械泊でしょ、化学工場でしょ、原料

が流れてくる 、製品が流れてくる 、染料工場から青い水が流れてく

る、赤い水が流れてくるで、あのときの水害というのは 、よその水

害とまるで途う、大阪独特の水害ですよ 。 こんなことがまたあ った

ら大変やと、それでどうするか。徳川時代にまちをつくるときは、

まず地あげをさせる、それまでは家を建てさせない。普の人はちゃ

んと池あげをしていたと 。今はせえへんと 。 こんなことがあるかと 。

これからも建てるときは、低いところはかならずわれわれの先祖が

やっていたのと同じように地あげすることが当たり前やということ

で、地あげしようということですよ 。 これは区画整理やることと比

べたらそれは大変ですよ 。 それもまあまあよく言うことを聞いてく

れましたよ 。大阪の三分のーに当たる西大阪を平均 5 尺あげました。

一一一そういう意味で、室戸台風のあと OP 9 尺をお決めになったとい

うことを、私なりに考えてみますと、台風で皆大きい経験をやったと、

皆これじゃこのままいったんじゃ大変だと 、皆臨海地帯に住んでおられ

た方守はお感じになったと思うのて'す。そのときこれこれに地あげをし

ないという制度ができ、いろいろとお聞きして、大変な事業ですから苦

労があったと思うのて・す。たとえば台風があってそういう経験があった

から、地あげというものを出したときに、皆がよく理解して〈れた、協

力してくれたという解釈でいいんでしょうか。

玉置 そらね、新田というのは海の底ですわね。海の底を堤防で

かこっただけで、水が入 って来ないということで、水は入 って来な

いけどもともと海の底で、海抜 0 メートル以下ですね。 そこへ初め

から、ちょこ っとだけ土を盛って、周閤より、田んぼの水が入 って

来ないだけで、建てているんですよ 。だからもともと不良住宅なん

ですよ 。だからそのままいてくれたら困るんだな。だから土地会社

とは、しょっちゅう相談していました 。建築線を指定しますわね。

膨大な区域だから、一つの土地会社い っぺんに指定したんではなく、

やっぱり部分的、部分的にや っていきました 。そのときからあげて

くれ、あげて〈れということてでψ した 。最

土地会社も自分の土t地也のことてで映すカか‘ らや つて < iれf凡1 てはお つたんてで、す

が、それが低かったんや。不十分だ ったんですよ 。 それを今度は徹

底的にやろうということにな ったんです。

一一一それに関連してですが、 「大阪人」にもちょっと. かれていたん

ですが、たとえば地震を含めて、今の防災対策ですが、もうひとつ、た

とえば避難の渇所を決めてもあまり効果がないということを書かれてた

と思うんですが。今の都市の防災対策というものに対して先生なりのご

注文は ……。

玉置 関東大震災のあとで、笹察署なんかも全部木造で焼け、笹

視庁自身も焼けてしまうんですが、その両国僑を渡 ったところに、

相生署という警察署がありまして、普察署長が行方不明になり、ど

うな ったんか分からんと 言 うんですよ 。 ところが被服廠のあとで、

たくさんの人が桜み重な って死んでいるんですが、その中から署長

のサーベルが出てきたんです。 火の手が四方から上がってきたとき、

これは大変だというので、署長さんが警察官を集めて、管内の人は

みな被服廠あとへ逃げるよう命令を出しました 。 それで巡査が管内

へふれて廻りました 。 それで住民は、被服廠あとへ逃げました 。署

長はもちろん巡査も逃げました。 そのとき深川で空いている広場は

被服廠あとだけですよ 。 3 万坪ぐらいありましたかな。 そこへ集め

ておいて皆焼き殺してしま ったことになったんです。 そこへ集まら

なかったら適当に焼けてない方へ逃げて、死なずにすんだんです。

浜災のあといろいろな調査をやりまして、以前から火事には関心 を

持 ってましたから、火元がどこで、どういう方向に燃えてい ったか

という延焼地図を 、亀井幸次郎君の協力で、っくりました 。見まし

たら、一番えらいいきおいで、これは飛ぴ火もありますが、 1 時間

に延焼速度で800メートル、これは例外ですわ。普通は200メートル

から 300メートルてゆ燃えたら早い方ですわ。一番速いところで 800

メートル。これはどんなに足の遅い人でも 1 時間に 2，000メートル

は行けますわな、炎が人間l を追いかけることはありません。炎の方

が人聞の足よりも速か ったら、やられますよ 。 それよりも人聞の足

の方が速いですよ 。 ただ炎に固まれたらあかんわな。固まれるとい

うことは、ょ っぽどしてからのことやから。だから燃えてへん方へ先

行 ったらええんであ って、せ' ひどこそこへ逃げんならんということ

はないんで、火事をよけるんが目的なら燃えてへん方へ行 ったらえ

えんで、なぜ避難地へ行かんならんか、避難地へ行 って、そこで炎

に固まれたら被服廠の二の舞だ。だから人を集めるということは絶

対にいかん 。災害がおさま って放般物資を配ったりするときは 、パ

ラパラにおられたら図るんで、どこどこへ集ま ってもら ってたら 、

ラチが早いかも知れないから、それもええんかもしれんが ・・ 。

一一そうするとまず不燃化が、防災対策にとって大事だということで

すか。

玉置 関東大混災のときの火元は、 47 ヵ所、 48ヵ所と 言います。

これは、わたしらも皆調べたんですが、まあだいたいこういう数字

です。 ところが安政 2 年に大地区があり、江戸で火事が出ているん

です。 そのときの記録がありますが、80数カ所から火が出てますよ 。

それは瓦版にも出ており、私もそれを 2 枚持ってますが、その火事

をあくる朝にみな消しているんです。

それで今とね、安政 2 年とどう迷うか。徳川時代の火事というのは

総がかりで消したんやな 。町の人がみんな寄って消しているんです

よ。それで第一、は組や、め組というのは、町の人間やわな。近所

の人はみんな屋恨へあがって水をかけて消しているんです。戦争の

ときにバケツリレーをして消しましたよ、ああいうようなことを徳

川時代にみなや っているんです。 ところがね、今日そうゃないんや

ね。火事場へ来てくれると図るんやね、野次馬やね。火事場へ来る

奴は、みんな追い散らすんだな。火事が起こ ったら、みんなが消す

という関心がないんだな。 これが私は一番おそろしいことと思うね。

また対策を考えておく必要のあることとして、チ供は学校へ行って

るでしょ、おやじは事務所へ行 ってるでしょ、家は焼かれるでしょ、

戻 ってきたら家はあらへんし、だからみなどこへ行ったか分からへ

んから、それを探すのがえらいことですよ 、ちりぢりパラパラで。

それで関東大震災後は、東京市内ピラい っぱい貼 ったんだね。私の

家族どこへ行ったか、知 っている人いませんかということで、いた

るところ貼り紙がい っぱいで、西郷さんの銅像もビラいっぱいで、

そんな写真を見たことあるでしょ、そらえらいことですよ 。役所は

その世話をしてあげないといけませんな。

一一防災対策についても、臨海部の土地会社にお願いし 、機会をみて実

際に地盤のかきあげされたり 、区画g 理の場合も 、建築の届けが出てき

て、その人達を鋭得しながらその絡を広げていくという一つのやり方を

しておられ、その中でそれにもれる人速には話をされ、警察の場所を利

用しておE置をおやりなったということですが。

当時は建築は警察の管憾だったわけですが、警察の方へ人を集めるとい
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うことで、ある程度強術的に出来たんじゃないかと理解される可能性が

あるんですが。大き〈は建築総とか、区画益還とか、地盤の地あげとか

をおやりになり、そのほかにも船場の軒切りというか建築線とかをおや

りになり 、先生はみんなに信用していただいたから出来たんだというお

鼠でしたが、そのへんもう少し前後の状況のお騒をしていただきたいん

ですが。-

玉置 警察利用したというのは、私がたまたま警察部の人間ゃっ

たということで場所代いらへんということで、警察を使っただけで、

署長さんが毎日訓示された、そういう場所があり、借りたというだ

けで、警察の力とは全然関係ありませλ 。お医者さんの家でhゃった

こともありますしね、区役所にあいた部屋があったらそこでやった

こともありますしね。結局、そのときの都合で、われわれとして、

都合がつきやすかったのが、警察であって、警察の力とは関係あり

ません。ただ人によ っては警察へ行くのとよそへ行くのとは、皆多

少感じが違ったかもしれません。

一ーーパックに警察があるから文句を雷わさんということではなかったん

ですね。

玉置 そんなことは全然… … 。ともかくなんですね、これ l 年や

2 年でできたもんではありませんで、 10数年かかってますわな。そ

れで今の公務員ゃなくて私らは官吏でして、官吏は電報一本で飛ば

されるんですよ。それて世前は三百ぐらいの知事さんがおった。私も

官吏でしたから本来ならどこそこへ行けと言われたら、行かないか

んねん。ところが、東京を棒に振って大阪へ戻ってきたんで、自分

かつてな都合ですがね、愛知県行けとか、神奈川県へ行けとかいつ

話を、全部ことわったんですよ。 10数年おいてもらったんでやれた

が、 2 年おきにあっちヘボン、こっちへポンとやられたんでは、私

は出来なかったと思うね。今府庁でもパンパン変えよる。有能な人

や、それに適する人というのは、私はそこへじっと置いといたらえ

えと思うが。その人にふんだんに仕事をきしてやった方がなんぼか

能率が上がると思うんですけれどね。

一一地元、大阪のいろいろな人達と接触をお持ちになり、制度を遭周し

ていく上でよかったわけですね。

玉置 そうそう 。なじみになってね。人が変わりましたらね、そ

れがええことばっかしじゃなく惑いこともあったと思いますが。

一ーそのへんで、たとえば建築線の場合でも、市街地建築物法第 7 条で

すか、但し. きで都道府県で遭周をまかされる 。但し書きですから、や

らなくても良いとか、積極的でないとニろと、積極的なところがあります

ね。大阪の場合、積徳的な芽をみつけ出して、それを民間の方と憶しあ

いにもっていってやられたわけですが。そのへんで当時の雰囲気はどう

だったんですか。

玉置 六大都市の中で、建築総係をつくったんは大阪だけです、

よそはあらへん。私がつくってくれ、私にやらしてくれといつこと

で、ゃったん大阪だけですからね。よそはおやりになってなかった

ようですね。

一一先生はそういう方面で知般を持っておられ、建築線を利用して、ま

ちをそろえてい〈ということが、実際良い方法だと、法律の中にも遭用

をまかされたものがある、それをひとつ鉱大して大阪で適用してみよう

という、そういう取り組み方になるわけですか。

玉置 ともかくね、よく言うんですよ。役所の費用で外国へやら

してもらったりしているでしょ 。外国から戻 って来ますわね。お前、

戻ってきてすぐ、これを大阪でやったらええなと見たことはどんな

ことや、と聞くんですよ。そのね、これはよかった、ぜひ大阪でも

やらんといかん、それてるポャーと行って戻って来たんでトは何にもな

らんので、これはええなと思うたことはやらんと行った甲斐があら

へんやないかと言うんです。私はね、本読んどってええなあと思っ

たら、かならず大阪でそれを実行しようと。そうゃないと読んだ意

味があらへん。だから役所の人にしっかりしてもらうのと、そうや
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ないのとでは、えらい遠いですよ。

一一縦割 りの制度というのが、ずい分複維になってきてますね。普より

も、その数は増えてますが、組織の硬直化と曹いますか、やる気があっ

ても何キゃれないという状況があるとは思われますが、そのへんどうで

しょうか。

玉置 私は関係ないと思いますがね。法律を改正するのにどうと

か、こうとか言いますが、私がよく言うのですが、法律にはいろい

ろありますよ、いろいろな規制をするための法律だとか、予算をつ

くるための法律だとか、その組織をつくるための法律とかいろいろ

ありますよ。予算や組織をつくるための法律は別としまして、普通

の法律というか、行為を制限するという法律は、そういう法律の前

に私は、道徳律というものがあり、道徳律は法律に優先すると思い

ます。人を殺したらいかんという道徳律があって、それがきちんと

守られておったら、刑法はいらん。人の物をとったらいかんといっ

道徳律が、きっちり守られておったら刑法はいらんのですよ。だか

ら今こういうふうにやりましようということを、みんなが了解して

くれるのだったら、都市計画法も区画整理法もいらんと。みんなが

それで了解したらええじゃないか。だから法律の前に了解があると、

私はそういう考え方です。乱暴なことをやりょったとい 7 ことにな

るかも知れませんが、みんなの了解を得さえすれば、法律なしでも

やれると、私はそう思てますがね。まあしかし、どんなええことで

も、さっきの話ゃないが、反対する人はおるからな。 そ 7 いつ人の

ためには、ある程度拘束せなあかんでしょうな。だから制度はいら

んとは言いませんが、原則はやっぱし、そういうところから出発す

る方が、おだやかでええでしょうな。そんなような気がしますな。

( 今 何 画 的 な ま ち づ い 寸

一ーそのへんのとニろで、どちらかというと今、組織で仕事をやっ τ い

かないかんという時代で、戦前はたとえば、官官l といいますか、先生が

先ほど官吏と 曾われましたが、そういったもので仕事を組みたてて、出

来たんでしょうけれども、今はなかなかそうはいかないんで、結局は今

の制度でい二うとすれば、なにかうまい方法はないでしょうか。

玉置 大阪府が、この細街路をつくったら補助金を出すというこ

とで、茨木市が図面をつくったんですが、これからやる人は、この

通りやって下さいということで、細街路網を決めたんですよ。すなわ

ち建築基準法をこえる超過負担分をするときは、平米あたり 26，000

円、その補助をしようという案をだしたわけです。そうしたところ、

茨木だけではなしに、豊中もみな、なにがしかのことはやっている

んです。こういう細街路網までつくったんは、茨木市だけです。

それで、これに応じてくれる人と、応じてくれない人がいるわけで。

そんなところ、これが昔のような建築線であったら、否でも応でも

なしにこれに従わざるを得ないわけで、 「建築線を突出することを

得ず」ということで、建築線を指定することができるという法律が

あったんてすよ。それが今出来ないもんだから。それがちんばにな

っているんで。まあ言わば法律的欠陥ですわね。昔のやつでいきま

すと、市内の土地会社はみんな建築線で出来たんや、それから耕地

整理も建築線で出来たんですよ。それからつぎが、区画整理も区画

整理組合が出来たら都市計画で制限できますけれどね、出来るまで

は区画整理設計通り建築線で制限していたんだな。

だからそのときまで建築線をどんどん指示するねん。そうしたらそ

の通りついていくわけですわ。前はそういう制度があったわけです

わ。まあ法律なしでも、出来たらええが、出来ん場合もありますし、



そういう場合は法律も要ります。私は建築線制度を復活してくれた

らいいと思うんですが。いまは建築線という名前でなしにやろうと

してますわな。

一一建築緩和IJ J t は今はなくなって、技術的には、考え方としては、完全

にもとへ戻る二とはできないでしょうが。一番いいのは区画盤理ですが、

それに至らない中間段階で、面的につなげていくにはどうしたらよいか

という二とで、かなり建築線制度に考え方として学ぶところが大きいと

思うわけです。考え方としてはあるが、制度としては支っていない状況

だと思うんですが。

玉置 今度、建築審査会長会議があるんで、私は、これを出すつ

もりにしています。私は審査会長会議て¥昔の建築線制度を復活し

てくれと、言いたいつもりでおるんです。 この建築審査会長会議で

も、郊外規制をどうしょうかという話が、今まで重要なのにもかか

わらず、出たことがないんですよ 。それで、これから毎年審議して

もらいたい、まあまあ一番重要なとこです。

建築線に関して、アメリカの現況についてはみな問題にしてないん

やな 。笑際問題として、ヨーロ ッパの各国では、本もでているし、

ええ雑誌もあるしね、それが参考になるんで、みな見ているわけで

すね。 ところがアメリカでそれを問題にした本が出ていないことを、

みんななぜ問題にしないかと思つんです。 これは重要な問題ですよ 。

アメリカはみな片がついているんです、ヨーロ ッパと違 って。 した

がって問題にならへんのです。だから私は日本の都市計画を研究し

ている人は、まわれ右をしてアメリカの研究をや ってもらいたいね。

それはどういうことかと 言いますと、アメリカの全都市と 言っ ても

いいんじゃないかと思いますが、市城については道路網をみんな決

めてしま っているんですよ 。私、大分地図を持っていますが、ニュ

ーヨークの市域全部に細街路網をち ゃんとかいてありますわ。 ロス

ア ンゼルスでもね市域全体について道路網の地図がちゃんと出来て

いますよ 。それ以外は一切建てさせへんのや。

アメリカの都市は外| によりますが、建築線法という名前で、やってい

るところと、総合計画法というのでや っているところと、二つあり

ますわ。最近はみな総合計画法てーや っているところが多いと思うが。

それでまち全体の道路網をつく ってんねん。それ以外には一切建て

させへんのです。それだから問題あらへん。 日本もそれや ったらえ

えんですよ 。そうしたら全部問題の片がつくんですよ。

( 今 日 の 都 市 計 画 問 む こ と づ

一一最後に今日の都市計画に何を望むかというお蹟をおうかがいしたい

と思います。

区画受理の渇合なんか、都市化がまだしていないところでは、区画整理

をやるといったってそう条件は成り立たないわけで、ある程度、核とな

るような市街地が、だんだん発展してきまして、そうしてその周辺がこ

のまま放置しておけば、スプロールして無秩序な市街地になる、だから

被告みて、やるというニとが大事じゃないか、と思うのですが。

玉置 私が役所にお ったときに、建物を建てるという書類が全部

私 の と こ ろ へ 来 ま す ね ん 。初めにお話したように、このへんによ

うけ建ちよるということがわかったんで、機をのがさずに出来たん

ですねん。当時守口は都市計画区域に入っていたんですが、門真は

都市計画区域に入つてなか ったんですよ 。それで守口は、耕地盤理

がありまして、それを建築線で直して、そうでないところは区画整

理をやったんですが、門真はその区域に入つてなくて、やってへん

ねん。そうしたらね、今、門真な無茶苦茶なんだよ 。それで門真市

の市の予算と守口の市の予算とを比べると、門真市の土木関係の予

算: がどっきり要るんですよ 。だからもう区画整理ゃったら、将来に

いかに助かるか、あれはいい例ですよ 。

それからね守口は、水がつかる心配がないんですよ 。 ところが門真

は水がつかるんですよ。でね水つからんようにするにはどうしょう

かと 言 うてね。だからいかに区画整理をやるというのが、将来にわ

たって肝要かということは、二つのまちを比較したらい っぺんに出

てくるわけですよ。

一一機をみるに敏と雷いますが、' ここはかならず市街化するという見き

わめというか、そニは大変むずかしい点だと思うんですが ー。 先ほど

の守口と門真の例にもありましたが、あるいは庄内の渇合があったり、

あとからみたら入れとけばよかったというようなニとがありました。そ

のへんの見きわめはどうするんでしょうか。

玉置 庄内はあのように低いところですから、阪急電車は無視し

ておったんやね。だから十三から服部まで駅がなかったんですよ 。

終戦後っくりょ ったんや。それであんなことになったんや。今は豊

中市は、あれを何億とかかけて再開発やるとかいうことですが、私

はあれ何億かけて再開発やるんやったら、ああいうのが周囲に出来

んように、周囲のその整備を急いだ方が、なんぼお金が生きるか分

からへんと思うんやけどな。最近になって皆さんがワアワアお っし

ゃるんで、庄内がえらい表へ出てきましたが、私はごく初期に、誰

に頼まれたんか忘れたけど、庄内をいっぺん見てきて感想文をかい

てくれということで、見に行ったことがあります。ほんの初期のこ

ろです。 まだあんなにぎっしりいっぱい建っていなかったときでし

たがね。マ ッチ箱みたいな家が建っているんやな。区画整理をやっ

たところは、だいたい奥行10問あるねん、だから庄内のようにはな

りません。庄内では小さい家が建っているんや。それで住んでいる

人に、私聞いたんですよ 。 i 住みごこちどうですか」と 。みんな喜

んでるんですよ 。びっ くりしちゃった。今までに 4 畳半に 3 人おっ

たとか、 6 畳に 3 人にお ったとかというような人が、向こうへ行っ

たんです。それから比べたら、ほんとにええところ来たと、みん

な喜んでるんですよ 。だから第三者が考えることと、向こうで住ん

でいる人の考え方は、まるで違うんですよ。そのとき、ピンからキ

リまであるんで、ある階級を標準にしてね、物を考えたらそらいけ

ませんな 。だから私は向こうの人はあれで満足しているのと違うん

かな。現にいかんと思うて、お金のある人は、どんどん出ていって

ますよ 。

今ね、阪急沿線で一番物価の安いのんは、庄内や。それでみんな岡

町や豊中の人が、向こうへ買物に来るんや。ということは、住みや

すいということですよ 。

私は、都市条件で最も重要なこと何やと言うたらね、まあ月給とり

が多いからな、月給取りを標準にして考えましたら、オヤジが通勤

しやすいということと、細君が買物しやすいということで、これが

都市条件で一番肝腎なことです。そういう意味では、庄内はええと

こですよ 。考え方というのは、いろいろあるからな。だからこうい

う人にはこういうのが向くとか、こういう人々はこういうのが向く

とかね、自分の物差しでね、すべてを判断するということは、私は

間違っていると思うな。むしろ庄内はあのままでおいといて、再び

豊中の他の区域に、庄内のようなところが出来ないような予防措置

を講ずるということの方が、急務だと思います。私が、区面整理を

どんどんやれたと言いますのは、そのへんに貧民窟がい っぱいあっ

てね、そのおかげや。

一一戦後の都市のとり〈み方について、先生から何か、ご注文がありま

したらお聞かせ下さい。

玉置 ともかく、区画整理ができましたら、設計次第ですが、よ

い設計ができたら問題はすべて片がつくんだ… … 。下水もうまくい
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きますし ね、上水もう まくいきますし、電気をひくにしても、ガス

をひく に しても、それできっちりいきます。それでないと小区域に

ガス管をひくんだからといって、初め細いやつやっておいて、家が

増える たびに、太いのととりかえ、水道の線でも初めのこんな細い

やつを 、だんだん太〈変えたりしてますが、初めから、これだけの

家が建ちますということになれば、そう無駄もなしに全部片がつき

ますから。とにかく、区画盤理をやるということは、すべての問題

の片をつける手法と思いますからね。これを 出来やすいようにする

とい うのが、都市計画の上で、一番重要なことだと思います。

一一都市の再開発というニとで、計画的につ〈らなかったまちを、計画

的につ〈り直そうとしているわけですが、先生は、都市の再開発につい

てどのようにお考えでしょうか。

玉置 ヨー ロッパのまちと 日本のまちと 比較しまして 、非常な差

があ りま すが、その差はいったいどこから出てきたかということで

すか? 古いパ リの地図 をみますと 、そ ら細い道路がぐしゃらぐしゃ

らぐしゃらしとってね。ともかく、 城壁の 中は道らしい道はあらへ

んねん。 ヨー ロッパには、中世そのままのまちが山の上に残 ってま

すね。自動車も通れん道ばっかしなんや。昔みなあれだ ったのです

よ。昔はね ヨー ロッパのまちは 、 日本から比べたらはるかに環境が

悪いんだな。それが今日 ヨーロ ッパのまちと日本のまちに非常な大

きな差ができたということは、ヨ ーロ ッパのまちはルネ ッサ ンス運

動で大改造をやったということなんや。それでルネ ッサンス運動は、

通常絵画や彫刻だけやと思っておりますが、ルネ ッサンス運動の一

番大きな成果は、まちの改造ですよ 。 これは絵をかいたり、彫刻し

たりするのと途って 、 うんとこきお金がかか って、うんとこさええ

もんが出来とんねん。

今 日の ヨー ロッパ、パリにしても 、ロ ンドンにしても、ベルリンに

しましても、どこでも広い道ができ、広場ができているのは、全部

ルネサンス運動でできたんや。 ところが日本の都市には、不幸にし

てルネ ッサ ンス運動がないんだよ 。むこうは隣どうしゃから、はじ

め ローマがやったら、パリがイタリーの技師をひっぱってきて、ル

ープル宮殿のぐるりから始めて、だんだん進めて、エトワールまで

ごそっとと ってしまいますね。あれが朱雀大路ですよ 。あれがあん

た家がいっぱい建っとたんや。あれはルネ ッサンス運動でや ったん

ですよ 。 ロンドンてもそうだし、ベルリンのウンテルデン リンデン

でもそうだし、モス コーでもペテルグラードでも全部、ルネ ッサン

ス運動でああいうふうに立派にしたんやね。 ヨー ロツパと日本と 離

れとったんがいかんねん。あれが日本にうつってこなか った。徳川

時代に、各大名がいたときに、あういうものが入 ってきた ら、大名

はこぞってや ったと思うねん。 ところが鎖国でそういうことを知ら

なかったもんだから、まあ明治 5 年の銀座の大火のあとで、や っと

やる こ とになるわけですが。 ヨー ロッパの都市と比較して、日本の

都市にもルネ ッサンス運動がほしいということですね。それが再開

発という・より、その方がもうひとつ大じかけですよ 。私はそれがひ

とつ欲しいと思いますね。あれでどんどん 、どん どん広場をつくり

まして、今日皆人が集まれる場所をつくるんてすよ。 また日を決めて、

首をやってますわね。飛騨の高 山や高知へ行きますと、朝市やって

ますわね。私は大阪のあ っちでもこっちでも、市ができるような広

場があってさ 、岡山の農協あたりがやってきて、ぎあと庖をや った

り、滋賀の農協あたりがきて、ざあとやってくれたりして、そんな

ことができたら楽しいと思し、ますが。だからもう再開発をのりこえ

て、日本の都市に文芸復興運動をおこすと ・ー ・・・ 。 もっと大じかけな

ことを考えるな。

一一一長い間どうもありカずとうございました。
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第 11 部

都市計画の歴史を追う

資事ト 図表と文献にみる

大阪の都市計画・年表( 明治~ 終戦)

「建築と社会」誌にみる都市計画のあゆみ

「大阪市改正街路図J 一 「強築と社会J 大正 7 年 5 J1 -1J. 日絵 おリこみ

大正 7 年 5 月号の口絵。この図の説明が「大阪市改良計画調査会は

昨年早春成立以来鋭意調宝生研究を進め，現時の大阪市に於て実行に

可能なる街路改正仮定案を決定し、各方面の施設の基礎案とし、以

て改良計画の第一歩を還はんとするもの、如し、本図は本会が特に'

許可を得てn : に掲げたるものにして世上識者の留意すべきものたる

は勿論、読者の参考資料たるべきことを深〈信じて疑はず」とある 。

建築と社会/ 1980年 l 月号 69 



大阪の都市計画・年表

( 明治~終戦)

わが国の近代都市計画は明治維新に始まるが、ここでは東京市区改正条

例に関連して明治 17年から年表を盤理した 。特集の参考資料として大阪の

都市計画に関連する事項を中心にまとめであるが、もとより紙幅に限りが

あることもあってすべてを網羅じているわけではない。しかし、都市計画

および建築に関係する制度の変遷、市街地形成に関係する各種事業、都市

計 画 恩i靭や技術に影響をおよぼした文献、雑誌発刊などは留意して記載し

である 。

赤 崎 弘 平

年 大 阪 関 速 司王 項 園 内 外 国 関 連 事 項

明治17

芳川l顕正東京府知事市区改正之骨量上申

1884 

明治18 6. 17 淀川決壊
l 一 東京市区改正審査委貝会設置

1885 12. 29 阪堺鉄道( 難波~大和川 ) 開通

明治19

12. 10 亀岡大阪府区部会議長、大阪府知事に大阪市区改正を建議 12. 12 滋賀県令 「家屋建築規則」公布

1886 

明治20 1. 6 大阪府知事、大阪市区改正方案取調委長任命

1887 3. 16 大阪市区道路改正案

明治21

3. 一関西鉄道会社設立( 難波ー) 大和川ー堺アズマ橋開通

4. 25 市制町村制公布

1888 8. 16 東京市区改正条例公布

明治22 4. 1 大阪に市制特例施行( 東尽、尽都とともに) 10 .  1 大阪市役所、 4 区役所開庁 2. 11 大日本帝国憲法発布 7. I 東海道線 ( 新橋~神戸 ) 開通

1889 5. 14 大阪鉄道( 湊町ー柏原) 開通 5. 20 東京市区改正設計告示

明治23

一. 一英国、労働者住宅法

1890 

明治24

12. 一中之島公園開設

1891 

明治25

8 一 大阪市第 l 期水道工事起工

1892 

明治26

3. 一大阪市内に電話開通

1893 

明治27

3 一大阪市下水道改良事業に着手 7.25 日清戦争起こる

1894 

明治28 5.28 大鉄 ( 天王寺ー玉造) 開通 10. 17 大鉄( 梅田ー天王寺) 開通

1895 8. 22 浪速鉄道 ( 片町ー四条畷) 開通 11. 一大阪市上水道通水

明治29

7.10 大阪市第 1 次市域拡張 4. 一河川法、民法公布

1896 

明治30

10.  7 大阪港起工 一. 一造家学会、建築学会と改称、

1897 

明治31 4. 5 西成鉄道 (篠田ー安治川) 開通 10 ー南海鉄道 ( 難波ー和歌山 ) 開通 ｅＮ ハワード 「 明日Ｍｾの改 ー 革にいたる平和な道 ｊ 出版

1898 10.  1 阿陽鉄道 (柏原~富田林) 開通 11. 一関西鉄道 (網島~寝屋川 ) 開通 ( 後に「明日の回園都市J と改題)

明治32

4. 7 山口半六博士「大阪市道路新般市街自主計書J 市会に報告 一一英国、田園都市協会設立

1899 

明m3 3 3. 20 大阪市区重量理委員会設置 9. 20 大阪馬車鉄道( 天王寺西門前~東天 一一耕地盤理法絡行

1900 8. 30 高野鉄道( 汐見僑ー堺東) 下茶屋) 開通 3. 7 下水道法公布

明治34 一 一 大阪旧市域で下水道改良事業完了

1901 6. 21 市区重量理委員会廃止

明治35 E .ハワー ド 「明日の田園都市」

1902 一. 一独 ( フラ ンクフルト ) アディケス法

明治36 2 一新淀川の開き〈 9.12 大阪市電 ( 花園僑~築港) 開通

一 一 英国、 閏園都市株式会社設立 Let chwor t h建設

1903 3.  I 第 5 囲内国勧業博覧会開催 ( - 7. 31)

明治37 8. 16 大阪市新編入市街曾IJ t主計、市会で可決

2. 6 日露戦争起こる

1904 12 一大阪市人口 100万人鎗える

明治38 4. 12 阪神電鉄 ( 出入僑~岩屋) 開通 10. 一 大阪市内に初めてガス供給

1905 8 一 大阪築港竣工

明治39

12. 21 阪神電鉄 ( 出入橋~梅田) 開通

1906 

明治40

8.ー毛馬附門開通 内務省有志「団関都市」編纂 ( 明治41. 5. 1 発行)

1907 

明治41

8. I 大阪市電東西線 ( 九条中通 1丁目~四ツ僑) 、同南北線 ( 梅田ー恵美須町) 開通

1908 

明治42 7. 31 大阪市北区で大火 ( キタの大火 ) 10. ー箕面有馬電気軌道「池田新市街J 経営、 4. 13 耕地盤理法改正

1909 8. 18 大阪府建築取締規則公布 初めての郊外住宅地 一. 英、住宅、都市計画法

明治43 3. 10 箕面有馬電気軌道( 梅田ー宝塚、石橋ー箕面) 開通

1910 4.10 京阪電車( 天満僑~五条) 開通

明治44 4. 7 市制、町村制改正

1911 10.  I 改正市町村制実施

"Jl i台45
1. 16 大阪市南区で大火 ( ミナミの大火)

大正 l

1912 12.  1 阪堺軌道電気 ( 恵美須町~浜寺) 開通

大正 2

一.一 1 . F .  H .  P. ( 国際田園都市及都市計画連盟として ) 創立

1913 

大正 3 4. 26 寂堺電鉄 ( 今池ー平野) 開通 7. 一 関一大阪市助役に就任

7.28 第 l 次世界大戦勃発

1914 4. 30 大阪電気鉄道 ( 上六~奈良 ) 開通 8.19 阪神電鉄北大阪支線開通
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戦前の都市計画を知るには、内務省、大阪市役所等の官庁資料が重要で

あり、池田宏、前回多門、飯沼ー省、調書切普一郎、関ーをはじめ、日本建

築協会と「建築と社会」に大きく関わっていた片岡安、さらには佐野利器、

内国祥三、笠原敏郎、伊都貞吉、愛国厚介といった建築出身の人たち、ま

た武居高四郎、石川栄耀といった土木出身の人たちの多くの著作と論文を

参照する必要がある。もちろん、中潟、玉置両先生の著作は大阪の都市計

画を知る上で欠かせないものである。

年 大 阪 関 迷 ｾ＠

大正 4

1915 

大正 5 3. - 木津川運河竣工

1916 一 一 大 阪 市 人 口 150万人

大正 6 4. 11 大阪都市改良計画調査会設置 一 . - r建築と社会」発刊

1917 5 一天保運河竣工

大正 7 4. 1 大阪市市区改正部訟誼

1918 5. 28 東京市区改正条例等、京都、大阪市へ単用規程公布

大正 8

ＱＲ Ｎ ＲＳ 大阪市区改正般計 、 内閣ｾ可
1919 

項

一方、最近大阪市や大阪府においても大阪の都市計画に関係する多くの

資料を編集している。たとえば「大阪の地域制 ( 1971年 )J r大阪の都市計

画公園 ( 1975年 )J r大阪の都市計画道路 ( 1976年 )J (以上、大阪市) や「大

阪府都市計画地域地区 ( 1979年 )J ( 大阪府} などである。また、大阪市総

合計画局都市計画部による「大阪都市計画関係資料一覧 ( 1978. 3) J は 年 表

が記載され、年度ごとの資料名など詳しいので大いに参考になる。この年

表を. 整理する際もこれを参照しながら行った。( 大阪市立大学工学部建築学科)

国 内 外 国 関 連 事 項

P. ゲデス「進化する都市 J ( Ci t i es in Evol ut i on)  

片岡安「現代都市の研究」

米( ニューヨーク市) 、総合用途地域伽l施行

建築学会建築法規の研究を続け、このころから内務大臣へ陳

情開始。 一一都市研究会創立

5. 一内務省に都市計蘭謀設置

都市計画調査官伽l公布 ー. ー 「郷市公自由」発事l

4.  5 都市計画法、市街地建築物法公布

英、住宅法

大正 9 4.  2 大阪市、都市計画部、土木部設設 10. 1 第 1 回国勢調資、大阪市人口 125万人 1. 1 都市計画法施行( 6 大都市に適用)

1920 7. 16 阪急( 梅田~上筒井) 開通 12.  1 市街地建築物法施行

大正10

5. 1 大阪市庁舎、北区中之島に移転

1921 

大正11

Ｔ Ｎ ＲＴ 大阪都市計画区域決定、内閣 ｾ 可
2 一束) j ¥市政調査会創設

1922 ル・コルピジェ r3∞万人の都市J 案発表

大正12 4.13 大阪鉄道 ( 阿部野僑~道明寺) 開通 関一「住宅問題と都市計画」 7 一都市計画法 6 大都市以外の25市に適用

1923 11. 一関一大阪市長に就任 9.  1 関東大震災 一. 一特別書宮市計画法制定

大正13 1.21 大阪初の区画聖監理組合として阪商土地区画聖理組合役立 2. 25 復興局設置 一. ー ! . F. H. pJ アムステルダム決議」

1924 11. 29 大阪都市計画、第 1 次都市計画事業、内問認可 5. 一 同1問会発足

大正14 3.21 大阪都市計画用途地場隠可 10. 15 新京阪 ( 淡路~天神橋) 開通 10. 1 第 2 回国勢調査 ( 大阪市人口 211万人で全国 l 位)

1925 4. 1 大阪市第 2 次市滅拡張 「大大阪j 発刊 、回中消「大阪の都市計画」 一. ー「都市問題j 発事l

大昭正和115  6. 10 大阪府知事執行10大放射路線忽可 7. 22 不良住宅改良事業開始

1926 
10. 11 都市計画街路御堂筋線着工 米、用途地域伽l合懲判決( ユークリッド訴訟)

昭和 2 5. 18 阪神国道開通 5. - 第 l 回都市問題会議( 大阪) 聞協

1927 7. 1 阪神国道電車 ( 西野田~東神戸 ) 開通 飯沼ー省「都市計画の理論と法制」

昭和 3 5.  2 大阪駅附近重量建都市計画事業銀可 11 . 一新尽阪電鉄 ( 大阪~西院) 開通 一 一 第 l 回C I AM会議

1928 ＵＮＲＹ 綜合大阪都市計画ｾ可 米、ラドパーンでスーパープロ y 夕、ク J レドサ y 夕方式保用

昭和 4

7...-18 阪和電気鉄道( 天王寺~和泉府中) 開通

C. A. ペリー「ニューヨーク大都市圏剥査報告 7 巻 J で近隣住

1929 区単位概念を明らかにする

昭和 5 1. 29 地下鉄( 梅田~心斎橋) 着工

一. 一帝都復興事業ほほ完了

1930 6. 16 阪和電気鉄道( 和泉府中~東和歌山) 開通

昭和 6 1. 19 第 4 期大阪都市計画下水処理事業認可 (2，409ha) 市. 法施行令改正( 用途制限の見直し 、高幸 、空地に関する

1931 3. 17 参宮急行電鉄( 上本町~字治山田) 開通 制度など)

昭和 7 10. 1・大阪市分区し 15区になる 一 一 第 3 回全国都市間組会議

1932 10. 28 第 2 次大阪都市計画事業認可 英、都市、地方計顧法

昭和 8

5. 20 地下鉄( 梅田~心斎橋) 開通

都市計画法改正( 町村f にも適用z)E  

1933 一. ー第 4 回C I AM会 議 で ア テ ネ 懲 」 発 表

昭和 9 9. 21 第一次室戸台風( 大阪臨海部被害甚大) 市建法改正( 接道後務の明確化)

1934 12 .  Ｑ 大阪都市計画 美 観地区 ｾ 可 奥井復太郎「現代大都市論J

昭和10 1. 26 関一市長死去 10. 30 地下鉄 ( 心斎僑~難波) 開通

片岡安、吉田信武「都市計画J

1935 10. 1 第4 回国勢調査、大阪市人口 299万人

昭和11 1. 13 大阪駅前建築物高さの最低限度区岐に関する大阪府令公布 一. 第 5 回全園都市間組会議 英、住宅法

1936 4. 1 阪急 ( 梅田 ー三宮) 全通 5. 1 大阪市立美術館開館 高山笑芸事他「外国における敷地寄l類例集J

昭和12 5. 11 御堂筋線竣工

7.  5 建築線指定棟地( 通達)

1937 一一大阪市役所「本市に於ける不良住宅地区調査」

昭和 13 4.20 地下鉄( 難波~天王寺) 開通 7 一松屋町筋線竣工 市 Jtj法改正 (1専用地区制度の羽入、高度地区、空地地区の明

1938 6. 26 関西急行電鉄( 上本町~名古屋) 全通 確化、道路幅員 S 尺から 4 mへなど)

昭和14

1 一大阪市船場地区に後退建築総指定

2. 17 防空建築規則発布

1939 9. 3 第 2 次欧州大戦起こる

昭和15 3. 30 大阪駅前土地区磁聖書理事業竣工 12. 7 城北運河完成 神宮関係特別都市計画法制定、都J十法改正( 1 条目的に防空

1940 10. 1 第 5 回国勢調査、大阪市人口 325万人 追加、防空緑地事業追加など)

昭和16 5.  1 国電 ( 大阪~桜島) 開通 3. 一住宅営団設立( 問潤会解散)

1941 11 . 一大阪都市計画緑地 (僧見、服務、久宝寺、大泉) 決定 12.  8 太平洋戦争起こる 石川栄縦「都市計画及地方針函J

昭和17

5. 10 地下鉄( 大国町ー花園町) 開通 3. 一企画院、大東亜国土計画大綱草案

1942 

昭和18 4. 1 大阪市22区に増区 2. 27 都計法及同施行令臨時特例公布

1943 一. 一地方疎開始まる 愛国厚介「新都市の構成J

昭和19

1944 

昭和20 1. 3 大阪最初の空襲をうける. その後大空襲をうける

8. 15 太平洋戦争終結

1945 一. 一大阪市人口 107万人に減少

{ 注) 太字は特に建築、郁市計画に関連ある事項
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誌にみる『建築と社会』

都 市 計 画 の あ ゆ み
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;告

本稿は 、大正 6 (1917)年 9 月に『建築と社会j が創刊されてから 60余年

間に掲載された都市計画にかかわる論文・論説 ・資料を概観することをね

らいとしている。これによって、日本における都市計画の理念が現実の事

業や制度とかかわって、どのように展開されてきたかをみることができる

と考えている。そのため、できるだけ論文名・特集名 ・引用文を多くいれ、

五つの時期に区分して A号察した。

なお、戦前の関西を中心とする都市計画の動向については f建築と社会1

600号記念号である昭和47( 1972) 年の 2 月号にある三輪喜揺男「大正・昭和

前期の都市問題J 、安田丑作ほか「大正 ・昭和前期関西都市計画年表」に

詳しいので参照されたい。

中林

はじめに

都市計画法制定前後の巻頭 ーー大正 7 年 6 月号「大阪市街系統改正」

一一大正 9 年 2 月号「都市町大改造始まる J

大正 7 ( 1918) 年 6 月号と大正 9 (1920) 年 2 月号の巻頭。このころは毎号のように

都市計画運動の気速を示すことばが巻頭を飾った。
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1  . 大正期

大正期の都市計画に関する論評はきわめて多 〈、紙面の半分をしめてい

るといっても過言ではない。これには海外先進諸国の都市計画の紹介と、

日本の都市計画にかかわるものの二つがある。

海外事例の紹介をおこなっているものからみてみよう。当時イギリスは

19世紀の後半からおこった図図都市運動とその精神を受けつぐ住居および

都市計画法( 1909) の制定を経験したばかりであった。一方、アメリカで

も1893年のシカコー博覧会や1909年の都市計画全国会議の開催をへて都市計

画運動のさかんな時期にあたっている。そのため、この二つの国の経験と

理念の紹介がめだって多い。もちろんオスマンのパリ計画、フランクフル

トのアディケス法などにも随所でふれられていることは当然である。伊東

n雄は 、 「英国に於ける住居及都市計画法令J (大 7 ・3、4、5) と「英国

の都市計画法J( 大 8 ・1、2) で、 1909年法の内容を紹介した。法制化の意

図を国会議事録等でしめし、条文でその解説をほどこしている。また池田

宏「都市計函に関する法制J ( 大 8 ・8、9、10) では、日本で制定された

ばかりの都市計画法の基本理念を、イギリス ・アメリカ・フランス・ドイ

ツの都市計画文献を駆使して説明しており、同法が海外の都市計画をどの

ように吸収しているかを示しているものといえよう。

田園都市については、このことばがいろいろな意味で解釈されたようで

あるが、つぎの関一「田園都市J (大11 ・11) のなかのことばが正論であっ

たろう。 11乃で、狭い意味に於ける団関都市と云ふものは、容易に実現も

出来得ないも のであり、又今日の都市の弊害を救ふと云ふことには、余り

に気の長い運動である、とも観られる。併し乍ら、是から起って来た所の

『ガーデン、ヴィレージHガーデン、サパープj の二つを大に研究して、

従来の都市を如何にするか、少くとも郊外を宏、う云ふ風にやって行くか、

文工場のデセントラリゼーション、或は住宅のテeセントラリゼーションを

如何にするか、と 云ふことに就いて、非常に重要なる考を起きしめた運動

であると考へられる J 。

そのほか翻訳ものとしては、ネルソン ・リュイス「都市計画J ( 大 7 ・

1 、2、3) 、Z Y 生訳 ・ウオールター・ディ・ムウディ「亙米利加の都市

計画J ( 大11 ・1 - 7) など、アメリカのものを中心に掲載された。

『建築と社会j は、日本の都市計画法制定に関与した片岡安を創刊者と

しているため、法制定前後の1 ' l : 重な論文をかず多〈集録している。その

者たちの顔ぶれをみるに、片岡安はもとよリ、当時内務省都市計画課長を
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つとめた池田宏、大阪都市協会を設立し大阪市長もっとめた関一、東京市

政に貢献した C ・A ・ビアードと、日本の都市計画に重要な役割l を演じた

人たちが登場する 。本誌は法制定の 2 年前から『関西建築協会雑誌j とし

て創刊されており、法制化を{ 足す論評を記録している点において貴重な存

在である 。毎号のようにキャンペーンがはられ、たとえば大正 7 ( 1918)  

年の 2 月号巻頭の「都市改良之機運熟成」では、 「都市改良計函は近代文

明の資したる一大潮流にして、之を人類の生存より見れば、偉大なる福音

として歓迎すぺ〈 、之を国家の発展より計るに、又必然的積極函策たるを

失はざるべし J と気を吐いている 。

片岡安は、大正 7 年 5 、 6 月号「我国都市改良計画の将来」でつぎのよ

うに述べている。 i 我国都市の今後の採るべき改良計画は 一、築港を完

備せしめて水運の利便を計り、鉄道駅を拡築して陸運の欠点を除き、 E つ

倉庫地帯と運輸機関の逮絡を円滑にすること 一、市内交通機関の積極的

企画をなすこと 一、街路系統の永遠計画を立て、可及的迅速に其実行を

なすこと 一、都市建築の統一と其経済的価値を発揮するニと 一、衛生

設備を徹底せしめて都市住民の建康向上を保証すること 等の諸項目にし

て其何れのーを欠ぐも完備せる組織的の文明都市として発展することは出

来ないのである J 。そして、わが国最初の都市計画法が大正 8 ( 1919) 年

成立する 。

法制定後には、行政担当者たちのいくつかの論評が掲げられるようにな

る 。 たとえば大屋 霊 城「愛なき都市計画」では、「その Ｈ 都市 計画的一Ｍｾ 医者 Ｉ

内容を深〈研究すると往々にして残忍な無慈非な寧ろ破壊的な矛盾した場

面を見出すことが難くないJ と述べ 、行政当事者の不心得と市民の無理解

を訴えている 。 また、本誌上でなされた伊東俊雄と田中清志の有名な「地

域制論争」も「都市計画法自身がもっ矛盾の放J (前掲三鎗論文) とされてい

る。( 以上、大正14年各号)

このころの関西における実際のうごきとしては、土地区園整理事業があ

げられる 。これは都市計画法制定により可能とな ったもので、大正13(1924)

年 1 月に阪南土地区函整理組合が認可されたのをかわきりじ、昭和初期に

かけて大阪市内各地で実施された ( 詳し くは玉置笠次郎「大阪の区画統制

の過去と現在J ( 昭 6 ・8 ))。 また、阪急、阪神等の電鉄会社は大阪市郊外

の住宅地を開発分譲した。そのために箕面桜ケ丘で「住宅改造大博覧会J

が開催されたりした( 大正11年 11月号参照) 。 さらに、このころの本誌には、

港湾 ・道路 ・不水道・公園等の計画に関する論評や具体的な調査報告がか

なり多〈掲載されていたことをつけ加えておく 。

「甲子園花発都市J 一一大正15年 12月号 27ペ ー ジ

大屋霊域 「二つの花苑都市建設に就い

て(上)J ょ に 図 面 上織は阪神電車線、

それより北は住宅地にな っており、南

端は海水浴場

2  . 昭和戦前・戦中期

大正末期のはなぱなしい都市計画論議をへたあと、終戦までの約20年間

をみてみよう 。この期間はイギリスに必ける都市農村計画法の成立や、ア

メリカの T V Aにみられるように、海外では都市計画 ・地域計画分野に一

大転換をもたらした時期にあたっている 。 ここでは、日本でのうごきにつ

いて四つの特徴的な局面についてまとめてみることにする。

まず最初は、災災対策・台風対策についてである 。

大正12(1923)年の 9 月 1 日に関東一円を襲った大地震は、都市計画に大

きな刺激をあたえることになる 。その年の10月号で片岡安は「関東大震災

の被害に就いてJ という一文を掲載し、 「然るに何事ぞ世人の多くは未だ

其法の精神を十分に理解せず、我大都市の暴されっ、ある危険を数ふ唯一

の途たる此等法律 ( 郎ili3十画法 と市街地建築物法一 - I'j¥者 ) の運用に余り多くを

期待せざりしは遺憾此上もなきことである 。今回の大災害は正さに其無理

解に対する一大鉄槌であると見るべきではないかJ と述べた。これを契機

に震災対策の論説は『建築と社会』の紙面を大き くさくようになリ、大正

末から昭和初年にかけて数 10ねにもおよんでいる 。

防災についていまひとつ忘れることができないのは、大阪地方に甚大な

被害をもたらした昭和 9 (1934) 年の室戸台風であり、ここでも都市計画上

の課題が指摘された。同年11月号の「関西風水害」特集のなかで片岡安「都

市計画の再検討J は、「最近の都市計画の大詰掛から見て、殊に大阪市に於て

は、大正区や港区を重要なる工業地帯と定めて居るけれども、その水位と

云ふやうなことは一向計画に現れてゐない」とし、「これは都市計画法全体

に亘 る一大欠陥J と述べた。

昭和にはい ってからのもうひとつの特徴は美観あるいは風致の問題をと

りあげている点である。本誌、は昭和 4 ( 1929) 年 6 月「都市美観J 、昭和 5

( 1930) 年 4 月「建築と風致」、昭和 15( 1940)年 5 月 「都市美J と三度の

特集をくんでいる 。これは日本においても都市の工場のWf1J fI、者I1市の周辺

部への市街地の拡大が若し くなり、環境の悪化がめだ ってきた反映である 。

片岡安は、「建築と風致J ( Ui':l 5 ・4 ) のなかで、つぎのように記述してい

る。 i近代に於ける都市の発展は更に進んで其都市に存在する天然の地理

的優勝の状況を破捜せざれば己まぬやうな傾向を生じて来たので建築の集

団に調和を保たしめると同時に、天然の地理的環境を最も完全に利用し、

その配景に一段の美観を呈せしめんとする一面の努力は即ち都市の風致保

存である」。 また、本日本建築協会は第一部法制委貝会の成案にもとづき、

当時の府知事に「美観地区並風致地区指定ノ件J について建設を提出して

いる 。 これは市街地建築物法第15条の美観地区規定と都市計画法第10条の

風致地区規定を空文におわらしめないという意図のもとになされたもので

ある( 昭 5 年 4 月号に掲載入

昭和11( 1936) 年 8 月、 「地方計画」についての数舗の論説が本誌に登場

する。イギリスやアメリカでいわれた‘ regi onal pl ann i ng' の訳語として

「地方計画」ということば自体は以前から使われていたが、現実の日本への

適用をめざして言われるようになったのはこのころからである。

この特集のなかで特徴的なものを引用してみよう。片岡安「都市計画と

地方計画J では、 「地方計画とは、即ち、住宅及工場等の地方分散及再集

中を計り、其の聞に適当なる農耕緑地並に交通機関を配置し、以て大都市

の不健全なる過大化を抑制し、未開発地と既開発地とを聞はず、一体とし

て最も能率的にして健康的な有機的関係を得んとすることを目途とするも

のであって、戦近世界各国に於て競って之が研究及実施に遁進してゐるの

現状である」と定義した。中海誠一郎「都市計商より地方計函へJ では、

「都市計画を以って都市の施設計画足れりとして居たことに大なる認識の

不足があった為にその観点を都市外の農村を含めたる地方計画に移し、都

市の人口を分散せしむる根本方策を樹てその角度よりする諸般の計画に基

いて都市計画を為すの吉田である 。其結果之れ迄問題としてゐなかった複雑

なる条件が地方計画として加はりたる為に計画が抜本塞源的たると同時に

愈々都市計画の重要性を加へるに至るものと見るべきである j と主張した。

この特集のほかの論文、吉村辰夫「都市計画一地方計画一国土計画」、
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紹介されたイギリスのボーンヴィル 一一昭和11年 8 月号33ページ

亀井幸次郎「地方計画の忠恕的背景」より 。イギリスの田園都市 ・田園郊外の図面

はさかんに紹介された。大正12年 3 月号の口絵には同地の写真がのせられている。

中村綱「地方計画 『夜明け前J J、亀井幸次郎「地方計画の思想的背景J で

は、イギリス田園都市論とのかかわり等を述べている。しかし、その後戦

時中にかけて、満州における計函や都市防空の問題として地方計画論がと

りあげられるが、現実の法制度としては日の目をみないまま終わるのであ

る。

戦時色が強まるにつれ、都市防空の問題は大きな関心事となり、昭和 9

(1934) 年 7 月に「防空J 特集がくまれ懸賞論文が発表されたのをはじめ、

「都市防火J (昭17・6 ) 等多くと りあげられるようになる 。都市の建築物

を堅牢不燃にし計画的に建設せよということが、さかんにさけばれた。

昭和12、 3 年ころから都市計画関連の論説は数すくなくなり、戦争末期

には『建築と社会j の発行も中断される。昭和17(1942) 年11月号の片岡安

「廿五周年と都市計画J は発刊以来の都市計画を概観しており、 1 ページの

文章ではあるが印象的である。 25年前の協会創立当時をふりかえり、 「当

時の因循姑息な平和の空気に新鮮味を加へたこと移しいものがあった」と

いい、 「憾みらくはその後我々同志の活動は漸次下火となり、折角成立実

施されたる 2 大法典の運営捗々しからず、その精神は ii の抜殻の体となり

全国一斉に機械的に消極的に進行しつ、あるの嫌ひなきにあらず、嘆しき

ことである」とむすんでいる。

3  . 戦災復興期

戦後の都市計画は特別都市計画法にもとづく戦災復興都市計画にはじま

り、指定をうけた 115 都市で土地区画盤理事業等が実施された。

戦災によって大阪市は、住宅の約 6 l1/1J を失い、戦前のピーク時には約325

万人をかぞえた人口も約 110万人にまで減少してしまった。昭和21( 1946)  

年 5 月の幹線道路計画にはじまり、用途地域、都市計画公園の指定、そし

て大阪港の修復計画、西部一帯の盛土事業等があいついて砂始まった。 r建

築と社会j では、昭和24(1949) 年 1 月に「復興大阪J の特集があり、これ

らの計画が紹介された。また、この時期には、神戸・京都・岡山などの都
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「大阪特別郡市計画地域図」 一一昭和29年 9 月号23ページ第 5 図

昭和26( 1951)年12月より施行された計画図面。白は住居、黒は商業、斜線は準工、

格子は工業の各地域をあらわす。

市の戦後の計画が報告されている。

一方では、終戦後の住宅不足のなかで、西 山州三らの住宅問題について

の論評などが、いくつか掲載されている。

1950年代は、都市計画関連の特集・論評が比較的すくなく、 「都市不燃

化J (昭27・8 ) と「都市とコア J( 昭29 ・9 ) がある程度である。

昭和34(1959) 年 5 月号の「都市計画( 大阪の場合 )J 特集は、すでに「戦

後が終わった J ことを現しており、千里ニュータウンの基本構想が報告さ

れるなど、高度成長の胎動が感じられる。この問、昭和25(1950) には国土

総合開発法、昭和31(1956) 年には首都圏整備法が制定され、また昭和28-

30( 1953- 1955) 年には全国で市町村合併が促進され、 1950年代の後半には

高度成長期の準備が整えられることになる。そして、昭和34(1959) 年には、

戦災復興事業は当初の計画面積の半分以上を残したまま、終結することに

なる。

4 .  1960年代

1960年代の特徴の第ーは、公害問題をとりあっか う特集が三度なされて

いることである。昭和37(1962) 年10月「公害問題j 、昭和41(1966) 年12月

「公害と都市 ・建築J 、昭和44(1969) 年 8 月「解決をせまられる公害問題」

である。

大正期から工場の煤煙問題が都市計画に影響をあたえてきたが、戦災復

興を終え 1950年代の末から高度成長時代に突入した日本は、ふたたび公害

問題を都市計画上の課題として考えなければならない状況とな った b 川名

古エ門は「都市の発展に合わせて順次、制度も高度のものに積み上げられ、

その成果を挙げるようになるものである。公害対策も、この前提なしには

効果を求め得ないJ とし、 「用途ク' ループについての地区指定と公害基準

の設定との組み合せという方向に、用途地域制を発展させる J ことを「用

途地域制と公害問題J (昭41 ・12) で提言している。また 、同じ号の相座正

信「用途地域制と公筈問題」は「建築規制を完全に実施しても、よい街づ



大阪府の地帯梅懇図(1962年) 一一昭和37年 11月号14ペ ー ジ

大阪地方針函専門調査委貝会( 第一次報告) の地帯} j IJ の竪備および開発構想の図。

くりは不可能であることを考え、総合的な土地利用計画の法定化と公害対

策の基本方針の確立が早急に設立されることを望む J と論じた。昭和 44

( 1969) 年の特集は、 「公害についての科学的認識を深める一助j とする

意図で編集され、プランナーの責任等について触れられている。

第二の特徴は、宅地開発の問題がとりあげられていることである。昭和

35( 1960) 年 4 月「阪神都市圏の住宅問題j 、昭和37( 1962) 年11月「宅地開

発」、昭和39( 1964) 年 8 月「宅地開発」なと・の特集がそれにあたる。

1960年代初頭の座談会「阪神都市圏の住宅をめぐる諸問題J では、大阪

府下での住宅不足が18万戸、兵庫県下では 12万戸であること、千里丘陵の

住宅計画、公団・公庫・民間の住宅建設の問題点、工場と住宅の配置の問

題などが語られ、当時の議論がよく表れている。これを出発点として、 1960

年代には住宅問題 ・宅地開発をめぐるさまざまな議論が展開されるが、ひ

とつは千里ニュータウンのような日本での新しい経験にたいする技術的課

題をめぐる議論であり、もうひとつは急速な宅地開発による低質な住宅地

の開発、いわゆるスプロール問題をめぐる議論であった。これらについて

は、上記の特集のなかで多くの識者によって論じられているところである 。

それと同時に、 『建築と社会j には宅地開発や市街地再開発の大小さまざ

まな事例が紹介され武重な資料を形成している 。

昭和37( 1962) 年に全国総合開発計画が発表され、昭和39( 1964) 年に近畿

圏繁備法が制定されたように、国土 ・近畿レヴェルの開発問題の関心も高

まった。 i 阪神高速道路と近畿の開発J (昭37 ・8 ) は、都市閉高速道路と

都市内交通システム、そして兵庫の大規模プロジェタトの事例をとりあげ

・た。一方でーは、高度成長を象徴する昭和39( 1964) 年の東京オリンピ ック、

昭和45(1970) 年の大阪万国博覧会が開催され、建築関係者の注目をあぴた。

東京オリンピ ック については昭和39年の 9 月号て特集され、万国博につい

ては用地買収の段階である昭和41( 1966) 年 8 月に特集がくまれた。それぞ

れ、会場計画の技術的課題や会場の焔設を中心とする東京・大阪の都市計

画プロジェクトについて触れられている 。 これらも 1960年代のひとつの特

徴といえよう。

また、昭和43(1968) 年には都市生活を年間テー? として設定して特集を

くんだことも注目される。

昭和43( 1968) 年 10月、日本建築協会ほか 8 団体共催の第 9 回関西都市住

宅会議が新都市計画法をめぐる諸問題をテーマ lこ開催され、12月号にその

記録を掲載している。建設省側からの鶴井哲夫講演「新都市計画法につい

てj は、法改定の直接の動機となった宅地審議会第六次答申の説明と新法

の基本理念と内容上の特徴、佐々波秀彦講演「新らしい都市計画法の問題

点J では、市街化区域 ・市街化調整区域の設定や広域都市計画との関係等

の問題点が説明されている。

このように 1960年代は終盤にはいり、この閉め公害問題やスプ ロール問

題を反映するかたちで都市計画法が全面改定され、昭和44(1969) 年にはあ

いついで、新全国総合開発計画の発表、農業振興地域法の制定、都市再開

発法の制定がなされ、新たな条件をつけ加えられるが、 1960年代の種々の

都市問題は依然として解決されないまま、つぎの 1970年代の都市計画 ・地

域計画の展開をまつことになる。

5 .  1970年 代

1970年代は「激動の時代J と予測されたとおり、 1973年のオイル ・ショ

ックをきかいに高度成長期は終駕をつげられる。都市計画においても 1960

年代にはみられなかったような動向が生まれ、 『建築と社会j の特集にも

その特徴がよく表れている。その特集をひろってみよう。

まず第一に指摘できる傾向は、住民参加のまちづくり論ともいうべき内

容のものである。既成市街地にたいして現実の制度を積極的に活用した整

備論が展開され、笠中市庄内の事例などがたびたびとりあげられている。

関連の特集をあげれば、 「ディベロッパーJ( 昭45 ・10) 、「都市住環境への

アプローチ J( 昭47 ・9) 、「ヨーロ ッパの まちづくリ J (昭48 ・12) 、「既成市

街地の住宅地繋備の方策J ( 昭49・4 ) 、「市街地箆備J ( 昭51・6 ) 、「ミニ乱開

発から計画的ミニ開発へJ ( 昭52 ・10) 、「転換期の再開発J ( 昭54・1 ) 、「庄内

まちづくり J ( 昭54・9 ) などである。

第二の傾向は、自然環境と歴史的環境の保全についてのものである。こ

れは言うまでもなく 1960年代の高度成長の反省の現れて均り、都市の森林

や農地あるいは歴史的に形成された町なみを活用した都市計画をめざすも

のである。これらには、「都市生活とみどり J( 昭46・4 ) 、「自然とレジャ空

間J(B?:i 46 ・12) 、「歴史的環境保全J( 昭49・1 ) 、「みどり J( 昭49・9 ) 、「都市

の景観と施設J( 昭50・6 ) があげられる。

第三に、ニュータウンをとりあつかったものがいくつかある。 r転換期

のニュータウン J( 昭46・8 ) 、「泉北ニュータウンのコミュニティ焔設J (昭

48・2 ) 、「北摂ニュータウン J( 昭49・5 ) 、「ニュータウンの管理一一千里の

フォローJ( 昭52・3 ) では、 1960年代に建設されたものの見直しと、新しく

建設されるものの具体的な計画内容が報告されている。

そのほかの特集には、「高層建築問題J( 昭45・6 ) 、「山陽 ・山陰からの報

告J( 昭45 ・12) 、「都市と港湾J( 昭46・7 ) 、「冬季オリンピックと札帆J (昭

47・1 ) 、「都市交通問題J( 昭47・2 ) 、「水利用 J (昭47・5 ) 、「都市防災J( 昭

47・10) 、「用途地域制と環境J( 昭48・8 ) 、「大阪南港ポートタウン J( 昭54・

2  ) 、「農村施設の変貌J (昭54・7 ) などがあり、都市計画が、多様な課題

に対して、より総合性を要請されてきていることがうかがわれる。

。

以上、創刊以来の約 1000 篇にものぼる都市計画関連の論評を概観して

みた。そのなかでは都市の種々の矛盾、その対策としてうちだされた対策

や事業、そしてなによりもそれらに先行した都市計画理念が、 『建築と社

会』というひとつの雑誌のうえによくあらわれていることがわかった。わ

れわれがいま眼にする笑際の都市がそうした歴史のつかみかさねのうえに

なりたっている以上、とりわけこの分野においては「歴史に学ぶこと」の

重要性があらためておもいしらされる。 1980年代の幕あけにさいし、その

よい機会であると考えられる 。

( 京都大学工学部建築学科大学院生)
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戦前の都市と都市計画をどうみるか

一ーニの特集の企画にあたりまし τ、私どもは当初、戦前の錦市計画

がかなり高〈評価できるのではないかと 考えていたのですが、中海、玉

置E両先生に伺いますと 、どうもはっきりとはおっしゃらなかったわけな

んです。そのあたりから障をはじめていただきたいのですが ・。

富安 ぼくは学者じゃありませんけれど、歴史的に調べても、だ

んだん都市が繋ってきてるんでね、戦前のほうがよかったところも

あるかもしれないけれども、総合的に戦前がよかったということは

必ずしも言えないと思いますね。

柄座 ぼくもそう思います。戦前の都市計画は，それに携わった

人の数からしても、なんか自然発生的な、あるいは江戸時代以前の

まちづくりそのままにきているだけで・… ・・ 。たとえば、京都の碁盤

自のまちは 、その時代に、そういう条件が実に簡単に得られて、た

だつくったというだけにすぎないまちなんですが、そういう条件の

i 1 i i いを抜きにしてかつての京都の都市計画を評価することができな

いのと同様に、戦前の都市計画を評価することはなかなかむずかし

いだろうと思いますね。

戦前の都市 l立、発生条件の違いだけでなく、平たく言えば、お上の

規制というか、それができ得る条件を非常に強〈持ってた、法律上

の権力と指導力の両面でそれを持っていたわけです。ですから、玉

置先生のお話に出てくる船場・島之内の後退建築線についても、そ

れを今の時代にやろうと思えば大変なことだと思いますね。 そうい

う違いは笑に大きいものだと思うんです。

近 藤 戦前との比較だけでなく、過去 10数年とか数十年前の状態

との比較でも、都市の中身の状態、つまり都市活動の内容が非常に

違うわけですよ 。たとえば夜間人ロや昼間就業人口は戦前の一時期

に比べても大きく変わっていますし、あるいは自動車の登録台数や

交通量も大変な違いです。そういう諸元が似たような数値を示して

いるなら、つまり都市の中身が同じなら、戦前と戦後のまちづくり

を比べて、いいとか悪いとかの評価もできるんですが、そうでない

わけですから評価はむずかしいと思うんですよ 。かつてのまちの状

態の方が住みやすかったかどうか、というような比較はできますが

ね。

富安 そうでしょうね。明治の終わりから大正の初め頃の大阪の

人口密度なんてのは、グロスで 200人/ ha を超えているんですよ 。

今のほうがはるかにグロスの人口密度が低いわけで、しかも昔はほ

とんど木造の平屋か 2 階建てで、大阪全体が大変な過密住宅地だ っ

たわけですね。

だから、明治から大正にかけて日本の都市を真剣に考えていた人た

ちは、まず道路を広げ、公園をつくるということが日本の都市にと

っても緊急な課題だ、と考えたんだと思うんです。そのコンセンサ

スがあ ったから当時の都市計画が進んだんだと思うんですよ 。逆に

いえば、当時のインフラ・ストラクチャーは非常にプアーだったわ

けで、そういう状態を今と比べれば、今の都市の方が劣っていると

いうことはないと思うんです。

納庫 ただ、批判j をするだけでなく、ほめるべき点も評価して、

これは明治以前の話になるんでしょうけれども、大阪のまちという

のはたくさんの川というか、運河があって、これが当時の重要な交

通手段になっていて、大阪商人の物資の流通というものを可能にし

ていたわけですね。これが商業都市の都市計画だとすれば、こんな

立派なまちづくりはなか ったと思います。

ただ、戦後それが桜められ、新しい交通時代に対処するということ

で、たとえば横堀 )11 が高速道路にな った。 それも、ぼ くは一つの成

り行きとしては、 評価すべきだと思いますね。 まあ、これは手前み

そになるんですが、昭和34、 5 年ごろに大阪の商工会議所で中海先

生を中心にして、あそこを高速道路にして、そしてそこに物資の集

約のための通過交通制をつくり、そこから櫛の歯のような形で申告場

の卸売地帯に伎を出すというような道路計画を提案し 、その線引を

つくったことがあるんです。今でも脱型が商工会議所にあると，思う

んですが、まあ、昔のまちに対する評価として、そういうことがあ

ったという ことを申し上げておきますがね。

( 区 画 整 理 一 切 有 効 性 と 限 界

一一先ほど後退建築線の額が出ましたが、玉置先生のお簡の中では区

画! I 理の伝も出ておりまして 、しかもむずかしいかどうかではな〈てむ

しろやる 気の問題だ、というような意味のことを曾われているんですが

相座 さっきの私の話に結びっ くかと思うんですけれど、たとえ

ば建築規則が日本ではじめて施行されたのはたしか明治25年だ った

と思いますが、防火建築の規則というのが大阪でできているんです。

都市計画法と建築基準法の前身の市街地建築物法が大正 8 年につく

られる以前にそれがもう大阪でできているんです。 その規制はどう

いうものかというと、要するに| 坊火のために壁の塗り込みを言って

いるんですね。

それと同じようなことが区画整理についても言えるんですね。今 こ

れほど地価が上が っていく状況の中で区画整函をやるということは、

その思想が原則として受け入れることはできても、実際に住民にと

って メリ ッ トが非常に減 っているわけです 。区画務理するよりも何

もしないほうがむしろよい、何もしなくても地価が上がるわけです

から 。今 日の状況は、区画整理をすれば地価が上がるんだという昔

の考え方が通用しなくなってきていると思 います。

富安 私もま ったく同感ですね。友人がユーゴのベオグラードに

いるんですが、固から 1 ヵ月以内に立ち退けという諜eが 1 枚きま

して、 1 ヵ月たつとブルド ーザーが出てきて、レ ンガ造の数階建て

のところを完全に更地にしてしまうわけです。そして、そこに新し

いまちをつく ってるんですけど、そういうようなことは社会的な状

況を抜きにして考えられないし、少なくとも日本ではそういうこと

ができませんからね。

区画整理というのは、土地の所有権を認めて、それを変えないとい

うことを原則にして都市をつくっていくわけですね。しかし今の日

本の都市というのは、そもそも土地所有とか土地利用を似本的に変

えなければいけないところがたくさんありましてね。 そういうもの

も全部区画整理でできるかといっと、できないわけです。ただし、

部分的に区画整理をしたほうがいいというところは今でもあると思

いますね。

しかし、たとえば伝統的に区画務理が暖んな名古屋の中心部のよう

に、できたまちがまちとしていいかというと、やたらに広い道路が

通っているだけですね。 もしも、広い道路があればいいというだけ

なら、アメリカのまちは世界で一番いいと思うんですよ 。 しかしだ

れも、アメリカの都市がよくて道が狭いヨーロ ッパの まちのほうが

よくないということを 言 う人は少ないと思うんです。

だから、インフラ ・ストラクチャーを聖堂備するということは、ある

ところまでは非常に必要ですけど、それが今日の都市にとってすべ
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てかというと、そうではないという面もあるわけで、そういう意味

から言 っても区函整理がいまだに万能であるとは 言 えないと思うん

ですよ 。

近 藤 名古屋もアメリカの都心部も、自動車で動くには非常に便

利なんですが、歩いて用を足そうというときには大通りの横断ば っ

かりありましてね。時には歩道橋を渡ったりもしなければいかんも

のですから、そういう点では不便ですね、歩行者という立場で考え

た住みやすい、用の足しやすい、親しみやすいまちというのとは違

いますね。

納庫 今おっしゃ った歩行者天国の話を区画整理と結びつけて言

いますと、自動車交通を抑えなければいけないという今の時期に、

そのための道路をとることによって減歩率が高くなっていくことに

対する批判があるわけだから、ちょ っとでも歩行者優先の道路をつ

くることによ って全体の減歩を減らしたらどうか、幹線交通になる

ところだけ道路に取って、あとはあまり道路をつくらない方法もあ

るんじゃないか、ということを言ったことがあるんです。 ところが

それは考え方としては受け入れられるんだけれども役所の基準に合

わんわけですね。

近 藤 細街路をあまり取る必要はないと私も思うんですけれども、

しかし権利者にそれぞれ換地をして、各函1也が按道するためには、

スーノ マーブロ ックでポンと換地しましたよ、というわけにいきませ

んから 。その辺がむずかしい ・

玉置先生の方から、区画整理しにくいというのは要するにやる気の

問題だというお話があったそうですけれども、 ｾＧｉ 座さんのお話の中

にあったように、区学箆理しようとしている予定地の区域内の土地

が回固とか畑とか、あまり家の建つてない土地が大部分で、市街化

の直前に区画整理をやるとなると、つまりその後、道路がついてず

っと家が建ち並んでいく、あるいは商庖とか工場とか倉庫とか、建

築物用の敷地が道路がつくことによ って盤備されていくというよう

な状態にあるときは、地主さん方もやる気を起こすと思うのです。

ところが期待価格で、上がりきるところまで上が ってしまったとい

うような状態のところが多いわけですからね、地主さんたちの聞に

やる気がまず起こらない 。土地を減らされるだけで、その減 った分

を補って余りあるほど地価の上昇は望めない 。行政側にやる気がな

いというお叱りは甘受せねばいかんかもしれませんけれど、地主さ

ん方にやる気が起こらないというこの問題はどうしようもないと思

いますね。 ですから、どうしようもないと言っておらずに、ほかに

やるべき方法、戦略なり戦術を考えなさい、ということになるだろ

うと思うんですがね。

一一玉置先生のおっしゃていたことをもう少し 雪いますと、先生は先

取りをやってきたというニとをおっしゃるわけです。つまり 、建築工事

が活発に起ニりつつある地場というのはつかめた、つかめたからすぐ手

を打つべきだということで、自分の所管でない楳と 連携して区画聾理を

進める二とにつないでいった、と雷うんですね。

相座 先取りという意味ではぼくはやっぱりシャ ッポを脱ぎます

が、やはりその当時の行政の機構が今日ほど複雑で‘な〈、威令が行

われたということもありますね。

富安 そういうことが、今でも小さなまちではやれてるところが

あるんですよ 。規模が小さいのでまちの状況も読めるし、行政内部

の動きもおE いに通じやすいんですね。

そういい点では、大きいところはだめだと思うんですよ( 笑い) 。 大

きいところでも、ほんとうは地区というような小さい単位で考えな

きゃいけないんですね。人間の知党できる限界というのがあります

からね。だから、アメリカで小さなまちにみんなが移動していると

いうのは、ぼくはまさにそれだと思う 。小さいところで得られる質
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というものは、大きいところが少々がんば ったって得られないんで

すよ 。

一一ー その騒は中海先生がお っしゃっていた地方自治のあり方の問題に

つながってい きますね。本来地方の自発的な選択をするのが都市計画で

あって、府III賓というようなもので中央がコントロールするというものじ

ゃない、というようなことを手ド常に強くお っしゃっているわけてe すカ〆…。

刑座 昭和30年代まではまだ大阪あたりでもそういうことが可能

だったと思いますよ 。ー職員に至るまで、自分が自治体の長だとい

う感覚で仕事ができましたね。 たとえば、ぼくは、 10数年前のこと

になりますが、不燃化運動というのをやりましてね、固から補助金

が出るからということで、 一軒一軒歩いて頭を下げて、 「補助金を

もらってもらえませんかJ という仕事をしたことがあるんです。「役

人がそんなことをしてどうするか」 って先輩に叱られたんだけれど

も、これからの行政の姿勢の一つのあり方について、いろいろ議論

をして、ずいぶん苦労して少しずつや ってきた 。基準法が戦後昭和

26年にできて防火規定をつくったが、国民がまだそこまで経済的に

余裕がないから守れない 。だから、それを守らせるために補助金を

出す。 こんなことをするのは非常にナンセンスだけれど、しかしそ

の当時はそれでもやろうと思えばできた 。 しかし、今はぼくはそれ

すら困難だと思うんです。

近 藤 耐火建築促進法というやつですね。 あれは、補助金と抱き

合わせて自己資金をかなりつぎ込んで建築をせないかんという義務

が発生するわけですね。だから、や っぱり頭を下げなしょうがなか

ったんじゃないかと思うんですけれど… … ( 笑い )。

刑座 たしかにそういう面はありますね。ただ、話は発展しすぎ

るのかもしれませんが、まちづくりの大きな筋は、行政というか、

都市計画側で立てるべきなんだろうけれど、細部の問題というのは、

やはりそこに住んでる人の意見というものを一定の枠の中で取り上

げて流動性を持たせて仕事をする、ということがあたりまえのよう

になってきてますからね。 こっちでこう決めたんだから、という仕

事のすすめ方はできないし、ぼくはそうあってはならないというふ

うに考えておりますけれどね。

住民参加の方向をさぐる

一一都市計画の仕事がだんだん前へ進みに〈くな っているという状況

の中で、70年代の中頃から 、住民参加のまちづくりという考え方が打ち

だされて、たとえば大阪では庄内でそれが実授されて事業が一部実施さ

れていますね。それを 80:年代の方向をさぐる糸口と見ていいのかどうか、

という点についてお叩きしたいんですが。ただ、玉置先生がお っしゃる

には 、庄内というのはそれなりに満足して住んでる人が多いし 、まちを

つくっていく上で失敗したまちではあるけれども 、同じ金を使うなら 、

予防的な都市計画を進める方へ金を回したほうがいいし 、むしろ、庄内

は一つの悪い見本として置いといた方がいいんじゃないだろうか、とい

うようなお蹟もあったんです。

制度 庄内の人たちが今日常の生活を満喫しているかどうかとい

うのは、ぼくは疑問に思います。 その証拠に、 10万人のまちが 7 万

人に減 ってきましたからね。余裕ができれば同じ阪急沿線にどんど

ん逃避している、ということからすれば、やはり相当欠陥がある 。

市に対する税金の納入の割合が他の地区に比べて非常に低い。市の

ほうは、市全域から上が ってきた税金から非常に多額の金を庄内に

入れてるということ自体、病は相当進行していると見るべきだろう

と思う 。だからこそ、や っぱりテコ入れは必要だな、と思いますけ

どね。



近藤 人々が今満足して住んでいたとしても、所得階層によって

居住条件に対するニーズに段階があるわけですから、所得がある段

階にとどまっている聞は一応満足しているけれど、もう少し所得が

上がるとか何かチャンスをつかめばやっぱり出ていくことになるん

ですね。

一一ー住民参加のまちづくりという点についてはどうて'すか。

近藤 住民参加というのが出てくる前の状況は、東京でオリンピ

ックがあったり、大阪で1970年に万博があったりした高度経済成長

期でして、公共投資も非常に多くなされたわけですね。建築基準法

も1963年に改正されて答税制度になり、高層ビルや都市高速道路が

どんどんできる、という状況でしたし、行政に対する住民の注文も、

「道路の整備が遅れてるじゃないか、もっとつくれ、早くつくれJ

という要望が多かったと思うんです。

それが万博を過ぎると騒音や大気汚染が問題になって「道路はもう

たくさんだJ というようになったわけですね。それで最初は「住民

との対話J というようなことが言われていたんですが、話し合いし

てるだけではすませられなくなって、道路っくりだとか住宅建設と

いったまちづくりの事業をやるときには計画段階から意見をとり入

れてくれ、ということになってきたわけですね。

たしかに、事業をする行政なり事業主体が実際住んでおられる方の

意見を聞くのは当然せなあかんことだと思いますが、しかし、住民

のニーズの中には、当然事業費を伴うニーズが含まれているわけで、

それをそのまま絵にかいてみたら、財源の調達方法が全然なかった

ということになってしまう場合が多い。今の行政のやる事業という

のは、国のいろんな補助体系にのせて、その採択基準で採択された

上で、国庫補助に市の単費を抱き合わせてやるというシステムにな

ってますので、補助体系に合わないような絵をかいてしまっても実

現できないわけなんです。住民参加というのは、当事者がそういう

問題との板ばさみになってしまう場合が非常に多いと思います。じ

ゃ、どうしたらいいか、というのがむずかしいですが… -。

富安 私は、住民参加ということが悪かろうはずはないと思うん

ですよ。住民の意思を聞きながら計画をしていくというのは、これ

は、もうもとに戻れない方向だと思うんです。

たとえば、ロサンゼルスでゴールズ・プランを推進しているハミル

トンという人が 2 年ぐらい前に大阪へきたときに話を聞いたことが

あるんですが、そのとき、 「どうしてアメリカで住民参加が始まっ

たんだj という質問がありましてね。結局は、行政が都市計画をや

ろうと思っても住民が反対してできないんで弘、計画をやっていくた

めには住民の同意を得なければだめだ、ということから始まったの

が大部分の理由じゃないか、というふうに言われたわけです。私も

きっとそうだと思いますし、そういう必然性があって出てきたんだ

と思うんです。

もう少し言えば、住民が参加したほうが計画がよくなるから住民に

参加してもらうんだ、というようなプロセスだと思うんですよ 。住

んでる人の意見を反映させるというのは、言う通りになるという意

味じゃなくて、住民の意思ないしは住民の意向をそのまま尊重する

のがいいような部分と、住民にとって利益にならない部分とが明瞭

にあると思うんですよ 。住民にとってすべて利益だけで損害が一切

ないというかたちでは、都市の計画は進行しないと思うんです。だ

から住民参加というのは、それがオール7 イティだということでは

なくて、住民の意思を入れたことによってその計画がよくなるとい

つことがはっきりしていて、その上で、一体どういう形でどういう

部分に住民が参加すれば一番いいのかが問題になってくると思うん

です。

それが庄内の場合はちょ っときき過ぎているのじゃないかと思うん

です。 しかし、地方自治体なり都市計画の主体というのは、住民を

大事にするのと同じように大事にされなければならないし、それが

広域な調態をしたり、そこの住民にとっては必ずしも利益じゃない

けれども全体にとっては明瞭に利益になるんだということを判定し

なければならないし、また住民にそのことを理解してもらう必要が

あるわけですね。両方うまくそろ っていないと、いい計画にならな

いと思うんですよ 。今の段階は、すごく住民の言うことを聞いてみ

たり、いまだに以前のやり方で失敗するにきまっているようなこと

を強行したりしている時期でね。 まあ、だんだん上手になるんじゃ

ないでしょうか。

だけど、住民参加というのは住民も大変な犠牲を払うわけですよ、

時間がかかりますんでね。だから計画がよくな ったんだとい 7 こと

にならないとまずいんですが、時間ばかりかか って、結局はじめの

プランがで与きて、両方非常に疲れて、それで計画が遅れただけだ っ

た、というんでは逆にものすごいロスだと思うんです。そういう意

味で、今の住民参加というのは、非常ーに幼稚な段階で、手法として

定着するどころか、まさにこれからそういう動きの中から養分をく

み上げて住民参加とは何かというのを考えようとしてる、まだそう

い う段階にあるんじゃないかと思うんです。

相座 ぽくもロサ ンセeルスで再開発事業における住民参加の話を

聞いたことがありますが、公聴会が延々と重ねられて、その資料が

天井い っぱいまで績み重な って、数年かか ってまだ合意に達しない 。

それで、ある地区では、戦車 と機関銃で強引にや っちま ったけれど、

それから後はますます進まなくな ってしま った。結局、住民参加で

成功したのが10のうち 2 - 3 ぐらいで、だから住民参加というのは

考えものだ、という 話 を聞いたことがあるんです。それから、再開

発事業に民間資本を導入するといつことについてアメリカは抵抗が

ないんだということをうらやましく思ってたんだけれど、外|によ っ

ては公共施設でなくちゃだめだという今の日本と閉じような州があ

るんですよ、ルイジアナナト| なんかそうでね。そういうところでは何

をつくるかということまで住民参加で決めるから、あれはもう大変

だ、という話を聞かされたことがあります。

ですから、日本が一体どこまでその後を追 って住民参加の制度を発

展させるか、という見方をしてたんですが、たまたまぼくは庄内の

住民参加のまちづ くりの計画の最初に関係することになりましてね。

ですから、責任もあるわけだけれど、あのときぽくが住民との対話

で訴えたことは、住民参加というよりも、都市というものや都市計

画ということに住民が関心だけじ ゃなくて知識を持 ってもらうこと

でしてね。行政や財政に関して対等に近いところまで勉強した上で

話ができる場をつくる必要があるということです。それと、意見を

言う のはいいけれど、そ のかわり義務もありますよ、ということを

第 1 回の住民懇談会のときにくどく 言っ たんです。

近藤 住民参加でうまくや っていけるものはいいんですが、 富安

さんがお っしゃっ たように、広域的な公共施設で、頭から嫌われる

に決ま っている施設 もあるわけですよ 。 ごみ焼却場とか下水処理場

とか火葬場なんて のは，どこへ持 ってい ったって、 「なるほどそれ

は都市に必要な施設だから、しょうがおま へんな、どうぞわしの家

の隣へおっくりなさい」なんて 言いませんからね( 笑い ) ，非常にむ

ずかしいと思うんです。

。を- : ' : ?ク
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(  地区詳細計画実現の展望

一一先ほど富安さんの方から、アメリカの小都市化の動きに関連して、

日本の大観市でも地区レベルで小単位でまちのあり方を考えてい〈必要

がある、という指摘があったんですが、都市と建築をつなぐ計画といい

ますか、いわゆる地区詳細計画について建段省でもすでに検討している

ようですし 、このあたりも 80年代の大きなテーマになると思うんですが

近藤 これまでそういう中間的なものが抜けていたという感じが

非常に強いですね。従来の市街地整備の手法は区画盤理にしろ何に

しろ上物に触ってませんでしたからね。それに対して、地区詳細計

画というのは、高さや壁面線やデザインまで規定したり、植樹を義

務づけたりするやつで、パイロ ッ トプランじゃなくて行政上の拘束

力のあるのを考えていこうというものなんです。まあ、そういう方

向へ当然、いくべきだと思いますが。

相座 ただし、規制をすれば、その裏返しとなる助成、誘導とい

う点が重要になるわけですね。その一例が、きっき話に出した防火

規制で、それがあるかわりに耐火建築の助成という制度がある。

地区詳細計画ということに関連して言えば、大阪府の細街路の制度

についても似たようなことが言えるんです。その制度というのは、

細街路とそれにからむ下水道に補助するというものだったんですね、

もう 12年も前の話ですよ。細街路をつくるということは、今話に出

ている地区詳細計画のようなものが要るじゃないか 、まずその計画

を市がみずからつくるということがその補助金の前提になっていた

わけです。茨木市はそれを受けてああいう細街路網計画をつくって

くれたわけですね。ただ府の財政が乏しくなって、この制度は53年

度からなくなってしまったんですが。

ー一地区鮮細計画の内容を考えますと、住宅の問題がかなり大きなウ

エートを占めるニとになりますね。それと土地問題もまた地区詳細計画

を実際にすすめていく上で決定的なポイントになると思うんですが…

両方とも大変大きな問題ですが、中it 先生の方からは、そういう基本的

な問題について若い人たちが大旭な仮説をどんどん出すべきだ、という

ようなニとを言われているんです。

近藤 大胆な仮説ということで言わせてもらいますと、実は住宅

の問題で少し考えていることがあるんですよ 。

大阪市は経済の中枢地だとい 7 ことで、真ん中に大きな商業地域が

あるんですが、市全体でみますと、土地面積でも建物の延べ床面積

でも、半分は住宅なんです。商業地域についてはかなり整備されて

きていると思うんですが、これまでにやり残した問題と 言いますか、

住宅の問題がずいぶん後まわしにな っている 。ですから、 80年代の

大阪のまちづくりは、住宅をどつするかが大きな課題 fごと思ってい

るわけです。

それで、住宅地の地区詳細計面なんですが、ｾ，座さんがお っ しゃ っ

たように規制するなら助成もすべきだという点でひっかかってきま

すのは、これは大蔵省の伝統的な考え方のようですが、 「個人資産

には公共用資金は投入できないJ という問題があります。ですから

私は、今後の都市住宅は、個人資産といつよりは、利用は個人がす

るけれども、スト ックとしては公共資産だ、そういう仮説を立てる

べきだと思うんですよ 。

これまでの住宅は、とてもスト ックとは言えない、劣悪なフローに

すぎなかったと思うんです。しかし、これからの住宅は、そんな劣

悪なフローじゃなくて、良質な、子孫に残す遺産になるようなスト

ックを形成していかないかんわけですね。そういうスト ックを公共

資金を入れてつくっていこうという提案なんですが、その場合、重
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要になってくるのが売買、相続の問題です。千里ニュータウンの場

合も新住法の期限が切れたので売るのが自由にな ったとか言っ てま

すが、公共資金を投入した社会資本である以上個人による勝手な売

買、相続は禁止する必要があると思います。利用は個人だがスト ッ

クとしては公共資産だ、というのはそういう意味です。

それをやりませんと、住宅は個人資産だから公共資金は投入できな

いという考え方を打ち破れませんし、地区詳細計画をつく って絵に

あるような立派な住宅を建てょっと思 っても結局はできないわけで

すからね。 I住宅金融公庫から金を借りた って返すあてがありませ

ん」と言われたらどうしようもないですからね。ですから、公共資

金を投入して立派な住宅づくり、立派なまちづくりをして、あとは

勝手な売買，相続を 禁止する、そういう方法でどうでしょうか。

富安 いいですねえ。 そうなると借家と持家の差がうんと減ると

思うんです。持家といっても結局誌に所有権があるかだけの話にな

りますからね。

事実、全〈同じように考えている国もあるんですよ 。たとえばパナ

? なんかでh は、公営住宅は全部分譲なんですね。一般の民間分譲と

どこが違うかといいますと、民間分譲の場合は通常10年から 20年で

借金を返却するんですが、公営住宅の場合は75年で返却するんです

よ。ですから公営の分譲住宅を貿 ったとは誰も思 っていないんです。

そういう国もあるわけですよ 。アメリカでもいわゆるコンドミニア

ムという分譲が多いですが、日本と同じかたちで買 っても、永住し

ようなんて考えないで、持ち主が変わることを前提にして買 っている

んです。

日本の場合もそういう方向へ行く べ きだと思うし、今日の状況はも

はやそうせざるをえないところまで来ていると思いますね。 という

のは、先ほどからのお話を伺 っていて、 70年代に一つの大きな問題

として出てきた点ですが、上物のコントロールができないというこ

とが非常にはっきりしてきているからです。たとえば60年代後半か

ら70年代にかけて、関東で角栄建設なんてのが40- 50坪の土地分譲

をして、うまいことをや ってみんな篤いたんですが、そんなものは

もう足元にも及ばないようなものすごいミニ開発が関西で出てきた 。

それと、 7 ンシ ョンがずいぶん一般化してきて、鉄筋コ ンクリート

の建物がふえてきたんですけども、立体的な燃えないミニ開発だと

いうだけのことで、さっぱり都市にとって良好なスト ックになって

ない。本来鉄筋コンクリートというのは 、少なくとも 100年ぐらい

は物理的にはもたせられるものだと恩 7 んだけれど実際には 15年ぐ

らいするともうそろそろ危ない。アメリカのハーレムもできたとき

は高級なア パートだ ったんですが、それがメンテナ ンスと パイピン

グなどの関係で、いまやスラムにな っていますね。

だから、これからはそういう劣悪なフローをつくることをやめて、

先ほど言われたように、住宅というのは社会的な財産だという考え

方を導入することによ って上物をコ ン トロールし、利用者が変わる

ということを前堤にした、相当長い間多くの人々の住居として意味

を持つようなものをつく ってい〈必要があるんじゃないかと思いま

す。ただし、これだけ土地が高いと、上物をどういじ っても実現は

しませんが・・…・。

近藤 土地の問題についても、 『大胆な仮説』 ということで言い

ますと、問題のある考朽密集住宅地を国や公共団体が坪 100万円で

買ったとして、 70万円とか80万円で売 ったらどうでしょうか。 とい

いますのは、あるまとま った土地を持 っている地主でしたら、坪100

万円てe売っても 20- 30万円くらいは国へ所得税を払わなければなり

ませんから、国がその分を放出すれば 100万円の土地を 70万円か80

万円で売ることができるわけですね、まあ、事務質がかかるからそ



れより少しは高くなるかもしれませんが。要するに、所得税は所得

税で全部とろう、政府側の持ち出しが一切ないようにしようという

ような考え方をするんじゃなくて、高〈買 って少し安いめに土地を

放出するという考え方、そうして得られた都市住宅の用地というの

は公共資産なんだという理念でいったらいいと思うんですがね。

富安 名案ですな( 笑い )。 はじめの資金についてはどうですか。

相座 まちづくりに結びつけて税をどう還元するか、ガソリン税

のような道路整備という目的税のかたちをとるか、という税制の問

題ですね。

近 藤 はじめの資金もそうですが、その土地の所得税がそこへ還

元されるという、そういうチャンネルが今はできてないですね。だ

から、一般財源に全部ポンポンと入 っちゃって… … 。 そのチャンネ

ルをつくらないかんと，思いますね。

富安 たとえば、淀川 l リノ〈ーサイドのような特定の計画区域を取

りあげて、その中の土地売買の税金はそこで使えるというような、

そういう理由のつく地区が指定できればいいわけですね。 そうなる

と、用地取得がまったく違ってしまいますね。

制度 開発負担金にしても、金をその地区にどう使うかというこ

とで、市議会で使途を明確にした議決を取る、予算書の中にあげろ、

という指導をはじめましたね。今までは、何となしに取 ってどこへ

行ってしまったかわからん、といつことになっていたんですが… ・

その点を民間デイ，ベロ ッパーが宅地並み課税や譲渡所得税とともに

問題にしてきているんですが、今の近藤さんのお話は、税金は税金

としてガ ッポリいただいてその使途を明確にする、というようなこ

となので問題がかなりはっきりしてきますね。

都市計画と都市防災

桐座 今、国が考えている「地区詳細計画」制度の創設について

は、その必要性は認めるし、また、大阪府の「細街路助成制度」が

同様な趣旨 のも とに 、昭和43年度に発足したことから比べて、遅き

に失するとは思いますが、果たして名案としてまとめられるのか、

心配です。 ドイツの考え方をとり入れようとしているわけだけど、

ドイツと日本、背景が違いますしね。ああいう私権の制限ができる

んだったら別ですが、日本の建築基準法というのは裁量の余地のな

い法律ですし、 「こちらが計画立てたようにしなさいJ というよう

なことが法律として規定できるかどうか。法律でできないんだ った

ら、補助金を出して助成、誘導する以外に手はないので、規制、誘

導、助成のバランスがむずかしい。しかも、建物を根こそぎ取っ払

って何か新しくつくるといっ考え方ではなくて、住民参加の問題と

もからむけれど 、そ の地 域の人たちを残しながら 問題の地区をどう

したら自然にっくりかえていけるか、ということが大事になってき

ていますね。ぼくは、そういう計画を‘ 界隈計画。と言っているん

ですが、根幹となる都市計画を受ける下位都市計画として誕生して

ほしい。そういうものが都市と建築のつながりを考えた今後のまち

づくりとして必要なんじゃないかと思っているんです。

富安 ぽくも、地区詳細計画に示されている考え方は要ると，思う

んですが、この通りにつくれというのはできないと思います。 でき

る条件というのは非常に限られるんでね。だから実際には、地区の

ヴ、イジョンをつくっておいてそれを定期的に変えていくとか、何か

特定のプロジェクトが出てきた段階でそれを対応させる、というよ

うなことになっていくと思いますね。土地利用がどんどん変わるよ

うなところでその都度、計画変更をしていたんでは大変ですから、

むしろ決めない方がいい場合もあるかもしれませんね。 そういう限

界を乗り超える契機になるのが東海大地震じゃないかと秘かに思 っ

ているんですが( 矢い) 。東京で員災が起きて灰: 陸に帰したら、ロン

ドンの大火に匹敵する大変すばらしい法律が生まれるんじゃないか

と思っているんですよ 。

一ー では、地震の騒が出たとニろで、都市防災の問題へ話題を移しま

しょうか。

富安 いや、東京ではほんとにまじめに考えてますよ、少なくと

も 5 年ぐらいの聞には必ず災害が起こるんだということを 。あそこ

へ逃げるように指定されているんだけどうまく行けるんだろうかと

か、年寄りは誰が述れていけばいいとか、というようなことが日常

の話題にな っている んですね。 ところが、大阪の市民というのは、

いくら市が P R しても、火事にな ったときにどこへ逃げようか つて

真剣に考えている人はまだ少ないんじゃないかと思うんです。 まあ、

大阪は可能性が少ないんでしょうけれどね。

刑座 ぼくは、なぜ大阪は指定区域の中へ入れてもらわなか った

んだ、と 言 うたんですよ 。入れたらまたそれで動きがあるんだろう

けれど、逆に、危なくないといっ証明をされたことにな ってしま っ

たんだから、関心を持てと 言っ た ってどうにもなりませんよ、これ

は。

一一 玉置先生のお醤の中に、予測を立て 、しかもある程度の準備をし

ておいて、たとえばそういう災害が起ニったときに、人守の意織が集約

される機会をつかんですかさず手を打つ、というのが出てきたんですが

富安 ぼくは、大阪市で仕事を手伝 っているんですが、いろいろ

調べさせていただくと、実際に今大地良が超きたら、東京も大阪も

だめなんです。だめなら、防災対策はむしろ束京が灰燈に帰したあ

とのことを考えて、どういうふうにすれば再びそういう災害が起き

ないかを研究したらどうですか、と 言っ たんですが、そんなことを

言っ ちゃだめだ って言われましてね。や っぱりそういうのは 言っ ち

ゃいけないらしいですな( 笑い) 。 まず安全にすることを政府はやる

べきで、壊れちゃうから、壊れた後どうするかなんてのを正式の政

府機関がスタディするわけにいかないんだそうですよ。

一一土地法学会あたりでは、都市計画屋というのはそういう冷たいも

のの見方しかしない、という額も出ているようですね。

富安 それは冷たいのとはちょ っ と違うと思うんですがね。東京

都や大阪市の防災対策はどんどん進めるべきだと思うんですが、そ

れが: むき上がるのは 50 - 60年先ということがは っきりしてるもんで

すからね。すぐにでも大地良が起こることもあるでし ょうし、その

場合にどうするかという準備が要るんじゃないかと思うんですよ 。

近 藤 80年代には大地震は避けられない、という前提で防災対策

を立てているんですが、ハードウェアのほうの対策はすぐにはでき

ない 。だから、家は焼けたり壊れたりしても命は助かる、というソ

フトウェアの面でできる限り補わなければならないわけですね。 そ

ういう状況にあるわけですから、国や公共団体の立場としては大阪

や東京が灰燈に帰すという 言葉は使いにくいかもしれませんが、富

安さんなんかはフリーな立場ですから、どんどん啓蒙運動をしてい

ただいた方があり釘たいんですがね。

相座 私の場合は、公的な立場で住宅を供給する責務があるんだ

けれど、ツー・パイ ・フォーを推進しろというのが建設省の指示でく

るわけですが、それがぼくの悩みなんですよ。不燃構造だとか何と

か言うけれども、要するに木造であることには間違いないんで与すね。

本来防災という見地からすれば、公的機関の立場としては、あくま

でもコンクリートにすればいいんですよ 。 しかも、木造の良さを殺
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してまでわざわざ木造を建てようとするわけですから、ずいぶん悩

みを感じとるんです。

〈 大阪市の300万 人 構 想 問 る

一一磁をもとに戻しますが、先ほど住宅地の地区幹細計画の騒が出ま

したが、それに関連して、大阪市の人口政策のねらいとするとニろを伺

いたいんですが・・・・ ーー。

近 藤 御堂筋の沿道とか堺筋沿道とか、東西南北 4 区の都心寄り

の地区で人口が減ってきたというのは、それなりの理由があって減

ってきたと思いますけれども、問題はその外周の部分、国鉄環状線

の内側と外側の部分にあると思うんです。その辺はオフィスビルが

どんどん建ってきたから住宅が押し出されて減ったというんではな

くて、それほど商業的な繁栄がないにもかかわらず、何となく、ま

ちが老化現象を呈して人口が他所へ移ってしまったところなんです。

ですから、このあたりはもういっぺん人口を呼び戻してもいいじゃ

ないかと思うんですが、呼び戻す条件としては、. 大気汚染とか自動

車騒音とかの公害関係をなくして緑を増やさなければいかんといつ

ようなことが必要になりますね。 そういう条件があれば、あの辺は

まだ住宅でいけるんじゃないかと思います。 ただし、外国のまちに

あるように、 111皆ないし 2 階は小売り庖舗や飲食庖にして、 2 階あ

るいは 3 階から上を住宅にする、いわゆる下駄ばき住宅の形式を多

くすべきじゃなかろうかと思っているんです。

それで、大阪市の人口の問題なんですが、昭和 15年には 325万人い

たわけなんですが、これは隣接 6 カ町村を編入する前でしたので、

市域はいまより 1 割ぐらい狭かったはずです、かかる実縦をふまえ

て、都心部のように土地利用が変わってしま ったところは無理とし

ましでも、 300万人ぐらいは住めるんじゃないかと考えているわけ

です。遠距離通勤というのは明らかに時間と労力のロスですので、

なるべく便利なところに職住近接をはかつて、しかも適当な人口密

度で住みましょう、という考え方なんです。

11安 大阪市のホンネはどこにあるんですか、人口そのものが減

ってるということに危機感を持っておられるのか、あるいは横浜に

抜かれて士気にかかわるとか、それとも今お っしゃったょっに、人

口がj成ってるということを通じて大阪市の周辺が荒廃しつつあると

か。 さらには、人口が減るだけじゃなくて残っている人口の中で低

所得者の比率が高いために都市の財政収入にも影響がでているとい '

うような現実的な問題が大きいのか、ということなんですが。 多分

その全部なのかもしれませんけれども、その中でもとくにどの辺が

一番大きな理由になっているんですか。

近藤 小 ・中学校もあり、公園なんかも一生懸命盤備しましたん

で、まず、もったいないということですね。それとまちに活力がな

くなるという心配がありますね。 まあ、横浜に抜かれたというのは

( 笑い) 、危機感という受け取り方はしてないんです。横浜は横浜で

東京の住宅地になってしまって大変な目にあっているようですし。

富安 大阪というまちは今ても過密だと思 っているんですが、人

口が減ってくれたおかげで黙ってても平均的な質が上がる、日本の

中の都市では断然いいまちになるというような、そういう発想はな

いんですか。

近議 少数精鋭ですか。 そういう発想、はございませんね。むしろ、

少ないより多いほうがいいという考え方をしてますね。

富安さんがおっしゃっていたように、やはり担税能力のあるような

方に住んでいただいたほうがいい、というような質的な問題に関し
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ては、腹の中で半分ぐらいそういう気持ちはあったとしましても、

行政団体としては表に出すべきことではなくて( 笑い ) 、都市の中に

は所得の高い人もいるだろうし比較的低い人もいるし中閉層の方も

いる、このバランスのとれたのが健全な都市であると考えているわ

けです。しかし、その昔、船場や帝塚山、上町台地というようなと

ころにいた大金持ちはとうの普に芦屋とか箕面とか盟中とかへ出て

行ってしまって、今ではその傾向が中堅層にまで及んで人口が大き

く減少した。これはちょっと痛いんじゃないかと思うんです。だか

ら、大金持ちに帰ってきてもらおうというほどには思つてないんで

すが、少なくとも会社や役所の課長クラス、中堅層の方々にもっと

住みついていただく必要があると思うわけなんです。それと、中堅

層が減って具合が悪いと思うのは、たとえば大阪のフェスティパル

ホールで外国の一流どころがオペラか何かの催しものをやるという

ときに、住んでいるところが奈良県や京都府だと、 「オペラの終わ

る時聞が10時半か 11時になるから、終電に間にあいそうにない、そ ・

んなら行くのをやめとこう」ということになる。その結果、高度の

文化施設に対する需要が低下してしまう。そういうのは具合悪いこ

とだと思うんですがね。やはり大阪が文化の中心であれば、そうい

う文化施設に比較的便利なところに大ぜい住んでいただいたほうが

いいと思うんですよ。

富安 量だけじゃなくて質の問題があるんですね。

一ーもうち ょっ と税金を取れる層を呼び戻すということになりますと 、

現在の低所得者層を追い出して、その人たちの住んでた老朽住宅をより

高級な住宅に建τ かえるというようなニとになりはしませんか。

刑座 ぼくは、普からのまちに長い間つちかわれてきた人々のつ

ながりや調和のある生活というものを壊してまで再開発をすべきだ

とは考えたくないんですよ 。

ただ、一般に、低質組悪な住宅で隣は何してるかまったくわからん

というまちがあまりにも多くなり過ぎたし、そういうまちならば、

空家が増えてまち自体が壊れてい ってもいいじゃないかと思うんで

す。そういうまちが近頃多くなりつつあり、奈良県香芝町でやって

いるように住宅敷地の最小限を制限して高級住宅しかつくらせない

ようにする、しかも従来のように一度にドカッとつくるというんで

はなくて徐々につくってし、〈、という方向がこれから求められるこ

とになると思うんですよ。I

富安 ぽくも、高所得者が大阪市の居住者のかなりを占めて貧乏

人が追い出されるということになるとは思いませんね。高所得者層

というのはそれほどの量には絶対にならないから、むしろ、現状で

は高所得者向けの住宅供給を公的資金を使ってどんどんやっても一

向にかまわないと思うんです。 それでも全体のバランスがちょっと

上に上がるぐらいのものですね。マンションを含めて、これまで大

規模に供給されてきた住宅は、そのほとんどが低所得者層のための

ものです。民間マンションでも市内に建っているのは、芦屋や西宮

に建っているのと違って、実に安いのが多いですね。 そういう意味

では、高給所得者に相当偏った住宅供給をしても大阪市全体のバラ

ンスとしてはいいんじゃないか、と考えているんです。今までどち 1

らかというと、高所得者の住宅を供給するのは罪みたいな意識があ

ったと思うんですが、都市には高所得者も必要ですし、インテリも

必要なんですね。 そのバランスがくずれるというのはまずいと思い

ますね。

制度 われわれの犯した過ちなんですが、同じタイプの住宅を何

百戸、何千戸とつくって、閉じ所得、同じ年齢、同じ好みの居住者

しかいないというようなまちをつくってきていますね。 そういうま

ちづくりというのは、ずいぶん誤っていたと思うんですよ、当時の
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近藤 その通りですね。マスタ ープランで非常にきめ細かく絵を

かいたとしても 、実際に行政効果を発揮する用途地域指定というこ

とになりますと 、本質的にかなり混在を容認した制度になっていま

すので、住居地域の中でも商庖はむろん建てられるし、 小 さい工場

もできるわけです。そういうことで、非常に歯がゆい思いをしてい

るわけです。

しかも 、住宅と工場の混在密集の度合いは 、大阪市の人 口が 325万

人あった昭和15年当時に比べてみると、今の方がずっと高いわけで

す。それに、普に比べて自動車がべらぽうに増えてますし、幹線道

住宅不足解消のため、状況としてはわかりますけれどね。

都市と建築の法制度
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一一 300万人梅懇の実現へむけて住宅地の地区詳細計画をたてるにし

ても 、その前鍵になる全体の土地利用計画が重要になってきますね。 し

かし、実際には用途地峻が指定されていても 、上物をつくり直すときの

方向づけが弱いという問題がありますね。



路の沿道なんかはまず住宅地として無理だということになりますね。

したがって、住宅用に使える土地は 、普に比べて非常に減っている

わけで子、その少ない土地に、日照、採光、通風という条件を確保し

ながらいかにコンパクトなまちをつく っていくか、そういう意味で、

80年代は非常に高度な技術が要る段階に入っていくと思うんですけ

れどね。

富安 近藤さんがおっしゃった前半の話は、都市計画法で決めら

れている今の制度と建築単体の聞を埋めるものが要る、ということ

になっていきますね。

その場合、地区ごとにヴイジョンを示すということが大変重要な役

割を果たすことになりますね。たとえば、東京の佃島や尼崎で調査

したものをみますと、人口がどんどん減ってきているんですが、こ

のまま推移すれば孫の代には灰色の工場地帯になってしまうだろう

というヴイジョンを描いてしまうんですね。そうなると家なんか建

て直す気にはならないし、どこかへ引越すことになる 。 まず、建て

かえがスト ップして、つぎに空家が増えていき、やがてそのまちが

壊れていくわけですね。それに対して、地区詳細計画というものが

あって、今は確かに環境は悪いが、将来は公害が問題にな っている

道路をこういう施設群で隔離して、こ っち側には快適な住宅地がで

きますとか、人口も今は減りかげんだけれども、アパートをこの辺

に建てて人口を増やし、その地区が再び将来まちとして栄えてし、〈、

というようなオリエンテーションがあれば、そこに住んでいこうと

思っている人々は非常に勇気づけられるわけですね。

一一地区詳細計画を考えていく上で建築基準法の見直しも必要になっ

てくるんじゃないかと思うんですが。今の基準法は全国一律でローカリ

ティというものはありませんし、先ほど裁量権がmめられていないとい

う騒が出 τ いましたが、具体的な地区鮮細計画をたてる渇合にそういう

問題がどうしても壁になって〈るんじゃないだろうか、という 気もする

んですが。

近 藤 それは大いにあると思うんです。 ローカリ ティというより

も大都市と中小都市という ような違いですね。それは建築基準法だ

けじゃなく、都市計画法にもあるんですよ 。今の都市計画法はどち

らかというと中都市向けにできておりますので、大都市にはもう少

しきめ細かな・・

相座 確かに遅れています。ただし、地区詳細計画というのは 、

どちらかというと都市計画の分野に近づ いたほうの問題を中心に考

えるべきだと思うし、基準法には当然限界があると思う 。

基準法にローカリティを持たせるということは、アメリカの、とく

にニューヨークの建築規制lのように実に厳しく単体の細部にわたる

方向に動いていく可能性があるわけで、それを日本でやれといって

84 

も、とても日本人は辛抱しきれんだろうと恩 L 、ますね。

富安 そういう意味で言えば、法律だけができてもだめですね。

まあ、捨てゼリフみたいになりますが、都市の問題にし τ も建築の

問題にしても、結局日本人のレベルと社会水準の反映にすぎないと

思うんですよ 。だから、そういう条件があまり変わらない中で、法

律だけ変えればよくなるというのは幻想であってね。80年代もそう

条件が変わるとは思えないし、そういう意味では、あまり法に期待

するというのはできないんじゃないかと思っているんですよ 。

近 藤 私も、最初に法律ありき 、 ということにはならないと思う

んです。 コンセ ンサスを得る方が先だと思うんですよ 。 ところが中

には 、「こうやろうじゃないかJ という話をもっていきますと、「法

律ではどないなってってまんねん、法律で決まっとったら守りまひ

ょ」という人もいますんで、そうなるとやっぱり法律も必要だなと

思うんですけれどね。

富安 確かにそういう面もありますが、たとえば、ミニ開発の劣

悪な住宅であったとしても、残念ながらそれが一番ふさわしいと言

わざるをえないような人がいるんですよ 。法律だけが先行すると 、

そういうことができなくなるというような問題はいぜんとして残り

ますね。

一一行政側の体制として、地区詳細計画をどういう体制でやるカ¥と

いう点についてはいかがですか。

桐座 基本的には、行政体の長がどこまでまちづくりに関心を持

っか 、 という点が大事だと思いますよ 。行政の長が意欲を燃やせば

仕事はできるし 、そうでないとまちづくりは前へ進みませんね。

富安 行政側の対応組織としては、全市を対象にした都市計画の

組織ということではなく、もう少し 地区に密着した行政体の対応が

必要にな ってくるでしょうね。

一一あとは実践を軍ねていく、玉置先生がおっしゃったように、勇気

を持ってやれ、というニとになりそうですね( 笑い) 。

炉建築W る 附 の 課 題

一一住宅地の再開発の笛がかなり幽されましたが、80年代の書宮市と建

築を考える上で、その他にどんなことが問題になって〈ると思いますか。

桐座 駅前再開発シリーズの時代は終わったという言葉があるん

だけれど、環状線の駅前周辺とか府下の各駅の周辺といつのは、ま

だまだ再開発の要求をたくさん持っていますね。この再開発はいわ

ゆる商業再開発か住宅再開発か、それぞれの商業条件なり土地利用

条件なりによって遠ってくると思いますが、いずれにせよ全部やっ

ていくべきだろうと思います。

それ以外の大きなプロ ジェクトとしては、空港盤備は別として、交

通手段の整備が大きな課題になりますね。交通手段として何が適当

かということを 10年先、 20年先を見越して考えなければならんわけ

ですが、ぼ くは、この課題は80年代の課題として絶対はずせないと

思っているんです。それ以外はあんまりできる状況にないと思いま

すね。

近藤 私も 80年代というのは相変わらず低成長時代だろうと思っ

ているんですよ 。万博関連事業のときのような大プロジェク 卜はま

ずないだろうと思う 。

ただ、大きな変化が考えられるのは、 70年代に住みよい環境をつく

るという住民の価値観の変化みたいなものがあったわけですが、そ



ういう頭のほうの変化が80年代にもっと大きな変化としてあらわれ

るんじゃないかと思うんですよ。住宅の質をもっと上げようじゃな

いか、都市住宅は公共資産という考え方を持とうじゃないか、とい

うようなかたちでね。

刑座 人聞の精神の問題で言うなら都市の文化の問題があります

ね。大阪は儲けるだけで精いっぱいで、官官けた金をどう使うかとい

うこ とが弱い 、文化が不在だと言われているんですが、昔は財界ヵ、

中之島なんかに寄付 をしたんだからね、そういう考え方が自然に出

てくる雰囲気をつくるのがわれわれの仕事かな、という感じがしま

すね。何でもかλ でも国の税金で、というかたちで東京詣では・かり

してるんだったら大阪は発展しないですよ 。

一一文化の問題に関して雪えば、. 近、建設費の 1 %を上積みしてい

い建築をつ〈ろうというような動きがニ. 三の市で出てきていますね。

二れは、フランスあたりから入ってきた運動のようですが、日本でも 80

年代にはもっと強まるんじゃないか。大阪にルネッサンスを、という 言

葉もありますし、ヨーロッパのルネッサンスの内実はまちづくりそのも

のにあった、という玉置先生のお憶にも関連すると思いますが。

刑度 ルネッサンスの時代と現在を比較するのは、前にも言いま

したが、前提条件の違いがあると思う。市の境界線のところに非常

に大きな城壁カ、あ って、そこを出たら生命の安全は保障されないと

いうような中世の都市構造の中で、都市をいかに長〈、しかもお互

いに住まいやすくするかという考え方で発想するのと、大阪の外へ

出て行ったら広い聖子山があ って、そ こにニュータウンがつくれるじ

ゃないかという考え方で発想するのと、非常に違うということです。

しかし、 1% という話はいいことであるに違いないんだから、どん

どん広めなければならないけど、公共建築だけではあまり意味がな

いんで、民間建築でも 1 %、 2 %と上積みされる必要がありますね。

富安 高度成長時代はスクラップ ・アンド ・ビルドで、あまり値

打ちのない建物をどんどん建てて、壊してい った。簡単に壊せるこ

と自体大事な要素だとさえ考えられていた面があ ったわけですね。

そういう必要が今も絶無かどうかは別として、大部分の建物はやっ

ぱり長持ちすることが要求されていますし、長いこと都市を形成し

ていく要素として残っていくわけですから、都市環境から見ていい

ものでなければいけない。そういう理解というかコンセンサスが 1

% という話につながっていれば、ぼくは結構な話だと思うんですよ。

むろん、 1% ぐらいじゃ何 ともならないので、それが一つのオリエ

ンテーションになればと思うんですがね。それは、低成長とか省エ

ネルギーとかが言われている中で、物を大事にしなければいけない

ということが強調されていることと密接に関連していますね。

一一最後になりましたが、 80年代の都市と建築をつ〈っていく上で、

若手がおおいにやるべき課題、若手に対する提言といったようなものが

あればー曾ずつ発雷していただきたいのですが…・-。

富安 80年代の都市と建築にかかわる問題としては、今言ったよ

うな省エネルギーの 問題がありますね。日本全体の景気が低成長に

なっていくということが盛んに言われていたんですが、ほんとに低

成長になってきてるんですね。その中で、都市と建築について理屈

だけはわかっていたけどゃれなかったというものが低成長になった

からできる、そういうことカずたくさんあるんじゃないかと思うんで

すよ。省エネルギーということが非常に大事な条件だということに

なると、今まで値打ちが認められなかったことでも言量しもやらざる

を得ないというかたちでね。そういうことをしじゅう目を皿のよう

にして見とかなきゃいけないし 、それを機を逸さずやっていかない

といけないのじゃないか。 80年代というのはそういうチャンスの時

代だと思う。

近 藤 今、富安さんがおっしゃったように、 80年代はエネルギー

資源がないということでひきつづき低成長の時代がつづき、大きな

事業は望めないと思うんですが、発想、の方はいろいろ自由にめぐら

すことができるだろうと思うわけですよ。

第ーには、すでに話に出ましたけれど、都市防災のことがあります

ね。地震の危機というのは、行政側が、「危いぞ，オオカミがくる

ぞj 左いうような宣伝をするよりも、おかみさん方の井戸端会議で

「どうも地震がきそうだ、わたしらのまちはこれでいいのかJ とい

う話題が出たり、「市長選挙があるけれど、あの候補者は地震対策を

考えているんだろうか」というような話題が出なければウソだと思

いますね。これは、「建築と社会J とL 、うわれわれの雑誌の名のとお

り、まさに建築と社会の問題ですから、われわれ自身もそういう運

動を展開せないかんのじゃなかろうか、というような気がするわけ

です。

もう一つの危機というのは、大げさに言い過ぎかもわかりませんけ

れども、 f也方出身の大学生が U ターンして郷里で就職するという傾

向が非常に強 〈出てきたという 問題です。なぜ郷里での就職を望む

かというと 、第一に早い時期に自分の家ヵ、持てること、第二に通勤

時聞が短いということがあげられています。その結果、地方に人材

が定着して、落ちついたコミュニティーが形成されていくというこ

とになれば、それはそれで結織ですが。

ところで、大阪は地方なのかというとそうじゃないですね。東京と

比べれば首都じゃないですから、そういう意味では地方なんですが、

大都市と地方都市という考え方をしますと、地方じゃないんて・すね。

80年代は池方の時代とか言われまして、各省庁から 地方生活圏の構

想、がいろいろなかたちてい出ておりますし、たとえば、国土庁のモデ

ル定住圏を見ましても、 40圏域、 40府県て、やってるわけですが、大

阪なんかは入っておりませんね( 笑い) 。 つまリ、大阪というのは、

地方でもないが首都でもないんです。 しかも、その大阪から人材が

U ターンして出て L 、〈 。 その傾向がこのまま続いていくと大阪はど

うなるのかという意味でやっぱり危機感を持たざるをえな L 、。だか

らこそ、みんなで地区詳細計画なりコミュニティー計画を考えてい

く必要があるんじゃないかと思いますね。むろん、今はそれを実現

する法制度や手法が非常に乏しいんですけれども 、そのことを含め

てこういう研究をみんなでやる必要があると思います。

刑座 最後になりましたので、ぼくの場合は別の角度から発言し

てみます。ぼくは、今の若い人たちは気の毒だと思っているんです

よ。世の中はあまりにもカ、ヤガヤと忙し過ぎて、なかなか一つのこ

とに専念していけない状況にあるわけですね。ぼくらのときとえら

し、違うなという感じがしてますね。みんな、ただもう表面を精いっ

ぱい走って、くたびれている。ほんとに気の毒だと思いますよ。だ

から、建築の監理者側で言えば、たとえば設計図を解説する力がな

くなってきたとか、設計者側で言えば、天井に頚がつかえるような

設計図を金を取って書くというような問題が起こるんですよ。なん

か間違ってきてるなという感じがしますな。今のような世の中では

むずかしいのかもしれないけれど、もう少し一つ一つ専念していけ

るようにしないとまずいですね。

一一 まだ蹟は尽きないと思いますが、予定時間初、なりオーバーして

しまいましたので、二の辺で閉じさせていただきます。長時間、ありが

とうございました。

おことわり

・本座絞会の記録は全体的速記録を約半分に縮少し、一部組みかえして栴成したものです.

編集側の質問は個々 の氏名をだきすにひとつにまとめて慾理しました。( ' &1"樫幹事担当)

各氏の発宮内容は、その所属団体と資任的関係にあるも内ではない、という前提で座談

をお願いしたいものです.
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昭和54年度・第 4 回若い会員の集い

増 殖 す る 有 機 的 空 間

香 西 喜 八 郎

キャンパスを訪ねて |  秋の土眼目の午後のひととき、大阪芸術大学の

一大阪芸倣学の建築群を見る- 1 見 学 と 、 設 計 者 で あ り か つ 建 築 学 科 長 崎 附 ー

氏のお話を伺う企画に参加させていただき 、感謝

します。

レポート
キャンパスは、古漬時代より聞いた古代文化の

発祥のt也である穏やかな南河内の石川の辺りの丘

陵に 、二上山を背にして位置している 。 築群も単調になりやすい仕上げの分を豊かなデザ

レポータ・中川 一 コンペの際のマスタープラ ンは、アクセスから奥

10 月13 目的の午後、近鉄喜志駅に集合したわれ へ南東に延びる一本の道路軸を残して全〈途 った

われは、芸大事務局のご厚怠によるスクールパス 方向に十数年の期間をかけ大学の学科 ・学生数の

て¥ 二班に別れ、キャ ンパスに向か った。 変化と照応しながら絶えず軌道が修正され、手づ

目指す芸大は緑豊かな高台にあり 、パスは街並 くりの熟成された建築がゆ っ くり増殖していく様

みから次第に田園地帯平へと進んだ後、なだらかな 相を呈している 。

坂道を登 って行った 。 キャ ンパスの入口附近では、 短期間のうちにマスタープランの概念即建物へ

今なお芸術図書館の新築工事が進行中であ った。 と具現したのではなく、関係者一同の情熱が込め

セ ンターホールで集合した後、講i策会場へ移リ、 られ、おのおのの場の意味を押さえ込みながら了

予定よりやや遅れて 2 時3 0分から講演が始まり、 事に時間をかけ構成された人間的なスケールの多

その後、学内の見学を行った。 様な目的の空間が、前述の道路軸の両側に、次々

高橋先生は日頃、講義に慣れておられるためか、 と結合され、退屈しない劇的な変化が体験できる 。

話し上手であり、芸大の設計および施工に際して それらの場は内外部を問わず創造活動の場、かつ

の裏話などをおもしろく話された 。 それらのポテンシャルを高める場としてデザイ ン

教育理念に「自由な精神」 を採択している芸大 され、有効に機能している 。 この計画手法は中央

においての学生は、個性の強い集合体であり、そ 大学の多摩学舎のような短期間で計画された壮大

の器としてのキャン パスをいかに作るかが、大き なマスタープラン方式のプロジェクトにはみられ

な問題点であ ったとのことだが、 「遊びの中で勉 ない、集落の形成に類似した街並みを形作ってい

強すればよい J という先生の言君臨で、そのイメー る。おのおのの建物がその機能を紫直に表出し、

ジの一端が分かるような気がした 。 i 1 期工事の 種々のかたちを持ちながらも素朴なコンクリート

みでも完了した姿であ ってほしい」という 気持ち 打放し仕上げによる材料の統ーと、流れるような

が、その後の工事にも引き継がれ、密度の濃い仕 建物群の連結のデザイン手法により、各工期の倒

インと、変化に富む空間で楽しませてくれる 。

「大阪芸術大学」という名を初めて耳にしたの

は10年前。工高の同級生が同校を受験したときで

ある 。芸大建設が今年で15年目ということだから、

5 年自の名前を聞いたことになる 。それ以後、芸

大に l刻する断片的な知識 (建物に限らず 、いろい

ろな学科のことを含めて ) は地すばかり 。最近で

は、今夏の長期旅行で知り会 った友人が建築学科

の 4 回生であ った。 その彼から具体的にキャンパ

スの様子を聞き、 iuこいものだと思 っていた矢先

にこの企画。 ii 度りに舟j とはまさにこのことだ。

実務に疎遠な学校にあ って、最もよい刺激とな

り、勉強になるのが見学会や講演会である 。そう

いう意味で、設計者の高橋先生のお話も興味深〈

拝聴させていただいた 。今まで12期 に わ た る 工 $

で、とくに初期では全体工事がいつ終わ ってもキ

ャンパスとしての景観をそこなわないような配慮

をされたという 。 こういう配慮から各建物に密度

の商い空間が与えられ、群建築としてのキャン パ

スには、新な魅力ある空間が造り出されている 。

長期にわたる手づくりの建物は、建築家の建物

を慈しむ気持ちと、 15年間変わらない現場スタ y

事となり、その相互空間が、非常・に味わいのある 々の建物のかたちの途いを包括して 11期に渡る工 フの情熱により本当に素晴らしい建築に成長して

ものにな っているのは、今に思えば 「ケガの功名 」 事の区分を持たないような有機的な笠間を構成し いる 。 また今後も成長していくだろう 。建築にお

だと謙遜されていたが、コ ンクリート打放しの表 ている 。やや過宮、な建物群がキャン パ スのアメニ けるチームプレイの大切さを改めて感じさせられ

情の泣かさ、空間のおもしろさは、飽きることの ティを高め、各分野の交流の機会を高めているよ た。

ない楽しさを、われわれに与えてくれた 。土曜日 うである 。 実際にキャンパスを歩いてみると、床のレベル

の午後、クラブ活動や実習授業を行 っている学生 建物を入れ物でなく、それ自体が教材、芸術作 差が軽妙であきさせない 。 また見えがくれする建

造が、その空間に何の路絡もなく、溶けあ ってい 品として欲しいと願 った建築生、それに答える能 物や、振り返ると広がる展望に、設計者の空間演

る雰囲気が、非常に印象的であ った。 カの建築家、一貫した施工者の意志の疎通が図ら 出のうまさとこまやかさを感じる 。加えて、密度

小さな空間を大切にするということは、短期間 れ建築を創る姿勢の原点がみられる 。 の高い建物同士が磁し出す空間に、偶然が作り出

の設計では困難で与あり、長い時間が必要である 。 このリ ッチな空間を日常的に体験し生活をエン すｾ聞の面白きをも見た 。

たとえばこのキャン パ スを今コ ンペすれば、現場 ジョイしている学生にと って、この環境は芸術の 建設すでに 15年、この南河内の自然環境に溶け

のさまざまな空間は出来てこないと思うとも話さ 創造活動の源泉となる 。 込んだ素晴らしい人工環境に驚かされた貴重な半

れた 。 2年後の秋、アートライブラリーが完成したと 日であ った。

また建物のメンテナンスは非常に良〈、 芸大と きに再び訪れたいと思う 。 ( 束期建築事務所) 2 年後には設計に 5 年を費やされたという図

して「箱そのものが芸術品である」という理念を

学生に強〈指導されている塚本学長に、先生は深

〈感謝されていた。「 人間の手を使い物を作るプ 手づくりの建物

ロセスを最後まで大事にしたい J i  1 本 l 本の柱 植 松 清 志

に思い出が残るようにコ ンクリートを作 っていき

たいJ と熱い |浪差しで話される 。 コンクリート打放しの建築群はさすがに圧巻で

高係先生と現在新築中の芸術図書館の見学を、 あ った。センターホールに検づけされたパスを降

2 年後に約束して大阪芸大を後にした 。 りると、まず自に入るのが12 ・13号館。現場打ち

最後になりましたが高級統一氏、第一工房、大 p . s コンクリートで、ス パ ンが2 0余 m。 その柱

成建設、並びに芸大事務局の皆様に深〈感謝いた 間隔の大きさを自のあたりにすると、 R C なのに

します。 ( 野村建設工蝶) 大丈夫なのかなというヶチな心配と、 R C でもこ
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れだけできるのかという感心が入り乱れる 。 じや

まな柱がないだけに広々としたピロティ、他の建

自官が完成するそうである 。そのときにもぜひみせ

ていただきたいと思う 。

最後に、高絡先生はじめ芸大の方々、ならびに

今回の企画をされた建築協会管年音11の方々に末筆

ながらお礼申し上げます。

( 大阪府立今宮工業高等学校建築科)

日 時 昭 和54年 10月13 日出 集合13 :  30→解散17 :  30 

m 師 高橋依一氏( 大飯芸術大学教授・第一工房主宰)

- 加者 26名

スケジュール

14 :  15 開会のあいさつ 湯山主査

14 :  30→15 :  30 11潰「芸大キャンパスの計画と股肘J

高橋2尊師

15 :  35→17 :  30 キャンパス見学質疑応答後解散



してしまいました。 岸を眺めながら進んでいくと、前方には J 堂島大

昭 和541手度・第 5 回若い会員の集い
水の都、川と備の町と言われて久しい私たちの 僑、大江僑、水品橋、と堂島川にかかる続々が個

ディスカバー大阪・その 5

まち「大阪J ですが、中之島界隈を見るとき、や 性笠かに次々と迫ってきます。左右のピル群、大

はり川を抜きにして諮ることはできないと 思いま 江橋近辺から展開する中之島の古建築群、正面の

川面からみた大阪のまち・橋

一 一中之島・道頓掘を船で巡る一 一

す。堂島 川、土佐堀川に囲まれた中之島の風情 、 備々、と首を巡らしているうちにまたた〈聞に中

両岸に並ぶ建築群の織りなす街景観は、川という 之ぬ東端まで進んできました。

軸があ ってこそ生まれてきたものであ り、今後も やがて大川へ出ると川幅はぐっと拡がり、また

レポート

川とともに生き続けていくと思われます。 両岸にも緑地籍があり建物の密度がやや低くなる

今回は都心を流れる主な川の現状を見、川を再 ため、ゆったりとした景観が目に映り出しました。

認識するとともに、川にかける橋、川辺の建築群 天満僑を過ぎ、斜張橋の現代的なスタイルの川崎

などの織りなす景観を川面という普段見ることの 慨をくぐった辺りから、左手には造幣局の縁、泉

レポータ ・石 古 香 できないアングルからゆったりと概観することに

大阪にもいろいろな顔があります。その鎖を訪 より、忙しく陸上を往来していては気づかなか っ

ねて再認識するために、このディ又カバーシリー た蘭を感得したいと考えました 。

ズは企画され、今回で早や 5 回目を数えることに 。

なりました。 当日は 10月末にもかかわらず気候温和で、天気

前固までは、足で歩いてこの顔を確認し 、その も良〈、最高の船波御となりました。まず木津川

中に授って考えてきましたが、今回は趣向を変え 大渉橋詰にある府治水事務所前広場に集合し、簡

て水の上から見る大阪のまちに焦点をあて、川面 単な説明の後、事務所前の乗船場から乗船しまし

を船で巡る企画となりました 。 た。 15人乗り、 10人乗り、 2 隻の船に分乗し、い

かつて、川は交通の大動脈でした。市中でもこ よいよ出発です。川を船で巡るだけでも魅力たつ

の川辺に沿って商庖の出荷場がその入口を聞き、 ぷりです。まして、めったに体験できないコース

府を連ねていたのです。しかし、現在ではほんの となればなおさらです。私も含めて参加者全員、

一部に その名残を留めるだけですし、大川を上下 さあ出発とばかり心踊っていました。

していた伝馬船も、今ではわずかに土砂運搬の姿 木津川を北上し、昭和橋をくぐると中之島の西

を残すのみで、無くなってしまっています。今は 端、堂島川と土佐堀川が再び一本となって安治川

姿を消した川、橋が多々あり、残った川も公害な と変わる分岐点に出ました。北岸に中央市場を見

どで汚染されています。このような趨勢とともに、 て船は右折し、まず堂島川に入りました。

「水の都」という言葉も昔の大阪の代名詞に転落 陸上から見慣れた現代ビル群が林立している両

.. 

布観等の古建築が望観され、今日のコースのハイ

ライトとも言えるみごとな景観が楽しめました。

ただ、右手をみるに、桜宮のホテル街のバラエテ

ィ泣かな? 建物が林立し、川を挟んで対照的な景

色には殴然としたものですー船はこの辺りを過ぎ

ると左右に並ぶ工場群の聞をスピードを速め、一

気に毛馬 11;.J 門まで到達 しました 。

大川を折り返し、再び中之島へきしかかった船

は進路を、南側を流れる土佐堀川へ向けました。

この界限の絡め中て¥淀屋備は水面から一番低い

位置にあり、通過を危」ごまれていましたが、正面

に迫ってくると、なるほど低〈、ぶつかるのでは

ないかと思いながら、皆、首を幽げて頭を低〈押

さえ込んでいるうちに、コンクリートアーチの下

を無事通過しました。ピル群の聞をすり抹けるよ

うにして中之島西端まで戻り、木津川を一気に水

門まで進行しました。この附近は、造船所、倉庫

等が多〈、景観はパッとしませんが、川との実務

彬，す'1I(f.も

イラ スト・マ ップ魁作 コラムデザインセンター

建築と社会/ 1980年 1 }j サ 87 



的結びつきは活発に続いているようでした 。

巨大な木津川水門を見学し、 E重を返して北上し、

やがて i立傾槻川へと入 って行きました 。この川の

西部は木村問屋が並び、 i昨木場とな っており、川

の半分は木村で. t l l i ま っておりました 。この聞を縫

うようにして東進しました 。現在、道頓瀬川の途

た陰気な川でした 。北詰まで来ると U ターンして

船は帰路につき、出発点の木津川大渉僑詰まで戻

ってきました 。

約 2 時間の船旅でしたが、短時間の御j には、大

阪の多くの表情を担問見ることのできた有意義な

催しだ ったと思います。

今 様三十石船の復活を一. . . . . .

松 本 敏 魔

常々大原の街は魅力にとぼしいと感じている。

その理由はなんであろうか。一つの面として観光

資源が少ないことではないだろうか。大阪なにわ

の観光資源的キャ ッチフレーズと言えば、御堂筋

のいちょう並木と大阪城の石垣が代表と恩われる。

商いの街ということで都市の魅力作りに力を入れ

ていないこととともに、近くに古い都、奈良、京

都という日本を代表する観光都市がひかえており

観光や遊ぴは奈良、京都におまかせということな

のか。 しかし、都市の魅力はただ働〈場であるの

ではなく、遊ぴも必要ではないだろうか。

古くなにわは、水の都とよばれ、中の島、船場、

島之内を中心として多くの河川と水路があり、当

時の商業、文化をささえてきたものと恩われるが、

都市の近代化とともにいくつかの水路はとりこわ

され、大部分は道路に変身してしまった。それで

も他都市に比較すれば現存する都市を流れる河川

は多〈、やはり大阪の魅力と言えよう 。

これを大阪の新しい観光資源、として活用しては

どうだろうか。それは大阪の二大観光資源である

御堂筋と大阪城を、水路を利用して観光船を走ら

せることである 。 とくに堂島川と土佐堀川にはさ

まれた中之島は、明治時代からの大阪の歴史的な

建築物が集中しており、阪大跡地には中之島文化

センタ一機恕もあり、大阪城公園までの都市紬を

想定すれば、歴史と文化の都市軸を形成している

とも言える 。

観光船の具体的なルートを想定すれば、堂島大

橋( ロイヤルホテル前) から堂島川を上り、日銀、

中之島図書館などの、歴史的建築物が集中する淀

屋橋、中之島公園、天満橋をくぐって縦の官公園

を臨みながら寝屋川に入って、大阪城公園へと継

ぐものである。

そのむかし枚方から大阪市内を結ぶ水上交通機

関として三十石船という市民の水上パスがあった

そうで、今様三十石船の復活を、今回の船から中

之島周辺をめぐりながら思いついたわけである。

先ごろ大阪市内の遊覧パスも姿を消してしまい、

一方、中之島河畔に緑の遊歩道が計画されている

ことからせ・ひ実現して、大阪の新しい魅力、新し

い観光資源となれば、魅力ある都市大阪の復活に

中と* 術劇. 川の北詰に水門があ って、湖の干満を 企画のスタートにあた っては船の手配でさんざ 役立てばと 。 ( 日建般骨十都市計画留)

利用して水の流れを強め、浄化を図 っており、こ ん苦労しました 。橋が水面から近〈、背の低い船

のため水門のl朔門時間に限定があると聞かされて でないと通れないことや、一般旅客を運ぶ船便は

おりま. したが、やはり閉門時に水門に到精し、し 皆無 ( 一部区聞のポート等を除いて ) であ ったた

ばらく待つはめになりました 。水r'j iJ <開くのを待 めですが、水の都の復活のためにも、ぜひ公的、

ち殺ねたようにして道頓婦の中心へと乗り入れま 私的機闘を問わず何らかの方法で、気楽に利用で

した 。これも浄化のために設位された噴水の聞を きる水上遊覧船とい ったものを設けて欲しいと思

昼間見るとあまり美しいとは 言い目甘い歓楽街の裂 います。

を凡ながら i並行していると、紙上からは往来する この企画のスタ ー 卜前でしたか、住宅公団の団

人々が物珍しげに立ち止ま って眺めたり、なかに 地計画にあたり、毛馬から中之島への水上パスの

はお母さんに手を引かれた子供さんが手を振 った 計画が発表されていましたが、これなどぜひ笑現

りする光公に出会うなどするうちに束敏. ! i l i ) 1 ! に出 させて欲しいものです。なお、今固め計画に多大

てきました 。 のご協力をいただいた府西大阪治水事務所西大阪

この川は端から端まで高速道路の僑脚が林立し 出娠所の田中所長はじめご関係の皆さまには厚く

ており、予11! はしていましたが、やはり寒々とし お礼申し上げます。 ( 大成建般側大阪支庖)
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日 時 昭 和54年 10月31 日附

集 合12 :  30 ・乗船 13 :  00→解散 16 :  0日

参加者 23名

主な運航コース( 鉛 2 せきに分集)

大; 歩橋信 より 無船→堂島川→大川→毛馬問門→大川へ戻

り→土佐場川→木津川( 水門を見る) →道頓娼川→東横堀

)I 1( 往復) →木津) 11- 大渉橋結下船、解散



- 中国を訪ねてく 10> 蚕蚕百 王 柏 群 の 先 党 者 の 方 々 と と も に 、 そ の 名 は 永 久 に 紀

赤県扶桑一衣帯水

杭少|‘|か ら 上 海 へ 戻 った の は 8 月29 日、私の

祖 国 滞 在 も い よ い よ あ と 2 日 を 残 す の み と な

りました 。

ホ テ ル か ら 歩 い て す ぐ 近 く に あ る 上 海 随 一

の デ パ ー ト 第 一 百 貨 公 司 や 、 や は り す ぐ 近 く

の 友 誼 商 庖 で 毛 筆 や 墨 や レ コ ー ド な ど を 買 い 、

荷 物 を 整 理 し て 日 本 へ 帰 る 準 備 を 始 め ま す 。

8 月30 日の午前10時 頃 、 思 い が け な く も 上

海 民 用 建 築 設 計 院 の 郭 博 さ ん が ホ テ ル へ 訪 ね

て 来 て 下 さ い ま し た 。 郭 さ ん は 私 の 恩 師 足 立

孝 教 授 の 京 大 時 代 の 同 期 生 で 、 北 京 か ら 上 海

へ 到 着 し た 際 、 旅 行 社 の 方 に で き れ ば お 会 い

したい旨伝えて置いたのですが、この日は、

先 般 金 山 石 油 コ ン ビ ナ ー ト を 案 内 し て 下 さ っ

た同じ設計院の施徳日月さんとお二人で見えま

した 。

初 対 面 の 挨 拶 も そ こ そ こ に 早 速 、 村 田 治 郎

先 生 が 就 職 の お 世 話 を さ れ た お 話 や 、 森 田 慶

一 先 生 か ら の お 手 紙 を つ い 最 近 受 け 取 ら れ た

こ と 、 足 立 孝 先 生 の 学 生 時 代 の お 話 な ど を 伺

いました。もちろん達者な日本話で話され、

お 会 い し た ば か り な の に 、 ま る で 旧 知 の よ う

に 話 が は ず み ま す 。

郭 さ ん の お ら れ る 上 海 民 用 建 築 設 計 院 の 院

長 を し て お ら れ る 陳 植 先 生 は 中 国 の 著 名 な 老

建 築 家 の 一 人 で 、 た ま た ま 私 の 叔 父 の 親 友 に

当 た り 、 先 般 ぜ ひ 会 う よ う に と 電 話 を し て く

れ た の で す が 、 ち ょ う ど 北 京 へ 出 張 中 で し た 。

私もそれ以後、蘇州、|や杭州、|を訪ねたりして、

と う と う 設 計 院 の 方 へ は お 伺 い で き ま せ ん で

し た が 、 院 長 の 下 に 線 工 程 師 が お ら れ 、 さ ら

に 郭 さ ん を 含 め て 3 名 の 副 線 工 程 師 が 補 佐 し

て お ら れ ま す。 設 計 室 は 第一 室 か ら 第 六 室 ま

で 計 6 室 に 分 か れ 、 絡 さ ん が主 任 工 程 師 を 勤

め る 第 五 室 だ け で も 約 120 名 の ス タ ッ フ が お

ら れ る そ う で す か ら 、 設 計 院 全 体 は 相 当 な大

世 帯 で す。

施 さ ん か ら 伺 った の で す が 、 郭 さ ん は 現 在

設 備 部 門 担 当 の 副 線 工 程 師 と し て 、 意 匠 や 構

造部門との折衝、調書室などのお仕事で毎日大

へ ん ご 多 忙 だ そ う で す 。 この日も、 午後 か ら

空 調学 会 の 発 足 式 が あ り 、 副 会 長 と し て 開 会

の ス ピ ー チ を さ れ る の で 、 尽 き ぬ お 話 に 名 残

を 惜 し み つ つ 、 正午 前 、 施 さ ん に 促 さ れ て 席

を 立 た れ 、 ホ テ ル の 玄 関 で お 別 れ し ま し た 。

話 が つ い は ず み 、 先 般 の 御 尊 父 郭 沫 若 先生 ご

逝 去 に 対 す る お く や み の 言 葉 を 、 お 月11 れ 間 際

に 述 べ る 不 始 末 で し た 。

日 中 両 国 の 友 好 を 心 よ り 願 わ れ 、 献 身 的 に

多 大 の ご 貢 献 を さ れ た 故 郭 沫 若 先 生 は 、 両 国

の 関 係 が ま だ 正 常 化 さ れ ず 、 多 く の 困 難 や 障

碍 が 存 在 し て い た 時 期 に 早 く も ‘ 日 本 人 民 と

中 国 人 民 は よ き 友 で あ る H と 教 え ら れ た 故 毛

沢 東主 席 、 日 本 へ も 留学 され、 よ き 理 解 者 で

あ った 故 周 恩 来 線 理 、 そ の 他 多 く の 日 中 両 国

念 さ れ る こ と で し ょ う。

こ れ ら の 偉 大 な 指 導 者 の 方 々 の 並 々 な ら ぬ

ご 苦 労 と 、 日 中 両 国 人 民 の 共 通 の 願 望 、 努 力

がさらに一つ結実し、 8 月12 日 、 私 は 思 い が

け な く も 祖 国 の 首 都 北 京 で 、 待 望 の 日 中 平 和

友 好 条 約 締 結 の 報 に 獲 す る 幸 運 に 恵 ま れ た の

です 。 そ し て そ の 喜 び の 情 景 と と も に 思 い 浮

かぶのが、後日枕州、|の 公 園 で 限 に し た 、 日 中

不 再 戦 。 の 石 碑 で す 。

字削+1で、、柳 j良聞鴛公園 H と呼ばれる美しい

名 の 公 園 内 を 散 策 し た と き 、 公 園 の 中 央 に そ

の 石 碑 が 建 って い ま し た 。

日 中 国 交 正 常 化 を 10年遡る 1962年 に 、 松 尾

吾 策 岐 阜 市 長 に よって 郷 毒 さ れ た 碑 で す 玖 そ

の 前 に 伶 む と 、 あ の 悪 夢 の よ う な 不 幸 な 思 い

出 が一 瞬 よ み が え り ま す 。 しかし同時に、両

国の子々孫々までの友好のために、 一 時 期 の

い ま わ し い 出 来 事 を ft 重 な 教 訓 と し て 再 び 繰

り 返 す ま い と 願 う 石 碑 の 五 文字 は、感銘とと

もに深〈私の脳裏にも刻み込まれたので、す。

日中間国の悠久なる交流と友好の歴史に、

新たな- f . i が舎き加えられつつある現在、 80

年 の 不 幸 な 歳 月 は ま さ に 青天 の一瞬の議盤、

2000年 の 流 れ か ら す れ ば全 く ひ と こ ま に 過 ぎ

ません 。 日本に住む華僑として、 今後 と も 微

力ながら両国の交流に寄与する決定: を新たに

しつつ、美しい柳浪附l鴛 公 園 を 後 に し た の で

した 。

条 約 締 結 の 感 激 や 、 民 主 を 回 復 し 近 代 化 へ

の 新 た な 長 征 の 一歩 を 踏 み 出 し た 祖 国 の 姿 を

目 の あ た り に し た 感 慨 を 胸 に 、 私 の 祖 国 感 傷

旅行もいよいよ終わりを告げ、 8 月31 日、楊

春日月さんや郭天順さんが手 を振る上海空港を

背 に 、 中 国 民 航 機 は 一 路 伊 丹 へ 向 け 飛 び 立 ち

ます。 そして早くも 2 時 間 半 後 に は 再 び 日 本

の 土 を 踏 み ま し た 。

今 ま で た だ 地 図 の 上 で 眺 め て い た 北 京 や 上

海 が 、 全 く 身 近 に 感 じ ら れ ま す 。

放 郭 沫 若 先 生 は 、 国 交 回 復 を 祝 って 作 ら れ

た リ ら 春 園 H の 冒 頭 で い み じ く も 、 赤 県 扶 桑

一 衣 帯 71<" と 歌 わ れ ま し た 。 ( 赤県は中国の

旧 称 、 扶 桑 は 日 本 を さ す ) 0 10回 に わ た る 私

の 訪 中記 をしめくくるに 当 たり、最後にその邦

訳 を ご 紹 介 し 、 両 国 の 交 流 の 輸 が今後ますま

す 拡 が り 、 友 好 の 紳 が ま す ま す 強 め ら れ る こ

とを改めて祈念したいと，思います。

杭州、

柳 i且間賞公園にて

沌 園 春 日中国交回復を祝す
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歓 声 四 方 に 起 る

今 後従り 望 む 言 行[言果 に し て

万 邦 を 和 践 す を

一九七二年秋北京にて作る 郭 沫 若

<i 主〉

まま : あしの築の船、小舟のこと

鑑真 ・唐代 ( 688- 763年) の高僧

日本の高僧栄叡らの招きを受け 5 度出航するが、厳

しい自然条件や弟子役所主どに阻まれいずれも失敗。

753 年、両日艮を失明したにもかかわらず 6 度目の渡

航で遂に九州南部に到着。有名な唐招提寺の建立を

指導するなど文化交流に身を俸げ波来10年後日本の

奈良で殺す

見衡 : 日本の学者、阿倍f中麻呂 ( 701- 770年) の漢

名。17才で中国へ留学 し、唐朝廷に仕官 し古絡の校

i主等に従事、李白や王維らと交遊し 、70才で中国の

西安で残す

笈 空F物などを入れて背に負うもの

狙狂・たけりくるうこと

八十載・日中の甲午戦争( 1894年) からの約80年間

をさす

渠 : 水路のこと

言行信果. や言必{言、行必果 H 、言 うは必ず信 ( ま

こと) 、行いは必ず果敢のこと

くあとがき〉

日 本 へ 戻 る と 早 速 神 戸市 の 依 頼 で 友 好 代 表

団 の 成 福 京 天 津 建 築学 会 理 事 長 ら の 通 訳 を 勤

め 、 各 所 で 温 か い 歓 迎 を 受 け ま し た 。版 画 家

主手平凡先生との再会はすでに述べましたが、

同 窓 の 黄 弘 明 君 も 阪 大 構ニ 会 の 招 き で 来 阪 し

旧 友 と も ど も 旧 交 を 暖 め 、 つ い 先 日 は 中 国 対

画 展 、 栄 宝 新 展 " の た め に 来 阪 さ れ 、 唐 招 提

寺 で 鑑 真 和 上 像 や 森 本 長 老 と 感 激 の 対 面 を さ

れ た 氾 曽 画 伯 と ホ テ ル で 歓 談 し 、 ま た 過 日 日

経アーキテクチュア誌上で、北京訪問中の1 . M. ペ

イ を 案 内 中 の 建 築 科学 院 楊 芸 副 線 工 程 師 の 写

真 を 懐 か し く 拝 見 し て い た と こ ろ 、 思 い が け

な く も こ の 原 稿 の 執 築 中 に 、 北 京 で い た だ い

た 資 料 集 成 2 冊 に 続 き 第三 集 が 完 成 し た の で

送 って 下 さ る と い う 婚 し い お 手 紙 を 受 け 取 り

ました 。 交 流 往 来 が 日 々 進 展 し て い る 事 実 を

身 近 に 感 じ 、 嬉 し く 思 う 昨今 で、す 6

な お 末 尾 な が ら 編 集 の 方 々 の ご 協 力 に 厚 く

感 謝 し 、 原 稿 が し ば し ば 遅 れ る な ど ご 迷 惑 を

お か け し た こ と に 対 し 心 か ら お 詫 び 申 し 上 け .

る次第です 。

1979. 11. 18，!c  
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伝統ある美しも 'I'I. ヲーン。

「フローレ ンス J ' アテネ」
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パックナンバーがそろっております。購入ご希望の万は日本挫築協会まで( 屯訴0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8 ) お申し込み下さい。

なお、郵送料は実' 白いただきます。年! 日l購 読 ( 12 f1l]-Y 7  ，800 ・送料当方負 N) のお巾し込みも応じます。

誌バックナンバーのおしらせ「建築 と社会」4  
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立 体 ト ラ ス の 実 用 化 の 考 え 方 ・ そ の 1

力学的性質からのアフ

ローチ

坂 奪三

はじめに

立体トラスは、三次元的に昔日材 を組み立て

て 作 ら れ た 骨 組構 造 物 である 。 この 榊 造シス

テムは大スパン 精 進 や 塔 状精 進に適しており 、

ま た 工 場 で 大 量 の ユ ニ ッ ト が 生 産 さ れ る こ と

か ら プ レ ハ プ化 が進み 、簡 単 か っ 速 く 建 設 で

きる利点がある 。 さ ら に 立 体 ト ラ ス の 形 の 美

しさや線の単純さが、建 築 家 に 大 へ ん 好 ま れ

る。 こ の よ う な 特 長 や 理 由 か ら 立 体 ト ラ ス が

建 築精 造 物 と し て 注 目 さ れ 、 今 日 で は こ の 種

精 造物の実現に必も 難 しか った 部 材 の 結 合 に

対 し 優 れ た 接 合 形 式 が 開 発 さ れ 、 ま た 電 子 計

算 機 の 導 入 に よ って 解 析 が 容 易 に 行 え る こ と

から 、 その実用化が進んでいる 。

そ こ で 、 こ の 興 味 あ る 構 造 形 式 の ひ と つ で

ある立体卜ラスの実用化の考え方について、

と く に 力 学 的 性 質 か ら の ア プ ロ ー チ に つ い て

述 べ て み る 。

1  .  トラス構造要素の形態と安定度

立 体 ト ラ ス は 、 通 常 同 じ 構 造 ユ ニ ッ トの 繰

り返しによ って品且み立てられている 。 そこで

立 体 ト ラ ス を 、 た と え ば 棒 状構 造 物 や 平 板 状

締 造 物 と し て 用 い る 場 合 に は 、 そ の 構 造 ユ ニ

ッ トとして棒要索、板要素を形成するトラス

形 態 を 考 え ね ば な ら な い 。要 紫 の 空 間 内 に 線

材を 三 次 元 的 に 配 置 し 、要素と' & ' 紫とがつな

が って 全体 の 構 造 物 が 組 み 立 て ら れ る よ う な

構 造 ユ ニ ッ トを設計する必要がある 。 機 造 ユ

ニットの評価規準として 、 そ の 形 の 美 し さ だ

け で な く 力 学 的 性 質 や 施 工 面 な ど も 身 慮 す る

ことが重要となる 。 なぜなら l王子号案された構

造 ユ ニ y 卜によって設計された椛造物が実際

に 安 定 な 構 造 物 と し て 建 設 で き る の か 、 ま た

経済的に適うかどうかについてt ; 察しなけれ

ば 、 構 造 物 の 実 用 化 が 成 立 し な い 。

そ こ で ト ラ ス 構 造 物 の 力 学 的 性 質 と し て 最

も虫ｾと思われるトラス構造ｾ ｾ 憶の内部的安

定度の検討方法について、つぎに示す。

卜ラス構造ｾ紫の内部的安定度は 、 ｾ紫 内

の す べ て の 節 点 に 作 用 す る 外 力 と そ の 要 紫 を

構 成 し て い る 部 材 の 応 力 と の つ り 合 い 条 件 式

よ り わ か る ; い ま 節 点 外 力 と 部 材 応 力 と の 関

係Ｎ＼Ｎ｜は、つぎのように ｉｉｾ くことができる。

ｾ＠ F }  =  [ C )  ｾ＠ Nf  

や 形 状 が 定 ま る 。 よって構造' & ' 紫のトラス形

ｾ＠ F  f: 節 点 外 力 群 ベ ク ト ル で 、 成 分 の 数 を P 態 を 評 価 す る に は 、 そ の 剛 性 や 強 度 の 性 状 を

とする 。 把 握 す る こ と が 重 要 で 、 精 造 物全体の形 か ら

ｾ ｎ ｦ＠ : 部材応力群ベクトルで、成分の数を屯 支 配 的 に な る 応 力 お よ び 変 形 モ ー ド に つ い て

とする 。 考察すればよく 、連 続 体 的 理 解 は こ の よ う な

[ C )  :節 点 外 力 と 部 材 応 力 と の 関 係 を 示 す マ

トリ ックスで、そのランクを γ とする 。

この式はｾ ｆｽ と ｾ ｎ f の 一 次 変換 によ って

[ C ) の行と 列 に 関 す る 基 本 変形 を 施すこと

が で き 、 つ ぎ の よ う な 形 に 変形 す る こ と が で

きる 。
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この式より、 一 般 化 節 点 外 力の Whf の 各

成 分 は 零 で な け れ ば 伝 ら な く 、 応 力 が 生 じ な

い巡動に対応した 外 力系となる 。 よ って、こ

の童文 h ( = p ー γ ) か ら 要 素 自 体 の 剛 体 的 運

動の自由度の数をヲ| いた値が望書索の内部的不

安 定 次 数 を 示 す こ と に な る 。 た と え ば 立 体 構

造 要 索 で は 、 剛 体 的 運 動 の 自 由 度 は 6 となり 、

内 部 的 不 安 定 次 数 は p - r - 6 となる 。 この

よ う な 検 討 は 要 紫 に 作 用 す る 力 と 変 位 の 関 係

式 か ら 同 微 な 変換 によ って行うことができ、

内部 的 不 安 定 と な る 一 般 化 力 と そ の 力 に 対 応

す る 応 力 な し の 変 形 が わ か る ;

そこで立体 卜ラスの精進要素について汚え

る と 、 上 述 の 方 法 で 、 要 素 自 体 の 内 部 的 な 不

安 定 性 に つ い て 機械 的に判定できる 。 実 用化

しようとする立体トラスの構造要素形態は、

い ろ い ろ な 面 か ら 巧 え る と 部 材 数 の 少 な い も

のとなる 。とく に1i i臣工面をt ; えると、節点に

集まる昔日材を少なくし、 f妾合部の製作や組み

立 て を 容 易 に す る 必 要 が あ る 。現実に使用さ

れ て い る 立 体 ト ラ ス 平 板 の ト ラ ス 形 式 で は 、

要 素 が 内 部 的 に 不 安 定 で あ る も の が 多 い 。 な

お 、 む や み に 安 定 な ト ラ ス 構 造 形 式 を JZA える

の は 立 体 ト ラ ス の 特 i去を生かしておらず、 j主

続 体 構 造 物 と し て J生計する方が良いことにな

る。 このような内部的不安定な構造要繁から

成 る 立 体 ト ラ ス は 、 構 造 物 全 体 を 安 定 な も の

に す る 境 界 条 件 を 施 工 途 中 も 含 め て 汚 え ね ば

な ら な く 、 ま た 境 界 条 件 に よ って 要 素 の 適 否

がi夫まる 。

立 体 ト ラ ス で 平 板 や 棒 状 精 造 物 を 設 計 す る

場 合 に は 、 通 常 の 述 続f本平板や棒材の設計と

は違 った J5・1芯が必要である 。 す なわち内部的

不安定の影響なども汚祭に加えねばならない。

そ こ で こ の よ う な 構 造 物 を マ ク ロ 的 に 述 続 休

として兄て、その内部的安定性を j主税f本で定

義されている断閉カや変形に対応、させて型解

することは、 榊 造物全体と 構 造要紫の適応、性

を 評 価 す る う え に 有 効 と な る 。

さらに、 卜ラス構造要素の力学的性質とし

て の 剛 性 や 強 度 を 評 価 し な け れ ば な ら な い 。

し か し 具 体 的 な 椛 造 物 に つ い て は 構 造 解 析 に

よ って 剛性や耐; ) が算出でき、部材の大きさ

評価段階で有効と思われる。

2. 嬢合形式とその力学的影響

トラス 構 造 要 素 を 実 際 に 組 み 立 て る た め に

は、自11材と宮I1材 と を 結 び つ け る 接 合 形 式 を 汚

え ね ば な ら な く 、 多 く の 立 体 卜 ラ ス で は 特 殊

な接合昔日を設けている 。 こ の 接 合 形 式 の 設 計

によ って 、立体トラス精進の経済性が大きく

左右される。

現 在 ま で に 数 多 く の 接 合 形 式 がI1トlづきされて

おり、 ( - U量的なものに M e r o S y s t em.  N odus  

J oi nt i ng  S y s t e m.  U ni  bat  S y s t em などカずあり、

わ が 国 で も い ろ い ろ な 接 合 形 式 が1m発 さ れ て

いる 。

具 体 的 な 接 合 形 式 で 組 み 立 て ら れ た 立 体 卜

ラスの力学的性質を 把 握 し な け れ ば 、 実 際 の

榊 造 物 と し て の 評 価 と は な ら な い 。ピン 接 合

や 剛 接 合 と し て 立 体 架 締 を 解 析 す る だ け で な

く 、 実 際 の 接 合 部 を 含 め た 形 で 検 討 す る 必 裂

が あ り 、 そ の ひ と つ の 方 法 と し て 、 実 験 的 に

行うやり f j が あ る 。 こ の 湯 合 、 接 合 部 を 含 め

たトラス 精 進 婆 索 に 、 構造 物 全 体 か ら 児 て 支

配 的 に 思 わ れ る 応 カ モ ー ド を 外 } ) として載荷

することから、その性状を，U司べる 。 と く に 変

形 性 状 に つ い て 把 握 し な け れ ば 、 実 際 の 立 体

トラスの准動を説明できないだろう 。 このよ

う な 実 験 結 果 か ら 理 論 式 に 、 考 威 し な け れ ば

な ら な い 項 目 と 定 数 を 決 め て 、 全 体 の 構 造 物

を解析する 。

したが って ト ラ ス 形 態 と 同 級 、 接 合 形 式 に

ついても評価しなければ、立体トラスをつたUTI

化 す る こ と が で き ず 、 接 合 部 の 美 し さ や 単 純

さ 、 製 作 の 簡 単 さ 、 お よ び 部 材 と の 取 り 付 け

の 容 易 さ な ど の 評 価 と 郎 材 応 力 の 伝 達 し う る

ための耐力の保有とをす号えた経済的な接合出s

を設計する必要がある 。

あとがき

'LI本トラスのうた用化の巧ぇ ) J として、} ) ..主

的 性 質 か ら の ア プ ロ ー チ に つ い て 述 べ た。 こ

のような評価をもとに、具体的に投，H された

卜ラス椛造形態と接合形式から h見る i主体卜ラ

ス 精 造 物 の 構 造 解 析 に は 、 い ろ い ろ な 解 析 刀

法があるが、権造要索の応、 }J と変形関係・を川

いて解析するマトリックス J去をJ f l いれば良い。

な お 、 こ こ で は 立 体 ト ラ ス の い ろ い ろ な 解 析

方 法 や 紋 適 設 計 法 な ど に つ い て の 評 価 は 行 っ

ていない。
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集合住宅における電気

温水器室の排水設備

渡辺 潔

1. はじめに

集 合 住 宅 の 給 湯 設 備 と し て 、 電 気 温 水 鵠 が

ピ ル ト イ ン さ れ る ケ ー ス が 、 近 年 と み に 噌 え

て い る 。 電 気 温 水 器 を 設 置 す る に あ た り . 建

築 サ イ ド の 問 題 点 の ー っ と し て 電 気 温 水 器 室

の排水処理の問題がある。また( 社) 日本電機

工 業 会 電 気 温 水 器 委 員 会 に よ る 「 電 気 温 水 器

を 中 高 層 マ ン シ ョ ン 等 に 設 置 す る に あ た って

のお願い」の文字下中にも床面防水と排水工事

等 の 要 望 事 項 が 出 さ れ て い る 。

こ こ で は 、 以 上 の 問 題 の 解 決 の 一 手 段 と し

て 、 電 気 温 水 器 室 用 の 床 排 水 ト ラ ッ プ と し て

改良したものを紹介し、なお、電気温水量号室

の 排 水 に つ い て Jすえてみたいと思う 。

2. 電気温水器室の排水について

ま ず 、 電 気 温 水 器 の 排 水 内 容 お よ び 漏 水 の

起因について述べてみると、

(1)  減 圧 弁 、 安 全 弁 等F付 属 品 の 故 障 に よ る 漏

水 お よ び パ ル プ 継 手 類 等 接 続 部 よ り の 漏 水

(2) 電 気 温 水 務 本 体 よ り の 漏 水

(3 )  安 全 弁 作 動 時 の 排 水

( 4) 電 気 温 水 器 タ ン ク 内 の 水 抜 き に よ る 排 水

以 上 の エ レ メ ン ト が 考 え ら れ る 。 そのうち

減 圧 弁 、 安 全弁 の 水 洩 れ の 原 因 と し て は 、 凍

結 に よ る 破 損 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 破 損 、 水 あ か 、

ゴ ミ の か み 込 み 、 パ y キ ン 不 良 等 が 多 い よ う

で 、 こ の よ う な 事 故 の 際 、 ど れ く ら い の 漏 れ

水抜書孔 3 カ所

由
--

由

N

F

工

図- 1 本改良 T 4 K型排水 トラ ップ断面図
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( A ) 排水トラップ納まり平面図

( 6 ) 排水ト ラ‘ ノプ納まり断面図

図- 2 排水トラ ップ納まり鮮細図

表 ー1 緋水トラップの比較褒

排水立管

S  

a  給湯

図- 3 電気温水銭廻り納まり参考図

瓦ｾ空名 T 4 K 型 ｔＴｃｾ＠ T 4 W型 i龍
/{，. 

コ ス ト ( 比 率 ) 5  3  S .  54年 8 月現在

トラ ップの納まり寸法 126mm 144 醐 168醐 T管4のCh型t 短. 寸T 法4 Wを型加味は、したアジものャスト

水 封 50mm 50mm 切 mm

排 水 管 接 続 口 径 40mm 50mm 50mm 

材 質 鋳 鉄 製 同 左 同 左

排 水 管 接 続 方 法
込テ情- / <ー出キジ

同 左 同 左
珂E り し

が 生 じ る か 、 ま た 、 メ ン テ ナ ン ス と し て 電 気

温水器のタンクの水抜きをする場合、 排 水 呑

み 込 みf廷は、最低どれくらい必要かにより、

電 気 混 水 器 室 の 排 水 設 備 を 考 慮 す る 必 要 が あ

ると思う 。 つ ぎ に 、 床 面 防 水 に つ い て 考 え て

みると、? 芭気温水器室は通常、約 1 メ ー ト ル

四 万 の 室 で あ り 、 な お 、 排 水 立 管 が 食 通 す る

場 合 が 多 い よ う で 、 そ の た め 、 防 水 モ ル タ ル

仕 上 げ 程 度 し か で き な い の が 現 状 だ と 思 わ れ

る。

以 上 の 条 件 を 解 決 す べ く 床 排 水 ト ラ ッ プ と

して改良したのが、 図 ー 1 に 示 す も の で 、 こ

のたび、大阪ドレネーヂ工業( 株) より T 4 K型

と し て 製 作 に 当 た っている 。

3 .  T 4 K型排水トラップの特徴

(1)  集 合 住 宅 向 き 横 型 排 水 ト ラ ップである 。

(2) 排 水 ト ラ y プの納まり高さが、 12 6 ミリメ

ートルである 。

(3)  材質は、鋳鉄製ても防水用つぱ付きである 。

(4) 水封深さは、 50 ミリメートルを確保して

いる 。

(5) 電 気 温 水 器 の 排 水 お よ び 安 全 弁 の 排 水 の

受 口 と 床 面 排 水 を 兼 ね る こ と が で き る 。 ( 図

- 2 お よ び 3 )  

(6 ) 排 水 ト ラ ッ プ 本 体 の 排 水 呑 み 込 み 量 は 1

分 1111当 たり 、30 リ y トル以上あり、電気温水

器 の 水 抜 弁 に よ る 排 水 量 ( 370P型 の 給 水 弁 を

閉 と し 、 安 全 弁 を 1mに し た と き の 水 抜 弁 の 初

排水量は、 1 分 間 当 たり、 25

'

) '"/ トル以下。

460 P型もほぼ同じ) は、十分、呑み込める 。

(7 )  従 来 の 市 販 備 型 排 水 ト ラ ップ と 比 べ 、 非

常 に 安 !i 闘である 。 ( 表 ー 1 )  

以 上 の 特 徴 を 備 え て い る 。 と く に 電 気 温 水

器 室 の 床 仕 上 げ 高 さ の 納 ま り を 考 慮 し て ト ラ

y プの高さを 12 6 ミリメートルに押さえたため 、

電 気 温 水 器 室 の 床 仕 上 げ 高 さ は 、 ス ラ プ 天+

150 ミリメートル以下で納まり、専用住戸 内ス

ラ プ 上 コ ロ ガ シ 配 管 が 可 能 で あ る 。

4. おわりに

先 に 述 べ た よ う に 、 電 気 温 水 器 室 の 排 水 処

理 の 一 手 段 と し て T 4 K型排水トラップを紹介

し た が 、 実 験 結 果 に よ り 機 能 は 十 分 満 足 さ れ

ると思う次第である 。 ただ、 T 4 K型は、床面

排 水 と 機 器 か ら の 附 接 排 水 の 両 方 が 、 で き る

よ う に し た た め 、 排 水 白 血 を 取 り 外 し た 構 造

な の で 、 施 工 時 の 留 意 点 と し て モ ル タ ル 流 入

防止をｾｉＮ｜｜ＡＮして養 生 プレー卜を設ける配慮が

必 要 で あ る 。

最後にＧￆｾ主ならびに改良に際してご協力を

いただいた大阪ドレネーヂ工業( 株) 本社にお

礼 を 申 し 上 げ ま す 。

( わたなべ きよ し KK熊谷組大阪支庖建築設計部設備課課長)
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ねじ鉄筋

永 井 義 規

災 形 鉄 筋 の 機 械 的 継 手 法 の 一 つ の 方 法 と し

し て 、 ね じ 系 の 継 手 法 が あ る が 、 従 来 こ れ ら

は 加 工 ね じ 鉄 筋 で あ り 、 鉄 筋 端 部 を ね じ りJ る

か 、 部 品 を 鉄 筋 端 部 に 溶 接 す る な ど で 対 処 し

て い た 。 ド イ ツ で は 当 初 P C鋼 様 、 後 に 異 形 鉄

筋として多量に使用されており、日本において

もその要望はあったが、技術が未熟であったこ

と も あ り 、 市 場 の 鉄 筋 価 格 と ほ ぼ 問 機 の 価 格

で 市 場 に 提 供 す る こ と が で き な か っ た。

し か し 、 技 術 力 が 向 上 し 、 従 来 の 築 形 鉄 筋

の ふ し を ね じ 模 織 に し た ね じ 鉄 筋 を 従 来 の 鉄

筋 価 絡 に 近 い 価 格 で 市 場 に 提 供 で き る よ う に

なり、日本でも普及してきた。

1. ねじ鉄筋(ネジコン) とその付属品の仕様

ネ ジ コ ン は図ー 1の ご と く 鉄 筋 全 長 に わ た っ

て 、 ね じ 状 の ふ し を 圧 延 に よ り 成 形 さ れ て お

り、 JI S G3112  r鉄筋コンクリート用棒鋼」を

満 足 す る 製 品 で あ る 。 サ イ ズ は 0 1 9より 0 51

ま で で 構 成 さ れ て お り 、単 重 、 公 称 直 径 、 公

称 断 面 積 、 公 称 周 長 は 従 来 の 異 形 鉄 筋 と 同 様

である。

ね じ 鉄 筋 の 継 手 は メ ス ね じ を 有 す る 部 品 に

よ り 継 ぐ 継 手 で 、 ネ ジ コ ン は ロ ッ ク ナ ッ ト 継

手 、 ( 図 ー2) 、 ね じ カ プ ラ ー 圧 着 継 手 ( 図 - 3) 、

お よ び コ ン ト ロ ー ル 継 手 ( 図 - 4) が あ り 、 そ れ

ぞ れ 日 本 建 築 セ ン タ ー の 評 定 を 得 て い る 。 ま

た 、 建 設 省 の38粂 認 定 に つ い て も 取 得 し て い

る 。 な お コ ン ト ロ ー ル 継 手 は 組 立 鉄 筋 な ど の

よ う に ネ ジ コ ン が 固 定 さ れ て い る 場 合 、 あ る

いは、継ぐネジコンの径が巽る場合の継手で、

愛ー 1 ロックナ':1ト継手、ネジカブラー圧着継手の

都品形状寸法
( 単位皿)

日子

ロy クナy ト締付継手綱 圧牛ジ者カ継プFラHー1  

対辺 対角 長 さ 丸カプラー 長さ

ぴ 距 離 距 離 外f圭世

六 角 ロック

名
カプラー ナ y ト

( 8 )  ( C)  ( L ，)  ( L ，) ( A )  ( L ，) 

019 32 37. 0 110  35 

022 36 41. 6  120 40 

025 38 43. 9 120 40 43 120 

029 46 53. 1  135 45 回 135 

032 50 57. 7 150 50 55 150 

035 54 62. 4 165 52. 5 ω  165 

038 58 67. 0 180 55 65 180 

051 80 92. 4 lω ω  89 190 

図 ー2 ロックナ ット 継手

ネジコン ネジカブラー

¥ ¥ r
b

ム

F9代J' サ ナL アザ1 c l . --Ll l lW-

平 幹f a r 陛|

b- b断面

図 - 3  ネジカブラー圧着継手

六角カブラ一日 ロッウナ y ト日

一傘
図- 4  コントロール継手

ピ ッ チ の ず れ を 調 獲 で き る よ う に な っ た 継 手

て芯ある 。

ネジコンは機械的定着も可能であり、 0 1 9

- 0 38のサイズまで日本建築センター評定、

お よ び 建 設 省 の38条 認 定 を 取 得 し て い る 。 こ

の 工 法 ( ネ ジ コ ン 定 者 ) は ネ ジ コ ン の 付 着 定

着長さ 1 0 0 以上と 表ー 2 、 図 - 5 に 示 す 定 者

ナ y トと定' I 1;f，反を使用することによって行う

方法である。

一世
図 - 5  ヰジコン定着

表 ー2 定着ナ ット、定着プレートの形状寸法( 単位 "" )

四千 定着ナ y ト高さ (H ) 定 理E 板

ぴ N A  N 8  N C  板 幅 板 厚 穴 f圭

名 ナ y ト ナット ナット ( b )  ( 1 )  ( d )  

019  19 35 45 55 9  25 

022 22 37. 5  50 65 9  28 

D  25 25 40 55 75 9  32 

029 29 45 60 90 9  36 

032 32 50 65 l∞ 10 39 

035  35 52. 5 70 110 11 43 

D38  38 55 75 120 12 46 

2. 施工機器

継 手 の 施 工 に は 、 ネ ジ コ ン と カ ブ ラ ー の ガ

タをとり 、母 材 と 同 等 の 伸 び 性 能 を 与 え る た

めに、ロ y ク ナ ッ ト を 絡 め つ け た り 、 ね じ カ

プラーを圧管する施工作並器が必要となる 。 そ

の施工機は車IH径 を 絡 め つ け る ト ル ク レ ン チ か

ら、太径用の予Ａｬ ｾｊ レンチ、 Ｑ Ｇ Ａ［ｴ動レンチまであ

り、それぞれは形状 ・寸法を奨にしており、ま

た 、 小 型 化 な ど 新 機 種 の 開 発 を 進 め て い る の

で 、 設 計 施 工 に 当 た っ て は 、 鉄 筋 間 関 、 形 枠

写真ー 1 手鋤レンチ

と の 距 離 な ど に 対 応 し て 、 施 工 機 器 の 検 討 を

行 っ て お く こ と が 望 ま し い 。

3 . ネジコンの実施例

ネジコンは、 (1)仮組ができ 、 そ の 状 態 で 全

強を有している、 (2 )ナ ッ ト と 定 者 板 に よ り、

簡 便 に 確 実 に 定 着 で き る 、 な ど 、 い く つ か の

優 れ た 特 長 を 有 し て い る の で 、 そ れ ら の 特 長

をいかして多くの実施例が積まれている。

そ れ ら の い く つ か の 事 例 に つ い て 示 し 、参

考に供したい。

1. 原子力発電所主主家などの大規模で、厳格

な画己筋管理が要求される場合の継手およ

び定着

2. 地 方 や 大 規 模 工 事 で 、 熟 練 工 が 集 め ら れ

な い 工 事

3 . 組 立 鉄 筋 な ど の 継 予 お よ び 定 着

4.  t( ' l 築および打継ぎ郎の継予( 図 - 6参 照)

5 . 鉄 塔 な ど の ア ン カ 一 筋

6. 片 待 梁 の 定 着

7. 鉄 骨 に 鉄 筋 を 定 着 す る 揚合( 写真- 2参 照)

8 .  f土 円 部 の コ ン ク リ ー 卜 打 設 性 を 改 良 し た

い 場 合

9. ノlcf圭 鉄 筋 マ ッ ト の 継 手

10. ロックナ ッ トetc

円弱ギ型枠

一尋. . c c

型枠

図 - 6  n継ぎ工法
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の定着例.  .  

( ながい よしのり )  

(株)神戸製鋼所鉄構エンジニ7 リング本邸プロジェ7 ト室担当深長/

建築と社会/ 1捌 年 1 J! 号 93 



日本建築協会

月間の動き

昭和54年11月分

理 事
43』2r 

21 日 41時一 5 時半 於会館集会室

出席者 塚本会長 、福田 ・足立 ・佐野各副会長

ほか11名

議事( 1 ) 寄附金受領に関する件

(2)  建築 8 団体合同新年交礼会開催の件

(3)  事務局職員下期賞与支給の件

(4 )  会勢強化に関する件

(5)  会費改正に関する件

(6)  入退会者承認の件

(7)  報告事項

4z』z  
勢 委 員

dZ』3Z 

9 日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 市川委員長ほか 6 名

議事 会勢拡大のための具体策検討

法 規 委 員

A .  

ｾ＠

小委員会

5 日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 西川副委員長ほか 4 名

殺事 法令アンケー卜まとめ協議

委 員 会

16日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 岡本委員長ほか 8 名

議事 (1) 法令アンケート結果再まとめの報告と

その運用について

は) 法令特集号の企画

(3)  そのほか

事 業 委 員

A .  

ｾ＠

忘年懇親会特別委員会

6 日 l  時半- 3 時 於 太 閤 図 会 議 室

出席者 三品委員長ほか 6 名

議事 (1) 忘年懇親会の諸準仰について

(2)  そのほか

若い会員の集い小委員会

6 日 6 時 - 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 阪倉副委員長、岩本幹事ほか 7 名

議事 (1  )  前回の事業委員会の報告

(2)  第 4 回、第 5 因企幽の実施報告

(3)  第 6 回の企画について

(4)  第 7 回~第 9 回の企画について

(5 )  そのほか

王将ほか 4 名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  第45回展示写真実施報告

(3)  第46回以降の展示写真について

(4)  r建築計画と新耐震設計法についての研

修会」実施報告

(5)  そのほか

見学会小委員会

8 日 5 時 - 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 島田副委員長 、上出 ・南両幹事ほか3名

殺事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  r全米建築見本市視察団」の企画につい

て報告

(3)  9 丹、 10月の見学会実施報告

(4 )  11 月の企画について

(5)  12月以降の企画について

(6)  そのほか

若い会員の集い第 9 因企画現地打合

13日 2 時 - 4 時 於 京 都 朝 日 会 館 ・画廊

出席者 ゲ ス ト 新 宮 氏 ・葛谷主査ほか 2 名

議事 建築家以外の人に聞くの講師依頼および企

画打合せ、そのほか

委 員 会

15 日 12時半 - 14日寺 於会結集会室

出席者 三品委員長、乾 ・西村 ・阪倉各副委員長

議事 (1) 各小委只会の事業報告ならびに事業企

函について

(2)  会員忘年懇親会について

(3)  そのほか

若い会員の集い第 7 回企画分科会

16日 6 時半 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者 安原主査ほか 3 名

議事 新春放談のゲストの選定について、その他

住

A .  

ｾ＠{
毛委 員

委 員 会

6 日 6 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 12名

議事 第16回よろず相談住宅展のイ牛

編 集 委 員

A .  

ｾ＠

「建築金物」特集編集幹事会

8 日 l 時 - 3 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 立野一郎氏ほか 2 名

議事( 1 ) 本文内容について

(2)  広告企画について

銀行特集編集幹事会

9 日 6 11寺- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 波辺 ・字沢 ・桑原各特別幹事、片倉副

委. n 長ほか 2 名

議事 3 月号銀行特集の企画( テー 7 と執筆者の

選定)

委 員 会

12 日 3 時一 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 前川委員長、木村・ 渡辺 ・片倉各副委

員長ほか 5 名
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(4)  2 月号= 今後の省エネルギの趨 勢特集

経過報告

(5)  3 月号= 銀行特集の企画

(6)  4 月号= 施工材料特集について

(7 )  5 月号特集について

(8)  6 月号以降の特集企画

(9 )  分科会報告

(1目 新しい表紙デザインの検討ーデザイン

紫案をもとにー

(11)  そのほか

広告企画小委員会

12日 4 時 - 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 前川委員長、渡辺副委員長ほか 3 名

議事 (1)  11月号「日本住宅公団関西支社53年度

表彰作品」広告収入報告

(2)  12 月号「建設業の労務事情ー悪化とそ

の打開への試み」特集広告収入報告

(3)  正月号「議賀新年」名刺広告途中経過報告

(4 )  2 月号「今後の省エネルギの趨勢」特

集広告企画

(5)  3 月号「銀行」特集広告企画

(6)  作品作風関係報告

銀行特集編集幹事会

30 日 6 時 - 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 野田 ・桑原 ・宇沢特別幹事、 片倉副委

員長ほか 4 名

議事( 1 ) 3 月号銀行特集の具体化

(2)  そのほかー特集関連広告企画

出 版 委 員

A .  

ｾ＠

小委員会

15 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席 者 小林委員長ほか 4 名

議事 (1)  建築技術選書販売状況報告

(2)  計画進行報告と協議

(3)  そのほか

建 材 委

A .  

ｾ＠員

委 員 会

22 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委員長ほか12名、三洋電機 2 名

議事 (1) ソーラーシステムの説明

(2)  今後のテーマ及び新建材紹介コ ーナー

見 学

A .  

ｾ＠

ヲ寝室見学会

京の詩仙堂と芭蕉. . を訪ねる会

10日 2 時 - 4 時半

参加者 27名

講 師 帝塚山学院大学教授・工守: 博士岡田孝男氏



った阪、四天王寺・昭和の夢殿 (太子殿) と

中心萄藍の見学

20日 2H寺- 4 時

参加者 25名

当日説明者 四天王寺復興部建築事務所

主任 宮 内 H青利氏

株式会社金剛組

工事部J l ! 長山田 一 彦 氏

若 い 会 員 の 集 い

旧下村邸 (大丸ヴィラ ) を訪ねる

一建築家・ヴォーリズ・…・ その人の作品-

17日 2 時 - 5 時半

参加者 51名

講 師 大 阪 芸 術 大 学1014師 山 形 政 昭 氏

ゲスト 州 大 丸 装 工 事 業 部 ・ 大 阪'f:¥' 業部長補佐

川 崎 浩氏

第25回工高生テザインコンクール表彰式

24日 2 時 - 3  s寺 於 会 館 集 会 室

出席者 ーの会代表・藤村消一氏、嶋田審査委

員長、土肥審査委員、多古月教育委員長

ほか 3 名

多胡教育委只長の挨拶、嶋田審査委員長の審査

結果の報告 に続いて、入選者に対 し賞状 ・賞牌を、

多古月教育委員長より、最優秀作品に対し関西建築

家懇談会ーの会藤村代表より賞状と記念品をそれ

ぞれ授与した後、現在工事中の「日本銀行大阪支

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

13日 8 時半 - 101侍 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 93名

当 日l立、住友不動産株式会社社長安藤太郎氏よ

り「不動産よもやま話」をテーマにお話を伺 った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

29日 於東京建築士会会議室

出席者 15団体各委員 (本会より山恨委員 )

議事 建築士の行う工事監理基準 原 案調査報 告ｻ Ａｾ

について

11 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会只 4名〕

大井市n ! 1 木村 伝 回 中 信 重

村悶 BN 

〔准会員 l 名〕

作本 書幅

中部建築賞

昭和 54年 度 (第11固) 入 賞 と 入 選

中部建築賞入賞作品 8 点 ( f 繍順不同 ) ー

① J宣言十 高木滋生建築設計事務所施工. 西武不動産

② 設 計 : 7 サ ミ建築設計事務所施工. 竹中工務庖

③ 設 計 。 河 合 松 永 建 築 * 務 所 施 工 鴻 池 組

④ 設 計 岡J!i lI' 十路工. 熊谷組

⑤ 設 計 . 玉 田 建 築 設 計 事 務 所 施工 カツラ工業

⑥ 設 計 田中忠雄建築設計事 務 所 施工 浅沼組・木内建設J

⑦ 設 計 。 前 川 建 築設計 事 務 所 施工 jiiJ 悶建設工業

③ 設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 胞工 . 大林組

中部建築賞入選作品 8 点

u苗載順イ、岡)

@ I受.tl 包工竹中工指底

⑪I l I t: 0 縫段 針 路 工 : 大 成鍵n

⑪ . w 鍾I ! 傭究所アーキヴ i:.<' l I "

施工: 須山燈島杉浦fIl J V

⑫ n. t : AI t f 建集n. t . n戸時

結工 浅沼催i

⑬I l I t: 0旭 I W 施工。佐が工禽

@nl t  佐威武 夫n ，十本橋所

結 工 附 図建鈴工農

⑮ n. t  口健雄tt 施工 紛脊盤目

@nt t : l i 口d哲郎纏 察IUt 僻究所

絡工 " 成鎗怨

今年度の応募総数 1;1:、 一般部門58点( 入賞 8 点、

入選 8 点) 、住宅部門 8 点( 入: n ・入選なし) であっ

た。以下に入賞・入選作品を掲げる 。

⑥ 新中町ピル
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賀 正

1980 

設計事務所有志

A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井 晃 治

本社事務所 大阪市南区谷町 7 丁目 12-1 新谷町第3ピル2F T E L  (06)768- 1771 ( 代)

東京事務所 東京都中央区月白4丁目 13-3 秀和月島レジデンス 108 T EL  (03)531- 3954 

7 卜 リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 35 T EL  (07437) 3- 6137 

I トI J 7dルf ・l 一級建築士車線研宅手

アトリエrrerOl 1 室内建五設計平均佐々木

克 子

恵 子

大阪市北区天満 3 丁目 1 番 l 号 玉 置 ピ Jレ4 階 〒530 (06) 351- -8920 ・6307

株式会社束建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神 橋3丁目 8番3号 マ チ スピル 電話 06 (358)  5598 ・3497

株式会社井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 透 明

〒530 大阪市北 区鶴野町 1 番 3 号( 安田ピル) 電話 06 (372)  2821附

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 -- 6  ( 清光ビ ル) 電話(562 )4343 - 5  



株式会社伊藤建築設計事務所

取締役社長
伊 藤 鍍

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦 3丁目 3-6( 日本経済新聞 ピFレ) 電 i11i <052>951- 111鮒。

東京事務所東京都千代旧区神田美土代町 7 (久 保 ビ ル ) 7EJ 品<03> 294-6061附

の 認 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
歩斤

Eコ 史

〒530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号( オオシマビル) T E L  (06)  364- 9071(伺

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉. L. ，・

毛

..IDi.. 

日

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1丁目 18番 1号(第 10森ビル ) 電話 03 ( 501)  0286附

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8 ー 3 電話 06 ( 201} 5 3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役所長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁目 12 番 目 号 ・新 阪 急 ピ ル 電 話06 (341)  1 7 2 7  

東 京 事 務 所 包 括 03( 263) 9  7  5  8  福 岡 事 務 所 電 話 092( 761) 2 2  0  6  

@  
株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電話03 (403) 0251大代表

大阪事務所大阪市北区堂島浜1丁目 4番27号堂島中町ピル 電話06 ( 344)2096代 表

株式会社

西

王子尺品

両又 計

取締役社長
西

国

叩

よ

聞

本 社 世

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 立 π 堀 1 丁 目 12 番 目 号 電 話 (532)4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛治町 3 - 3  ( 大木ピル内) 電話 (256)9301代表

広 島 事 務 所 広 島 市 大 手 町 2 丁目 7 番 1 号( 三葉ピル) 電話 ( 46) 0 1 4 4
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篠 田 川 口 建 築 事 務 所

協 同 設 備 事 務 所

株式会社

株式会社

川 口 喜 代 枝代表取締役社長

T  E  L  962 ー 7 5 8 1 ( f¥;)

T  E  L  971  -- 2  2  5  5  ( 協同)

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁目 21 番 2 1号

@  手口 計日百
= 凡

百又
株式会社

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行

代表取締役副社長 林 唯

主主

o  

建築・都市 ・上下水道

調 査 計 画 ・ 設 計 監 理

夫

本社事務所 大阪市西区新町 1丁目5番7号四ツ儲ピル T E L代表 532-3421

神戸事務所神戸市葺合区八絡通4丁目2番17号久徳ビル T  E  L078- 251- 0651 

株 式 会 社 倉U 雷十美

=J "1. ， 

孟又

図

中 原 英 雄代表取締役

大阪市北区末広町3番21号 星和地所扇町ピル6階 T E L大阪 ( 06) 312-3587代表

言十設建株 式 会 社 大

取締役社長 千 原 大 五 郎

本 社 東 京 都 港 区 新 橋 1 丁 目 10番 7 号 { 大和 銀 行 新 僑 ピ ル ) 東 京 ( 572 )4595( 代 )

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 江 戸 場 1 T 目12番 8 号 安 田 生 命 究 阪 ピ ル 大 阪 ( 441 )9351 (代 )

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市 中 区 栄4丁 目 6番 15号 名 古 屋 日 産生 命 館 ビ ル 名 古 屋 ( 261 )8531 (代 )

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺 屋 町9番1号 明治生命小倉ビル Ｖｾ 皆小 倉 ( 521 )4285( 代 )

分 室 室 蘭

株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所

真内 藤代表取締役

大阪市南区長堀橋筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ヒ、ル ) 電 話 (211) 2706 (代)

東 海 計設

句9
株式会社

小 坂 忠 勝代表取蹄役社長

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目7番1号( 伊努町ビル) 〒460 TEL052-261-2651 ( 代表)

東京事務所東京都中央区京犠1丁目 14番4号( 東信的レ) 〒104 TEL03 -561-O815(代表)
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⑩ 

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 . $ 2  - 4  8 電話 202- 3626

東 京 事 務 所 東京都中央区日本橋馬喰町 2 - 1  - 1  電 話 663- 1765

( 住友 銀 行 浅 草 橋 ビ ル6階)

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

実 飯 事 務 葉 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06) 202- 0391 

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町 2( 永田町ピル) 電 話 東 京 (03)581-1251

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅 3 (堀内ビル) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

北 九 州 支 所 北 九 州 市小倉北区魚町 1 - 4  - 21 電話 小倉(093)541- 6531

( 北九州清和ビル )

株式会社内藤建築事務所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒 606京都市左京区中大壊町 1 8 9 番 地 電 話075 (781 )4111代

事務所 ・出張所 青森 ・東京・松本 ・静岡・名古屋 ・京都・奈良 ・大阪

高知・福岡

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

干542 大 阪 市 南 区 上 汐 町 3 - 5 9  ケーエスピル 電 話 7 6 8 - 6 1 2 1

株式会社日建設計

収 締 役 社 長 安 塞 元 清

大阪本社代表 小 菅 滋 夫

土木業務所代表 藤 谷 憲 男

干541 大阪市東区横堀 2 丁目 3 8

電話 o6- 2 0 3  - 2 3 6 1  ( 大代表)

有限会社村野森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  電 話 ( 624) 0  9  2  6 代表

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  電 話 ( 253) 0  8  7  5 代表

東京事務所東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1 代表

9 9  



現4
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話 06( 943)  1371 ( 大代)

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡

賀 正

1980 

建設業者有志

。。
株式会社 あ め り か 屋

取 締 役 社 長 前 野 慶 太 郎

tf.::、
、よJ

本 社 干530 大阪市北区中之島4丁目 3番25号 電 話 代 表 (444) 1501番

株 式

浅 沼 組ｾ＠ 、
社

取締役社長 j斐 沼

戊ー+今a

夫

本 社・大阪市天王寺区東高津町 8 番 地 の l 電 話 大代表 ( 768) 5222 

東京本社 ・東京都新宿区荒木町 5 番 地 電 話 代 表 ( 357)  0261 

支 庖・名古屋 ・札幌・仙台 ・広島・ 福 岡

Q;) 

株

l 斗
を 新 ァ

取締役社長 新

工島 務 所

日召

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話 代 表 大 阪 ( 313) 1331番

支底・東京都千代田区篠楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 ( 291) 3741番

支 底 ・名古屋市中区大須 4 丁目 l 番71号(時計ピ ル) 電話 名古屋 (262)1 725番

<$> 
安藤建設株式会社大阪支応

常務取締役支庖長 岡 幸夫

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 ( 453) 2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八重洲2丁目 2番7号 電 話 大 代 表 ( 272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸・京都・沼津・札幌 ・字都宮 ・北九州・熊本
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4惨

式

社

株

会 井 上 組

取締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 3 丁目 2 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

ｴｦｾ 、
、:;/J

椋式会社今

西 組

取締役社長
A  

7  西

τ : b -

で: =c ; "

百 守 雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ l 電話06( 779) 3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03( 354) 0  5  8  1  

営業所 京 都 ・ 神 戸 ・ 西 宮 ・ 奈 良 ・ 埼 玉

@  

株

会

式

社 大
L
瓜

r

I

4

 

組

取締1支社長 大 林 芳 良日

東京本社 ・東京都千代田区神間司 町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・ 札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・北 陸 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・ 福 岡

取締役社長

制

村 俊

組
、
ノ

l

 

f

忠
、

株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社 大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 ( 06) 621- 1101( 大代表)

東京本社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電話 東京( 03) 404- 8111( 大代表)

支 庖 札幌・仙台 ・浦和・東京・峨浜・千葉・名古屋- 大阪 ・神戸・広島・高松 ・北九州・福岡

鹿 島 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石

取 締 役 支 庖 長 奥

J  11 

村

ム

ハ

士

口

郎

朗

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電話 03 (404) 3311(大 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6 電話 06 ( 245) 2311( 大代)

e が

株 式

会 社 神 崎 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 江 藤
申

J じ，、

害

国

九

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 1 丁 目 1 - 3  6 電 話 大 阪 (341) 7371 (代表 )

本 社 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電 話 姫 路 (23) 2021(代表 )
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株式合社柄芯エ務志

⑨

 

良日

電話大阪 06( 411) 1451( 代)

神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊

}r頂

/ ム、

- 0  

尼崎市玄番南之町 4 番 地

大 阪 ・ 西 宮

柄取締役社長

本 社

営 業 所
回

設建畿近
争土

メｾ
3 五E式株

① 

大阪06 (448)5601代

07755 ( 2  ) 1361- 2  

敬

電話

電話

崎

大阪市西区江之チ島 l T目2 醤2号

l

 

l

 

----， 取締役社長

社本

滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の 1滋賀支社

近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社

夫正梨木取締役社長

2581代表(763)  大阪 06電話大阪市南区谷町 9 丁目 l 番地〒542

組大阪支底谷株式念社熊

⑨ 
牧 田 甚

締 役 社 長 熊 谷 太 一 郎

専務取締役大阪支庖長 星 野 晴 彦

東京都新宿区津久戸町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 2111番 ( 大代表)

大阪市都島区片町 2 丁目 1 0 番 5 号 電 話 (352) 1151番 ( 大代表 )

長
ム
耳ｦｾ＠締取

取

本 社

大阪支庖

会 社設 工 業 株 式甲 南 建

号、
電 話 (06) 308- 1551大 代 表

官電話 ( 06) 427-9631代 表

電 話 (03)  253- 4455代 表

電 話 (078) 221- 6293代 表

電 話 (0722)29ー o 0 8 8  

電 話 (092) 471ー 7 2 7 J  

電 話 ( 052)681- 6  7  4  5  

代表取締役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 l ー 18( 共 同 ピ ル)

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号( 松井ピ J レ)

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 憾 多 区 情 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号( 住友生命ピ Jレ)

名 古 屋 市 熱 田 区 富 江 町 1 1 1

組池鴻社株 式 会

<i e  
藤

大阪市東区 北 久宝寺町 4 - 27 電話大阪 (244)3500( ダイヤルイン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2・3・11 電話東京 (296)7700( ダイヤルイン受付台)

名古屋 ・広島 ・福岡 ・鹿児島 ・松江 ・仙台 ・高松 ・札幌・機i兵・神戸 ・京都 ・金沢

池鴻取締役社長

本 社

大阪本庖

東京本庄

支 庖
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社

..0、

' : z4 式本来業工藤佐

母

小町谷武司

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (661 ) 1231 ( 大代)

大 阪 支 庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 一 2 5  電 話 大 阪 ( 203) 7221( 代 表 )

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・北陸 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜 ・四 国

佐 藤 欣 治 ・ 常 務 取 締 役 大 阪 支 底 長取締役社長

社
l 込

主主式株設建水清

利

紀

正

土也

下

里予

木

社 長

副 社 長 大 阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 一 1 6 一 1 電 話Oω3(β53お5 )4111

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 一 3 一 3幻7 電 話Oω6( 4叫4 3幻同5弘43泊1  

名 古 屋 . 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 幌

本 社

大 阪 支 庖

支 底

イゑえ建設株式令必。

、主と

l C  

大阪市東区北浜 5 丁目 2 2番地(新住友ビル 2 号館) 電話 06(220) 8  7  1  2  

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電話 03(353)代表日11番

Eヨ

E ヨ本中南常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

大阪支庖

本 庖

組
吉

岡

古

同

銭

式

社

株

会。
之

大 阪 市 西 区 西 本 町 2 丁目 2- 11 官邸舌大阪06( 531) 6431 (大代表)

東京都千代田区一番町31番 地 官邸舌東京03(265) 4611 ( 大代 表)

札幌・仙台 ・千 葉 ・ 機 浜 ・ 北 陸 ・名古屋 ・広島・四国・福岡

釧路・帯広・苫小牧・函館・苛森・盛岡 ・秋田・山形・松LG，・水戸・宇都宮

前橋・浦和 ー多摩・甲府・ 2首山・金沢 ・福井・ 長里子 ・岐阜・静岡 ー津 ー大海

京都・神戸 ー和歌山・徳島・松山 ・高知 ー松 江 ・岡山・山口・北九州・:長崎

熊本・大分 ー富山奇・鹿児玉主・沖純

輝銭取 締 役 社 長

社

社

庖

所

支阪

支

大

業

.

京

+
L
 

4

f

 

本

東

支

営

会 社式株設建成大• E 締護 佐

専 務 取 締 役 『百

大 阪 支 1所長 ノベ

東京都新宿区西新宿1丁目25番l 号新宿センターピル T E L東京 (348) III 1大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 番地 T E L 大 阪 ( 262) 1131大 代表

東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・ 広 島 ・横 浜 ・ 新 潟 ・ 高 松

虞

古

田

本 社

大 阪 支 庖

支 庖

社式 会

幸 平

↑専

株

沢

沢

設

大

大

建

主

締

締

取

取

幸大
@  

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁 目 4 番 21 号 電 話 06( 538) 0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06( 203) 0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03( 407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ ニ 五 電 話052( 581) 737針℃

松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 時0852( 21) 3747代

富 山 ・ 仙 台 ・ 滋 賀 ・ 兵 庫 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 静 岡

本 社

本 社 分 室

東 京 支 1苔

名 古 屋 支 1主

総 江 営 割 健 所

出 張 所
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κ h 

ｾ＠
雲若竹 中工 務 庖

取 締 役 社 長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表 )

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州 、 |

営業所 千葉・横浜・静岡・ 金沢 ・京都・神戸・岡山・ 高松・ 北九州

⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

西 日 本 業 務 担 当 旧

常 務 取 締 役 ノLJ
島 章

常務取締役支庖長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 1- 10( 天六阪急ピ Jレ) 電話 (358) 0321( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411 ( 代表)

@

 

戸 田 建 設 22 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 支 庖 長 加 納 秀 雄

大阪市西区西本町 1 丁目 13- 47 ( 新信漫橋ピル) 電話06- 531- 6561( 大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 - 1  

支 庖 東 京 ・ 関 東 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

⑮ 

ｾ＠

東 漆 興 業 株 式 含 紙 大 阪 支 庖

実管官土芸小松英二
主務主締護 田中巌夫

本 社 東京都千代田区大手町 1 - 5 - 4 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

安田火災大手町ピル

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 18- 21 豊崎ピル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

人間の環境を豊かにするヒ ューマナ イザー

東 急 建 設 株 式 会 社

取締役社長

常務取締役

支 庖 長

八 木 勇 平

平 田 順 次 郎

大阪支社 大阪市北区堂山町1- 5 大 阪 合 同 ビ ル 電 話06(313) 1371 (代 表)

本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 1 ー 1 6 - 1 4 電話03(406) 5111 (大代表)

I T、
てコ

飛 島 建 設 株 式 会 祖 大 阪 支 庖

取締役支庖長 熊 谷 良 訓

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 ( 263) 3151( 大代表)

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・名 古 屋 ・北陸・四 国 ・広 島 ・福岡

営 業 所 神 戸 ・和 歌 山 ・京 都 ・滋賀 ・堺 ・奈良 ・姫 路
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③ 

⑮ 

@  

@  

ｾ＠

日 本 建 設 株 式 会 社

取締役社長
生 田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  ( 261)  7  5  9  1  - 8 干541

支 庖 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 広 島 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国 ・ 沖 縄

明日をささえる

西 松 建 設

本 社 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 電話 03 ( 502) 0211 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話( 202) 4  7  9  1 代表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1 号 電 話(241 ) 4  1  7  1 代表

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 応

取 締 役

支 庖 長

オミ

ホ木 隆 雄

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 ( 201) 2751( 大代表)

本 庖 ・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 ( 405)  1  1  1  1番( 大代表)

支 庖・東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・北陸・札幌・広島・高松・海外工事局

妹式

会者t 長 谷 川 工 努 盾

取締役会長 長 谷 川 武 彦

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 4  0  電話 06 (203)  5611 

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 3 丁目 21 番 20号 電話03 (586)  5451 

未来をひらく フジタ工業

常務取締役大阪支底長 志 賀 修

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁 目 l 番 1 6 号 電話 (345) 代表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

支庖・東京・横 浜 ・名古屋 ・大阪・広島・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台

海外・リマ・カ・ラカ ス・サ ンパウ ロ・キトー・ロサ ンゼル ス・グアム・クウェート

1 0 5  



② 

④ 

@  

• 

@  

。
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不二建設株式会社

取 締 役 社 長 山 口 吾 郎

取締役副社長 山 口 慎 一 郎

大阪市西区西本町 3 丁目 l 番9号 〒550 電話 06 (541) 5534代表・9301代表

本 社

東京都新宿区西新宿 4 丁目 5番2号 干160 電話 03 (377)  5  1  7  1  代 表

支 庖 名 古屋市東区泉 l 丁目 21番35 号 干461 電話 052 (971)  8  4  8  1 代 表

福岡市博多区博多駅前 2丁目 l 番l 号 干812 電話 092 (431)  0  5  3  3  代 表

出張所 札幌・仙台・静問・大垣・四日市・ 京都・姫路・広島・大分

不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長 庄 里子 勝

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 3  0  電 話 06 ( 201)  1  1  2  1  

東 京 本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1 - 2  - 1  電 話 03( 831 ) 9 1 1 1

株式会社 藤 木 工 務 庖

本 社 取締役社長 藤 木 鍛

大阪本活 ・ 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電話 06(942) 1461( 代)

支 底 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 電 厳 03( 357) 1611(代)

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864(22) 3330( 代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878(51 ) 7272( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075(311 )  4131 (代)

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 4 丁 目 18 の 2 包 括 092(441 ) 6585(代)

営 業 所 ・ 埼 玉 ・多 摩・静岡・名古屋・字治・岡山・徳島・新居浜・熊本

真柄建設株式会社大阪支底

常務取締役支庖長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大阪市淀川区宮原4丁目4番50号 電 話 大阪(06) 393- 1171(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263ー1211(代表)

支庖 ・営業所 東京・名古屋・金沢・富山 ・福井・ 京都・大津 ・神戸・新潟・広島・福岡

前田建畿工業橡式会社大阪支庖

取締役支庖長 井 戸 賢

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 電話大阪 ( 353) 789 1 ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 ( 265) 5551( 代表)

株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪( 353) 1131

支 底・東 京・名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 仙 台・広 島・福 岡
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三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

取締役大阪支庖長 森 川 祐

大阪支庖 大阪市北区中之島 3 - 4 - 18(三井ピル 2 号館) T  E  L  06 - 443 - 1321 

本 広 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 ー 1 T E L  03- 863- 3111 

村 本 建 設 株 式 会 社

代 表取締役 キす 本

盛主

主 主 両司

本 底 奈良県北葛城郡広陵町安部547 電 話 大 和 高 田 ( 55)  1  1  5  1  ( 代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町9丁目 49 電 話 大 阪 (774) 2111 ( 受付案内台)

東京支庖 電 話 東 京 ( 238)2111(受付案内台) 名古屋支底 電話名古屋 ( 241) 15 11 U-¥':) 

福岡支底 電 話 福 岡 (711)9251 三重支庖 電 話 津 (26) 2949 

望 月 建 設 株 式

h r  

社ェョt

取締役社長
望 月 太 良日

本 社 大阪市北区曽根崎新地 1丁目 1番23号 電話大阪 (344) 8651 (代表)

株式会社 3対F木電 組

取締役社長 本オ木て
幸 彦

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201- 2761( 代)

支 庖 東京 ・名古屋 ・九州 ・札幌 ・奈良

営業所 仙台 ・新潟 ・横浜 ・滋賀 ・京都 ・神戸 ・広島 ・熊本・高松

株 式 会 社 盛 工 務 応

本 社

支 庖

営業所

代表取締役社長 盛
道 雄

大阪市北区南森町 1丁目 1番 26号( 成輿ピル) 電話 (364) 1581 (代表)

豊 中

神 戸 西 宮 赤 川 ・ 宝 塚

株式含社米田工務忠

取締役会長

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪上ノ 町 7 T E L 大 阪 ( 06) 771-7771代 表
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賀 正

1980 

建材・設備工事・報道印刷業者有志

。〉

@  

母島

クリーン工アのコンサルタン卜

アイ工ム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 良B

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1  8  3  T  E し (06) 561 - 3901代

東京営業所 東京都荒川区西日暮里6・42-8 飯田ビル 1F  T  E  L  (03)  894- 8  8  3  1  

三同邑

盛 建 材 株 式

ｾ＠
社Z 玄

取 締 役 会 長
青 盛 繁 男

取 締 役 社 長 青 盛 巌

広 島 市 舟 入 幸 町 1 9 番 1 0 号 電 話 0822- 92ー 3200

福 岡 岡 山 松 江 下 関 徳 山 ・ 鹿 児 島

株 式
4z2z』z  

社 梅 彦

取締役社長 松 刀く 嘉 郎

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 3 丁目 l 番 2号 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市北区中崎西 2 丁目 1番 3 号 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4  6 番 地 電話0726 (43)  5  1  8  5 代

防煙山臨m で 艦κ /

6診

11¥俣シャ・γ9- 工業者朱式会社大阪支庖

そ 表 取 締 役 社 長 小 俣 茂

取締役大阪支庖長 栗 栖 千 宣

文 隈 麓 飾 株 式

取締役社長 姥 川
矢口 、丘二

面 A ! .

。
宮

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 据 1 丁目 1 3 番 2 4 号 電 話 06 (444) 1410(代)

営 業 所 点 以 郎 港 lえ 州 新 情 2 - 2 6 - 1 電 話 03 (437) 2577 ( 代)

神 戸 市 生 出 lベド山手通 2 - 15 (聯 合 ピ Jレ) 電 話078 (321) 2009(代)

@  



。

多

③ 

@  

⑮ 

⑧ 

須 賀 工 業 株 式 会 社

取締役社長 須 賀 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁目 2 番 30 号電話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 庖 東 京 ・大阪 ・横浜・名古屋・京都・神戸 ・広島・掴司 ・札幌 ・千葉 ・静岡 ・金沢 ・高松・ 仙台

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精

締役会長 木 内 j青

取締役社長 和 田 正 八 郎

i Jf 

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセ ンタービル) 電話768-5031附

東京支庖 東京都千代田区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ビル ) 篭話262-3241刊

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテパヤシ商庖

代表取締役
舘 林 彦 四 郎

干601 京都市 南区西九条大田町37 電話 (075) 681 - 7 2 2 1 (代)

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂6丁目 4番27号 電 話0729- 94- 5682

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ス ー パ ー シ ー ト 工 法

合 繊 不 織 布 ・ T N コ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

言説?東Eアスアガレト防水事業協同組合

干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 94 - 5682 

TOTO特約庖株式会社

""'-'7 
代 表 取 締 役 田 虞 助

本 社 〒 543 大阪市天王寺区烏ケ辻町 6 1  電話771- 9123間

営 業 所 〒 544 大阪市生野区巽西2丁目 7番24号 電 話758- 7280制

柏原配送七 ント 〒582 相 原 市 円 明 町 2 1 7 番 6 6  電話 (0729)77-728附
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株 式

会 社
西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
半

ヤ

d

n

t

e

 

良R

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番( 代)

孟区

大阪で唯一の

きま日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話 202- 6861(代表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町26 (ユ ニ高麗橋) 電話 941- 6847 ( 代表)

<@t  
緊 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 実震聖堂隻 山 漣 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ピル) 電話06( 23l) 8171(代)

神 戸 支 局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078( 291) 0541- 2

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211) 1 9  1  1  

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03(961)1691(代)

9惨
額日刊建設通信新社関西支社

大阪市西区京町堀 1 - 6 - 2 3 エ ハ ラ ビ ル 電 話 (444)  4  4  5  1代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表

…@闇

マルヱス印 A ルーフィング企シングル企ピニエスタイル S P

日新工業赫式会社大阪支唐

大阪支庖長代理 中 田 日券

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4  倉東京 (882) 2424(代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 30- 2  宮大阪 (329) 7737- 40 

出 張所名古屋・広島・福岡・札幌・山形・工場/ 東京・均玉・山形

f h  

モヲ

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4ー 30- 2 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  
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活字のない印刷

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町 7 ー 5- 30 電話06(606)  1111 代

目本写植センター 〒892 鹿児島市名山町 4 - 7 三宝ビル 電 話0992 (26) 4371 

津 山写植センター 〒708 津山市大手町 8 番 5 号機範庖会館 電 話08682(  4  )  1771 

沖縄写植センター 〒900 南風原村兼械 沖 縄 印 刷 団 地 電 話0988 (55) 6100 

⑧ 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取締役社長 杉 村 正 良日

本 社 大 阪 市 淀 川 区 新 北 野1丁目 4番21号 電 話 代表 06 ( 302)  0231 

ピ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

A C:J D ?回 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工 哩E ・，
プ ラ ス オ ー ル ) _.. _ _  ｾｾ＠ - - +- 1 M'  

} 製 造 販 売 軍 ，

コ ー キ ン グ J Ｍｾ，Ｍ，，，＠ w  

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区京町招 1- 10- 17(大栄ビ J レ) Tel. <443>9721( 代)

〒101 東京都下代川区神田小川町3-28(三束ビル ) Tel. <292>1961( 代)

.'1
1

， ';I<，i)r : 札申見 <721>6031 ・6307 仙 fi <21>5366( ｦｾＩ＠

f ，，'，1;-! .<931>4574 ・ 3393 t;.'，I瑚 (78)3361 ( 代)

囚

自主化成Z 業株式合枇代理窟

新日月初工業様式奮枇代理庖

ム ツ 三 産 業 様 式 舌 紅

代 表 取 締 役 僧 馬 正 明

ｾＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｑ 丁目 ＱＷ 香 ＱＵ 号電鱈 ＨＰＶＩ 大代表 ＴＴＱ ー ｯ 3  7  8 番

出 張 所 : 東 京 ・ 広 島 工 場 : 大 津 ・ 竹 原

何?

営業品目 建築金物、装飾金物、金具金物、

其他諸金物別注設計製作、オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

干542 本 社 ・ 本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761) 0  1  2  7 代

〒570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T  E  L  (993)  7  1  9  2  

』。宅ｾ
装 美 建 材

金 属 建 材

緩み1 ; . 建材後

No. l 販 売 部 . No.2 施 工 部

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 筋 四 ツ 橋 角 電 話 541 ー1861- 8  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号 電 話 723- 2277- 8

山 建 ソ ー ピ 大 阪 市 西 区 南 堀 江 1 ( 立花通) 電話 541- 2152- 3
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緊. : 1=オン

取締役社長 立 野 良R

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 〒550 電 話 06 ( 532)  3731 ( 代)

東 京 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 石 原 4 - 3 - 1 干 130 電 話 03 ( 625)  8131 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 車 道 町 3 - 1  〒461 電 話052 ( 935) 6021 ( 代)

虎ノ門ショールーム (17森ビル1F ) 東京都港区虎ノ門 1-26-5 〒105 電 話 03 ( 508)  2558 ( 代)



地玉ｾｾ
l ! : i m: : 色' こコ

(  総合天井システム間部 [  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、バAL TS工法、は当社惣自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T J¥ーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの叡備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド B O Xなどの取り付けも可能! こした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

奥 村 兵衛株式皇社ii

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市 糟 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号

仙 台 市 本 町2丁 目T番 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 1 1 9番 他

干 530 ・鱈(06) 312- 4131附

干 105 電 信(03) 437- 3361附

干 8 1 2 . 鱈 ( 092) 291- 045鋭仰

〒451 ・2舌( 052) 522- 543邸側

〒 980 電 信( 0222) 65- 656邸内

〒 900 電 話( 0988) 53一 関5α 仰
沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源めパーフェクトな防水層です.

この防水府は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完鐙です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に日み、面f殿、耐来品性に{ 壷れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水格 プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業株式舎祖
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 ( 571)  270旧

大 阪 事 務 所 大 阪 市 淀 川 区 東 三 国6- 1- 41 電話 06 (391 )  1081 - 2  

3骨玉官業所埼玉県桶川市東1- 6- 10 電路 0487(74}2845- 6

厚木出娘所 神奈川県厚木市企図宇古畑259 司U 'i 0462 (21 )  6092 

名古屋出泊所名古屋市南区若草町33 電魁 052 (811 )  3660 

九 州 出 張 所 佐賀県鯖宮町 電話 0952 (47)  2945 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

大 島 応 用 化 学

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  
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空 間 ・衛 生 設 備の 頁

空 気 胴 和 ・ 冷 媛 房 陵 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 股 倫

φ 郡朝日Z 業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25・7 電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 旬結 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州|

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・機 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

震 災 平 吉 宗 処 毒 設 計地 工

委 〈 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代)

京都 市東山区大和大路正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

: $ : 庖 大阪市丙Iえ江戸綴 I T 臼10番17号 〒 550 'O'Ii，!吉 (441 )8231 

: $ : 社 東京郎中央区銀座 2 了同 2 嘗 17号 〒 104 電話 ( 535) 5251

支 社 大阪・東京・名古厩

支 底 札帆・仙台 ・ 金 沢 ・ 広 島 補 間

営難所 新潟・天王里・岡山・高位・熊本

出張所 帯広・脅森・秋田・護問 ・ ｬｬｾｴ 高・千葉・繍浜・静岡

富山・福井 ・盟国 ・京都・神戸・徳山 ・鹿児島 ・郷軍需

海外支庖 シンガポール

空 気 網 干 日 量生側

給 排 水 ・衛生水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 黛

ム

環境衛生施ｾ

荷 役 運 徹 憐 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支底長 稲 島 和 治

大阪市 東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電話 大 阪 (202) 代理11: 3071

本 1苫 東京・日 比谷・三僧ピル

支 底 名古屋、 価問 . 札脱、広 島. 仙台、 北陸

出 蝋 所 相町浜. 高松‘ 鯵問、 貴図、 岡山、金沢

. 総生井水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の股計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ピル)

篭 館 03- ( 270) ー741H的

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営. 所仙台・千葉・名古屋・金沢. i I i 総・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 殿 ・ 苫 小 牧
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空 気調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

- ⑪三建設備工業株ま審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殺町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡・ 金 沢 ・新潟 ・横浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 股 備 位 計 施 工

。

本
m

p

- 圃圃b

-
-

晃 空 調樟式会社

出 張 所

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー1371

東京郎新宿区西新宿 析宿住友ビル 泣訴 03- 344- 1911 

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 泣E治 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  ｾ， ￬ ，再 ＰＵＲ Ｍ ＵＸＱ Ｍ ＸＵＷＱ

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 ｾＭ Ｑｴｾ詰 ＰＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵＳＵ

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22.I} 泣訴092- 761 - 3795

仙台 ・償浜・福井・京節・神戸 松江 ・高松 ・沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

零 誌 報 嗣

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 31書了68番地( オートセンターピ Jレ2階)

郵便番号542 1童謡大阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 悶 灰 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

書診
新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  34.  - 6  0  3  1  (代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日本僑本石町4-2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 械 ・東 海 村 ・北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。造量芸業J捗窓会fさ



t  

高畠は宇気ですo ¥ '  ｾ＠
111 111 熱 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア ， _

F  大気扇土

ｾ＠ ¥_ _ _ ，/ 謂乱部制註

2 2 2 2 2 222三世15間新宿i;Zi辺ぷ長三52JJ Ft )世話主52tt f 詑 1鎚

空 気 調 和 ノ/、、 機送機設備

給排水衛生 可ミ二戸 設 計 施 工

第ーエ紫株式会私

大阪支庖

大 阪 支J苫 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本 社 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 (代 表 )

r - 悶悶DA隔でコ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 緩 繍 式 会 世 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 初 本 圃T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京続中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

ｾ唐名古屋・福岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

［ ｅＦ 蚕 ｕ ｾ 大阪市北区西天満 5- 11-12 電話 06- 313ー1846

Z 芸蚕 : : 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 都 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

禁制 IE 竃怒 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

e J i : を西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区中 津 6 丁目8 番 4 号 電 E重大阪 ( 458) 3531番

支 底 ・ 営 業 所 福 岡 ・ 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 川 西

F U T A B A Y A  D E C O RA T O RS . L  T D  

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満ト5- 20 電話( 06 )352- 3501¥'t) 

四 日 市 支 庖 四 日 市 市 西 末 広 町 屯お( 0593) 53ー7431附

津 曾 簸 所 添 市 栄 町 2 - 111 電話 (0592)26- 36l OQ1j

滋 賀 鎗 銀 所 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 官官話 (0775)22- 9738¥'t)

名古屋省銀所 名古屋市中川区百船町 電話 ( 052)363- 0681 Q¥j 

@ 造 暖 房 限

ー・F電......，.

Ｎ‘Ｎ司 ＺｾＺｉｉ 喧ＺＮ

③首途端三重結実: 証

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸媛 1- 22- 7 T E L (Hl l 附 1994 ・( 443) 附0331

⑫ 山 田 工 諸 積 書8 a:

材 I 且菅工事事車部 大 阪 市 西 区 京 町 纏 1 - 6  - 8  電話06W3)8161(大代聾 )

環境袋置事業部 大阪 市淀 川 区 三海 屋 市 1 - 1  - 35 電11; 06( 308) 1柑l ( 代量)

東 京 宣 宿 東京割1江 東区 亀戸 1- 8  - 4  ( 由回ピ ル) ｾ ｉ ｛［＠ 03(683)8421(代 置)

名 古 展 支 高 名古屋市中区栄 2- 16- 13(京極ピ ル) 電話052(202)∞77(代 聾)

福 岡 支 底 福岡市樽" 区博多駅東2+ 却(いわきピル) 電話092(451)3456

常 葉 所 京 郎 ・神戸 姫 路 広島. il'!i怯 松山

活字のない印刷

⑨日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

図 翻

( 創 業 大 王 7 年 )

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 . 06侭06) 1111代

日本写樋セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 骨使冶2 (26) 4371 

津山写緬センヲー 〒708 i量山市大手町自番5号 幌髄庖会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

沖縄写緬セ ンヲ一 千筑幻南風原村謙綴 沖縄印刷団地骨民泊8 (55) 61∞ 

建築物骨制自等造作工事、家具建具・室内装備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類 一 式/ 設 計 施 工

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 部 ) 349- 9 1  9  3 代 表

大 阪 府 知 事 建 築 業 者 許 可( 般 - 48)第 12064号
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電 気 設 備 ⑤

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2  - 4  例 日 ビ

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 垂 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

宗 都 市 右 庶 区 西 京 極 4 t 'ff 闘r 2  1  

T E L 京r. s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( i"l: )  

市 中 央 区 慈 院 1 - 1 4 - 8

T E  L  1M間 的2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8  

電 気 股 備 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅6逮

国1収

本

草花官曽噴陣所

京事軍司E唖陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 313- 1101

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天王室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

福 岡縄 問 出 積 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高照矯五丁目 二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 国 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 制 | 熊 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー
一

株 式 会 社

社

底

本

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

社

ぷ〉

実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

中回
取締役社長

ネ士本

H  

底

底

*  
支

支

営業所

電気・計装・空調工事設計施工

1 7 vト覇気工: ，; 三Jニアリレヲ融式Q U&  

神 戸

総合般備工司l ( 股tt. 鎗行〉

電気・アンテナ・送電線・プラント・針裟・2笠鯛・土木・建豊富

⑧ 

手ｾ Ｎ .t/; 骨

太陽工藤工事雲霊

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札 脱 ・普 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂- 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

?坐z

1 0  方く
取締役社長

社

支 唐

事業所

本

自1，

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

TEL( 侃 ) 452- 1151( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福 岡

四林

、
j

 

J

 

取締役社長

社本

Board&Sl ate 

魁逼狙・・・・・・・・園面

｜ＺＰ ＺＺ ＢＷＢ寸ｾ Ｎ .......J 
. }.'.. ..' I  ＱＢ・ｾ ｾ戸ＮＮＮＮ，ＮＮ｟Ｎ，

》 予 ? ・ } 、 れ1

即盟、! I J主主2) r. Ｎ［ｾ＠

Standard 

、
フ タ パ 需 3阪

事業所

画 面 木 湾 入 量'1 ｾ審院止

耐製品

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビ I レ3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・ 千 葉 ・ 字 書 目 宮 ・ 熊 本

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

臣

市

植

通

区

花

町

一

了

白

七

四

ニ

電

話

削

v

A

O
六

五

草 田 市 東 山 区 今隅 計 大 fム 池 田 町 9 の 9 075(5.1 )33' ・{ 代 ]

東 京 rs斬 宿区 西 ♀ 稲 田 3 丁目 23書 8 号 03 (202 )7801 ( 代}

阜 稲 田 セ ν ト ラ ル ピ ル 1 F  

京 師滑 木 山 崎 噸 戸

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ー・ 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 遺 産 用 瓦 ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外装用様変焚術タイルー ー大 仏 タ イ ル

新 発 売 古 代 土 器 開 高 温 〆タ イル ー 大 仏 古 代 タ イ ル

噛

φ  

ヨニ
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卜 … 下 長。

手重

ガ ラ ス 製 品 卸 問 屋

セ 卜 モ ノ の デ パ ー ト

各ポツ酸

陶器、

両す



- 床 用)(壁用

. .  ＭＱＮＭＱＮ Ｑ ・・ｾ奉 仕 感 謝 の 庖

(ボー ド類直貼り接着材)
畳語: 1.1・E 団・・・・m・・・・国・タイル工事施工

: :  11) 浮 寝 零 歳 庖⑪ 
(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社

関 西 営 業 所

〒530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 4 - 1 7  

T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

国語調E 理面温置司園田・置

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭 本 町 パス 停 前 )

電 話 大阪 06( 532)代 0461 e  550 

宅土ヨ巨

大 阪 支J吉

大阪市東区高純橋 2 丁目 9 野村ピ J レ5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

電位省総定の防火材料

基材開等 o  0  0  3骨

基材開等 o  0  0  3号

基材同等 0 0 0 4 号

基材同等 o  0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 06 )702- 7 8 1 4 - 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

きらった( 誕生)
i)・

アダルト感覚

〔アースウェイブカーテン E
大 阪 営 難 所

【ラグジュアリーカーペット】l

回 日 本 フ ェ ア ト ン 株 式 会 社

〒540・大阪市東区鎗屋町1丁目34番地・ヤリヤマチピル

T  E  L  06 (943)  6  4  8  1  (代)

〒 1 0 5

〒 1 5 0

キ土

東京営耳障所

本

更に充実の

**- ' 7a X 1 5集新発売. ゲ

見 本 l帳 御 入 用 の 節 は 御一 報 下 さ い

守主君宏観億四富佐大阪支庖

阻ヨコ

札 幌 出 張 所

サンケークロス

訓《

千日4 吹 田 市 広 芝 田T 13 - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代 )

干 160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2 - 8 - 1

T E  L 03  ( 354 ) 264  1  ( 代)

島 株 式 舎 料

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 小 伝 馬 町 1 - 4 0 T E  L ( 0 3) 663- 3371  

大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 1 4 - 14 T  E  L( 06) 702- 8102 

名 古 屋 ( 052 ) 932- 1381  札 幌 ( 011 ) 741- 3721

広 島 ( 0822) 93- 4676

J' I  

本 社

大 阪 支 唐

支 底
本 社 ・ 壁 装 館

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成. /

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

株式会社ブフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大 阪 市 東 区 平 野町 3 - 6 - 1

平 野町 センチュリーピル

1( 1/ シ 壁 装 材

I@ 
光 建 産 業 株 式 会 社

〒141 東 京 郎 品 川 区 西 五 反 田 2 - 34- 4

〒143 東 京 都 大 田 区 平 和 島 6 - 1 - 1

物 流 ピ J レA 線 A E 5 - 1

〒538 大 阪 市 鶴 見 区 茨 田 大 宮 町301 - 1 T E L  06- 913- 1031  

T E L  03- 492- 7341  

T E L  03ー 767- 3 411

本 社

東 京 支 庖

ｾ＠

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

[f 114(株) 出。ョコ! J D::2

T E L  

大 阪 支 庖

日 S E 3 1 d

脳 会 批 JI l 川商庖

別注壁紙( クロス ) 御相談は

シマクロスで

。三〆マクロス株式会社

場

一

二

工

第

第
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〒550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 - 1 8

T E L .  ＨＰＶＩＵＸＱ ー ＷＴＶＱｾＵ
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

4 0 ・ピ ー ア ッ フ . @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 瞥 町1 - 1 2 日生ビ J レ f t  ( 943 ) 6571代 表

東 京 ・償 J兵・盛岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜松・岡崎・名古屋・富山・大 i掌・京都 ・堺 ・神戸・広島・福岡他全国主要都市

昭 和55年

N O . 3 4 2  
2 月号の内容

〔特集/ 内 外 装 の 損 傷 と 補 修

・ よ ご れ ・ 変 色

ヰ寺f面

￥句，0 0 0

1  )  

壁や床の仕上げに生じたさまざまなよごれやしみ、カビ、変

色などの除去方法、防止対策などを事例によって紹介する 。

・ 割 れ ・ 欠 け ・ そ り ・ た わ み

窓 ガ ラ ス や yゲラスブロックの割れ、張石やコンクリート、

A L C な ど の ひ び 割 れ ・欠 け ・床 材 の そ り 、 ド ア わ く の は

らみその他の補修事例を紹介する 。

・ タ イ ル の ひ び 割 れ ・ 浮 き ・ は が れ

い ろ い ろ な 原 因 に よ る タ イ ル の 損 傷 と そ の 補 修 の 事 例 を あ

つ め て 紹 介 す る 。

・ 外 壁 か ら の 漏 水 ・ 結 露

鉄 筋 コ ン ク サ ー ト や A L C外壁 か ら の 漏 水 ・カーテンウオ

ー ル 接 合 部 シ ー リ ン グ 材 の 破 断 そ の 他 に よ る 漏 水 の 補 修 事

例、幸吉採の事例などを紹介する 。

企 画 ・ 執筆 者は 3 7名 。

建 築 経 済 統 計 図 表 ・フォトニュース ・ト ピックス ・建 築 家

の 良 識 ・読 者 コーナ - ・海 外 の 話 題 ・建 材 の 動 向 その他

直 接 購 読 ご 希 望 の 場 合 年 間 予 約 金 ￥ 9 ，3 6 0 ( 送料共)

全図書庖18 日一 斉 発 売 .1 最 寄 り の 杵Ihにこ: j1 : 文下さい

E ・ 担 体 生 産 技 術 の 向 上 を め t!-" して (No.296) ー 特 価 ￥ 7 8 0

集 ・ 建 築 と 接 合 同299) 特 価 ￥ 1 ，3 0 0

号 ・ 住 宅 部 品 シ ス テ ム の 普 及 川303) ・.... . 一特価￥ 1 ，4 0 0

ｾ・工事環境と技術対策 Ｈｎｯ Ｎ ＳＲＴＩ .. ... ・H ・- … 特 価 ￥ 1，0 0 0

己 ・ 住 宅 の 遮 音 (No.328) .  ー …一一・ ー ー特 価 ￥ 1 ，0 0 0

| 建| 築| 技| 術| の| 出| 版| 案| 内 i

同 じ 失 敗 を 繰 り 返 さ な い た め に

聖 書 失 敗 の 実 例 に ま な ぷ 同 編 集 部 編

B  5 判 ・279頁・￥ 3 ，600 ( : i 主主料￥ 250)

現 場 に 即 し た 検 査 方 法 初 の 指 導害

建 築 工 事 検 査 の 実 際 亀 田 泰 弘 監 修

. 上巻 B 5 判 . 453頁・￥ 6 ，000( 送料￥ 250)

. 下巻 B 5 判・ 534頁・ ￥7 ，000( 送料￥ 250)

コ ン ク リ ー ト 技 術 に 関 す る 好 適 の 実 務 害

実用コンクリート技術森茂二郎編

. 上 巻 B 5 判・ 360頁・￥ 3 ，200( 送料￥ 250)

・ 下巻 B 5 判・ 414頁・￥ 3 ，600( 送料￥ 250)

設 計 ・ 施 工 に 必 要 な 接 着 工 法 の 決 定 版

建 築 の 接 着 工 法 西 忠 雄 監 修

B  5 判・ 430頁・￥ 3，∞O( 送料￥ 280)

各 種 建 築 矯 造 の 計 画 ・ 設 計 に 役 立 つ

建築構造計算資料集会 8 巻 中 川 繍 著

日鉄筋コンクリート構造編① B  5 判・ 237頁・' " 3，800( 送料》初日)

固鉄筋コンクリート構造編② B  5 判. 212頁・￥ 3，000( 送料' " 250)  

固鋼 構 造 編① B 5 判 . 225頁・￥ 3，200( 送料' " 250)  

図鋼 構 造 編② B 5 判・ 256頁・' " 3，500( 送料￥ 250)

固鉄骨鉄筋コンクリート構造編 B 5 判・ 208頁 ・'" 3，200( 送料￥ 200)

ｾ士、事 ＱＶＰ 東京都新宿区北新宿ｲＮＺＮ中島ビルｭＮ

弓， 有 限 会 社 建 築 技 術 E

L 士 ヨ 振 替 口 座 東 京 番 宮 東 京rl l i DmDl 代) 目

d、
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設備合理化に貢献する

今選。! J : ユトヨ山ゴ

S K- l 0 0 S標 準 型

S K型 I層式( 桝 ) / 2層 式/ 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新 案 特 許 第1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・ 受 カ ゴ ・スライドヰ反 ・排水管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 4居付費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 文 、 残 漬 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 腐 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

事 字 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・ 設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 くの 引 合 を I頁 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お ります。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー 卜 / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル/ 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル / 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品 目 〉

S K式グリーストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製品 加 工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 ず さ い 。一一一一一一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営業所/ 〒532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) 宮 06 (304)  5481刷

本 社 / 干 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9{和幸ビル)
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錆 び な い /

わ れ な い /

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

波 板 規 格 S 小 波 ・S 大 波・ V 波 ・ ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ポ波 ・V デ ッキ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・ 其の 他
、

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル ・其 の 他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

畿市 ｉｊｉ Ａｊ ＹｊｾｊＹｊｬ 製造掠式会誼
大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 包 括 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488ー 1081( 代 )

支 唐 及 工 場 大 阪 ・ 九 州 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 窃 干 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 包 括 蕨 ( 0484) 42- 3115(代 )

支 庖 及 工 場 東 北

峨

ノ、

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l簡に芯: : : J - fh
- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

ヘ

|

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

日

本

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

，
A

刷

、

電

T  

'1 

ヘーペJL
<> 

三頭偏重

回吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト自信

⑧密葬JR許詩歌)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12-14 #078(922) 0007(代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2- 1  -29 #0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

会 08202(2)5211 
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浜

3

t

汀

電

話

大

阪

0

6

(

2

3

1

)
9

6
叫

8

・

9

6

4

9

・

9

6
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大

阪

三

九

九

七

五

番

最適. グ既設防水層の改修に

フレJ コートDX防水工漣

(

表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

楠

田

一

夫

)

融

常 温 ゴ ム ア ス フ ア ル 卜 塗 膜 防 水

17¥:!?でご 1
卜DX防 水 工 法 と は ・ ・ ・ ・フレノ コー

. 安 全 ・ 無 公 害 の 常 温 工 法 で す 。

. 合 成 繊 維 を 基 材 と し た 介 厚 い 本 格 的 な ゴ ム ア ス フ ァ

ル ト 塗 膜 防 水 工 法 で す 。

・ 硬 化 剤 の 使 用 に よ り 、 強 制 造 膜 が で き ま す 0

. 既 設 防 水 層 の 補 修 用 に 適 し て い ま す 。

. 通常 使 用 範 囲 内 で の 低 温 脆 化 、 高 温 流 動 が あ り ま せ ん。

定

価

六

五

O

円

社

本社・東京営集所 ・ 東京都足立区千住東2-23- 4  f t  ( 882)2424( 代表)

大飯支庖 . 大阪市東 淀川 区璃光通り 4-30- 2 宮 06(329)7131( 代表)

営 業 所 ・ 九 州 ft 092(451)  1日95 . 名古屋 台 052(141)6251

・ 札 幌 ft 01 1  (281) 6328 

出 張 所 . 広 島 f t 0822(21 )1 019 . 仙 台 官 0222(63)0315 

場 ・ 埼 玉 ・ 山 形 ・ 北 海 道

. d.  

ｾ＠式株業工

0 3 3 7 9 - 1  雑 誌

工


